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井
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菊
半
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版
一
問
間
以

ク
ロ
ー
ス
脚
城
山
附
入

制
一
続
州
知
四
銭

' 

ル

信
仰
の
珠
玉
!
浩
翰
な
る
上
人
遺
文
中
よ
り
、
現
代
生

活
に
最
も
趨
切
な
る
も
の
を
選
ん
だ
句
々
金
玉
の
事
句
!

現
代
日
本
人
の
聖
典
!

再版出来! ! 

t
c

・
司

H

唖-
a，
t
い
し

q
a
F

・

L
E

と
為
仲
震
で
ん
し
命
じ

E
a守
L

+

な
か

τ
伊
畠

手
頃
な
ポ
ケ
ト
智
、袋
誌
も
撤
b

し
た
も
の
で
す
か
ら
、
仕
事
の
A
H郎
、
屯
車
、
自
動
車
の
中
で
手
駆

a
em
v
E

且
巴

、
電q
L
7

・r
B
t
'
b

-
'
r

ゐ

u
r
b
L

主
主
己
主
。
か

τ

ぜ
い
，
、
わ
ヨ

L

比
取
貯
し
て
読
め
る
。
心
静
か
な
る
時
、
憎
め
る
時
、
随
時
随
所
に
読
め
て
心
の
粗
と
な

b

生
活
の
指

し
ん針

と
な
る
。

舵
戯
な
航
訟
が
一
和

一
部
川
の
仰
向
を
似
げ
、
山
肌
訟
な
樹
訴
を
払

m
Jしな
っ
た
もの
。
配
列
に
も
、
航
船
に
も

し
ん
嘗
喧

f

a
vb

，
、h
q
む
を

'
V
E

司
・
花
札
止

新
機
軸
を
開S
、
活
字
も
九ポ
イ

ν

ト
総
ふ
A
リ

偲
名
付
で
あ
る
か
ら
離
に
も
積
め
る
!

勤
め
人
も
商
人
も
努
働
者
も
、
そ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
懐
中
に
必
ず
一
本
を
蓄
へ
て
信
仰
の

貫
髄
に
接
し
て
正
し
い
生
活
の
確
立
に
資
し
て
下
さ
い。
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こ
れ
ぞ
光
明
!
時
代
の
悩
み
本
ニ
身
に
背
負
ひ
、
精

竣
を

つ
か
ら
し

め
て
求
め
に
求
め
た
五
人
が
求
這
生

活
の
跡
!

凶w
，
“
.
砂
町
，

L

，
‘
，

t
'

l
l
b'

mmNH
本
・
人
が
抗
っ
て
求
め
て
ゐ
る

も
の
は
ぬ
賓
の
生
活
に
磁
り
と
根
を
張
っ
た

正
し

い
仏
仰

e
，
、n
ん

ぬ
ん
L

脚
。

‘
マ

で
あ
る
。
そ
れ
が
と

h

に
あ
る
。
宗
教
を
特
儲
か
ら
解
放
して
.
Kし
〈
民
衆
の
上
に
婿
ら
し
た

H
V蜘b
e

e

L
K

と

M
R9
τ

」F

e
bと

E
大
無
双
な
る
宮、
我
ら
が
盟
師
法然
上
人
の
辿
り
給
ひ
し
信
仰
の
道混
と
そ
、
現
代
人
の求

ι
m
ps
 

め
て
や
ま
忠
信
仰
と
設
も
良
く
合
致
す
るも
の
で
あ
る
。

t
aF

e
A
7M
f
'
'
'
t

，
、

こ
の
人
刊
に
は
、

上
人
が
高
人
と
仲
代
に
悩み
求
め
ら
れ
た
求
組
、
灯
仰
の
御
生
訴
を
柏
と
し
、

そ

偽情
-
e
，
、

ι
e‘
J
τ
い
白
山F

れ
を
担
る
時
代
の
郡hk
和
を
拙
い
て
、
何
人
に
も
納
m
仰
の
行
く
や
う
新制了
$
に
設
か
れ
て
ゐ

臨怠る

ん
で
qG 
ら
れ
よ

k
g
 

E
し
い
信
仰
を
1

t
--a'

'
si-

-'it

,
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一

徳
一
奈

生
活
一第
一
期
主
義

1
13
8

棟
、
誌

の
校
芝
、
Z
3

2
前
、
よ

一

一
一
浴
室
返

す
が
ら
。

二
銭
ニ
剣
の
*
滋
往
時
的l
l

叡
山
の
山
川
家
生
活
、
功
徳
院
の
阻
伊
間
生
活
。

=
一銭
三
期
一

一ヨ

一
の
窓
会
|

奪
三
総
の
生
訴

、
雪
上
人
と
の
接
舗
。

関
係
悶
期
の
主
義

l

g

g

一

一1

一
の
宅
五

然
五
期
の
求
滋
俊
治

時
び
晴
寄
生
活
へ
。
←

一

一
銭
一
一
信
仰
生
活
一
入
'
い々
代
の
務
総
泊

四
鴻
い白
己
反
省
、
薦
人
を
包
む
人
間
灰
谷
、
開
hM
の
総

~

一

一
ほ
。

二
川
公
郎
代
の
住
A

l

山
&
下
っ
て
京
hu
町
へ
一
宏
伸
修
念
仰
の
立
品
川||

信
仰
を
湾
人
の
剛
同
一

一

一
へ
、
広
づ
て
掠
る
あ
ら
ゆ
る

m
鋭
、
休
火
な
る
人
絡
の
力
、
火
原
修
林
院
の
信
仰
附
谷
、
A
T品開欽
の
将
一

一次
一
塁
以
@

問
滋
賀
A
鉱
主

目
前

三
十
年
叙
が
付
か
な
か
ウ
た
組
立
、
是
包
化
し

て
来
た
諮
続
、
孫
子
一

一

一
の
拐
を
災・が
て、

総
絵
&

um
設と
見
る
、

死
生
を
M障
へ
た
俗
仰
の
力
、

岡地時間
か
ら
符
び
京
へ
、
死
後
宮
一

一

で
猿
げ
ら
引
い
た
納
容
、
山
川
崎
叫
の
給
欲。
法
然
よ

人
三
日
一

• 
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島
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・
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一
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盛
に
議
ま
れ

る

新
刊

書
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中
村

古
川
問
者

迷
信
に

路
る
ま
で

従
川
公
攻
心
心
河
本
的
批
列

ル
川H
Kの
広
・

引
九
州
川
助
制H
Wの
捕H
・
は-
MT

欺
心
m
t

同
一
だ
と
野
じ
、

兵
他
ルm
J縫
-
U刷、

つ
き
も

り
、

w
hワ
幸
、

帥駒
沢
し

の
mw一g
心
開叫
か
ら
迷
伐
に
似
る
年
炉、特-m
.
時
祭
、

荻
野H似
を
州制

制wg
僚
の
な
刊
憎
か
ら
川市制
し
た
る
も

一i-
g
i
t
-
-
1

1
1

!

一
目

勾

三
二
円
買

の
。
l

j

当
者
は
行
で
六
本

一m
k
e
Mは

一阿
川

笠
間

さ
持・
た
る

N
を
作
り
し
桶
川
町
枠
内
ザ
減
。

一
円
山

十

A
H

震j!gtrg長2三自著堂Plli藤加

るなうどは
• 

人
間
一
度
は
必
や
叱
必
死
を
知
る

y
ト
ク
に
生
き

る

対
だ

品
川
こ
そホ

M凡
品Aび
死
後
の
m
m
u
何
に
か
此
心
千
ト
U

の
疑
問
を

Mm
い
て
身
の
包
〈
郎m
を

ね
て

.

牌ω

に
&
金
、
人
と
し
て
生
き
が
ひ
の
あ
る
生
前

を

な
ぜ
。

本
岱
ほ
、

帥哨
念
日的
土
が
、

切
仇阿
に

M
T目前
げ仏
、
品mも
氏
内
古
今
の
死
及
び
日
目
伎
を

役
い
て
興
味
m
h
た
り
ゅ

此
の
冊
目
を
績め
ば
、

仰
に
う
か
え
た
か
た
ま

り

が
と
れ
.

z
y
み
町
甲
ず
る
心
地
に
な
る
ζ

と

は
必
定
u
r--
s

d

此
の
世
に
生
を
受
け
た
る
折

、

ず
此
の
一
本
を
説
ま
れ
よ
。

?必

る た股 b よ 牧 倒
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抑
制初
、
訴
の
緋
別
ぬ

回
大
何

一-rn
品川
村H

領
-
-
聞
品
川
銭滋
十
銭

合
問
百
三
著
四
六
輔
内
側首
一
丸十
N
H

一
間
五
十
鈴
怨
中
一
一
ぺ

信

仰
読
本

親
鷺
聖

人
「m
・米
と
そ

山
敬

子
」
に
目前
さ
h
いた

滞
納
hu
山
内￡
'
R
M仰
を
以
っ
て
新
に
柑H
e
卜
し

た
傑
作
。

附
向日
仰
似
併
中
の
品H
段
糾
を
・

そ

の

火
に
釣
邸
せ
し
め
て
鈎
よ
此
に
花
k

m刷
'
主
総

鴛
依
化
た
る

と
川
町
と
に
拘
らず
・
A小
大
俗
に
と

の
名
作
者

膨
-v
c

宗
敏
文
怠
の
最
高
峰

島
tEt 
,fJ 

明
凪若
同
六
判
官
七
十
V
H

山
円十
九明
主

h
町
立

墓
相
t

心
霊
問
題

人
川
9山
内
的
的
ω
山
晶と
し

て
の
犯
は
品開め
て

筑
州
出な
役
羽
を
り
9
.

さ

れ
ど
品
川近
徐
行
の

&
利
か
と
は
M門
か
・

ζ

h
wm
M闘
で
凶
っ
て
ゐ
る
人
は
仇
仁

一蹴
せ

ら
れ
よ

・

仲
斡
鮎m
m叫
今
流
行
り
心
怒
川
川m
M17-
抗

列
し
た

る
快
科
!

宗
教
界
・

笛
単
界
十
=
名
家
執
雄

同
h
ハ
制
門=
一行
仙
川
氏-m
一
関
怠
十
伐

お
れ何
米
峰
h
M
附
彬
勿
肌
若

内
ムハ
鍔
三
百
回
十
ヌ
・

縦
二
制
品
店
十
銭

前
身
た
る

無
知
州事
妹
な
る

山
川似
附
仰
を

以
っ

て
人
心
宮
廷
酎臨し
・

務
山聞
に
飽
〈

な
空
白
似

H
Mム
の
内
忍

門Mt
s

M
W
と
も
そ

の
が
.慢

な
削
倒
伏
して
依
T

何
な
し
。

按
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当己 (ﾘ) 

制・

M.~ 

k
，
He
ゐH

・

e
，

入
金
と
理
想

ぎ た此E 随長
な 7口Z と の つ 口
v・ へ世主 ℃ 望Z
。が 、 tt 望2 み

、

そ 生ご み の

一 れ を な な

生:
. 

放E が 受ラき ν、

的E 何ど け 人2 人工
人』と ん て は 生t

モ な居a ーは
れ 形2 る 日 正

、

ら で 限を も 宰3 生lま あ b 生い 洞5

能官町長 ら
、

き ~t 
う 如い て 均:

的E と何か は し

争な27 も な 居れら ゐ い。る。

下治・ 者2
等2 も な
な 、 ν‘

夢主 希B 筈手
tJ、 望:: で

中、

を あ

一 持‘ る
時じ ち

。

的E
、

村
な 球。

名な 想3
4と を

努手霊す;.f~ 持‘
つ

る 筈字
幻受z で 康

あL 

iJ 、 る
』ζ 。

過す
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N!r1 !> 苦f 庭其呈 果主 或B 其毛 虎2 無b 見み 崎ヱ モ 物髄1t現質主fじ 先怠
じ は 心土口 E しは蕗E のイ批 τ JlH れ と q づ
つ しし審名t に -τ -" と 爪Z 仰， 見品しを ぷ 々 は
め な て 主 は其を子L 何ど を な る て まつ活る金主
τ v、 可f回ヤ3たb et 」
見為 。 v、 し 子L の なぎ利u よる慾? 者賢12MO
れ 枇1 た f 孫Z 矯t 恒言 、 - v、 o の 与 か名な

ti' 合がj中主会 <つ 2 遥をめ心土 痕在 勤Z O 浅3 でに か
、 が が にが 2 5長陪 < ~す 。
f!�'1' 地、

、

残2 幸瓶を」 あ の b なへる之よ
?又 1:9:"や 芯 ? と る 牙3 の い-， .f.tた が
422 を は れ でもの を人時 連i 恒三 め副3
。〉 4与え b てあ云い でむ注雪 中3 産2Lt 大捻

~. 党 問主 JI:' 1:. つ つあ 』ζ • がな ~ 閥Z
の と じ る た て ら

。 r:> 
一、• 

、

き 何どで

笑ぢ と で で )6-聖 う 人。 金2 も ん
ぴ ろ あ け あら る か と 科f のな あ
に で る

。 。

し 玉Z は 人2 ら
し

、 。

つ ラ 壬 f康 ; -，散で ラ
か そ プと tJ、 4百合・ の 心上 も

。

, L . 
過ぎす λ の

。

aCPん や な
、

な で あ ラ し 令・-
11 

な と あ る R l-

v、 と る 者Z
、

な 封t
。

ろ
。

泊f n <.' ど し開

』と あ 分支 と て'
人Z 'つ の も iま

生t ?と 4そら云・， 血ろ
の で 書冷 つ IIM~
本店 あ め < 』と

?;け ら 主主 lれ な
の ") 義可 る b 

'/:1.、 の で 勝て
制? 。

飾dLi lま で
な 主 な あ
ぞ 塗l: V、 る
iま 料2 か

。

あ • lと
。

一
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え

L
R

酔
へ9
f

ち
'
t

u

s

科
て
了

へ
ば
、

却
て
苦
勢
の
種
が
増
す
だ
け
で
あ
る
。

さ
ち
ろ
う

実

主
込
町
聖
雪

面
E

そ

し
て
更
に
臨
を
得
〈
却
を
・
望
む
訴
も
起
っ
て
、

E

E

に
ん
げ
も

か
ラ
ふ
f

何
廃
に
人
間
の
幸

一胴
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う

か
。

. 

• 償却も感?
ヂし舗も

き H
4! と ζ
:t とと
てL ろ

すお
ろ

kた汗付‘果2
år・な 帝F宮 し
11 い保t て
い此:'Ml!l 本E
か のの .5 
り1;み身九 の
。. 11 人E

き さ主主

• 

か
向
。
の
そ

在
し
ん
し
ん

E
V

却
て
望
み
の
矯
め
に
身
心
を
焦
す
の
で
あ
る
e

口
一
銭
な
き
都
は
針
比
一
凱
び

、

針
ある
都
は
鉱
に
慰
ふ
o

a

B

自
立
弓

A
t
-
-

の

g

zv
ι

名
な
注
者
は
名
に
憂
以

、

名
あ
る

者
は
名
に
憂
ふ
。

怒
る
在
ん

主
f

f
L
e

ち
宮
骨

ラ
会

ん
骨
民
げ
だ

わ
ラ
ら
い

丸
で
食
慾
に
駆
使
せ
ら
れ
J
L、
強
痴
か
橋
慢
か
の
聞
を
往
来
し
、

お

屯
し
ま
ふ
の
が
蘇
ち
で
あ
る
。

在
匁
'
t
w
ん
守
」F

'切

b
F

い
3
ん

怠

ん
ぞ
f

・
ι
E
E

の
ぞ

側
々
現
在
の
地
位
や
財
産
に
満
足
し
科
て
も

、
子
な
S

は
子
あ
ら
ん
と
望
み

、

也
や
か
な
い

ふ
づ
匝

加
乙
し
ん
畠
ゐ
勺
玄

憎
む
。

そ
し
て

家
内
に
風
波
が
起
b

、
親
類
比
ゴ
タ
ゴ
タ
が
生
れ
る
。

ど
寸
句

f

島
苦
吟

何
遁
に
と
ろ
ん
で
も
苦
勢
は
絶
え
は
し
な
い
。

m
m
M
恥
むれ
れ
仇
と
し
て
践
に
は
鋭
れい

し
う
ち
か
同
'
み
か

A

か
ラ

し
に

主
ラ
砕
い
世
届
い
た
ず
レ
よ
〈
‘
&

口
然
か
も
内
を
符
れ
ば
汗
官
同
時
尿
の
身
を
抱
い
て
、
徒
ら
に
食
を
求
め、

L
ん
に

av
eリ

H
E

は
ん
‘
，
h

耳
ラ

E
ヲ
ゐ

脱
悉
と
の
中
比
、

主
し
く
蝋
附
し
慎
憎
し
て
居
る
の
で
あ
る
o

E

札
は
た
ほ
ん
た
宮
じ
ん
砕
い

之
が
来
し
て

本
常
の
人
生
な
の
で
あ
ら
う
か
o

E

E

V

'

h

v

v

F
b&
 

何
蕗
に
人
生
の
賞
き
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

E
ζ
U

も
ぜ
い
え
削
た

何
慮
に
人
生
の
科
鴨
川
さ
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

E

E
K

か

子
あ
れ
ば
子
の
偽
に

か
ち
世
捷
を
拍
車
ぴ、

疑
惑
と

• 
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( 6 ) !t 

'h
v
ゐ

&
&

人
聞
の
取
り
柄

モ で そ で モ 俗Z 何E あ そ ズ は色主 心;年2
ん は ん lま λ を 鹿E る し 口 品A 虫2 形t のの口
な

、

な
、

な つ }と
。

τ 7ざ ば烏3 の動5 寄与 健2
の懲5 功5 算2 悪~ < 。 あ 人E が かに艶;走全 格号 比 五itt
iま を利。 盤2. の の る 間1

、

b 及Y F し匹ミ や
m¥: ~ 的E 勘台、 悲E が 。 で何ど でば な な 敵E 替'
の 、 な定ん者でう な 蕗E はず る ν、 す力E
世ぜや も の lま ま 語、 な

、

lln lJロ ペの
界と く の上与 な v、 τ bと I.r、 動れま iま 民七三
~t と で手 v・ と は何E か作3 花4 山i も か
?を と lま な

。

と あ 色、 。 の E 撒? な ら
つ か な 乙 治、 b 取& 精れと 比 v、 lま
< o V、 と 。 符.ぇ b 徴。 &':も 。 、

あ 。か な 柄ぇ は ば /Jl. ':. 獅し

る
。

ν、 ヵ= 機検3 ず ば 子L
。

と あ 、 ず や. 
と b 3と 4日 2

、

象ミ. 、
ろ 3 及主 主i号 物色 に
'/;:. う

. 
ぱ の }と 比昨

。

な ず端交 拘5 す
も o .ll~札 泥で ~ い い

の 何E な し
で 民ι る な も
あ 3 を 司42 v、 な. 
る 還を は司12~. 

-払
。

みエ2 は
、

人民 1 1:1 だ 掛日 河b・んw 
し 円 り yItha--問ん 1'" ん み

の τ に Lと
人厄 も &î も 生t
I問ん1 、 ば 及主 の
7と Ill i ずば 上ヱ
る 家が な 泊、

と 脊Z-庁交 い ら
乙 ち 株t

。 iま
ろ の の 松三
'/;:. ロ 率It~ 杉Z
。

呂 i 千
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r
-

作
H
A-
-v令

官
間
的ω
-
R園
震

a
R
V
R

ゐ
，

L
e
-n
g
hva
u

E
し
い
人
間
生
活

此主 此E 此E 其を ら イ 然よ も 然ょ成E で成E で

口考お 正と の の践と ロ しヤ Lら，.;: 府ゐ し稗2 は蒋=E は
し正t 正な に iE~ v、、 なそ、、 、、

r、、 3 しし し 生qt祭主 v・れそ真上 そ股 |
て 人r ~ ~ .゙l.l: < 話-5 は 。られ 1をU れ fll!9 
見h を官îit 0 はら は溜を三
る な生tFEt 生t す 112 夫主 は求:人E
古2 な な あ を るな や t 人t め特問Z? 乙
よ し ，ノt乙・13R2 之 の の開IZ 、ね
\t、 < し し

、

う と で 部ぷで 4婆4号1 有E る
。 何史 τ て 大と す

、

あ 111] 1 な きのと
~Iグ の 何れ可安 部r る 其ち る 』と を も と噌単 身t、

物f; ZまE の内側 E 事: f o 介主て倉'J~ のか。
企14tい3 t 惑げ 其; が と で郎E れは造1 ら
弓会・ 3825 mP あ

。

あ ち τ か し し11-1) ~ 

。〉 n~: 官1] ~ 探~ !> る
、

Jú" な
、

v、

準k が結:究2
、 。人区 て は道すが, 

110 ι t イとL あがが大ま 、尚 徳? 、

。〉 ら あ あら 徳道写? 治: JbZ5-l.r;-q r 2 5 をそ
稀;! う ら 本722- ー を 行号 ん
は 。

ラ う カミ 的E な ム な
、 。 。あ ぴ〉 な も と 煩Z
人工 る 人E ものと潰な3 
惜立 。 )IIJ~ のかか
で bと でも。 7〈Z 
あ な もタ11 し
る る な れ なら。

と な

人，心Z土 と
、 v. ν、

、 fl_1>・ 0 も
で 人5 -:::> の
あ liqz μAT12A 聖 で
る が 人E は
。 本2 rc. な

?;?す j虚E ν、

! と l臨す 。

人E し
IIIJ~ ザC
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( 1 ) 
一 主主

、
，

e
、
る

と
の
身
ζ

の
心

lζ 此主 ね 犠'0' 1l 蛍雪位? よ力2 夫毛問1 的E もを単E
し心:る口 斡t かの高E しの れプとは のつ 剥ß~
JU は 耳目 此与 にら「の、 ;然よ はらもでピ j抱写
11完成をは 身み ~f~ 乙Jfl~~ kf-. 似合・ ら貨と し事!誌 はけ生ま
を梓2iiiでは すそ し犠.. 9 し!とめホIlx なて物三
ljijt 今E 来e 成2・ る 、 ら科:ごに め大ざる的E ぃ、か
i銅1 のな程号 高三せずにそ允自じ 筋と!と。人f ら
す成gv・ 今E 分支めL._ !ff~ れ結2 然主めも幾3 類2 幾?
る 、。の のてでしが果4 のに完ゑ、e 多l' ~と 百
.!J片隅~ ~芭S ーはあ 〈 大まで ~ぃ外主金んの ま高E
も感? 、 の私在 b 、 意ゃあ志L な比 天Z で 年2

1 111Y の 罪ご 報号 法ミ 4 深t 志し る力;ら近2 地、到すの
*曹 jiL3 悪? 思缶入t 大ま く カ 2 0 の な ν・を遣さ 長3
な溜4 の 行Zん 間Z 痴ち想?と 然土 ぃ人E 航。 し王手ん
いか 結2 でが漢~ ú\ 云い ら の問1 み た月Z
。も 品与 あ 正t 」をふ し でと，r(で のと
知L と' らしで致E や めあ式い ねは
れ 云い う ν・あしう ñ る J、て、幾?
な ベ 0 人にっそな ， も。 ー も単交 千
いや 問Zん f れもの航2 向V tt 億?
が う 生ま 、 比のでのほ 人2 高Z

が 活き是主報?で あ 生t AEた 間交の
此品 、 を程2 ゅな b 物去らを命誌
心2 此品 完2 大詰るい 、 をな しと‘
な 身為 J、主とと 大ま 作?いてを
く な すなとし 自 じ b 粍2 我3122
し < る罪ごろで 然主 上るの 儲?し
τ し と悪?がも の げ大? 勝三
は ℃ とは な 、 奥? 允犠古手ε1此主
、 は そな ν・其~ H: の牲ぎなへ
人E 、 のいな敷宅 内ま はを ZH2 進?
生ま 普2 2拝E とらへ 在t 、 弘I\~司をせ
の を が云い ば切冒 すで 人1 くゃな
島í{i'ð 積q 、 つ、れる問Z しら ν・
理主よ み 是正℃ そな 大ま を てせ 78ド
を 徳? 等ι よ れ ν、 榊精垂Lま上E し 、 る悶1
明きを のいは 幾? τ 肉7152 《か 累主 大ま。本史千 動タ 人f 悼との苦闘;
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加"

育
〈
忽

-
hぷ
ヲ
ぜ
い
ず
れ
島
つ
定
住

u
f
h
E
.

、
司

る

口
少
く
と
も
荷
物
の
精
慌
が
集っ
て
什
と
な
b

髄
と
な
b

肉
と

な
b

血
と
な
っ
て

居
る

の
で
あ

ε
。

• 

, 

せな其志の
厳?ら思支で

‘な ば 葱まあ
絡を、 Lと る

危
A
V

E
ん

U
〈
て
ま

円
か
q
τ
b
v

・‘
、

.
0

動
し
℃
何
の
報
ゆる
と
と
ろ
も
な
く

、

手
前
勝
手
な
我
偉
ば
かb
し
℃
の
き
ば
っ
τ

居
る

ず
で

S
e
u

q

a
雪
が
お

主
に
ん
げ
ん

慨
に
冥
加
に
識S
党
も
の
で
あ
b

、
冥
加
を
恐
れ
ぎ
る
人
聞
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
ど
う

2

9
L

曹

E
b

末
を
し
な
い
と
と
は
、
知
れ
切
った
取
で
あ
る
。

b
た
f

し

E
ん
に
、

h
v
f在
ぜ

い
ぷ
A
V
E

為
」

v
f
t

ぜ
い
ぷ
ウ
に

f
f
G

喝

す

ロ
況
し

f
J私
の
今
日
あ
る
は
、
幾
多
の
生
物
を
殺
し
、
幾
多
の
生
物
の
肉
を
喰
ひ
血
を
吸
っ
た

己

的

つ
ぷ

'
b
L
N噌ん
い
ラ
な

串

、
い
た
ぽ
，
、
均
三

T
λ

か
ら
で
あ
る
。
米
の

一
一
粒も
完
全
に
生
き
允
も
の
で
な
く

て
は
甘
く
は
な
い
。
野
菜
の
一
束
も
完
令

レ

a
va，
t
e
E
M

お

う

E

中

§
ι
V
E
f

Z
ゐ

毛
n
h・

v
h〈
し1・

に
そ

の
筑
波
が
流
れ
て
居
た
も
の
で
な
く

て
は
廿
く
は
な
い
。

野
菜
も
穀
類
も

其
生
主
党
肉
生
き
た

e

a
z

・

ま
い
ゐ
い
の

ち

に
ん
押
ん
耳
た

区
ん
げ
ん
惨

い

克
・
ゐ

血
を
人
間
に
挺
供
し
、
生
きて居
先
命
ま
で
を
も
人
間に
興
へ
て
、
人
間
の
生
を
保
党
し
め
℃
居
る

。

ル
じ
ん

V
H
F

-

ち

H
v
f

と
f

h
v
f

た
M
r
h
v
f
v官
3
'
F
ん
命
令
み

し
〈

見
れ
ば
、

人
4
k
於
け
る
智
脊
も
徳
育も
健
育
も
情
操
瀦
飽
食
も

、
皆
な

た
'

じ
ん
ぜ
い
判
長

し
ん
ド
4

・

f

h
'

嘗
の
人
生
を
行
は
し
む
る
と

と
ろ
に
、
異
質
の
目
標
が
な
く
て
は
な
ら
向。

此E
慮E 口
に此E
人? 心:
閉2 を
生ま し
括主て
のー 異i

f季2 1U
巌1 に
3 生い
治まか
あし
る め
。、

E
m
祢

L

ん
U

つ

晶
長

此
身
を
し
〈
異
質
を
行
は
し
む
る
。

J , 

E 

悉;

人';
rmt 11 ' 
を
し
て
本2



(9 ) 自己 • 

, 
身心hk 
の
. 

. 大新Z上ゐ . 

. 

し 心î ~ かて 今E 嘗2 な そ 空i ら 少ミ
口 む の， も 、迄.，? ~ζ 口 ら し 費昨 此主 く
人2 る織広 な し正t ャ 折ミ 鼓f ばて し 身をみと
問史 も れく て しク角? に 、 此主 て も
主主 の を し始E く ザ 人E 思-Y そ 心: 居ゐ 〈 lbiE

| 正t で 去益 〈 め 人Z 者2 問Z ぴ れ を る n.. 、有2

し あ b tま 1: 生ま でに を 丈高ま く の ら の
ν、

念
b 、 船: 白; を あ な深t iJ， 1i でな 震12

人E 、 行言 を道完5 つつ く 有E ら あ 髄Z
問1 人~ rλ 去3 はムア2 ì乏 し のな る 単E が
生せ 問史一 の糠b 1! 坦2( すだ斐甲v τ 髄震~ < 。 に 凝己

活L 悌 な 垢ま 々 ぺ け 時 、 Z 洋音 一つ
をつ ずらし 無を ~ �. ~ ~と が ま惜tt をい 日E て
な な 取と し で 、な i 犬詰℃ の 材、

し く っ てあー い 迷E 死E は ぱ 替、且
途と < なた拓2 る暦33宰存 の 3 摘、 し と
げ はす其ミ け 。 ....，で身憾だt せえ に な
る な精制「ItK 自 主 T￡内 泣き あ て

、

の b 
iと し な い 意い ると 居ゐ 摘、宮 ばし 成情主E 
}沈Z 能主 米主 安; ヵ20 精f る x. 
τ は 維新ゐ の健ん 」 市'1'ろ のて ザC と
iま ぬ 土 飯t 吉R区h骨ん を と では 居るな
、 翠ま 」 』EZ 働容 に あ 浮Jて る
此ζ な と は生ぜ か 「 る ぶ 1i 意い
の るを な E し 大古 。つ 吋 志L
宅.r 行宮 、 b 資 τ 維ゐ ま な と
包;むる、 船 人間A fL z; 新上 ら ら な
の で問1 ら 」 な ばつ
中立 あを れ ちた し を v、 、 て

~・

の るし ま号 批P 断交 欲? そ居b

草を稿: 。〈 ν、 判~ ~'n 求号 れる
正tok しし ~r. 丈高存の

}鼠& し 婚す な 使L Y で・
。 き る 醒t け 役会 物三 あ
ミ長3 人E で 穂遜し れ き の る
。 問1一一 あ て It.f せ 髄精tZ 7ごo 本itr 党ら ; る

を ら え し 本主 丈志 をか



一

ZEt戎tの戒f: 人E
絡を隊総'凶 献
の 1l t￠ ll - ZL
EET泌精‘ IIZ
立Z法草紳.1:.t 
ZL五l:. &き
iト 面長 崎

メ、 放務号す で つ 迄S fOE
ρ揚同、ぽ あまと 」 口

5 頼無よる b は を mミ
も t o 政号 金1. 獲f 数1
12 な 務す然1 科? で
ま 息手 息与迷2 し澗E
R 子こ 子E つ な ゆ
i主治: がア2 る
あ本史 心:も < 戒と
る ，心土 かのは法2
かか ら ~t 駄だ と
も ら 悔f 置b 目 品 云旬、

知L 改t ぴ き 1t メ、
れ心土 改言か と も
な す めへえい の
v 、 る 弓C ら 'つ iま
が R 、れ て 、

、は 異玄た Jb~ゐ 人E

多〈 在 良、3 人5 と る !お11
同]! と 。 生‘

は心ん 』と で滅亡 活る
、 Lζ な あ慌たの
親ま攻ぜ つ る獲を規s
のめ プE 。 特準努

7慈Vじ れら と と を
と は云F

~t て で 人E つ

成t 篠般12 あ 問1 アε
世.3. b 生ぜ の

し と
、

活主 ?で
て し 人じ をが
悔f て 格4ん・ な

、

iシ1 俄: 樽て 可- そ
改f 悔w 換Z 中~ tl
めす し 心上~l.
る る ?と 7J¥ 1ま
と と と

、

ノバ戒ー可と去、 云、、 と

~ (10) 

て 其誌が 完ぜるん そ 廷の普.1.ぁ lrx ~ 
も J:え なを れば通2 つ b
手-= 枇L 1P :主 4ま しのて 去3

が令主 か を準~-C j伏れま ら
JHだ 識意い ら 要ミ立与 仕し態ま 、 な
し 4 で 求~ ~釘iE で{喰J: < 
しゃあすうっ 、 科店て
ぷ良f る るし 屯かのは
b 心ん 。 気持雪な 、 う 努力z な
勝主 の t く どし ! ら
1t JE~ は て '-: す2 と 官l

から 義説ぴE あ も の 心2 忍1 が
つ 、つづ面花、

で と < 何~ ~か と 現2
も ヱョ;い も う b v¥ が {\;; i，
あ J、 、 や ま は な の
る 律3 首すら で 中まく や
。 法ぽ 而2 かや 々 (て う..t. 

的E σコ ラ ら出ではな 1
な 事E や な来~ 111で 煩~ I
も に生らい る 来宮球、
の i阜告せ じ課Z ぬな
lζ は前5 まのとそ
!ま れ しい も と し
、

マC τ iと の でて
嫌い f'r同 な であ鋭と
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-( れ 。 b 、 れ 符ぷ 除難2 つ ノば
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明t t同s のZ 、 tJ、e 百1 2

。

で ら 的E 我が 布iJf.1. 戸 ど、

直2 寸1 の る ら あ
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地ち O の」陀だ 南

-1

t 願5 しは 果主 てら
の 随長 大ま と倒;ミ 無b 表2 か「 し人に ゆ
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局2 な来立 ら 「 るとる泉ま ま ν. ラ

1 亡4 . 〈の 願志 。 が?向5 と し 生長
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叫
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近
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一一

、
f

uv
ん
じ
ん
ぷ
う
い
五
時
か
よ
L
E
-
-

MW
ら

れ
〈
、
作
品
の
人
物
代
息
吹
が
通
ふ
の
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
、
「
死
」
と
レ
ふ
や
う
な
事
柄
に
な
る
と
、

戸
れ
仲
い
w
'
9
・

4

町
、
い
L

置

て
包
十

離
も
と
れ
を
純
験
し
た
人
は
な
い1
0
坑
際
氏
死
の
一
歩
手
前
ま
で
追

ひ
つ
め
ら
れ
・1
、

を
と
か
ら

よ
み
M
m
w
b
B

ロ
寸

f

け
h
v
げ
ん

・

肉
店

-
h
e

蘇
へ
っ
た
人
も
極
め〈
少
な
いv
。
そ
の
や
う
な
経
験
を
持
っ
た
、
憎
め
て
締
な
人
民
、
間
験
を
聴
い
サ

ー
げ
い
仲
ん
仁
い
・

'
h

位
-A
C
H
H
Z
s
w
'
h
叫
ん
甘
い
げ
ん
己
&

τ

み
て
も
、
そ
の
.
北
の
純
験
は
無
ぷ
識
と
品
川
ん
ど
同
じ
と
と
で
あ
る
。

ま
し
て
全
然
純
験
し
な
い
事

AY
芭
巳
か
尭
い
へ
ん
ζ
ん
な
ん
3

a
，
ゐ

比
就
い
τ

何
か
砕
く
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら

、

と
れ
は
大
経
に
困
難
な
と
と
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。

置
許
奮
し
抽
カ
・
カ
チ
為

7
s
E
-
a
M
b
芯
舎
だ
レ

君
事
か
た

一
歩
誤
れ
ば、
そ
れ
は
一
種
の
戯
査
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。
事
柄
が
重
大
で
あ

る
だ
け
に
、
扱
ぴ
方

市
主

‘
町
れ
れ

を

抽
伐れ
ば
、
そ
れ
は
物
笑
ひ
比
な
っ
τ
し
ま
ふ
。

し
か
一
定
だ
れ
じ
主
ん
む

し
ん

し

抽
g
t
て
E
け

い
汁
ん

ζ
&

然
し
考
へ
て
み
る
と
、

離
も
と
れ
を
自
分
自
身
で
主
観
的
に
経
験
し
た
市
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

事
中.
、
、
どて
き

ぬ
か
f
r
q

，
ん
怖
い

‘

か

h
陀
f
し
じ
ぷ
ん

1

什
い
J
A

客
観
的
に
見
る
と
、
と
れ
ほ
ど
儲
仰
は
な
運
命
は
、
ま
允
と
他
に
は
な
い
。

花

は
自
分
の
.
Kを
純
験

L
か
わ
h

f
L

T
E
ん
f
b
f
h
H
注
げ
H
V
げ
ん

・。
、
，

h

主

ぷ

し
た
と
と
は
な
い
。

然
し
、
犯
は
他
人
の
死
セ
数
多
く
経
験
し

℃
む
る
。

父
を
喪
っ
た
0

・
組
父を

F

昆

主

ぽ
写

I
L
h
r
，
，
h
'
E

ん
L

抽

t
b
g
o
ん
て
曹
L
け
い
け
ん

喪
っ
た
。
組
時
を
亡
く
な
し
た
。・親
友
比
訣
れ
た
。

恩
師
に
逝
か
れ
た
。
主
甑
的
に
は
死
は
経
験
で

草
2
r

て
き
わ
す
'

'
L
3
a
'
e

a
，
芝
守
怠

い
に
ち

I

ぷ
ん

L

品
目
笥
〈h
e
E
f
じ

き
な
い
が
、
客
観
的
に
は
無
般
の
死
に
遭
遇
し
て
ゐ

る
。
少
く
と
も
毎
日
の
新
聞
に
死
亡
虞
告
と
自

3

ウ

L
ん
雪
ラ
危

S

守
れ
食
時
o
q

L
E
'
'
L

や
む

ζ
m
か

，，
E
『
ゐ
ら
f
f
h
a
T
f
ぽ
f
E
A
-
-
骨
ラ
ず

る

炉
レ
-
h
'
'
L
E
と
，
、

殺
・.
心
中
・

他
殺
・

機
殺
・

自
動
車
事
故
・

飛
行
機
の
墜
落
・

火
薬
の
爆
薮
・

風
水
害
の
換
死
等
や

n
v
c
.
h
k
f
L

売
、

g
eく
く
b
i
M
c--

L
W
い
沖

A

の
記
事
の
あ
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
私
達
は
客
観
的

民
は
死
を
経
験
し
℃
ゐ
る
。

-
-
n
c
-
c
e
に

C
と

A
い
q
b
い
己
b

a
，
h

ae

E
ふ
を
f

t

物
取
に
は
何
事
に
よ
ら
ず
例
外
と
い
ふ
事
が
あb
特
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
つ
の
法
則
を
立

は
ふ
を
f
ふ
た
し
礼

L
ve
白
い
9

E

&
L

τ

だ
と
し
て
も
、

そ
の
法
制
は
不
備
か
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
例
外
と
い
ふ
も
の
が
着
き樋
ふ
。

自

唖
ん
f
h
M
f
て
曹
は
ふ
b
f
p

h
ぐ
れ
を
抵
は
ず
か
吋
吋
食
喧
れ
ぐ
れ
か
い
わ

E

然
科
準
的
な
法
則
比
は
例
外
は
少
い
筈
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
偲
設
で
あ
る
問
は

、
例
外
が
皆
無
だ
と

• 
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い
ぶ

ん
f
h
f
h
M
f
h

叫
E
L
f
n

u
rf

れ
M
ぐ
白
山F
U

L
A
h

hお
刷
出

'
h

a信

は
言
へ
な
い
。
文
化
科
事
、

歴
史
科
鳳
?
に
な
る

と
、
例
外
は
ま
ら
で
あ
る
。
寧
ろ
例
外
の
方
が
多
い

L
4
F

L

げ
ん
主
会
&
弓

t
u
r
E
E
ん

2

札
h
e
b柿

b
k
f
L

位
で
あ
る
。
然
、
し
死
と
い
ふ
現
象
は、
東
西
古
今
を
通
じ
℃
一
つ
の
例
外
も
な
い
の
で
あ
る
。

忍

し
札
柄

々
白
帆
砕
い
仲
ん
よ

A
YW
'
E

ゐ
埋
ん
怖
い
恕
h
v
L

且
智
島
市
ラU
S
会
事
い

か
い
，
、

遣
は
他
の
も
の
の
死
を
例外
な
く

経
験
で
き
た
。
帥
敬
の
根
本
命
組
は
「
諸
行
無
常
、
一
切
皆
苦
、

し
よ
陪
ふ

U
H
V
H

睦
ん
卒
、
U
A

，
げ
ゐ
，

h
v

ぷ
q
w
a
p

祉
に

諸
法
無
哉
、
浬
襲
寂
静
」
と
い
ふ
四
つ
の
川
剛
腹
で
あ
る
と
言
は
れ
る
。
偽
敬
と
は
何
か
・
・
・
・
・
・
と

み
わ

←
-
v
f

‘

と
た
だ
い

f

問
は
れ
る
ξ

車
、
仕
か
ら
と

の
四
つ
の
句
を
以
っ
て
持
へ
る
之
と
比
な
っ
〈
ゐ
る
o

そ
の
第
一
旬
の

、
、
、
、

‘

句
乃
ん
HV
九
い
み

b
u
vし
車
ぐ

ち
い

w
'
N
L4
宮
内

λ
f
h

諸
行
無
常
と
い
ふ
の
は
、

勿
論
康
L
V意
味
比
解
稗
ヨ
れ
て
、
「
一
切
の
現
象
は
品
質
化
する
」
と
い
ふ
窓

a7
，

w
'
h

uv
t
e

t
h事
岳
山
相

た

L
W
U
V

仲
ん

味
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
表
現
と
し
て

、
人
は
例
外
な
く
他
の
も
の
、、
死
を
経
験
す
る、
と

い
ふ

い
か

ふ
う
に
も
言
以
袋
へ
ら
れ
るで
あ
ら
う
。

ふ

L
V

完

L
h

た
f

し

た
・
勾

&
仇
いFe
bH別
枠

』V
W
ん

f
e

と
と
ろ
が

、

不
思
義
な
と
と
に
は
、
他
の
も
の
‘
、
死
を
、
引
払
述
は
例
外
な
く
紐
験
し
て
ゐ
る
癖

じ
ぷ
ん
し
れ

H
ぐ
れ

b
n‘
砲

ん
の
4

・
し

じ

ょ
ん

に
、
自

分
の
死
芦
け
は
例
外で
あ
る

か
の
や
う
に
思
ふ
本
能
を
持
っ
て
ゐ
る

の
だ
。
死
が
自
分
に
と

睦
f

し
ん

げ
ん
じ
司
怖
い

・
ay

売

h
た
〈
し
もπ
・
。

f

・

H
F
E
e
e

￡

つ
て
は
迫
真
の
現
貨
で
は
ない
と

い
ふ
迷
妄
が

、

絶
え
ず
花
迷
を
坐
ら
せ
て
ゐ
る
。
今
の
世
の
中

路

L
s
b

レ
き

W
ふ

hH-
H

V
A
Z

か

r

ぷ
'
h

で
、

端
か
ら
見
て
乙
れ
ほ
ど
死
に
恭
昌
れて
ゐ

る
職
業
は
な
い
と
思
は
れ
る
飛
行
家で
も
、

自
分
r

A
Yゐ
む
f
f

，
、
t

き

k

つ

ぽ
つ
在
い
し
ん

け
は
駿
落
し
党
b

空
中
衝
突
し
党
b

す
る
と
と
は
絶
針
に
な
い
と
信
じ
て
ゐ
る
志
ラ
で
あ
る
。

た
し
甘
い
仲
ん
じ
且
も

し

砕
い
時
ん
と
ん

し

他
の
も
の
L

死
を
経
験
で
き
る
が
、
自
分
の
死
を
経
験
す
る
と
と
は
で
き
な
い
。
と
い
ふ
勤
に
死

〈
ぞ
っ
ぜ
い
旬
。

ι

た
し
し
申

f

酌
い
・
、
う
て
い
じ
よ
ん

L

の
第
一
の
遊
説
性
が
あ
る
が
、一史
民
、
他
の
も
の

、
死
を
宿
命
と
し
壬
行
定
で
き
る
が
、
自
分
の
死

t

ん
て
ん

L

だ
い

z
t
z

レ

を
さ
ラ
信
ず
る
と
と
は
で
き
な
い
、
と
い
ふ
貼
に
、
死
の
第
二
の
池
険
性
が
あ
る。

L

か

Z

ニ

吋
ぜ
い

b
S

ん
且
苦
い
と
し
縫

い
去

u
v
fて
F

げ
ん
t
3

然
し
そ
の
逝
段
位
、

矛
盾
は
容
易
比
解
く
と
と
が
で
き
る
。

そ

れ
は
死
を
生
物
船
学
的
な
現
象
と
ば s-.L 
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も
命
令
、
，
aヲ
て
・

-
m般
的
危
死

. 

e
a

』
使い
ぶ
り
p
f
r
E
L
h
h
e
t

t
・"
な
ん

S
F
h
F
甘
い
仲
ん

か
6

考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。

生
物
観
的
な
死
を
、
ね
迷
は
何
と
し

τ
も
自
ら
純
験
す
る
と
と
は
で

け
い
仲
・
ん

t

u

す
で

h
た
，
、
し
花
、
岬
い
ぶ
り

が
f

ま

L
k
h

附
け
い

昨
叫

止
さ
な
レ
。
経
験
し
た
時
に
は
、
岐
に
花
述
は
生
物
曲
学
的
に
死
ん
で
ゐ
る
。
従
つ〈
、
そ
れ
を
純
醐

L

か

k

t

髭
ん
げ
ん
い
出

u
z

'

し
た
、
と
執
円
ふ
と
と
が
で
き
な
い
。
然
し
仙
の
も
の
\
死
を
、
人
聞
に
し
ろ
、
犬
比
し
ろ
、
猫
は
し

h

E
-
e
u

曹
ん
官
主

ろ
、
大
切
に
併
つ
〈
ゐ
る
小
鳥
比
し
ろ
、
金
魚
に
し
ろ
、
ま
た
は
「
い
の
ち
」
の
値
打
ち
を
ず
っ
と

砂
曹
お
岬
叫
ん

S
U

L

h
h
f

し
克
ち

砕
か
柑
ん

引
下
げ
τ

、
盆
栽
に
し
ろ
、
そ
の
死
を
私
達
は
経
験
す
る
と
と
が
で
き
る
。
忌
う
で
あ
る
か
ら
と

世

し
肱

V
A
Y暗
ん
で脅

し
肋
f

怖
い

E
予
て
い
ロ

そ
、
他
の
も
の
、
死
は
必
然
的
な
宿
命
と
し
℃
肯
定
で
き
る。

れ
た
f

し

L
9
2
5
q

u
r
t
c
E
L
a
z
f
h
M
v
f

で
書
記

党
前
か
在

そ
乙
で
「
私
」
の
死

比
就
い
て
は
、
生
物
事
的
と
か
自
然
科
撃
的
と
か
い
ふ
よ
b

他
の
考
へ
方

h
-同
f
し
ま
危
し
坤

〈
E
て
き
し
げ
い
悼
ん
し
か

が
成
。
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
ない
で
あ
ら
う

の

「
花
も
亦
、
主
観
的
に
死
を
経
験
で
主
る
。
然
し
そ

“
喝い
5
4
M
f
で
嘗

L
u
k
d
q

q
ζ
a
e

げ

k

し
し

ぜ
ん
こ

.

れ
は
生
物
準
的
な
死
で
は
な
く
、
何
か
別
の言葉
で
呼
ば
る
ぺ
き
死
で
あ
る
。
死
線
を
起
念
る
と
か、

た
P
し

阻
ん

v
-
v

し
た

ρ
V
J
p

a
p
E

L

ト
p

弘
喜
'

犬
死
一
帯
と
か
、
市
拡
に
死
し
℃
し
対
抗
民
生
き
る
と
か
、

一訟
は
れ
る
時
の
死
で
あ
っτ
、
般
に
宗
教

τ
・

し

な

的
な
死
と
名
づ
け
〈
浴
か
う
。

似
阪
駅
間
な
め
は
、

m
k
m
m
似
仙
川
な
町
紛
し
か
か
ち
か
な
い

o

そ
れ
は
以
て
の
も
の
\
縦

b
で
あ

.
‘
h

‘

η

ト

h
p

る
。

そ
と

で
凡
τ

が
消
え
る
の
で
あ
る
。
人
も
、
生
き
物
も
市
も
木
も
そ
と
で
無
に
れ
附
す
る
の
で
あ

u
L
U

宮
け
ラ
τ
冒
，
.
，

.

e
p
・
若

干
・3
v

b

‘
ず

内

る
。
乙
れ
に
茂
し
て
、

宗
教
的
な
死
は
、
極
め
〈
積
極
的
な
意
味
を
持
つ
℃
ゐ
る
。

そ
れ
は
凡
τ
の

匝
U
宜

伸
発
め

F
S
M

明
い
抗
。
品

も
の
、
始
b

で
あ
る
。

そ
と
で
よ
b

豊
か
な
る
新
し
い
生
が
目
を
聞
く
の
で
あ
る
。

し

・
揺
る
え
ん

せ
い

L
E
u
t

い
む
巧
ん
首
唱
そ

弓
的
ゐ
処

h
v
u

司
い

死
に
よ
っ
て
終
駕
す
る
生
と
、
死
に
よ
っ
〈
始
ま
る
生
と
は
、
無
論
同
じ
層
面
の
生
で
は
な
い
生

点
、
削
f

て
き

L

喧
A
f

h
v
f

て
官
ぜ

い
し
と
‘
し
申
ろ
え
ん
し
&
‘
ヒ

u
r

・
か

う
u
E
L

ん

物
撃
的
な
、
自
然
科
事
的
な
生
は
死
と
共
に
終
鷲
す
る
が
、

死
と
共
に
始
ま
る
生
は
、
夏
生
と
か
新
一一

• 
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L
u
v

g
き
ふ

L

か
な
が

す
べ

L

E

aヨ

ふ

一北
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
恐
怖
で
あ
る
o

然
し
乍
も

凡
て
の
死
が
恐
怖
と
し
℃
戚
じ
ら
れ
る
の
で
は

ず
で

の
た

L
S
M
V
K
L

吊
ぐ
軌
h
v
E

う

c
.

・

な

い
。
肢
に
述
べ
た
や
う
に
、
ひ
と
は
他
の
も
の
、、
死
を
避
け
難
き
宿
命
と
し

て
肯
定
す
る
に

も
拘

じ

ぷ
ん
し
曹
ふ
を

f
E
f

と
除

。
雪

E
a

ら
ず
、
自
分
の
死
だ
け
は
念
速
に
は
や
っ

て
来
な
い
、

い
づ
れ
は
来
る
が
、
そ
れ
は
遠い
先
の
事
で

か
お

段
ん
の
ラ
‘
と

P
V
O
L

だ
い
ぎ
ゆ
く

V
A
YW
、
い

L
T
E

あ
る
、
と
考
へ
る
本
能
を
持
っ
て

ゐ
る
所
氏

、
死
の
第
二
の
逆
説
併
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
死
が
直

ぜ
ワ
じ

じ

ウ
い
し

害

す
電
匝

h
t
f
t
た
ち

ζ
‘
ゐ

p，

h

l
b

げ
い
乃

f
九

接
の
事
貨
と
し
〈
意
識
忌
れ
る
と
き
、
削
ち
、
利
払
迷
の
心
の
上
に
死
の
影
が
色
黒
く
投
ゆ
か
け
ら

8
き

ふ

か
ん

ゆ
唖
A

h

h
z

・2

ふ

E
1
7

・
お
ろ仲
'J

も
叫
ん
じ
串う

れ
る
と
主
、

恐
怖
感
が
油
然
と
し
℃
湧
き
起
る
。
そ
の
恐
怖
の
克
服
!
ー

と
\

代
宗
敬
が
誕
生
し
、

捻
4
L
ん

E

ょ
ん
て
ん

〈
骨い
品
会

2

6

ふ

E
1
7

'
E

MC
3

，

t

，
;

義
心
ー
と
い
ふ
気
分
の
特
姐
が
行
は
れ
る
。

そ

の
恐
怖
の
克
服
は
、

織
に

懐
恰
な
る
関
守
で
あ
る
。

生

• • 

皆川

5
2

引
と

と
んK
Z
ぽ
だ
い
た

f
に
ふむ
し
時
二

い

P

み

し3
2
9

J
・

生
と
か
忽
然
大
悟
と
か
頓
詮
菩
提
と
か
卸
入
無
生
と
か言
は
れ
る
怠
味
で
の
、

宗
教
的
な
生
で
あ
る
。

ゃ
rs
q
M

・
ぷA
YM
r
fて
寄

ぜ
いv

h
v怯

E
U
L
P
D

か
た

そ
れ
は
必
す
し
も
生
物
事
的
な
生
の
終
る
と
と
ろ
に

始
ま
る
の
で
は
な
い
。
も
と
も
と
死
の
考
へ
方

'

A

段

ぜ
い
P
2
u
v
f
t
曹

、
い

L
b
d

L
雪
W
今

τ
き

ぜ
い
咋

U

が
二
遁
b

あ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
か
ら
、
生
物
撃
的
な
生
が
死
を
泊
し
て
宗
教
的
な
生
へ
繋
が
る
、

ー

が
い
U
4

n
&

h-s

臨
め食

ぜ
い
P
Ah
-削
f
ζ

F

v

レ
し

と

い
ふ
の
で
は
な
い
。
ニ
つ
あ
る

べ
き
、
死
の
概
念
を

一
っ
と
思
以
謀
る
と
車

、

生
物
率
的
な
生
が
死

み
ほ

・
揺
るw
a
，
て
F

ぜ
トV
A
-
-
f
h
v

訴
し
か

を
通
し
て
そ
の
ま
k

宗
敬
的
な
生
に
述
綴
す
る
、
と
考
へ
た
く
な
る

の
で
あ
る
。

然
し
遣
う

で
は
な

い
o

似
の
コ
つの
航
伎
は、
めの
コ
つ
の
航
加と
附じ
(
、

一
加
に
も
bwペ
た
ゃ
う
氏
、
駅
献
を
、
如

何
ん

E
と
い
し
ぷ

Z
f

d品
、
砕
い

ζ

E
U
E

し
宮
え
ん

わ
か
た
寸

、

予
ど

元
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

生
物
事
的
な
生
は
、
佃
鵠
的
で
、
終
鷺
へ
向
っ
て

絶
え

ず
進
み
動
き
、
無
k

g

i

晶
h
v
wう

申
告

ぜ
い
せ
ん
た
い
て

E

・必
丞
え
ん

‘

M1
hぷ
叩
M
f

て
曹

蹄
す
る
の
で
あ
る
が
、
宗
教
的
な
生
は
、
益
惚
的
で
、
終
駕
を
持
た
な
い
。

そ
れ
代
は
、
生
物
鹿
市
的

せ
い
し
む
く
む
ん
け
い
治

2

・
A
E
b
E
7

そ
f

な
生
や
苑
と
は
無
闘
係に
、

輝
か
し
き
栄
光
が
約
束
忌
れ
て

ゐ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
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叫
恥
伽
恥

か
ら
船
山両る

し

出
叩V
小
ラ

L

ぜ
ん

u
・
b・J、
，
.

ち

色Z
A3
3
'
e

い
S

H
e
c

s
'
h

ゐ
，

b

，
‘

や
ヨ
し
い
修
行
で
は
な
い
。
向
然
の
法
則
と
の
胤
み
ど
λ

の
樹
容
で
あ
る
。
信
物m
+的
な
U
人
慨
を
断

定
目v
z
'

り
智
時
，

t
a
J
A
f

--
ゐ
再
ん
A
t

し
よ

いv'
'
Af

ぜ
いv
k
f

股
し
よ
う
と
す
る
荒
行
で
あ
る。
食
慾
を
、
眠
眠
慾
を
、
所
帯
慾
を

.

性
慾
を
、
名
器
慾
を
|

側

勝
利
ず
の
あ
ら
ゆ
る
倒
防
御
引
川
町
な
鮫
戦
や
材
舵
を
お
似
し
よ
う
と
す
る
島
町
的
問
と
の
叡
眺
で
あ
る
。

f

睦
h
v
Bひ
品
墨

色
甲

山凪
そ

e
a
w中
古
え
だ
み
る
、
な
が
に

ι
L
r
l

Jv
e
'
a

「
腹
背
相
鋤
る
、
、
」
ほ
ど
に
痩
せ
細
っ
て

、
術
く
勧
の枝
に
身
を
支
え
乍
ら
尼
配
献wk料
み
し
ょ

し
串
f

た
ん

す
M
t
L
P

官
官
均
的
む

'e
'

世
だ
ラ
喝
事
監
晶
ね
ん

h
t
L
b

・
-

う
と
す
る
標
章
の
や
姿。
尻
の
切
れ
た
泥
だ
ら
け
の
薬
草
履
で
道
中
を
な
3

る
怯
然
ぃZ
Uん
の
御
店
の

い
売
J
K

削
ん
と
a
，

完

と
f

限
ん
町
命
う
し
市
再

定
と

ミ
い

ら
y
E
'
k

。

痛
々
し
3
0

厳
頭
け
い立
っ
た
徳
本
行
者
の
身
に
纏
つ
党
粗
衣
は
、
は
げ
し
い
た
垢
離
の
鯨
で
あ
ら
う

e

h
か
酌
令

官

官
担

e
T

・
，

t
じ
肱
吃
再

l
;

・

若
布
の
や
う
に
千
切
れ
て
、
そ
の
問
か
ら
班だ
ら
け
の

、
血
の
穆
ん
芦
肌
が
見
え
て
ゐ
る
。
釘
削
除
似

て
曹
ぜ
い
沿

T
，
W
う

て
雪
組
、
い
か

f

に

ふ
売
品
品
提

ん
と
長
，

a
a，

的
生
か
ら
宗
教
的
生
へ
姥
入
す
る
矯
の
不
断
の
間
容
が
績
けら
れ
て
ゐ
る
。

に
ん
げ
ι

串
f

ミ
f
z
'

ぷ
9

h
v

v
b

-
てl

チ
エ
は
「
人
聞
は
約
束
す
る
乙
と
の
で
き
る動
物
で
ある
」
と
言
つ
〈
む
る
む
そ
の
r
蜘
は、

民
ん
げ
ら

E
'

凶
』7
4

却

し
雪
ι

い
じ
か

f

‘

リ

・

4

人
間
と
動
物
の
遺
ひ
は
、
帰
来
に
つ
い
て
の
自
貨
を
持
て
る
か
持
て
な
い
か
に
あ
る
と
、
い
ふ
の
で

に
ん
げ
ん
E
予

L

--
L
止

。

ん
置
也
市
晶

T
f・
セf

に
ん
z
b

内
凶

あ
る
。
人
間
同
志
は
「
明
日
一
し
ょ
に
散
歩
に
行
3
ま
せ
ラ
」
と
約
束
で
き
る
が
、
人
附
と
対
と
は

4
f
ε
f

l
l

定
』F
事
B

M
v
b
q
s

ん
置
い
由
肱

a，

a
v

k

そ
ん
な
約
束
が
で
き

な
い
。
毎
朝
主
ま
っ
て
犬
を
辿
れ
て
散
歩
し
℃
も

、
犬
の
方

で
は
約
配
した
か

L
f
E
t
，
捻

ん
の
事
て
き
っ

E
と
持
ら
い

E
と

ら
ユ
主
上

ら
で
な
〈
、
習
慣
的
に
、
本
能
的
に
着
い
て
く
る
だ
け
の
事
で
あ
る

。

未
来
の
事
に
つ
い
て
恥
る
ぶ
鰍

に
ん
げ
A
t
u

喝
HV
ぷ
q
'
Z

長
た

a3
d
Tん
昌
司
定

f
e
h

も

へ
を
す
る
!
ト

そ
れ
が
人
聞
が
他
の
生
物
と
異
る
と
と
ろ
で
あ
る。
常
然
埠
b
-
来
る
生
の
貨
配
を
底

L
'

己
、
・n
w
e
t
f
w

品
ラ
捻

ん
向
e
E

h
vぬ

u
ι

・
?
‘，
，
，

識
し
〈

心
構
へ
を
す
る
。
慾
望
や
本
能
に
は
ま
b

込
A
で
ゐ
る
犬
や
猫
の
や
う
な

ん
勧
}
恥
で
は、
川
円
山
脈

ほ
ん
の
4

よ
f

山E
'

再
ら
い
V
E
M

そ
の
も
の
が
本
能
で
あ
A
Y慾
望
で
あ
る
か
ら
、
未
来
を
眺
め
る
と
と
は
で
き
な
い0

・和
艇
を
鵬
め
る

主
f

ぽ
苦
捻
ん

由
ラ

h

い

E

ラ
ぷ
守
ぜ
い

f
h
q

志
向
車
今

t
L

K
は
、

慾
切
れ
や
本
能
か
ら
脱
け
川
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
動
物
は
生
活
.
の
破
船
の
刊
に
は
い

v
h
・ル

‘ 
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・揺
る
旬
ラ

L

g
事
ふ
滋

U
h
v

g
F

ム

h
ι

h
v

c
、
a
v
t
h

宗
教
は
死
の
恐
怖
に
始
ま
る
と

一ぶ
っ
た
。
恐
怖
と
は
未
来
に
つ
い
〈
の
心
構
へ
か
ら
起
き
る
。

フ

念
イ
エ
Y
バ
ッ

ρ
が
「
応。か
な
け
れ
ば
料
約
は
な
い
で
あ
ら
ラ

」
と
船
一
加
の
献
俊
郎
な
斜
航
船
峨

拾
い
か
M
V

。

け
と
わ

捻

「
ん

E
会
ぽ
院
・

か
ら
一
百つ
〈
む
る
が
、
警
戒
し
て
受
取
る
ベ
S

多
く
の
紛
が
あ
る
侍
し
て
も
、
と

の
言
葉
は

一
面
に

か
い
て
践
し
い
恥
丸
山
北
で
あ
る
。

h

釈し
滋
の
航
続
は酔れ
も
供
、
応
の
郎
防
か
ら
時
航
し
た
。
間

一
利
似
艇
の
、
山

mk
R
m.

-
鍛
似
の

除
問
の
航
船
舟
畿
の
統
一
の
聞
配
は
「

μ出
版
」
で
あ
っ
た
。
い

w停
に
し
℃
「
叫
h
m」
を
除
け
酌
で
る
か

し
主
ラ

じ

で
あ
っ
た
。
「
われ
は
な
に
は
ょ
っ
〈
生
死
に
は
と
ビ
ま
れ
る

ぞ
と

、
は
づ
ぺ
し
ぼ
づ
ベ
し
、

か
な
し

惚
ふ
U
ん
与
舎
に
ん

だ
陪
ふ
C

再

革
命
・
描

つ
え
う

‘
と

む
ぺ
し
、

か
な
し
む
べ
し
」
と
法
然
上
人
の
御
法
語
に
も
見
え
る
。

「
速
か
に
出
要
を
求
めτ
む
な
し

士
官

L
h
z

，

ぜ
い
去
urt
E

ぜ
い
し

F

ug

-
44
留
に
ラ

く
蹄
る
と
と
な
か
れ」
と
敬
へ
ら
れ
党
。
出
要
は
生
物
皐
的
な
生
死
を
雌
脱
す
る
要
道
で
あ
る
。

U
Z勾
げ
ん
ぜ
ん

口
町
し
む

ひ
宮
じ
ん
を
f

与
1
u

U

だ
い
し

ば
ら

U
Z
柿
，

品
。

げ
ふ

L

'
H
v
f

道
元
締
師
は
教
へ
て
ゐ
る
。
「
無
常
迅
速
なb
生
死
事
大
な
b

。
且
く
存
命
の
際
だ
、
業
を
修
し
皐

ζ

の

克
ピ
ぷ
q
u尼
ヲ

E
・
9

5
q
世
ふ
が

f

む
。
宮
U
'z
f
h

す

い
た
a
v

ぜ

じ

を
好
ま
ば
、
凡
働
道
を
行
じ
働
法
を
事
す
ベS
な
b
o

」
「無
常
迅
速
な
る
を
忘
れ
℃

使
ら
に
世
事
に

に
ん
げ
ん

凪

い

な
uv

ん
て

ゐ
る
が
、
人
間
は
そ
と
を
股
け
出
で
て

、
そ
れ
を
眺
め
る
と
と
が
で
S

る
」
と
マ

hv

has

t
&
 

z
I

-フ
ア
が
言
っ
て

ゐ
る
の
も
、
閉
じ

事
で
あ
る
。

砂
b
M
V

W
ん
曹
h
v

f
b
ι
A

S
a，

げ
ん
官
hv
f

拘
ι

除

決

未
来
、
そ
れ
は
現
在
と
過
去
と
を
線
想
しτ
ゐ
る
。

現
在
や
過
去
な
し
に
来
蕪
は
な

じ
か
ん

E

と
お
な

L

U

か
ん

か
ん
V

時
間
・と
い
ふ
事
と
同
じ

で
あ
る
。

と
、
、

で
、
死
と
い
ふ
と
と
に
は
、

時
間
の
考
べ
が
は

E
R

は
E

与
2

・4

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
細
か
な
諸
に
な
る
か
ら
省
略
す
る
と
と
に
し
よ
う
。

ﾗ

ﾗ
 

ぃ
。
そ
れ
は

い
つ
〈
と
な

ツ
ク
ス

• 
争〆

• 
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加
知
蹴
ι吉
野
町
へ

• 

b
7・

か
し
ぽ

'
w

ぞ
ん
よ
ワ
吃

'

hH
-
z
u

a
ι
r

府
ふ
と
と
英
れ
。
露
命
の
且
く
存
せ
る
あひ夜
、

偽
道
を
思
ふ
Jし
般
事
を
と
と
、
、
す
る
と
と
英
れ
」

易
会
ぽ
ふ
げ
ん
宮
古
r
b
‘
，
w
S

だ
a
yげ
ん

t
h
v
b
e
U

げ
い

4柄
。
暗
ど
ん
と
ん

札
ワ
曹

(
正
一
蹴
舵
臓
障
胤
記

)
o
E元の
態
度
は
、
一
事
一
穫
を
専
ら
に
せ
ん
と
す
る
に
さ
へ
、
鈍
根
劣
器
の

-
v
tA
a
W
C

と

だ
い
じ

L
t

ほ
ラ
ぽ
ラ

都
は
か
な
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
、
ま
し
て
生
死
と
い
ふ
が
如
き
一
大
事
に
蕗
す
る
に
、
四
方
八
方
に
手

ピ
ぷ
安
ヲ

L
L

P

け
ん
b
m
Y

易
会
げ
ろ

た
悼
ん
甘
ん

t
r
f

も
つ
ほ
か

を
貯
し
て
、
文
響
詩
恥
、嬬穫
の
尊
敬
な
ど
あ
れ
も
と
れ
も
と

・多
般
を
粂
皐
す
る

は
以
τ

の
外
で
あ

じ
た
い
か

f

し
ん
ぜ
な

る
と
、
事
態
り
核
心
へ
追
っ
て
ゆ
く
。

，
、
し
車
、
し
ん
ち
ん
し

φる
阻
λ

ベ
ん
し
哨
舎に
ん

た
い

E

-z
t
h
w

往
生
孟
ほ

q
そ
f

更
に
私
達
は
、
親
鷲
上
人
や

一
遍
上
人
の
態
度
が
全
く
と
れ
と
同
じ
所
に
様
足
し
℃
むる
之
と

P

M
V
E
R

包
f
E

を
見
た
い
が
、
今
は
そ
の
餓
白
を
持
党
な
い
。

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

し

た
い

e
e
a
w'掛
か
ん

叫
ん
札
レ
圭
廷
の
ラ
ど

‘
い

か

死
に
針
す
る
恐
怖
戚
は
年
齢
に
よ
っ
て
異
る
濃
度
を
持
つで
あ
ら
う
。
言
以
換

・
へ
唱。
，
と
、

f

h
vE

く
主
《
暗
号

B
t
t

HV

札
レ

aa
し

と

ど
レ
る
う
ね
が

生
命
力
、
慾
望
の
強
志
に
正
比
例
す
る

で
あ
ら
ラ
。
年・
を
老
って
か
ら
後
生
を
願
ふ
と
い
ふ
の
は
、

ぜ
い

k
h
v

a即
わ
似

品開
字
句

U
q
3
h
v

よ
く
昏
は
れる
と
2乙
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
生
作
品
到
す
る
止
を
縛
ぎ
る
諦
め
か
ら
で
あ
っ
た

、

貨
際
は

ー
た
い
く

申
んし
ん
リ
ラ

A
q

ほ
ず
と

ラ

す
h
v
z

・
乏
し

た
吹

主
f

m
併
が
の
町
脱
衣
織
と
そ
、
死

日
仏
針
する
閥
心
も
痛
烈
で
あ
る
筈
で
あ
る
o

東
西
の
大
組
師
遣
の
足

へ
。
怯

q
-
H
-f

だ
い
だ
い

ぜ
い
B
ラ
じ
ん
じ
冒

跡
を
顧
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
接
足
は
い
ヴ
れ
も
二十
代
三
十
代
の
背
批
年
の
時
期
に
な
さ
れ
℃
ゐ
る

し

の
を
知
る

で
あ
ら
う
。

E

、
ぇ
，
は
ゐ

L
e
h
r

叫
ん
し
ら
う
叫
ん

L
u
r
-

司1
1
L
B

l
卦
'
h
u
v

k
'
H
為

し

む
干

し
曹

鼓
で
、
幼
年
の
死
、
青
年
の
死
、
若
年
の
死
と
色
々
な
死
が
考
へ
ら
れ
る

。
幼
年
の
死
は
無
意
識

L
e
p

叫
ん

L

・
9
と
い

L

牢
て
曹

ぜ
い
品
川U
ょ
く
し

t
、

か
n
v

骨
抄
培
量

t

の
死
で
あ
る
。
背
年
の
死
は
最
も
意
識
的
な
、
合
命
力
と
死
と
の
戟
の
問
に
於
け
る
死
で
あ
る

o

'
H
ゐ
し

ひ
っ
必
ん
E
E

し
ゅ
〈
怖
い

曹
b

し
命
意

思
た
し
喧
ん
せ
い
立
が

3
0

ラ
為

止

老
年
の
死
は
必
然
的
な宿
命
に
つ
い1
て
の
諦
め
の
死
か
、

或
は
又
、
自
然
性
ー
と
の
長
き闘
争
の
後
民

そ
れ
は
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• 

‘、

っ
か

L
E

う
え
づ

掴
ん
だ
死
よ
b

の
超
越
で
あ
る
。

B
主
t
'

E
§
f

h
r--C
軍
司

b
た
f
L
E
E
‘
」
F
L

企
と
み
E

封
劇
の
丁一除
今
頃
は、

私
の
六
つ
に
な
る
子
供
は
、
密
師
か
ら
十
の
う
ち
十
ま
で
殆
ん
ど
見
込

e
b
E
f
w
u
v
h
H

'
g
a
ヲ
b
A

し
り

に
ち
に
%
H
V
ぜ
g
f
E

み
は
な
い
と
宣
告
さ
れ
て
、

鹿
臓
病
院
の
一
宝
で
一
日

一
日
と
そ
の
日
の
迫
b

来
る
の
を
待
っ
て
ゐ

内
定
〈
し

じ
ん
e
z
h
柄
ふ
ん
し
ぼ
晶

、
1
.

.

 

ー
s

v
e
h
‘
乞
.
、

}
3

・

な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
花
。
私

け
い
は、
紳
宮
外
苑
の
芝
生
が
黄
ば
ん
で
、
紺
輩
館ド
1

ム
カ
浅
賀

ベ
ヲ
ぜ
か
い
尋

E
E
E
L
E

乞

似
の
銭
民
総
ん
で
ゐ
る
の
が

、

別
の
世
界
の
や
ラ
に
見
え
〈
ゐ
たo
子
供
は
死
?
?
と
に
つ
い
て
何

窓
会
哲

r

、

怒
っ

E
九
忌

e
E
ん

か
ん
知
つ
J
Lゐ
党
で
あ
ら
う
か
o

ま
だ
そ
ん
な
に
病
筑
の
進
ん
で
む
な
か
っ
た
夏
の
頃
の
之
と

、

湘
南

川
，

a，

h
H
b

t
f
し
た
ず
之
と

-m
乱軍
で
だ

の
m
m前
へ
療
養
に
や
っ
て
置
い
た
。
官
払
が
必
ね

て

ゆ
く
と
よ
く
外
へ
遊
び
に
出
た
が
る
の
で
、
抱

w

E
A
y
u
u
c
p
n
a

・
4

こ
か
い

削
ん
り
ι
&

ー

い
党
b

品川
公
は
せ
たA
Y
し
f

、
松
原
を
通
っ
て
砂
丘
を
越
えて
海
岸
へ
辿
れ
て
ゆ
く
都
が
あ
っ
たc

ラ
陪
ら
巴
ト

f

は

E
ふ
ん
E
E
‘
ー

曹
'
b

軒
Z

、

そ
の
鉱
閉
似
の
引
に
朽
ち
果
℃
、

、

は
ゐ
た
が
古
墳
ら
し
いV
も

の
が
あ
っ
党
。

子
供
は
そ
れ
を
紙
味
惑
が

:

L

P
r

害

E
K
乙

&

い
し
号
g
ま
ふ
u
v

f
z
'
h‘

つ
〈
「
齢
制
動
が
計
る
?
」
と
訊
い
た
と
と
が
あ
っ
た

。

何
か
そ
ん
な
事
の
意
識
や
恐
怖
を
幾
分
持
つ

注
目
，t

Lu
h
v
L骨

L
L

I
!

と
R
，
。
、

J
Lゐ
允
の
で
あ
ら
ラ
か
。
み
一
く
無
怠
識
に
死
ん
で
行
っ
て
く
れ
党
の
な
ら
よ
か
っ
た
が
、
と
時

や

か
ん
が
'

考
へ
る

と
と
が
あ
る
。

九
縦
割
叩
献
に

h

釈
しは
船
加
の
イ
川
町
を

む
く
し
党
。
似
は

三
郎
から
加
対
の
船
出
総
を
い

r・
た
間
都
郎

L
a，
s
h
ru
r
h屯
偉
い
叫
ん
が
f
か
ラ
で

K
L
b

ラ
ぷ
ん
L

W
ん
む
定
伊
之
ひ

4

ー
し
ん
し
ん
作
わ
た
ふ

躯
の
秀
才
愁
の
青
年
で
、
準
校
を
出
先
年
比
、
高
文
の
試
験
準
備
に
夜
比
日
に
次
い
で
心
身
を
傾
倒

主
f
叫
ん
睦
品
事
主

管
帥
る
食
い
し

G

し
て
ゐ
る
山
町
、
似
品
川
か

て
し
ま
つ
だ
。

そ
の
翌
年
の
溝
、
或
る
夜
宜
態
だ
と
V
ふ
報
せ
を
受
け
τ
、

v
m
・
M
Fい
す
ι
L
h
t
f
L
ζ

・-
h

v
e
b
u
v

あ
睦
E

a
F札

ι
ん
?
ラ

そ
ん
な
府
枇
即
死
と
は
少
し
も
知
ら
な
か
っ
た
砿
は
事
の
意
外
に
慌
て
\
馳
せ
つ
け
〈

、
彼
の
枕

一肌

・3
L

b
f
o
E
e

加
n
f
z

‘旬
、

へ
滑
b

ょ
っ
党
。
も
ラ
呼
吸
の
載
が
非
常
に
多
く
な
っ
〈
ゐ
た
。
そ

の
苦
し
いV
噛
ぎ
の
閃
か
ら
、
「
ゐ



" 

(17) 死

• • • 

h
a

z

た
呪
h
h
v
U

玄

L

し

9

w
q
ぜ
ん

v

u
e

い
!
俺
は

も
う
一
度
吹
上
る
よ
。

今
死
え
だ
っ
〈
死
に
切
れ
る
か
か
。

」

3
う

決
然
と
か
一けぴ
雌
つ

-b
AF

ふ
ん
唖
ゐ

hn
H
W
Z
S

B
ん

H
a

だ

し

党
。
然
し
ま
允
ふ
っ
と
突
然
に
、

胸
に
迫
る
不
安
を
吐
s

m
す
や
う

に
、
「浴
い
!

死
ん
だ
ら
ど
う

た
い

わ
h
f
L

h

持
事

的
い
島
げ
ん

ζ
&

な
る

ん
だ
い
、

一
惚
?
」
と
犯

の
版
を

見
t

げ
免
。

そ

の
服
は
、
好
い
加
減
な
都
を
言
っ
た
つ
〈

剖
尼
崎

h
k
f
L

ぜ

b
k
f
L
*
'
v
E
K

U

A
F
A

，

駄
目
芦
ぞ
、

と
砿
を
貰
め

る
ゃ
う

で
あ
っ
党
。
ど
ん
な
な

注
の
言
葉
も
彼
は
受
け
つ
け
な
か
っ

4
う
L
A
v
u
r
h

O
K

曹

E
t
丸
亀
山r

之
宮

た
い
け
勺

た
。
別
室
で
家
の
人
に
訊
い
て
み
れ
ば
、
も

ラ

一
皮
立
上
れ
る
容
態
で
は
決
し
τ
な
か
っ
た
。

そ
の

と

S
E

に
世
主
主
み

か
A

・
7

E
-
a

h

h
た
f

し

い

AV

時
に
、
何
一
言
彼
を
ほ
ん
と
う
に
安
ら
か
に
3

せ
て
や
る
事
の
言
へ
な
か
っ
だ
私
は
、
何
時
か
は

蹴
の
訟
に
静
び
た
い

と
脱
って
ゐ
た
。
.

n
h

ι
F
K

6
'
'T
J

B
f
b

ラ
a・

ん

か
な

か

怠
だ

い
命
f
L

a甲

L

櫓
せ
い
か
f
τ
寄

W
H
Vふ
e
J
h

ん
E

a

尾
上
蟹
十
郎
丈
は
菊
宜
郎
門
下
の
中
で
は
名
代
役
者で
、
そ

の
.
種
性
格
的
な
郵
風
が
人
気
を
呼

--

L

。
・b
-
S

い

c

a
t

・
f
u

ぜ
か
阻

t
'
h
L
f
'
w

め
ゐ

苦
し

ん
で
、

一
座
け
い
は
無
く
〈

は
な
ら
ぬ
人
で
あ
っ
た
。

最
後
の
岱
b

役
は
長
谷
川
仲
氏
の
「
附
附
の
止

怠

弔

電
・

-
f

吟
と
ご
う

F
j

品
禽
に
枠
三

h
決
f
e
c
ι

句
喰・
レ
A
J・

松
」
の
中
の

一
役
で
あ
っ
た
。
と
の
人
の
付
組
父
の
兄
に
な

る
人
が
、
官
払
の
宇
の
作
戦
で
あ
っ
た

‘
，リ
勾
ん
h
h
f
b
u
r
z

ラ
三
こ
九
は

f
h

E

か
v
c

a，
Z
§
ι
r

b
f

ベ
，
L
h

か
ら
戸
勿
論
私
な

ど

未
だ
生
れ
な
い
頃
の
訴
で
あ
る

)、
今
で
も
蟹
十郎
丈
の

一
家
と
は
特
別
親
し

ト
む
た
か

f

E

E
'
h

ぃ
‘

a
，
A

し
ん
基
ゐ

u
v
e
b
A
v
q時
‘。
昨

〈
し

て
ゐ
て
、
村
田
嘉
久
子
詰
ん
な
ど
一
二
人
の
妹
3

ん
と
も
親
類
以
上
の
交
際
に
な
っ
f
b
る
。

か
健
在

'J

と
f

L
ん

叫
ん
Z
リ
し
ん
じ
串
じ

Z
ん
い
『
て
ら

よ
A
Y乞

q
f

蟹
さ
ん
の
1
6父
芯
ん
は
篤
信
の
念
働
信
者
で
あ
つ
だ
。
自
分
の
家
に
1
6寺
の
や
う
な
倫
聞
を
作
つ

言

Z
b

な
む
よ

@
宮
主

て
、
そ
乙
で
法
話
を
聴
き
あ
粧
を
朝
日
っ
た。
一
二一
部
経
な
い
と
よ
く
讃
ん
だ

3

う
で
あ
る
。

か
に

P
A
ん

n
と

為

U
r
u

・
ふ

畠甲
ラじ
串
ラ

花
、

ι
t
L
b
ζ

つ

蟹
3
A
は
梨
闘
の
人
民
有
b

勝
ち
な
無
則
と
不
養
生
が
出
来
って
、
今
年
に
な
っ
て
か
ら
床
に
着
か

令
ι
wd
z
h

い

L

昨
日

L
L
U

a
Ff
L

ち
今
e
地問
ん

J
bヒ
H

頃
け
い
は
も
う
幣
仰
に
見
離
訪
れ
た。
死
を
は
っ
3
6

と
自
覚
し
て
ゐ
党
。

死
に
瓜
而
し
た
と

-

c
e

ぜ

ひ
‘c
m
E
M
V
L

曹

は
よ
く
聞
く

言
葉
で
あ
る
が
、
と
の
人
程
に
は
つ
2

6

と
そ
れ
を
意
識
し
て
、
ヂ
p
l
\

ゃ
っ
〈
〈
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2. と ~l 1;廿産Z ぃ司f_ l: つ b く る
l 懸主 雨怯言い はんがや 7ぎ た で動2 八そ
| 軸? 無b つうだあ ね L. I 0 すか月喜の
戒と蟹E のも阿る τ ちつ る 0 とう よせの目。
名3 ーひ かう 再 顎きぢ 〈 わ何い 年2 ち 」 攻或事を
も と 宣・ 車EJt2 い だ をや -E け 時4 中まの とか る待z

言、 つ日砕つ

分支 位短2 な」かのも えつ哲 った 、 〈
で 遺す官庁? いがし臨1 淋3 なだては -c が彼?i ゐ
作? のがか懸b・て終5 し しつ ゐぬ 、、のる
つ 匝立た らけ床2 の か 。 τ ア芝 、 枕え 病写病害人2
プと薬 ℃僻む らの時S な今E 思官 。 あ 顕i 人i 床をも
。 にか・世まれ問震でいまひあつ にとを少?
と 舟 けを 〈 をも 。で 差是2 つし あは見持な
れ 乗〈作7 ゐ示品 '*さ 説去 に すし 越を る 思言舞まか
で るあったし のの やとはの 珠搬をぷ へ J、つ
".γ作 るち 。党 間宮 小去 b とそ小; IXr ぬと党
、 ι.， 0 や 。には たはれき 元1 、 で
で の つ 床を 懸b・ はい何E をい 取企 集容顔在あ
す ~d・ い だ にけ税之 政雪も忘字時~ !> では ら
か f也枠 はる爺号 越き あれか 上為 、白?ラ
か 樹立ともの b なら げ捲? 蛾号。
。 他L と I Z拝2 まい「 てしの
あ のに妹:はせ 0 人2 4 立たや
つ 寺E 定書も大E A 死L 問2 暇2 てう
し のめ枠再てよねは 遣 、に
の 何1 -( んい。時S 安E へ慈?血ち
名句 代定あなも子ι R 心E あ態去の
も 前E る待危う 供f 慌2 立3 れを集作
説草 |つや が ℃命t ばつを
爺宮 古 |て つあると とい失t
の hzn-r b ℃ る のい れ てつ
名な る きぢはふでむ t
も 向き かプ2 や見持事E すた
母? がp らかなつが よ高身Z

ろ 贈f ねらしと ー 」乙鵠だ
の つ。ね 、 も番E とのも
宰it 党 あ 。 財まな大ま 言い 遁在 さを3

0ー . 
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見再~i" ~し な .., 1I月i 遺言 る も
12 幼ま な う τ ・死L い | 蟹主 客ぎ 令 zu:; I ~ 0 成E ヨst
。年2 ら 3 ゐ氏 。 I ~がん曾; の る の‘
然t のなせるは H1で どん取と なに死し 人2 程2 名L
し死L いる 。 いれ ラ 、 1) J軒2 し Æ_ は 、 も
蟹定 、 。カB モ h ば致;;;b 交E も τ7ざ死L 皆2 皆2
さ背ま がれ込E5E2 し前をは言い くらは の ー
ん年2 なはん問窓ま呂 志 つれる霊せま 名a L主じ
のの け蟹をで でしんれた jEZ し が づ
死し ~E I.. れ 芯 ゐすて死し た さ 夜帯て 一、
の、 ばんるな 。 ん 。 ラ 7ざ 、 宇u 入い
如f 老2 な の の と で で の酒与づれ
き王手え ら 性ま で つも あ ¥. 1: 
はのな格? なち俺:; る 案2 あ
、死L ν. ~とく がの o 配宮 る
最2 、 。 も 壬 怖~ Efr~も の、さ|
も死L 幼をよ、 〈ヘ ラ 止命 ま れ 1
朗2 の 少す ら死L つ化ぽ 愈い める て
ら似のうを て け バてで
か耕1・ 頃2 、IlIt~ と 壬 駄だ く死L 短2
なは か現2 め 1: 111で 目斡 れを 冊?
死L そ ら才r:~ 1: も て だ 0 33と
でれ 敬t の ゐ 行，~ ~ と 極7 弄ぷ: vtか
あぞ へ寝主 る かち 間宮 柴? か
られ込E 投i 0 れや いへやれ
うに まに除主 な厭い て 行い う て

i 。注3 れも裕2v- や 錨? っで 僻じ
ふ て よ'純き o 1t 五t てあ 世ま
。 ゐら 4 ( 夜2 ぜ 良1)肺 芝与 る の
立たうと な」 が 居ゐ O 隣主

私i 力号 、しん 見1/. を b 
違毛の然主 吃 か 舞ま す . ~と
はゐし白まと つる 立花
滞1f ~存そら ℃ プと ん <
IJ I ! でののも とだ か
のな後2 托し iH -r S か け
死し けに比 ら 、 ら て
を れ、重すとれ 珍2 、 あ

ー一一一 一ー一一
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": "&"F 働とr' , 。

:iE'; は い J 
L 何t ".・
町、 色、 ζ 

見方主‘ と

組そ で 題;? 何長い
師 L あ悌5 とかメ、働5
方主ら Iま し、所S と
がう 、 τ V' iと v、

威主 。 そ提ーか問‘ J、 -世

符-? がれ起ι な主題主ま こ 4・

悌;3 、をきる と . 
れし見みれ も 始予 の
たかや 、のま起を -・・圃.

、

f41\~ し う 何Z と る

のうかと人E し 。治f {弗t
1まいづ すもてffi;去綿:1ïを
義官 、 る ー 働5 散1 1

のが魁l Al、 皮どを徒‘で 、

liL7 典Z 冷十は昆みにあ
しにの考主 るある 問2
V' 説!‘ 心;へ かつの
見b かの τ と て 11 

題t方主れ i出き見h い はち・ぃ
で な 1、 、 J、

あ ii主 、け と イ仰卓上を ま
b へし 限さ れ とで
、の b ばはの も

.13.'" 干fz な な 、第空な

大つ 二 くら何い - v ・

ま告をに rlJ '.;と の を

野と よ 』ζ と u与と 搾を縄んヒ
なっ 、 で代翌併~G 甥:
る て種=ぁ iと での
ペ数t 々 ( る も あ ど 法き へに に ?5・2 る と

でら映三 越主にかが
あ れ b じt 新ら王 ら (~I:ri 

道る 、 1らiIでな 、 な
E 各?ー ν・し制Il~ の
と宗れ o v. とか
11σ〉 る A県L は と
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もれ~:;
Ð1e象E
同IJ!!

.~i ‘ 
の Ar
主計こ
なJlそ
るは

船
田
新
艇
の
飢
鰍

三
航
臨

法3
Iti 

如E
事候2

」F言
ふ
ま
で
も
な
い
。

t
v

m
S

&

タ

C
ん
芝
ラ

a
9
L

Z
z
q

‘
し
陶
〈
z
z

f
z

，•. 
l
?
 

対
一
燃
の
縦
版
に
は
多
く
の
興
っ
た
悌
が
説
か
れ
る
。
智
雄
純
の
雌
合
那
備
、
阿
閥
悌
闘
艇
の
阿
閑

E
，

H
L
t
=

e
t
b
"

す
じ
抽
@
宵
毛

ん
む
・
す

じ

地
車
。
‘
品
犯
食
宵
‘

m
b

吋
ぶ
り

ι
7
L

陛
ん
e
g
v
命
令
う

術
、
伊
士
の一
-
一
部
僻
ハ無
量
諒
線
、
慨
無
盆
指
級
、
阿
鋪
陀
縦
〕
の
阿
掃
陀
仰
、
難
削
本
願
艇
の
難

し
に
さ

q
.・

だ
い
に
'
v
'宮

た
L
Vに
R
y
t
ι

ν

R

企

L

空
H

附
如
来
、
大
円
維
の
大
日
如
来
な
ど
は
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
〈
ゐ
る
怖
で
あ
る。

対
は
勝
町
駅
僻
が
俄
ぜ
ら
れ
た
と
と
も
あ
っ
た
が
、
新
川
知
な
山
広
紗

紛
の山
内
滋
鰐
戯
の
駅
俄
は

二
千
五

U
ん
ま
内
い
ん
と

E
U

乞
宮
P
Z
L

会

守
口

q
f

聖
ん
い
に

L
h
a

い

す
で

与
量
去

百
年
前
、
印
度
で
始
め
て
成
僻
さ
れ
党
新
梯
で
は
な
く
し
て
、
貨
は
久
遠
の
古
へ
に
於
℃
肢
に
成
偽

つ
れH

幽w
m甲・9L
抽
ぜ
ん
尋

M
r

w
'
h'e
M
Vみ
ら
h
v
ζ

弓
ぞ
ん

と

3

れ
党
ば
か
b

で
な
く
、
「
常
に
震
驚
山
に
在A
Y
」
と
も

言
r
m
J
L
、
現
在
未
来
に
怪
存
す
る
と
説
か
れ

℃
ゐ
る
。

t
内
'
T

官
υ

-P

W
2
2

情
書
在
い
品
か
え

E
t

か
、、
る
種
々
の
怖
を
説
く
や
ラに
な
っ
た
の
は
、
結
局
は
備
に
到
す
る
見
方
が
異
る
た
め
で
あb
、

モ
弘
q

r

い
a
v

，
，
q

で

T
MF
4

か
党

そ
れ
L
1
1

の
形
で
備
の
心
が
れ
由
に
映
b
m

る
委
を
蹄
る
も
の
で
あ
る
。

二
、

法
身
、
報
身
、

Y

E

--
魯

HV
'h
E

ぽ
3
A
Y時
、

h

-e

u
E

段
っ
し
ん
・

慌
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
だ
め
に
、

印
度
の
菩
薩
謹
は
三
つ
に
分
け
て
誘
き
出
され
党
。
法
身
、

都
抗、
船
山
れ
が
そ
れ
で
あ
る
。

E
q
し
ん
噌

S
5
2
q

か
の
'
し
ん
，
に
主
い

'
E

ほ
ん
H
V
'

を
f

法
身
は
悌
の
成
怖
を
可
能
な
ら
し
め
る
異
聞
で
あ
る
。
そ
れ
が
如
と
言
は
れ
る
。

如
は
珂
有
に
印

だ
い
し
噌

ん
。
睦
ふ

気
持
に

A
S

と
"

・
・6
目

u
q
z
'

す
る
服
に
爾
あ
る
べ
き
大
内
然
の
開
法
で
あ
b

、
備
は
如
を
燈
験
し
℃
・
貨
動
し
来れ
る
も
の
で
あ

之
ら
い
ぷ

AY
仲
'
町
ま

ap
レ
T
p
h
v
q

・
を

L

ん
砂

と

事
ゆ

る
か
ら
如
来
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
と
‘
、

w
h偽
教
が
僑
妄
性
を
永
離
す
る
基
礎
が
あ
る
。
異
に
人
を
愛

• 



• 

(S;!) ,. 
一
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一

_!l 
~~ 
法せ

-
4

・1
τ

い
君
主
写
意

高

'
占
曜

日
r
F
-
A
w
u
a
7
L
e

し
、
世
を
川
相
ふ
般
に
も
て
な
し
、
そ
の
雌
に
乗
じ
て、或
る
穂
の
技
慾
を
充
た
そ
う
と
す
る
俄
妄
者

砂
か
，
ぽ
f
m
し
ま
￡
e
u
v
、
内

q

a
ヴ
ル

V

ト
晶
f
t
勿
に
A

が
、
そ
の
非
行
を
曝
露
詰
れ
℃
、
司
直
の
裁
き
に
包
み
き
れ
ず
、
遂
に
自
ら
の
那
惑
を
容
認
す
る
や

に
且

'た
い
φ
b
u
v
a
宮
通

し
か

う
な
と
と
は
、
す
べ
て
如
に
立
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
か
らであ
る
。

初
く
も
人
と
し
τ
服
に
樹
あ
る
べ

克
也
帽
晶

'
t
w
u
g
ま
ん
か

'
E

，
で
尋

&
・
戸
、
道

に
立
つ
な
ら

ば
夢
に
も
脱
俗
欺
輔
の
行
動
に
出る
や
う
な
と
と

は
有
A
Y

え
な
い
と
と
で
あ
る
。

に
主
た
ご
め
ん
h
e
E
e
宮
を
S
Z
M
民
主
3
と
'
あ
ら
は

Z
4
か
f

b
宮
じ
ゅ

如
に
立
っ
て
願
を
起
し
行
を
修
め
/
し、

建
に
如
を
誼
験
す
る
と
と
に
よ
っ

て
悌
格
を
成
就
し
た

ぜ
ラ
&
う
か
f
L
4

E
ヲ
し
ん

と
円
ぷ
内
b
f
て
ん
ね
ん
し

喧
ん
じ

F
.

U
ゆ
か
p
r
b
e
h
ん

V
串a
p

る
正
等
畳
者
が
報
身
で
あ
唱
。。
此
悌
格
は
天
然
自
然
に
成
就
す
る
も

の
で
は
な
く
、
必
ず
願
と
行
に

な
睦
ラ

因
っ

て
成
る
も

の
で
あ
る
か
ら
報
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

u
aヲ
1

ん
む
い

ぐ
島怖
い
ろ

1
1

・

E
〈

E
f
主
な
と

r
，

に
広

報
身
は
内
外
の
功
徳
県
縦
相
を
備
へ
党
も
の
と
し
て
設
か
れ
る
と
と
に
な
っ
て
ゐる
が
、
山
政
は
如

U
ん
か
f

『
ラ
予
と
で
円
ラ
t
'

h

u
vゐ‘
f
u
宮
ふ
り

じ
じ
ワ
ピ

ん

l

陪
縫
い

が
人
格
を
混
じ
て
動
き
出
党
之
と
が
報
身

の
眼
目

で
あ
争
、
成
僻
の
事
貸
そ
の
と
と
が
三
身
の
主
鰻

で
あ
る
。

せ
じ
ん
邑
か
に

k

じ
ワ
古
い

h
b
&
f

B
Z
宮

ど
ん
吃

写
陸

ラ
L
A
し
ん
が
た

世
人
の
中
に
は
、
如
の
貸
在
は
解
る

砂
れ
ど
る

、

徳
相
湛
般
を
備
へ
た
報
身
は
信
じ
難
い
と
い
ふ

E
札
捻
っ
し
ん
玄
段
ラ
L
ん
か
の
ラ
サ
ワ
怖
い
e
T
U
主

a
E

も

の
が
あ
る
.
か
、
之
は
法
身先
づ
あ
b
J
し
報
身
が
可
能
芦冒
と
す
る
競
明
の
順
序
に
惑
へ
る
も
の
で
あ

f
h
q炉
f
て
書
官
唯
ふ

p
g
b
q

低
唱
し
ん
み
円
い
朝

a
uい

b

、

哲
血
中
的に
到
法
の
や
う
な
も
の
を
考
へ
て
、
そ
れ
を
以
て
法
身
と
見
る
弊
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

ぷ
守
w
'
Z

づ
か
f
聖
書
U
惜
じ
じ
っ
宮
段
ん
U
U

唖
を

U
K

官
唯

ワ
し
ん
み
だ

悌
敬
で
は
仰
格
の
成
就
し
た
事
貨
が
組
本
・
で
、

と

の
事
貨
を
凝
視
る
時
に
法
身
が
見
出
活
れ
τ
く
る

陰
ソ
し
ん
向
か
ら
世
ラ
L
A
h
u
v

e
ん
t
・
掛
か
内
酎
か
た
h
刊
か
レ

の
で
あ
る

か
ら
、
法
・
井
は
解
る
が
報
身
は
判
ら
泊と
は
蹴
倒
し
た
考
へ
方
で
あ
る
。
台
に
も

、

段
ラ

3

5
6

雪
じ
崎

隆
ラ
ぷ

q
s
e
k

訟
が
先
S

で
、
そ
れ
に
よ

っ
て
怖
が
成
就
し

だ
の
で
あ
る
な
ら
ば

、

法
・

仰
の
順
序
で
あ
る
べ
S

に
、

な
に
怖
且
ぷ
ウ
陰
ラ

何
故
に
悌
・

法
と
い
ふ
か
。

, 

L

P

}

-

v

 

p
l
l
t
L
i
L
h
v
-
F
'
'
u
r

齢
、
.
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‘
ん
吃
い

だ

と
い
ふ
問
題
を
山
し
、

緯
品
、
，
句

払
い
ぽ
Ay
t
b
6
C

と
軍
に
冒
と

E
ι
L

法
は
地
中
に
邸
渡
し
τ
お
る
貨
の
如
く
で
、
何
人
も
之
あ
る
を
知
ら
な
か
っ
免
。

段
高

Z
B

陸
予
玄

内

申
書

面

れ
を
堀
b

賞
〈
て
明
ら
か
に
な

っ
党
の
で
、
法
の
前
に
備
を
置
く
べ
主
だ
。

か
い
W
守

に
主

U

ん
ι
F
ec
・
〈
B
E
ラ

隅
S

m
e
H

ゆ
ゑ
ん

と
解
決
し
党
と
と
が
あ
っ
党
が
、
如
の
人
格
的
活
動
が
備
の
働
党
る
所
以
で
、

し
か

暗
S

然
る
に
怖
が
そ

性
ラ
し
ん
い

そ
れ
を
報
身
と
言
ふ

li 

の
で
あ
る
o

h
a
'
u
h
申
s
w
'
f

b
z

，、
区
ラ
晶

ん

哩
S
w
'
f
h

L
惜
皐
る
し
ん
し
ん

h
a，
E
'
b
e
p

草

出
願
身
は
備
の
教
化
力
の
方
面
で
あ
る
。
悌
は
教
化
き
る
べ
き
衆
生
の
身
心
に
腰
間
す
と
見
る
所
か

E
自

立
、
で

v
t
L

，
S
4

窪
行

事
E

唱

だ
ん
b
f
レ
ま

P

え
う
く
雪
山

F
V
串
段
ラ
し

ん

ら
此
名
が
出
た
の
で
あ
る
。
昔
の
所
設
で
は
、
偽
が
成
就
し
た
る
断
惑
誼
理
の
祭
光
に
輝
く
を
報
身

捻
ラ
L
ん

w
'
w

し
ん

肱
ラ
L

a干

し
ゅ
皐
会
す

f

陪
ラ
し
ん
か
ラ
助
事

と
し
、
報
身
か
ら
激
化
身
を
放
射
し
℃
裁
生
を
救
ふと
す
る
。
そ
れ
が
た
め
に
報身
は
高
妙
で
あ
る

h
B，じ
ん

だ
ん
Hvf

か
白
F

E
S
睦
だ
い
た
健
ん
よ
ぽ
判
。
う

が
、
感
身
は
そ
れ
よ
b

一
段
低
い
と
考
へ
る
や
う
に
な
b

、
甚
し
さ
に
至
つ

τ

は
、
凡
夫
や
帯
離

の
Vl
め
の
税
は
船
叫
が
が
紡
似
し
、
献
仙
の
九
一
回
膨
は
鰐
射
が
秘
似
す
る
と
骨
ふ
や
う
に
も
な
っ
党
が
、

町
ラ

し
ん
じ

'
か
官
@
亨
与
多

民
主

U

ん
か
f

日~
2
8
E
'

と
れ
ら
は
す
べ
て
報
身
を
自
剰
の
み
に
限
つ
だ
製b
か
ら
噂
か
れ
た
の
で
あ
る
。
如
の
人
格
的
活
動

m
'
L

ん

付
'
f
b
E
J、

を
む

目
r

u
咽

除
ヲ
し
ん

が
報
身
で
あ
る
か
ら
に
は
そ
と
に
激
化
カ
の
具
は
ら
泊
客
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
貨
は
親
身
比

一

‘z

u

，
、
売

f
E
f

刷
ん
い
ヲ
瞳

S

u
v
w
u
Z

ん
か
u
v

e

品
怨

切
の
自
利
々
他
の
功
徳
が
含
有
さ
れ
〈
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
偽
の
意
義
を
分
解
し
τ

除
く
企
て
か
ら

併
の
貯
飯
村
、

・燃
に
紡
似
の
対
聞
を
加
に
札
げ
さ
脱
し
て
ゆ
蜘
削
れ
と
し
た
も
の
と
鰍
す
べ
き
で
あ
る
。

噌
高
じ
ん

E
F
り
h
v
b

い
し
申
〈

捻
う
し
ん

句
ラ
し
ん

し

出
た
い

か
く
て
、
悌
に
三
身
あ
b

と
す
る
古
来
の
解
将
に
あ
っ
て
は
、
報
身
が
中
心
で
あ
b

主
憾
で
あ
っ

ぷ
噌
か
f
E

陀
ん
眼

唱
し
ん

れ
い
だ
ぷ

弔
骨
f
w
'
f
b
E

，、
島

ち

hH'
じ
ん

と

て
、
偽
格
の
基
本
と
し
℃
法
身
が
見
出
3

れ
、
偽
格
の
数
化
力
を
顕
は
そ
う
と
し
τ
廠
身
が
説
か
れ

い
ず
申
書

h
v
g

あ

き
ザ
ワ

島
い

で

ど
A
V

じ
ん

何
れ
も
備
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
ゃ
う
と
す
る

説
明
か
ら
出
た
も
の
で
、
貨
は
三
身

僑2か断定
1 争惑を
::: ~ IIlr つめ吾

< 云王星'
と Bta l!
とポ塑
のい

• 
-Eb
b-r
h
E
 

--T'a-

た
の
で
あ
b

、
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耳伝f 闘

順2 + 
mt¥t ゃ。

成・245 の

願喝Ett 

な願予故2 の なと るも内F は
く に 本~ ，ζ 願F る、てそ脚f'" 願E な容2 重U~ ー
立3 願是 特? を符?をひ 、の脈事の いにの 飽と

世士ι 智f のに成主士どた ー 暫定 陀だ 成主無むつ人E の
にき成E と就与の す切3 薩~ fðI~去 就:広 漏m v-#st- も
衆与 れ就長 れき{鹿Z らの道草は&智ち〈 的E の
生号てはをれ件1 府主恐1 を 、し と 、訴さE な
のゐ 、本2 允と生E 懐f 踏・ 給与〈 、 ま動弓 ー の
絶* る願E 願予のしをにみ始L 怖さ 庇2 7とが = で
え都じ がとでて 1巴11 矯た 1J 1 1'!去E 格ヤ 〈種主 r，ll~f; 、 あ
~項t 仰Z いあのふめし却E3 を 々 十 格号 本2 る
るがのふる四 ift-:- ~c. t2 、見再 のの 。

願L
b 生衆R品E で 、八瀬ぜ 安2 ーっす熱と jj主 心土 ん
、 のあと願E なを歩ほ ?と と 蓑とがで願Z 力言 る のがき作なにくとすああ 成与ヲ
の向主 と 0 願E 選2 、当於と 願F ろ るるる 就足
I i持る つし と郷2 立3 ん てのに 大ま。 と 身
開?でて そ~ < 願子 、制i;2 阿ゐ主主じ 大宗 と k 
は行2 、 此E れの 茎i-h で 捕A 悲ひ 憶とは
永ま {点 L 貸与 倒35 、 ;岳、 れあ陀定 とは脱毛
淀:!: ~動Z の同時間と 害2 る働去 で智ちに
にれに 生t 他2 を ふ 。 のあ 主RB. 越両
績2 て 移3 命t 不d・ 告司 、 出き る とベ
けゐつ で谷I)~ げ 悌持 現ゐ が慈L. t2 
らる 12 あ の ら を が、悲ひ が
れ rlij~ と b 行; る 縛9 あ特? と
てはと 、 ¥ る るににそ
ゐ、を 此主 のに ま 0 衆tk 牧Z の
る犠Z い {持Z 磐初5 で 生E め成与
の取よ J、 あ ん ま 普宮 をら就S
でカZ の るに ~ < 思Y れき
あので 所ゅ よ 、 と ふ るれ
る貸与 あ 以f つ 人E の 深x 0 12 
。 動t る で1:， rUlZ航刻? 何2 る
に。 あ遂~ ，と をん 織し のも

問主 緑、主 る に直2 行き 烈2 錯? の
断~-C 。 と接さじ な訣c 、

• 
• 



($5) 働
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• 

t

h
a
，
‘
"
、
ぜ

か
・

a
'

光
明
の
世
界

光t
"芸

十

図
、

段
ん
h
b色
雪

U
ω
L

品
惜
存
る
ち

‘
a
F

ぜ
か
い
つ

E

主
ろ
二

本
願
成
就
が

一不
す
備
の
な
つ
か
し
誌
か
ら
、
更
に
ま
た
、
明
る
いV
世
界
へ
連
れ
て
来
ら
れ
だ
喜
び

再
モ
る
ー
晶
再
だ
ぶ

つ

耳
く
や
皐
宮
ぜ
っ
し
惜
し
ん
い

に
満
つ
忍

心
に
な
る
も
の
が
、
阿
嫡
陀
備
に
有
る
。
光
明
掻
取
身
と
言
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
乙
の

号
、
，
、
静
畳

Z
S
む
B

串
会
で
弓
む

P
T
4
e
'ぷ
AY

ん
￠
"
.
，

b
k

悌
の
願
の
中
に
光
明
無
量
の

一
一
僚
が
あ
る
ば
か
b

で
な
く
、
無
量
光
側
、
無
逃
光
働

、

無
礎
光

一備
、

む
世
い
く
宮
ぷ
つ
え

'
S
Z
雪
ぷ
A7

ぜ
Z
T

と
宮

去
〈

E
r

く
宮
ぷ
号
、

且
く
雪
五
つ
ふ
だ
ん
，
、

h
hょ
っ

包
ん
し
〈

無
針
光
備

、

餓
王
光
偽
、
清
津
光
備
、
敬
喜
光
偽
、
智
慧
光
働
、
不
断
光
側
、
難
忠
光
備
、
無
稀
光

ぷ
弔

ζ

ラ
陀
ち
ぐ
府
内
く
やo
S
ウ

M
V

〈
由5
弘
山
市
皐
習
し
帥
じ
時
ラ揖
P
P
M
-

げ
い
る
ラ

ラ
A
VゆW
A
7
%
'内
危
険
回
暗
号
‘

，b

備
、
超
日

月
光
備
と
も
言
以
、
と
の
光
明
が
衆
生
に
働
き
か
け
て
は
、
腕守
、
欝
結
、
洗
称
、
憂
問
、

抽
き
ず
ま
芯
ん

E
f

ふ
あ
ん

く
宮
げ

ひ
と
?

〈
宮
に
梅
宮
な
ん
会
是

行
詰
b

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暗
黒
の
不
安
を
光
化
し
て
、
人
を
し
て
燭
光
柔
軟
の
潤
び
を
得
し
め
、
安

た
い
と
し
ん

ろ
ひ
ら
だ

守
宅
中
f

&

泰
と
し
て
取
る
べ
き
進
路
の
開
主
出
当
る
、
、
照
盆
あb
と
設
か
れ
τ
ゐ
る
。

?
c
，
h
宮
中
ラ

L
S
L

キ
〈
主
ん
じ
串
4
u
ιラ

3
H
v
s
r

内

明
忍
い
世
界
の
と
と
は
砦
巌
艇
の
古
い
も
の
に
、
稗
掌
の
成
道
の
際
に
開
き
だ

3

れ
・
泥
酔
釈
は

、

世
じ
宮
町
立
と
き
く
智
け
い
は

H
闘
争
官

初
め
て
備
を
得
た
る
時
、
光
景
甚
だ
明
か
な
b

b
畠
明
書
為

p
b

s

い

6

ラ
怖
い
宮
為

ん

あ

去
か
た

と
記
遣
れ
℃
ゐ
る
や
う
に
、
悌
の
所
住
に
は
、
一
切
の
妄
冥
嬢
聞
は
跡
方
も
なく
消
え
う
せ
て
、

A
Fヲ
f
I
ι

ラ
I
I

ぜ
い
え
い

s
b

b

与
を
宮
与
会
ど
札
品
げ
ぜ
い
し
ょ
く

た
v
h
浩

'e
朗
々
と
し
て
清
英
の
試
に

充
ち
満
ち
て
ゐ
る
寂
光
の
浮
土
と
い
ひ、
そ
の
逝
華
の
背
色
に

ぜ
い
く
す

f

h
ラ
L
k
f

毛
Z

宮

h
v
f

は
背
光
あ
6

、
黄
色
に
は
黄
光
あ

b

な
ど
言
ふ
の
は
、
と
の
と
、
ろ
か
ら
来
る
の
で
あ
る
。

光j

明す

掻さ

取与

身k

. 

段
ん
A
YF
E
U雪
じ
悔
し
ん
唱
と

H
h

惨
事
安
河
に
ん
げ
ん
か

E
e

p

本
願
成
就
身
と
し
て
備
を
比
守
る
と
と
は

、

協
は
人
間
よ
b

懸
け
離
れ
究
存
お
ぞ
はな
く
し
τ
、

ι

酌
ず
な
キ
ご
乙
ろ
元

明
再
わ
が
み
よ
ラ

C

し
だ

ラ
げ
札

い

事
E

わ
が
子
を
忘
れ
ぬ
親
心
の
や
う
に
懐
か
し
く
、
備
は
我
身
を
擁
護
し
、

指
導
し
、
撃
働
す
る
ム
刀
で
あ

が
ι

じ
ゐ

f

る
と
の
戚
受
か
ら
来
る
の
で
あ
る
。
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金人まE ，発.35 

i~ 
のの

先} 光』
化明，

即時 をのめ 明主 を偽5 庭手 輝t b れが
を内喜E 線f 1:いる 阿尋 突破え でにか串 と るあ光Z
蜘1)3 ぱにゆづ 3 掃品 世 あ 、る し と つ b 
すす 、 れを陀偽鷲 しる身1. ¥ てイ言，t 1: lま
各立秋ま天ヱ 柴2 、典主 ま つ 。のの知し じ明ま亦2
のの地喝 し人2 へが 、か上三みれら 、る
夜a 目。をさの る亦Z く にで 或8 ぃ傭5
にば溶と は世主 -2 、

五
生t し光Z なるはとに

もかか 、 はつ来t 生 τ b く や口毛 見ゐ具主
出で b す縛ぇ 放2 の迎主

、

プと を、うか は
泡Z あ税もで姿E B lt 家2

市途を11& げ b な 3 、 とふるの言ν あで桜串 $ 

のも曙3 はるあきt 泡4 奥主をつ孔4 そ みをへ以と アとかれ見らでの 雲 れ から ん ~p
あでやねらねし ん 見h 仰E てて。らかれ
るは、 も、ばて 接3 以 ('. 、生~{号h 然よ な或ら る
。 な爽清ま2 の 目。な告+ ら所3 そ るど! 0 
備地く が日 ぜ ら Z 身k 〈、 とをにとは そ
悦去、のあ の ね 心i つに照3 阿晶 言い 碩3 れ
と炎熱2号 大と る 勤2 0 る にね嬬史 護c 揃b は背E も
議ひ 叙曹 O め 、 男~ tζ 店-E せ陀だれに始E

i 灼中はし !t Z. む光立 すら側if 、岡t め
、

澄ずか ν、 と で b るる は準2 光ん舎は
順て5 ま泊日Z み しそ も • あ身を一、 、 tt を
調ラ f ~ 人f し

、

ら 再切3 働5 アとは奔E f弗5
と主つ生t 附み 問主 う。 にのでビ 八 しの
漣号F 異怠 ザC の 5 じ 受奇 襲2 あそ殿、身み
境変Z 、藤き ん や け ? る の 四或g の
、の山・にで ラ てを 。 限写 千は周k
思Y 午t: Aか ( は ~t 、 光善L 人~ � 種占奄白・与す 聞る
以 後c の

、 、 4 す化 のなs 万ま -_"・

通長も織ー璃‘歩皿 人2 ベ せ世主 歪L か等E
b れあ b 量L 々 の
は ない々( 乙 のば、 b 量3 ど
事E ばすづを 、 n、 止ゅ 閥~ tt の は
の、錦E る綾.l. 九 • じ、 まに 、光;

成苦5 築凍主~ !t 撤薬ぽまみ lζ 言、 な 、自ま明放S 光宮2 
就 l浪曲 し

、

、 ν・ 家か らあた明
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a
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a
ん
L
-va'
R
ん
も
ん

か
a，

法
然
上
人
@
信
仰

FEi 
は
阿・

5; 
を

思
ゐ
e
h
n
.
，
‘
、

入
金
の
行
方

• 
問E 』と 「金3 と 思t f 迎言 らす

- は R阿:ø‘掻主上告拡 法E 〈古E 諸r V\懐; 5 1 ! 人E ねる
品 取お 人ゐ 然見

わ様をだ ヨ 』と上品 上がのぼあのヲは 、 れあ
が 去 れあ人ん の去し・ 讃~ ~とるみどを
身祢 〈つの は生人E U ず過すとがとれば
か言E ゐて阿る 人2t 放5 るぎ、之E へら

離ら ぽる は悌摘F官三み官 ハ占. のにつ所3 る腹をE を行拘の議主
い のわ 世主 mp~ プ2 、も 解-E 〈個E 期E
P 説ミ がも ¥ 』と しや多言 の据ず決2 と 々 、 せ

し明2 身をみはの h 
級交 、 う がゑすいのぬ

ñ や やイ言上 f 深t: 人工 氏 擁為あら ?芝 る ふ事質をどu 失与
能主、見外志仰ヲ 書 しの備去 陀だ 落者 唯ゅ 問屯 !攻ピ

」 本店 数~ ~とうo 付b・9 ー題ぎゐ に
の宇L:tt. ~É'I! 、 ん と心土 の在る の は- l缶、
もの~は百 z 苫』と随1~ b が鍵Z 、揺る の、
の書Sか れ我拘 盆TEZぜE れ契立 所t 、 で玉虫P し 、 、

の 党が t る 同 5 に 日ひあら 論え〈
如If 綴唱 の身路 頭ラ ~ のし説さふ B l'で、 と

一 露2 も 〈 のね以3 つ 2こく b ぞか歩:l: ~( 
でやあら 弔 、 . ヰ-'1ヰ2L Eb Itt川t 1! 歩主 ば. て ひ も
あ 、 つ離5 をす 亦主 φ し

( ~ みな解ふ にあ
る思1 免れ進、 此主 とれ に ら け人J 1) 

と 胸をおる どねる生ま な
け や 存主 て;、 \悌5 れ 。 も は ど
tと 官 在ご 克2 ろ打ラ は 程2 般5 の何E し
、の でに bと つ阿る の の で鹿己司こ

の乙 考察古
3 

はー 由主 力E {陀痛弗去
み吃 明朗t 行? は へ

な層雪 るあ 3 方へ あゆ
イ弗Z で 徹三 のる をはるく
の 以2 し底ご で f7絡Eまで願EE， τ < し ああ へ{品宮いで
カ編さ

、

12 るかる る の 。

あらのは 現1 イ晦Z
。 らが かあた く

貸動与 し にで で
、

はた ピラ る

~ -C 今2 あ
, 

あそ
、 、 ィ弗fi 0 rfr~ 

をゐ
、

る るオ1 董芸 かの を
戚丈 る 偽ま

_. C Iま しい家主 ~I t.. 

~・
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審i
、

，

K
M
g
纂

官皆三と 三
でろd持E

も 11
思育て島み
ふ ￡ ZL
と」、 dこh

と FAAE
\と

心丘三
.(1、z

廻川l
肉雪~l­
E重践す
縦zqk
a色、k深E 、

じ
陥
晶

f

う

げ
舎
主

苛
唱

串

9

か
い

受
す
る
に
、
或
る
空
隙
の
へ
だ
党

b

を
鍛
儀
な
く
き
れ
℃
ゐ
る。
と
の
備
を
理
解
す
る
に
は
、

畦
ラ
匝
ふ

む
よ
'J

し
か

く
申ん
ぜ
ん

曜
と
げ
ふ

-
eほ

し
た
方
法
も
あ
な
が
ち
無
用
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
然
も
と
、
に
、
完
全
に
と
の
備
に
鯛
れ
う
る
極

か
ん
怖
肋
持
ち

ね
，A
ぶ
つ
ぶ
司

み
中・9

A

E
ゑ
れ
み
を
f

め
て
簡
明
な
道
が
あ
る
。念
偽
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
℃
偽
名
を
呼
ぶ
そ
の
敵
揮
で
、
は
や
我
が
身
に卸

ぷ
守
層
曹

じ
怖
&
f
ま
る

H
va

hHn

Z
会
い

す
る
偽
カ
を
受
相
伴
す
る
之
と
が
で3
る
の
は
、
正
に
一
つ
の
大
き
な
驚
異
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

島
み

だ
ぶ

つ

E
ur

%
を
ろ

ひ
ら

ま
と

ラ
品
川

阿
漏
古
備
に
於
℃
の
み
、
か
\
る
直
路
が
聞
か
れ
〈
お
る
と
と
が
、
と
よ
な
く
章
〈
、
主
党
婚
し

み

し

性
ふ
U
ん
し
串う
に
ん

〈
も
身
に
秘
み
免
法
然
上
人
で
あ
っ
力
。
3

れ
ば
と
そ
、

ま
ラ
ね
ん
主
叫

ん
か
へ

g
S

ん
ち
ん

S
6
卓会

f

℃

・
串・9
MVう

・
とZ
L
4
-

z
a
g

妄
念
館
念
を
も
願
み
ず
、
散
観
不
浮
を
も
い
は
ず
、
だ
ピ
口
に
名
競
を
唱
へ
よ
。
も
し
ょ
く
稽
名
す

章
。

&
f

-

s
ラ
ね
ん
訟
判
7
6
r

キ

さ
ん
ら
ん
加
の
ず
b
L
7

ど
ふ
軒
町
吋
か
&
、
自

主
広
し
ん

れ
ば
、偽
名
の
徳
と
し
て
妄
念
自
ら
止
み
、
散
観
自
ら
静
ま
b

、

一
二業
?

自
ら
調
ひ
て
、
願
心

h
ι

し
か
ぐ
や
山
し

串
ラ

己
、

る

守
〈
危

な

む
耳
み
だ
ぷ

A7

3
ん
ら
ん

玄

&
聖

あ
の
づ
か
ら
接
る
な
b

o

然
れ
ば
願
生
の
心
の
少
主
に
も
南
無
阿
捕
陀
側
、
散
観
の
増
す
時
も
南

む
晶

路
定

ぷ
ム
ワ

ま
う

HH
ん
加
と
と

E

な

h
z

再
だ

ぶ
つ

e
ん
L

ん

h
N
E
a
p-E

な

h
z

み

だ

ぷ
勺

ふ
包
串
・9

無
阿
嫡
陀
備
、
妄
念
の
起
る
時
も
南
無
阿
嬬
陀
備
、
善
心の
起
る
時
も
南
無
阿
捕
陀
働
、
不
静
の

&

昏
な

む
事
品
管

ぷ
噌
セ

ラ
ヒ
宇
野

監F，
E

Z

む
る
み
だ
ぶ
つ

じ
ん
と

き

な

b
a

み

だ

ぷ

時
も
南
無
阿
捕
陀
備
、
精
神
伊の
時
も
南
無
阿
捕
陀
働
、

一
二心
の
か
け
た
る
時
も
南
無
阿
掃
陀
綿、

じ
ん
ル
、
そ
f

な

U
あ

み

だ
ぶ

つ
じ
ん

肯
ん
宮

Z

h
u-
-

再
だ
ぷ

A
v
r
'
h

包
申
うじ
ゅ

三
心
具
足
す
る
に
も
南
無
阿
揃
陀
備
、

一ニ
心
現
起
す
る
に
も
南
無
阿
捕
陀
側
、一二
心
成
就
す
る
に

t

u
--

み
だ

ぶ
つ
ナ
怠

2
2
2

う
じ
す
祉
え
ん
し
ん
』
七

N
e
b

す

も
南
無
阿
湘
陀
悌
。

と
れ
郎
ち
決
定
往
生
の
方
便
な
b

o

心
臨
聞
に
納
めて
忘
る
、、
と
と
な
か
れ
。

を
し

曹と
数
へ
ら
れ
党
の
で
あ
る
。

.

と

吉
会

主
ぜ

る
O
E

い
叫
ん

ぷ
つ
げ
ん

h
rZ

高

Z
L

ゆ

あ
ら
ゆ
る
時
と
廃
と
場
合
に
於
〈
、
念
悌
は
、
現
に
今
併
に
播
取
き
れ
〈
ゐ
る
わ
が
針
を
見
山
山
す

慨
も
の-Lお
似
を
も約三
制
的
一
つ
の
ぞ
か
か

b
で
あ
る
o

乙
れ
が
此
伽
聞
に
総
く
納
め
ら
る

」

事

件
だ
ぶ

っ
し
ん
か

う

て
っ
た
ラ

阿
捕
陀
仰
の
信
仰
は
徹
到
す
る
の
で
あ
る
。

そ
う

所れと
に、
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Eのiん
凶・a2h ゐ

‘ 

れに- !> ï 内ま 「
る 大言介と ま {始者 窓3 本2
に v. のす針't ~t.願5
到主 な f彦左口」 λ5 」
つる行与稗をはっと

• 
本一一

. 

アと悟~ f曾晋傘2 い〈は 本ほ
。 に'とは ふ考2 、 ん
と到すな 、 迄3 へ ど ( 
の違去っ若立も℃ う ー • 乙し℃くな見み v、 、J

と、、しくねふ 願
は崇1 各1・て今E ば 事E んわ
、高宮 地宅、よなで

今E なをと!> 9 あ
東2 る逼2 の こまら
申Z 悌三膳主 人Z 千せう
す陀だし生ま五ぬか
まとつに百 o 0 

でな L 深t 年2 モ
もら 、 ν、前主 の
なれ 3 憂い 、 意い
い 、ま悶i 印t ~底冷
乙古t. 1. を度ド を
と 今i ¥ v. k 到' .旨
で東i のだ出量 解と 芦ミ・
あ西5 苦f い現1 す
b を行Eてしる 野
ま貫3 と 、 12 プと
すく思し華E と め
。 永ま 索?や 乏 に
建f をかろ ・ は 正
の重吉なの

救5 ね 宮王をす 帯主 深t
のた 号掌ん <
光立末ま の 「 順
とに捨才教主 {弟、Z
仰2 、 〈で」

が逮2 、あ の

, 

ヨ



• 

一一 . 本 一一 (4'J) 

ま
慮

、

&
'
g

z

，
、

働
陀
且
軍国調
。努
力

船一T
U断
続

官
艇の
&

船EU

』
v-
Aん
t
b
h
r

a
c
‘

し
U

ぷ
AY
W』
し
ん

h
r
ぷ
e

仕
ん
L
A
VE
H
F
Kラ

そ
れ
な
ら
ば
、

と
の
永
遠
な
る
世
界
の

燈

允
る
偽
陀
の
異
に
掌
い
そ

の
本
質
内
容
は
、
ど
う
い

巴
&

ぽ
ー
に
，
ん

と
‘

L

E
nv
n
MV

ふ
事
で
あ
ら
う
か
。

と

れ
は
、
高
人
の
共
に
知
ら

ん
と
希
ふ

と

と
ろ

で
ゐ
b

ま
し
ゃ
う
。

ま

し
て

し
ん
雪
ぷ

う
だ
了
ぷ

4
2
a

c

・
ま
い

唱

。

ゃ
、
わ
が
信
仰
を
と
の
偽
陀
の
上
に
か
け
、
偶
数
徒
と
し
て
自
ら
生
さ
ん
と
す
る
者
に
あ
っ
て

は
、

S
B

ぜ
唱

、

、

、
、

Z
&

E
と

MVち

更
に
切
に
、

よ

b

は
っ
き
b

と

と

れ
を
求
め
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ね
都
柄
で
す
。

ぷ
A
7w
-

‘
"
だ
い

ぜ
か
い
と

-
-
L
MV

た
e

'

t
F

働
陀
の
偉
大
け
い
し
て、
ま
之
と

に
「
世
界
の

燈

」
で
あ
ら
れ
る
と

と
は
、

そ

の
比
以
な
く
山
銭
高

む
ん
か
f
L
ど
る
い

げ
リ

睦
τ

く
h
yぼ
f
℃

ゐ
曹

hw
孟

な
る

人
格
と
、

そ

の
死
後
と

ほ
い
蔵
月
と
、

呆
し
な
く

ひ
ろ

い
康
漠
た
る
地
域
に
わ
だ
っ

て
及
ぼ

か
ん
f
b

・

9

し
で

曹

え
い
瓜
ん

ま
と
し
ん

な
い
&
ヲ

し
た
る

深
い
そ

の
戚
化
を
以
τ
、

知
る
と

と
が
出
来
る
。

し
か
ら

ば
、
そ

の
永
濯
に
偉
い
異
の
内
容

p
a
，
と

ぜ
A
Y
L
A

Y
H

は
併
であ
ら
う
か
。
と
れ
は
、

敬
一
徒の
切
に
知
b
だ
く
常
に
ね
が
ふ
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
共

也V

在

会
い
〈
毘

・

ん
uz
い

に
、

ま
た
、

そ
の
身
を
堵
け
て

絶
え

ず
解
い
て
行
か
う
と
企
て
た
と
と

ろ
の
問
題
で
あ
b

ま
し
た
。

h
t
f
レ
E
'

Z
《

ヲ

ず
た
E

e
，
、
蜘ん
骨

ず
ι
y

Z
ゆ
だ

し
ん

申
い
主
勿

い
ま
、

J

私
共
の
前
に
堆
か
く
の
と
遣
れ
て
ゐ
る
純
巻
の
数
々
は

、

や
が
τ

、
働
陀
の
異
の
府
内
容

L
h
z

E
aマ
ぜ
い

ひ
&
'
Y
E

'
き

・2
ほ
か

な
か
い

を
知
b

た
く
思
ふ
、

後
世
の
人
々
の
努
力
の
跡
に
外
あ
b

ま
せ
ん
。
そ
の
中
に
は
、
生
け
る

が
ま
、

ぷ
つ
だ
句

主
f
暗
号
で

し
た
喝
ぷ

ん
L
主
&
-

e
h

だ
E

a
p
b1MV

O
と
A
Y

℃

の
備
陀
に
直
接
し
允
弟
子
等
の
文
書
も
あ
b

ま
す
。

ま
た

、

時
を
断
て
、
、
後
世の
人
々
の
平
に
な
っ

臥v
a
'
Y
‘

砂
金
'
Y

た
吟

ぽ

た
か
f

・

つ
'副

食

の
人
々

に
よ

b

、

種
々
の
立
場
か
ら
、
と

の
高
く
雲
を
貰
い
て
立

U
か

B
m

f

計
っ
た
と

と
ろ
の
記
録
で
あ
b

ま
す
。

と

の
、

つ ア2
「も
偽去の
陀定 も
」あ

と b
v、ま

メ、 す
E・ 。

峯号 忌
をま

ま:; ~ 

-0

・q
f

は
・

3

ま
L
1
1

の
記
鍛
の
中
に
は
、

--
一、、・_，

hH捻大
よ
そ
、

一戸
一だ

ん

f

ベ
山7

・
e
G

段
の
匝
別
が
現
は
さ
れ
℃

k
u
bま
す
。

そ

れ
• 
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艇
w
e
'舵

純1fl.在 しの遺産を Lζ 残を て れ 司H の 泊f
んE 蒋与党傍若〈 抜由は b 然主 あ乙行い ア2 柄ぢ人2 は 、

な 意L の 弟で隔さい行崎 な しるれか葉言2 の遣をじ f-弗1ま
も のんで子しつ τ き なベはう ほ ーのめ陀だ
の唇L あ笥52f 勝1 ま模ー が < 、左のつ努力ど に 」
で る !J . の倒;ミ れせ倣号ら 偉ゐし 一 - 1J! 現3 モ
あかま 多言陀だ 12 ん し

、

む大ま ま つ つ でれの
'つ ら し < の る 。 や偉b し な し 一 を す τ も
プ2 漏‘ア2 は崇1 縛与 そ う 大ま ろ る プ2 つ-

。

の
や れ 。 、 高t 君主L れ と な そ

、 内 、心土 と る の
う ?之 之 な のん tl 努2 る のか 戒S Lとのの栴内と
で敬t の る 偉為けめ人Z ，也3 の め 党主 人遥2 は 5 
あへ 9s支 援号 大までて 格を? 貸な与 仰P官去官 れらえ を、 に

まb lま 息? 地ち ~ あ も とは主主 味串
、

のに を る
、

、 る 師を ?ミ ん
、

ど到す
す世主 淵主 党

、

な そ た至し L 司j:~ で偽去 し し
ー高 の かピそばられ ~ 情f ~t 柄Z 永主 陀だ て f 
人E 勝れ手 ら EE2ので 、 R も の の 、行い

生ご は息? 事: モ 深t: つ 制支 忘学 説き企 仰去 っ
σ') 12 ν、 を手品恐芝 そ と い光量 4 ~ ~l. ~ ~t:1! た
一 る 上2 漏‘投3 ら のか敬ヒ 祭主 ま ま 論2 と 後2
切こ 人Z る ら 足~ < 人Z ら 2をまい 憾を でい き ほ 世t
の 格4・ 之 すの、格f 現t E モ と ~1 、= の

マ雑tJe 者主 2二 の 時人U の は J::・2 つ オL した其聖努jjr ーーと と

Z の がみ つ は{牟ゐ れす ?と を まと、 の :
の例と 出で で -2 、大ま たベ弟で 桜範z し と 、 11キヒの

I-原34‘t ・市K ，ι 来・あ つ そ な 言葉~ ~ 子L 主 たば、 代吉郎f
ず b に の る ぽも の と 。

の と 別コ
iま !古玉

、

ま就Z 椴; ‘ 髄ztZk やの情え しそ言2 土&で
、は - モ し〈倣号 行主 ととラ f ラ 々 地ちあ

12 ず の や威主のに 動Z Alt し E し句と まb 
づ

、

ラ じ問E 鍋ふ の じt て 悉十℃ 々 、 を一
ね常Z 生母。 、に れーま lま く 、 、 問主 す
来れと を~I: 自 ι る ーす

、 残官 そ戒きう 。
.t1 は 梢ま21!fZ 等分支今E と に 。 ;減E ~のめら し
ば 極E む ~~ v、就~ R ず従:長 敬t 允自 U め せ印工 とに J、て 、 へれ印1

11 

我が 壬 遁ら度どは群: 評3 、 泊、 つら先度'



一一順 本 一一 (11) 

• 

L

ふ
草
〈
し
ふ
草
〈
草
〈
昔
、
う
し
ん

ピ

っ

す
が
た
な

か
じ

の
執
着
で
あ
るo

と
の
執
着
は
逆
で
あ
る
。
宇
宙
の
異
質
の
委
の
中
に
は
、
か
、
、る
自
我
は
な
く
、

白
ん
巳
中'
J

S
V

な
み
ご
と
棺

て
ゆ

ゑ
'
A

た
だ
、
乙
、
、
民
、
栂
上
の
漣
の
如
く
果
し
な
く
揺
れ
て
ゐ
る
「
縁」
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ

告
の
ラ
へ

U
す

じ

U
F
E
E

・e

.

か
留
舟
晶
ん
な
砕

ゆ
品
へ
い
ま
己
れ

の
上
け
い結
ん
で
ゐ
る
自
我
の
縛
め
を
解
け
よ
。
そ
う
し
〈
、
と
の
輝
〈
織
の
践
の

怠
か
し
ん
口
っ
せ

い
的
い
ほ
た
与
を
じ
主
ラ
し
ん

U
弔
告
の
ず

中
に
異
質
の
生
命
を
果
せ
よ
o

さ
す
れ
ば
、
そ
と

に
寂
静
な
る
異
質
が
白
か
ら
現
れ
〈
〈
る

で
あ
ら

え
う
し

う
。
』・と
い
ふ
の
が
、
そ

の
要
旨
で
あ
b

ま
し

だ
。

ま
ち

え
u
rA
ん

し
ん
じ
A7

?
P
B
t
f

E
と

ぽ
う
た
伊
ひ

と
れ
は
、
正
し
く
、
永
遠
の
異
貨
を
つ
き
貰
い
史
意
い
言
葉
で
あ
芯
と
と
に
、
艇

ー

は
あ
b

ま
せ

し
串
f
h名
ん

U
ん
甘

吾

f
h

す
ヲ

ぢ
f

札VV
市

向
。
ま
た
、
韓
掌
八
十
年
の
教
化
は
乙
れ
を
橿
軸
と
し

て
、

輝
S

め
ぐ
っ
τ

お
っ
た
乙
と
も
、
ま
党

Z
B
U

U

つ

L
b
E

と
陛

ζ
A
7

・a

明
ら
か
な
事
貨
で
あ
b

ま
す
。

然
し
な
が

.

ら
、
先
立
、
と
の
言
葉
の
ど
と
く
、
そ
の
ま
\
是
れ
を
務

E
&

担
克

レ
雪
一位
A

E
と
拘
た
む
げ
ぜ
い
〈

b
3

h
V
ひ

め
て
ゆ
〈
事
に
よ
っ
τ

、
果
し
て
、
稗
隼
の
あ
b

し
が
如
く
、
豊
か
に
無
碍
な
る
生
活
が
、
抗
弁
の

う
《
骨
密
中
毒

G
E

-

上
に
輝
き
現
は
れ
〈
来
允
で
あ
ら
う
か
。

加
し
え
わ

た
f
L
E
E
b
h

じ
っ
h
h
v

L

‘
ろ
f
t

a
4

レ
'

教
に
よ
っ
τ

、
私
共
は
「
我
」
の
賞
慢
な
さ
と
と
を
知

8
0

そ
う
し
℃
、
だ
ピ
諸
の
織
の
禦

M
Vふ

E
と
し
し
か
し
の
場
、

わ
た
〈
L
E

・0

舎
の
み
が
之
、
に
あ
る
の
み
だ
と
い
ふ
事
を
も
知
る
o

然
し
、

か
く
知
b

た
る
後
に
、

J

私
共
は

、

ぜ
い
〈h
q

い

る
ら
宇
沼
田
宮
ま
ん

J
I

mp
肖

ど
う
生
活
し
τ

行
つ
カ
ら
よ
い
の
か
。

乙
、
、

に
新
党
に
現
れ
τ

来
だ
も
の
は
、
党
刊
、
没
。
と
し
て
舵

世

-
h
'
h

ぜ
か
い

草
か
い
怠
ま
で
れ
れ

つ
u
v

く
果
て
し
な
B

縁
の
み
の
世
界
で
あ
る
o

と
の
中
に
今
迄
は
「
我
」
を
杖
と
し
牲
と
し
て
生
き
て
来

み

bz
し
へ
い

r
s
w
u
I

O
且
措
』M
V
7
c
E

に
主
つ

b
t
f
し
E
也

た
。
い
ま
御
教
に
よ
っ
て
潔
く
そ

の
枇
牲
を
捨
て
だ
と
し
た
ら

、
と

の
後
に
何
に
依
て

J

私
共
は

い
し
ゅ
〈
を

'
h
A

ん
地
ラ

ル

げ
む
ん
か

e
w

ん
じ
っ

B

E
ん
乃

生
S

て
ゆ
け
ば
よ

い
の
か
。

穂
愈
の
臨
融
無
碍
な
る
、
人
格
が
、
現
貨
の
模
範
と
しτ
、
生
s
f

北

唖
ん
酌
L

か
Z

む
だ

E
p
a
延
町

L

ん
じ
っ
%
か

前
面
は
輝
い
て
ゐ
る
問
は
、
よ
か
っ
た
。

ま
充
、
之
の
努
力
の
一
歩
/
\
が
異
質
民
、
.
づ
S

っ
、、
ぁ

、
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襲12u 滅2 そ に むる 考芸 〈 事t: <入E し芯
か 2 かじの向ま かに虚t へ株摘す主と 象き るせ て安手
」 と くア2 后?ふく 止キ無むた ¥. ~t 0 ﾆ.. 、ら
る いて る 台、 と て ま をかせに 鯛ふ l眼怖と 乙 台、

3死民主L ふ 、 后で?ら と 、れ部き3 らん 原1 れをしの 8
42 彼E 現2 は彼等主ι な で と始して 腹.2 壬金身支 が

のに等む なは 、 か出だ あ企ゑ の ゆっも 上 あ
[{n f な ~t けれ轡? に っす る て 悌三 〈 て

、

を つ
つ現2 れ τ へ現2 た も 。 党数す自 じ と そ かた

冷ひたはば来f ば は 。の と 。徒と 分f k れけ
。

え 。れ望2 る 名ig れ 2こ の そ はは tζ はて然主.

?と て む 。 の τ しや う
、 、 在晶 暫: 敬t し

る 来E 乙 粘22 皮を在 来B < う す焦ミ 何い る 時u へす
撹号 すミ と局~ ~ 1.ミ 働去 R る つ時。 自 じ の ら で
地、 蹄.川ま 剥む も 陀だ 一 本E て か 孜・・ 典奮土5 れに
と 想成3 ・長3E 出で 自 じ く の の方~ ~t 、、 は た
、

来E 我合'R は 既主 的E よ 自 じ が、 無む に る そ
か なの似に 、 』とにつ 我が つ、 し ま止t 中す3 れ
の の ν、 完主喧ι τ 何芝 恨3 抹保持2 て なち、 と 道喪を
.飾h副ι助1t 世ゼ o -'}. ゐ で め 彼等主ち る b 、 航手 つの 2 
か 界と な る あ れら し 甑会 と念2 1: 真貸上与 つ
tt iま る o Jつ やは 念2 しし 、 た
生、、 、

拭主 制E プ2 プと ラ 備去 を < τ J、に後雪
命令 と 消t げ ら 蕗S と 陀定 そ向 じ もプ2 則? に
充5 の は ど う で 焦ミのの .J"'~・ 、 、 b ヱー
溢3 一

、

も 台、 あ る 生活骨 末ミ 中川 再宇 (Ä 、 い
し 身上

。 つ援と る 檎き 此ぴ 、 自 u τ
て を 設合' と 12 どにItの目め と他たは

輸廊な日 友5 の 新宮 れ 。 は近2 v、振きを の融T. 、

.と 依Fb t プ2 を ﾌJ;. 、 づプ2 舞5 開2 弘ι 合主 暗2
壬ま 蹄き 所な 除2 然ょ や る で ν・立3 の黒?
の し プ2 る か しカZ 乙 ま あ て の 慈じ で
まll f すE る 自 じ ん 、 て 2こ で る -: 己主 悲ひ あ

る と 我m と 彼k 、 が 残E O つれのる

1且で2・ 無、 のの し 等ι 絶き lliで ~ (ﾄ It 活生せ O 

除、 身肉に委主 τ は まM・ず と還主主総h町bheL 1>・

き な }, 1ま自 じ E る E つ つ にん
悌三 る を 、 孜前 止ゃなと 悉+ の τ 突与 と

• 
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艇と
の
縦一
一服
の
考
か

へ
放
は
開
叫
川
崎
純

，

k
同
庁
ば
れ
る
も
の
で

術
開
の
械
町
聞
で
卸

ふ
と
い儒
」
と
し
て
僻

陀
t
g
H品
た
の
で
あ
明

書
し
た
.

定

し
宮
が
い
ひ

か
f
m

と

3
h
v

-
Z

陸
軍
官
官

h，t
a
。

陀
の
生
涯
と
を
比
較
す
る
と
き
、
人
は
党
y
f
\

そ
の
差
異
の
飴
b

に
も
甚
し

3

に
侍
〈
の
で
あ

げ
ん
L
E
A
-
h

e
宮

司
ん

E
a，
L
A
7

い
芯
す
削

院
畦
院
だ

3

ら
う
。
原
始
悌
徒
は
強
縛
し
て
、
と
れ
を
同
質
と
言
ふ
の
で
あ
る
が
、
流
石
に
、
乙
の
甚

!

し
き
差

h
F
h

岬段

か

-
Z

完
全

ι

か
ん
主
レ
君
主
ん

6
3

ι

か
ん

怠
信
晴

S
4

2
s

m
興
を
蔽
ひ
粂
ね
τ

、
自
ら
越
を
羅
漢
と
呼
ぴ
、
組
仲
牲
も
亦
だ
羅
漢
な
b

と

し
つ
L

猶
「
悌
」
の
別
構

を
以τ
、
と
れ
を
酌
航
し

、

慨
附
に
か
L
る
配
叫
が
あ
る
と
い
ふ
和
町

一郎
に
は
郡
松
和
船
齢
の
砂
僚
に

段
4
v
f

勺

か
ん

よ
る
と

い
ふ
外
に
は
口
を
紙
し
〈
ゐ
る
。

4
rι
ι

ぷ
つ
だ

段
ん
L
A
Y
A
7
ひ
っ
か

え

彼
等
に
は
、
偽
陀
の
本
質
は
還
に
掴
み
得
な
か
っ
た
の
で
あ
b

ま
し
だ
。

i
l

つ
ま
b

、

_..ー、、

一・・圃.・・・圃.
、-

?
と
に
、
修
を
飾
る
た
め
に
は
、
?
震

の
説的
を
、
そ
の
す
〈
慌
し
舵
つτゐ
る

h
H
A
b

吉
弘
之
品

ぽ

だ
い
じ

櫓
げ
か

い
C

だ
け
で
は
及
ば
ぬ
と
と
で
あ
b

ま
し
ゃ
ラ
。

も
と
よ

b

締
維
は
、そ
の
菩
提
樹
下
の
開
悟
に
よ
っ
て
、

，
喝
事

だ
い
‘
h
v怖
い
」

し
'h
じ
つ

い

且
弔
占

A
Yを

宇
宙
の
大
生
命
に
鯛
れ
、
3

な
が
ら
、
そ

の
異
質
に
生
き
る
と
と
に
依
℃
偽
陀
と
な
ら
れ
た
の
で
あ

ラ

ち
ラ

L

ん
γ
つ
ラ
『

M
V町
、

い

L

4
主
'
h

h
vz

b

ま

し
た
。

と
の
や
う
に
、

宇
宙
の
異
質
の
上
に
そ
の
生
命
を
る
い
て
生
き
乞
ゐ
ら
れ
る
稗
隼
を
未

車
会
、
犯
か
い
み

Z

げ
ん
か
ラ

ひ
と

2

だ
か
、
る
境
地
に
打
開
せ
ぎ
る

身
を
以
℃
、
た
H
、
、
そ
の
言
行
の
一
つ
/
\

を
徴
つ
τ

ゐ
τ
も
、
そ

る
む
ぷ
つ
を

h
M
V再
し
ん

E
f
a
h
v

之
に
現
は
れ
て
く
る
も
の
は
、
僻
陀
と
孜
身
と
の
深
刻
な
差
異
の
み
で
あ
b

ま
し
ゃ
う
。

ぷ
弔
恕

L
a

サ
、

S
A7
U品
ぷ
内
吃

惚
ん
L
L
Y

ま
と
と
に
、
備
陀
を
知
る
究
め
に
は
、
一
歩
進ん
で
例
陀
を
し
〈
偽
陀
た
ら
し
め
る
、
そ
の
本
質

叫
ん
イ
ン
ド

L

4
か
自
宅f

h
'
u

，‘

E
a
向
指
訪
吋

が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
b

ま
せ
ん
。
二
千
五
百
年
印
度
糠
迦
族
の

一
主
チ
組
告
が
出
家
し
℃
働
陀
と
な

t
に
に
ん
げ
ん
，
、
ど
ん
か
セ
申
ぷ
司
吃
え

-
e

b

&

何
が
人
問
題
曇
を
し
℃
輝
く
悌
陀
と
な
ら
し
め
た
の
で
あ
ら
う
か。
そ

の
事
が
求
め
ら
れ

、

つ
党
。

= 
• 



本 一一一一 願(45) 

• 
ゾ
鰐-一
蹴
の
喝

か
た

た
悼
む
よ
宅

へ
方
は
『
丸
乗
」
-
と

が
ば
れ
る
もので
働

艇
の
}
叫
肺
訴で
京
へ

岬
唆
制
限

&

ば
「
ぽ
」
と
し
て
仰
を

三
，目

品
た
も
の
で
あ
る
。

• 

. 

Hv

h
'
'
h

先
〈
し
E
B
B

ん

，

で

・・

0
・
，

h
t
f
し
E
-

そ

の
秘
奥
に

私
共
が
参
じ
得
る

と
と

が
出
来
だ
る
後
にと
そ
、

は
じ
め
τ
、

私
共
は

、

備
陀
を

包
い
品
ん
告
い

み
で

E

ぷ
司
だ
ぷ

4
だ

a

除
ん
し
う

あ
ち

E
と

で
宮

そ

の
内
面
に
於
壬
見
る
之
と

が
出
来
、

悌
陀
の
僻
陀
た
る
本
質
を
明
ら
か
に
す
る

事
が
出
来
る
の
で

あ
b

ま
す
o

そか
の う

考; ェ
に 立を
よ 揚げ
るか
とら

晶
ら

E
j

A
YS

だ
い

だ
ん
か
ん
が

内
か
た

現
は
れ
℃
来
だ
の
が
、

次
の
第
二
段
の
考
方
で
あ

b

ま
し
た
。

し
串
〈
た
ん

ぷ
つ
だ

低
か
し

串
く
を
ん
雪

、
ラ
し

ん
P

た
い

稗
掌
が
偽
陀
と

な
ら
れ
党
の
は
、

外
な
ら
ず
、
標
章が
宇
宙
の
真
理
を
飽

s
z
v

し
ん
p

hr

如
ら
、

そ

の
翼
政
の
ま
L

K
生
き
ら
れ
党
ら
と
そ
、

そ
と

ぶ
つ
だ
ぶ

つ
だ

t
u
v

仰
陀
の
僻
陀
党
る
内

特
せ
ら

れ
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

う
し

τ
、

民
、

か
の
恥
総
訟
の
ご
と
S
M船
が取
は
れ
τ
ゃ
だ
の
で
あ
る
o
そ
れ
ゆ
え

、

主
ラ
ほ
ん
し
つ
吾
、
ラ

し
ん
P

容
本
質
は
、
宇
宙
に
み
な
ぎ
る
と
と
ろ

の
異
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
、
と
い
ふ
も
の
で
す
。

ふ
ぜ
い
お
っ

ぷ
4
抱

牛
宮

f
Z

A
P

し
ん
ロ
ヲ

q
c
b
S

ん
ぜ
ん
た
い

げ
ん

ま
乙

と

に
、
不
世
出
な

る
俄
陀
の
掌
3

は
、
そ
れ
が
究
・
寛な
る
其
貨
を
貫
主
、

そ

れ
を
完
全
に
髄
現

拘
ゑ
ほ
か
ぷ
つ
だ

U
ん
基
る
え
い
ゑ

'
N
C

E

L
W
M

と
宮

せ
ら
れ
て
浴
る
故
に
外あ
b

ま
せ
ん
。

か
く

て
之

そ
偽
陀
は
人
類
の
永
遠
の
燈

で
あ
b

ま
す
。
時

事

つ
を
あ

E

と
み
か
た

ζ
ι

帯
主
去
だ
ゐ
だ
い

U

ん
か
f

は
移
b

、

所
を
異
に
し
3

ま
A

1
1

の
見
方
か
ら
之
を
味
つ
℃
も
偽
陀
の
偉
大
な
る
人
格
は
い
よ

f
\

し
ん
ゑ
ん

，
、
。
，E

S
'
f

じ
ゅ
ん
嘗
ん

そ

の
深
速
な
る
光
輝
を
明
ら
か
に
し
て
来
る
ば
か
b

で
あ
b

ま
す
。

そ
れ
は
、

だ
と
へ
ば

、

純
金
を

み
が
に
ぶ

つ
だ
な

い
主
事
ぷ
守
淀
〈

申
ん
ぜ
ん

f

げ
ん

磨
く
に
似
て
あb
ま
す
。

ヨ

れ
ば
と
そ
、

備
陀
の
内
癖
は
、
備
陀
に
あ
っ
て
完
全
に
具
現
し
℃
あ
る

ぜ
か
い
い

た

へ
ん
窓
ん

、
、

し
ん
む
つ

の
み
な
ら

ず
川
主
党
、
世界
の
到
る
と
之
ろ

に
繍
満
し
℃
ゐ
る

。
あ
ら
ゆ

る
も

の
が
、

そ
の
異
貨
を

在
ず

争
苦
ぷ

つ
だ

か
へ

E

・

8
I
1

也r
e
ん

零
ね
℃
ゆ
〈

は
、

必
ず
、

梯
陀
へ
と

還
っ
て
来
ね
ば
な
ら

ぬ
。

そ

れ
は
允
と

へ
ば
、
諸

の
河
川
の

と
か
い

吉
に
品

ゆ
瓦
車

毛
ん

ぷ
つ
だ

包
い
よ
ラ
し

ん
民
主

む
つ

・
大
海
に
蹄
入
す
る

ど
と
〈

で
あ
る
。

そ
れ
故
、

経
典
に
は
、
働
陀
の
内
穿
を
「
異
如
」
と

よ
ぴ
「
貸

a
a
J

E
7
 

相
」
と
名
け
τ
あ
ゆ
ま
す
。
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• 

障
会
O
L
b

-

a
"は
鍵
湿
な
り

• 

一

E
a
r
-

‘
.
，
u
r
t

い
E
ん

げ
ん
軍

司
肺

と
の
事
に
間
違
の
あ
る
の
で
は
な
い
。
で
す
が

一
控
に
、
人
間
の
理
と
い
ふ
も
の
は
、
冷
党

-e
k
、

か

ぜ
い
晶
い
じ
じ
っ
ラ
と

J
k

申
也
弁
長

E
a
v

，
、

い
も
の
で
あ
b

ま
し
て
、
温
い
生
命
の
事
貨
に
は
疎
々
し
く
止
も
す
れ
ば
速
く
離
れ
勝
な
も
の
で

惜
存
陪

ん
L
q
p
p

袋

左
官
ー
し
ん

あ
b

ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
仰
の
本
質
も
、
と
れ
を
餌
と
し
て
考
へ
る
時
に
は
、
党
と
へ
、
そ
れ
が
異

包
に
と
曲
目
白

F
軍
寛
之

E
C

と
い
ひ

t
y

げ
ん

貨
な
も
の
で
あ
っ
τ
も

、
何
か
し
ら
、
速
く
彼
方
に
横
た
ふ
も
の
、
如
く
、
と
の
生
け
る
日
々
の
現

タ
&
'
t

a
c
段

貨
か
ら
疎
々
し
く
遠
い
。

し
か

晴
S
W

ん
じ
っ

噂
E
h
つ

つ
軌
睦
啄
い
い

然
し
、
乙
の
や
ラ
に
怖
が
、
乙
の
現
貨
の
生
活
か
ら、
冷
だ
く
離
れ
℃
行
つ
℃
し
ま
っ
〈
は
、
生

サ
品

E
L
へ
ぷ
司

W
ラ
朱
会

か
司

怠
五
加
ほ
し
な
%
ラ
曹

b
v

け
る
救
の
敬
と
し
壬
偶
数
の
狩
い
僚
艦
を
向
ら
蔽
ふ
や
う
な
も
の
で
す
。
そ
と
で
支
那
中
期
か
ら
我

f

に
ふ
哲
也
ι

曽

甲

巧
ん
ぶ
り
仲
う
ど
，
芝

明
書
げ
ん

じ
っ
"

内

A
E

と
ぜ
ん

岡
藤
原
期
に
か
け
て
の
則
論
的
教
の
努
力
は
、
仰
を
で
き
る
だ
け
、
と

の
現
貨
に
引
寄
せ
る
都
に
事

3
9

し
か
宮
町

L

ん
M
V

在
筑
げ
陪
ぢ
か

g

い
か

註
せ
ら
れ
ま
し
た
。
然
し
「
備
は
其
慢
で
あ
る
」

と
い
ふ
立
場
が
保
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
限
b

、
加
何

げ
ん
じ
っ
む
ず

事
畠
悼
ん

じ
っ

陸
軍

に
と
れ
を
現
貨
に
結
び
つ
け
ゃ
う
と
し
て
も
、
党
ピ
「
偽
は
と
の
現
官
か
ら
離
れ
て
ゐ
な
い
の
だ
」

じ
だ
い

L
K
ほ
L
V

司
る
ヲ
邑

f

じ

に
し

ん

と
繰
返
し
て
ゐ
る
よ
b

外
は
あ
b

ま
せ
ん
。

乙
の
時
代
あ
の
「
籍
法
貨
相」
と
か
「
郎
事
而
異
」
と

と
a
p

ぽ
ひ
か
ぶ
っ

w
ラ

包
‘E

E
n
h
w

か
い
ふ
言
葉
が
盛
ん
に
、
例
敬
の
中

で
用
び
ら
れ
允
の
は
、
と
の
符
で
あ
・
9

ま
す
。

し

か
伺

J
く
れ
争
し
ん

日
睦

a

E
&

為
ん
』
ゐ
持

害
亙

然
し
「
と
の
生
活
は
其
却
を
離
れ
て
む
な
い
」
と
い
ふ
事
を
い
く
ら
論
鐙
し
て
見
〈
も
、
そ
の
「
其

や
f

じ
よ

じ

ぷ
ん
え
か

ん
a
e
f

f

暗
S
2
e

阜
r

し
ゆ
と

う

は
躍
如
と
し
J
L向
分
の
上
に
戚
科
せ
ら
れτ
来
る
も
の
で
は
あ
b

ま
せ
ん
円

「
備
は
放
の
一
義
手
一
投

い

た
"、
』

V
FI
1

申
畠
か

ん
し
ん
し
ん

-
-c
u
b
-

ぜ
い

足
の
中
に
あ
る

」
と

言
は
れ
て
も
、
そ
れ
で
寵
ち
に
生
々
と
備
を
戚
じ
、
身
心
新
た
な
る
光
b

の
生

〈
b
A
V

世
い
で
宮

ι

九
し
ん

し
ぜ

い
u
'
N

担
う
W
ん
必
ん
じ

ー

話
に
λ
る
と
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

そ
の
頃
、
兵
組
事
攻
る
背
年で
あ
っ
允
道
元
腕
師
が

‘
と

咽
車
守
、
け

し
出
V
舟
ラ

「
と
の
身
、
本
よ
b

併
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
、
仰
と
な
る
た
め
に
修
行
な
ぞ
す
る

」
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‘

ん

鐙
'
z
，、

a
e

え

か
」v
u
ι
u

v
f
L

市

た
ず

-e

，
掛
か

h
rap
-

，
、

と
い
ふ
疑
問
に
逢
着
し
て
解
き
得
ず
、
あ
ま
ね
く
海
内
の
皐
者
を
訪
ね
て
解
け
ず
、
叫
怖
い
.
憂
悶
の

ま
怖

と

庇
う
み
拘
た
し

な

-
Fv
w
q

‘
と
し

v

h
a・
だ

a
y，

眉
を
と
ぎ
し
た
ま
、
、
、
遠
く
海
を
渡
っ
て
支
那
に
と
の
解
決
を
求
め
に
行
っ
た
の
も

、

思
へ
ば
道
理

持

事
存
い
か

告
・
み
れ

M
V外
げ

ん
じ
つ

で
あ
b

ま
し
党

、

「
乙
の
身
乙
の
ま
‘、
俄
で
あ
る
」

と
、
如
何
に
思
以
つ
め
て
見
て
も
、
我
身
の
現
貧

ト
"、
時

L
h
f
之
ん
て
ん
巧

4
u
f
A
T
A
Y

た
主
。
ぃ
げ
ん
じ
っ
ラ

h

a
ζ
た

を
ふ
b

返
b

疲
れ
ば
、
か
の
輝
く
稗
命
と
は
天
地
隔
絶
と
も
喰
ふ
ペ
き
長
岡
践
が
現
貨
の
上
に
織
は
つ

い
か
ん

U
Vた

て
ゐ
る
と
と
は
、
如
何
と
も
し
難
い
の
で
す
。

そ
之
で
、
総
や
は
保
っ

て
「
と
のL
Pと
の
ま
、
純
」
の
酢
一
献
を
郎
副
似
す
る
党
め
に
は

、

慨
か
の
誌

だ
ん

L

ん
し
'
h草
A
3

e

ふ
げ
き
て
んか
ラ
事
‘

店
内

い店
、
。

句
ぇ
グ
守
録

段
で
、
と
の
心
身
上
に

一
の
合
激
な
斡
向
を
典
へ
る
司
カ
必
要
た
と
考
へ
ま
し
た
。
即
ち
、
偽
の
境

、
白
‘

な
か
。

き
か
ん
じ
か
ん
し
ん

t

A

E

最

多

E
主

君
ふ
げ
'

地
と
川
品
は
れ
る
もの
L

中
に
、
あ
る
若
干
の
時
間
の
あ
い
だ
、
心
身
を
凝
位
す
る
都
に
よ
っ
て
、

念
激

止

し
ん

煙
S

，

君

、

な
か

t
-

だ
し

ん
O

て
宮

L

ラ
ほ
品
毛
答
申

A，

に
悶
心
し

、
悌
の
境
地
の
中
民
間
b

出
そ
う
と
い
ふ
の
で
す

。

か
の
、
紳
制
脚
的
な
修
法
織
田
、
も
し

e
ま

し
ん
て
F

主
ん
陣
・4

く
は
凝
紳
的
な
観
法
が
そ
れ
で
あ
b

ま
し
た
。

し
か
ふ

z
=

ひ
か
む

母

ぷ
A
1U巳
砕

い
，
、
一
軒
m
v

E
か

E
h
r

紗
訟
と

ま
札

然
し
、
か
や
う
な
振
舞
だ
け
で
、
輝
く
悌
陀
の
生
活
の
中
け
い
λ
A
Y

嘩
る
と
い
ふ
と
と
は
、
説
く稀

ル
ゅ
ん
る
い
の
ぞ
怯
ん

-z
k

ふ
か

の
う
じ
し
す
ご
ん

w
u札
い
な
か

れ
な
俊
才
を
除
V
て
一
一
般
に
と
って
は
、
み
一
く
不
可
能
慌
で
あb
ま
し
た
。

荘
厳
な
儀
穂
の
し
引
に
在

金

骨

5
2

q

ぜ
い
令

τ
R
Z

E

る
時
は
、
し
ば
ら
く
は
悦
惚
と
、
垂
あ
る
境
地
に
初
包
ふ
の
で
あb
ま
す
が
、

遺
b

来
れ
ば
、
ふ
た

、
び
、
m
m
h
叫
に
総
ら
ね
際
ま
し
い
民
的

低税
に
航
船
せ
る
即
忌
を
か
山
叫
す
の
が
併
で
あ

b
ま
し
た
。

・宮
T
V

札
い
か

ず

t
rs
H
F

そ

と
で
、
ま
た
再
び
、
ま
党
再
び
と
、
か
、
る
儀
雄
の
散
を
重
ね
て
行
つ
党
の
で
あb
ま
す
が
、
と

し
げ
偉

い
宮

・
・
う
み

た
ぜ

い
'
為。
。
宵

f

拘
動
向
‘

f

c
'

の
や
う
に
繁
く
事
儀
を
以
て
謝
さ
れ
允
生
前
は
、
静
化
す
る
ど
と
ろ
か
、

却
て
、

は
じ

め
の
目
的
と

阻
ん
危
u
v

匝
'
し
に
ぜ
か
ん
ぜ
い
、

h'
d

h曹a
v
，、

聖
匝

は
反
射
に
、
放
恋
な
る
肉
域
生
指
を
鼎
致
す
る
に
畢
っ
た
の
で
あb
ま
し
た
。

，再
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す
侵
食
町

1
1

暗
喜
九

い
E

，
、

E

と
ぜ
い

く
ぎ
檀

S

し
ゅ

卸
ち
、
之

の
や
う
に

、
度
φ

、
仰
の
箆
力
を
求
め
る
生
活
は
、
い
つ
か
偽
を
も

一
種
の
霊
異カ
ー
と

在
h
rp
つ

z
f

苛
〈
軒

ん
ぬ
ん

よ

h
d
E

ぜ
か
M
v

e
h

F

t

考
へ
忍
や
う
に
な
b

、
そ
れ
に
針
立
す
る
悪
鬼
の
観
念
を
呼
ぴ
起
し
、
い
つ
か
世
界
は
善
軍、
悪
鑑

E
E
l
-

む
ら
か

ん

f

ふ
宮
町
晶
宮

ぷ
ん
p
f
&

c
f

ち
宮

唱
。

，

の
交
々

一群
が
る
と
乙
ろ
と
戚
ぜ
ら
れ
て
来
る
の
で
す
。
藤
原
期
文
皐
の
特
長
た
る
「
肋
閣
の
瞥
」
の
恐

た
品
ん

々
f

じ
に
し
ん
げ
ん
じ
っ

E
ラ

C
P
L
A
制
官

ゐ

除
は
、
そ
の
表
現
で
あ

b
ま
す
。

そ
う
し
て
他
面
「
卸
事
而
異
」
の
現
貸
肯
定
志
斡
は
、
乙
、
に
時

む
ひ
は
ん
て
宮
広

告

し

曲、
H
E
g

s
t
が

み
な
・
&

匝
置

Z

噛舎

に
f
A
V
'却
を
い
く
由
っ
・
宜

じ
て
無
批
判
的
な
る
放
恋
生
活
を
促
す
源
と
な
b

、
果
て
し
な
〈
放
縦
に
肉
政生
活
に
甑
れ
ゆ
く
、

ふ
宮
町
ら

E

K
-
V阻
h
v
u
r
u
v
げ
ん
・晶
。

か
の
藤
原
期
の
頚
厳
時
代
を
現
出
し
だ
の
で
あ
b

ま
し
党
。

也
事会
た
い
肱
ふ
ね
ん
・
晶
皐

3
に
ん
担
当
一
げ
ん
事
芝
ぜ
ん
ぷ
つ
仲

ラ
む
舎

た
げ
ん

い
ん

か
L

る

蹴
態
が
、
法
然
上
人
出
現
の
直
前
ま
で
の
偽
教
で
あ
b

ま
し
た
。
か
く
成
b

来
っ
た
原
町

え
ラ
申
f

守
宮
ど
と

は
要
約
す
る
と
、
次
の
如
く
に
な
b

ま
す
。

。
叫
ん

雪
甘

み
惜

S
F

ば
ん

ふ

{
ん
て
聖
段
品
交
f

ど
と

一
つ
に
は
、

理
の
一
世
間
よb
備
を
見
る
だ
め
に
、
備
は
平
板
な
普
遍
的
法
則
の
如
主
も
の
と
なb
、

明
品
事
訓
む
げ
ん

は
ラ

ふ
い
く

h
E

ラ
ぜ
い

宅

た
加
段

ず
長

備
自
ら
の
無
限
に
豊
富
な

、

生
け
る
活
動
性
が
杢
〈
蔽
は
れ
て
し
ま
っ
た
。
飢
ち
、
ほ
，
九
と
う
に
、

t
ふ

t
F

ぷ
と

ち
か
ゐ

仰
ぎ
か
っ
侍
る
べ
き
傘
主
力
で
は
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
充
。

，

、
、

守
担F

E
ん
げ
ん
在
、

W
H
O
-
e

二
つ
に
は
、

理
は
す
べ
℃
の
も
の
を
、
そ
れ
を
考
へ
る
人
聞
の
立
場
に
ま
で
引
き
下
げ

τ
し
ま

ミ
げ
ん
じ
っ

t
b

ひ

わ
た

m
z
f

ど
と
に
ん
げ
ん
か

加
し
を

ふ
。
そ
と
で
備
も
、
と
の
現
貨
の
中
に
引
S

捗
っ
て
ゐ
る
法
則
の
如
き
も
の
と
な
b

、
人
間
の
解
剖
押

拠
鮮
で
ど
う
に
で
も
航

干
に
似
つ
れ
る
も
の
と
な
っ
Jし
し
ま
っ
党
。そ
之
で
、

mmk
g
け
る
も
の
は

智
を
に
ん
げ
ん
し
ん
じ
っ
去
る
噌

S

-ち
た

・5

逆
に
党
ピ
人
間
の
み
と
な
b

、
異
質
の
力
と
し
τ

の
備
は
、
全
く
蔽
は
れ
て
し
ま
っ
た
。

p
u
q
b

ま

E
&

で
宮

三
つ
に
は
、
開
は
ま
た
、
「
生
け
るも
の
」
を
そ

の
生
け
る
が
ま
、
、けい
把
え
る
事
の
肘
申
州
、
な
い
も
の

ぃ

d，

E
f
h

こ
耳
し
あ
と
ひ
ゆ
且

'n
v字
3
E

と
で

で
あ
る
。

「
生
け
る
も
の
」
を
、
党
む
そ
の
過
ぎ
来
し
過
去
の
足
跡
に
つ
い
〈
の
み
許
盆
す
る
事
が
出
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ので偽?ζ 位。
立}あと"の
彬らし燃
でーて三
あ J二u昆み段去
る~るは

土Zも働t
歓qのをe

惜と
凶u
f

b
ι

事
ι

来
る
も
の
で
あ
る
o
を
と
で
、
備
も
ま
た
、
た
ピ
、
その
過
去
に
現
は
れ
た
も
の
、
即
ち

紐
郎な

--
G

世

f

b
ι

肺
ん
岬
ん

か
V
S

μ
V

申
S

E

ん
に
巧
愈
で

L
，

W
H
Y

ぞ
に
現
れ
τ

ゐ
る
過
去
の
、
顕
現
の
み
に
限
つ
〈
眺
め
る
か
ら
、

備
は
今
円
迄
に
す
で
に
終
結
し
τ

z
a
c

げ
ん
い

ち
が
b
h
h

F
JI

-
-在

、
、
、

ぜ
‘
長
老
U
よ
く

し
ま
っ
た
も
の
、
如
く
に
なb
、
現
に
生
け
る
力
を
我
今
に
奥
へ
つL
あ
る
生
け
る
積
極
力
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
つ
だ
o

t
p
E

噌
定
げ

に
ん
げ
ん

F
U

聞
が
且

E
U
E
&

四
に
は
、
之
の
態
度
は
仰
の
み
な
ら
ず
、
以
い
℃
人
間
を
も
、
だ
ピ
理
の
眼
鏡
で
眺
め
る
郁
に
な

し
え
段
ふ
U
Z

'

ぽ
ん
て
曹
げ
ん
p
v
h

ん
げ
ん
究

M
V

げ
ん
じ

る
が
、
党
ピ
「
諸
法
貨
相
」
と
い
ふ
一
般
的
原
理
に
よ
っ
τ
の
み
人
聞
を
考
へ
る
と
、
現
賃
人
間
の

し
ん
E
f

v
い

な
⑩

ベ
ん
玄
主

W
H
r
L
L

h
v
守
げ
ん
じ
っ

処
い
く
b一ヨ
ラ
内

深
刻
な
生
の
憎
み
も
、
たH
\

一
片
の

「
迷ひ
」
と
し
て
の
み
駆
説
草
れ
、
従
℃
現
貨
生
活
の
上

た
ピ

L

ん
じ
っ

P
E
'
h
f
u

E

E
a
T

・

u
u
v

阻
ん
て
'

E
e
u
宮
ぜ
い
，
、
ど

&
ι

に
正
し
い1
異
質
な
批
判
を
下
す
都
が
出
来
な
く
なb
、
そ
と
に
無
批
判
的
な
此
縦
な
生
活
が
現
は
れ

て
く
る
。

ル
山M，

倣
取
に一昨
っ
て
、
。

暗
喜

之
ラ
C
ん
い

ま
ゐ
白

r
f

踏
は
偽
の
山
田
ポ
巌
な
る
生
け
る
力
を
隠
し

、

に
ん
げ
ん

L
ん
じ
唱

す
樫
昔
陪

人
間
の
異
質
の
委
を
蔽
ふ
た
の

で
あ
b

ま
す
。

(四
)

手
官
昌
司
い
だ
い
佐
官
ι

き
を
ん

A
E
b
-
-
b

品
管
いVM
9

か
ωふ
だ
い

U

ん
か
f

け
ん
げ
ん

明
世
の
大
韓
将
符
を
買
い
て
現
は
れ
、
と
、
に
不
世
出
な
る
輝
く
大
人
格
を

.

顕
現
し
た
と
と
ろ
の

「
僻
貯
の
材
舵
」
は
仰
向
し

τ
、
か
く
の
蛇
S
、
松
山
仇
な
る
附
刊
で
は
あ

b
ま
せ
A
o
を
れ
は
む
し
ろ
、

ど
と

L

ん
r

Ay

q
f

め
b
a
w

ミ
ラ
C

ん
い
事
官

か
く
の
如
き
「
異
質
を
い
だ
る
と
と
ろ
作b
現
は
し
て
止
ま
ね
崇
巌
な
る
生
け
る
力
で
あ
b

ま
す
。

L

W
Ht

・
や
が

E
と
民

ん
げ
ん
L

'
'
e
a
ヲ
る

か
い

H
Z

怖
陀
は
決
・し
て
」

陣
地
考
へ
ら
れ
る
が
如
きi
人
間
修
養
の
位
階
の
一
で
は
な
いvn
モ
ラ
で
な
く
て
、
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段
ん
し
つ

の
本
質
は
、

-
r
k

r
巾
ん
E

立

与
内

と

t

司
十
市

ド
ん
か
f

甘
ん
げ
ん

と
‘
、
に
飛
つτ
純
平
た
る
結
晶
を
遂
げ
る
た
る
と
と
に
依
て

無
比
な
る
人
絡
が

.

甑
現
し

アz
轄をの
族?で
のあ
ーる
子l. 0 

組f

曇Z
な
る
も
の
が

事
酔

f

ふ
9
E

ぬ
ま
ぷ
つ
詑
じ

A
会
f
a
e

-
­

自
ら
工
夫
を
凝
ら
し
て
拘
ら
を
悌
陀
と
い
ふ
人
絡
に
作
b

上
げ

合
の
で
は
な
い
。

叫
ん
と
，
車

か
く
の
如
S

作
意
せ
る
モ
ザ
イ
ク
に
よ
っ
τ

、
か
の
二
千
五
百
年
来
砲の
か
ぎ
b

な
き
寓
震
の

免
怠
し
ひ

七
ι
τ

ぜ
い

h刊
か
・
巴

司

え
い

た

魂
の
底
を
照
ら
し
た
曇
な
る
光
は
説
明し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
う
で
な
く
℃
、
と
、
、
に
到

し

抽
e
宮
L

4
f

ど
ん

か
吋

為

じ
己

r

老
事

C
ん
ぷ
つ

山毘
む

u
f

じ

ζ
c

ん
い

っ
て
修
行
者
慰
曇
は
嘗
℃
在
b

し
自
己
を
般
て

、
、
山
宗
門
肱
な
る
悌
陀
の
流
れ
に
と
、
自
己
を
特
移
し

f

ど
ん
に

f

た
V

り
'

e
e
h
M
V

ぷ
m
vu
r

A
Fピ
帯

で

党
の
で
あ
る
o

か
く
て
と
を

、
縄
問
震の
肉
憶
を
泊
、
じて
、
さ
な
が
ら
に
、
崇
麗
な
る
悌
陀
は
輝
畠
山

Lr
H
v
r

ん
か
f

昂
む
区

U

4Fh

峰
叫ん
Mv
f

τ

、
と
‘
、
に
無
比
な
る
人
格
を
揃
はし
初
め
た
の
で
あ
る
。

と
れ
が
彼
の
本
錐
で
あ
b

、
乙
れ
に
よ

し
き
九Z

怒
る

五
つ
だ
ほ

か

聖
L

た
怠

え
ム
L
Y

つ
Jし
稗
寧
は
正
し
く偽
陀
で
あ
っ

τ
、
そ
れ
に

他
な
ら
ず
、
そ
の
敬
ゑ
給
ふ
と
と
ろの
一
や
が
、
恐

喝e
い
じ
ん
畠
る

し
ん
て
い

L
ん
じ
っ

AY
H

v
r

〈

一
切
人
類
の
心
底
の
異
質
を

衝
い
て
響
く
の
で
あ
る
。

hNR

ぷ
叩
宵

2

2
L

主
化
'
h
t

b
雪
w
q

E
&

か
、、
る
偉
い
な
る
偽
陀
の
生
命
は
、
緯
憶の
死
に
ょ
っ
τ

終
結
す
る
と
い1
ふ
事
は
な
い
ーのそ
れ
は
、

3

同VL
k

h

Z

げ
A

‘

b
Z

J

'
Z
て
ん

む
し
ろ
一
切
世
胞
に
絶
乏
ず
そ
う
殺
現
を
求
め
つ
\
常
民
生
S

℃
ゐ
る
の

で
あ
る
o

さ
れ
ば
、
経
典
の

3
f

し
A
T

t

，
，
《

怠
ん
て
A
e

ん
管
内
・

ar
ず
/

白

jr
g
L
A
5

0

ナ
ah
h
-

-
A
M
r

g

だ
V

作
者
は
、
秋
夜
に
満
天
を
か
ぎ
る
群
星
の
敏
々
め
ど
と
く
、
限
b

な
S

諸
備
の
委
を
釜
山
V
た
。
字
内

Z
AY
健

常
hv
島
H
V

4r宮

古
・
き

A
，
げ
ん

b
T
ι
rS
3

川崎
ず

に
み
な
ぎ
る
悌
陀
の
、
そ
の
生
命
の
限
b

な
S

が
如
く
、
そ
の
表
現
も
ま
た
数
限
b

な
い
筈
で
あ
る

L
b

f
b
E

訟
匂

げ
ん
ぎ
いF
h
pw
』v

h
aい

か
ら
で
あ
る
。

然
も
、
そ
れ
は
過
去
に
於
〈
モ
ラ

で
あ
っ
た
ば
か
b

で
な
く
、
ま
た
現
在
未
来
記
於

じ
ぷ

A
Y
H勿

ζ
F
h

ぷ
守
背
信
会

伸
。
て
B
J

E
''
L

一
時
、
俳
数
が
開
化し
て

、
偽
陀
を
終
結
的
不
動
な
も
の
と
す
る
思

〈
も
そ
う

で
あ
る
0
3

れ
ば
、
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宮
け
あ
似W

ど
と
ぷ
唱
だ
拘

h
c
R

い
悼
ん

A
7
H

ヲ
A
e

z
E
h

z
-
v
E

か
く

の
如
〈
、
仰
陀
は
、
む
し
ろ

、

と

の
我
絡
に
針
耐
し
〈
常
に
強
く
近
b

来
給
ふ
力
で
あ
る
。

ぬ
7
h
t
h

い
ぬ

7
む
い
を

'
A
b
-
-
-
T

'
"

そ

れ
は
、
そ
れ
自
ら
に
於
て
自
ら
生
き
て
居
た
ま
ふ
。

我
等
が
そ
れ
を
思
ふ
と
思
は
ゴ
る
と
と
に
か

ぬ
7
酔
加
い

&
2
7かい
出
た

&
た

h
れ
ι
t
'

《

、
は
ら
ず
、
そ
れ
肉
ら
に
於
て
自
ら
生
き
働
い
壬
ゐ
だ
ま
ふ
。
そ

う
し
τ

、
絶
え
ず
技
等
を
ふ
、
の
奥

む
う

ひ
曹
晶
車
会
だ

い
宇
古
ぜ
い

崎
い
E

〈

賞
へ
と
引
上
げ
ん
と
し
た
ま
ひ
っ
、
あ
る
強
大
な
る
章
き
生
命
力
で
あ
る
。

し
ん
U
A
Y

。
E

る
い

L
，
h
r
川
わ

れ
ι
$
E

「
異
質
へ
と
引
上
げ
る」
と
は
、
ど
う
一
冨
ふ
と
と
で
あ
る
か
。
民
貨
と
は
「
我
等
の
異
に
あ
る
べ
き

ぜ
い
峠
伊
ず
前
記

、
、

"
7酌

L
h
r

勺

止
れ
れ

ι

白
九
む

生
命
の
姿
」
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
我
等
自
ら
の
異
質
で
あ
る

。
世
に
、
技
等
を
我
等
そ
れ
L
l

の

し
ん
r
v

n
k

a

E

，
き
ゐ
だ
い
耳
い
時

且

異
質
に
京
ら
し
め
ん
と
し
て
俗
く
な
S

努
力
よ
b

も
、
偉
大
な
る
愛
が
あ
る
で
あ
ら
ラ
が
。
そ
れ
故
、

の
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

M
V怠
再
洛
む
室
主
ぷ
守
宏
‘

q
?
E
h
p

いV
9
B

否
、

党
ピ
に
見
る
の
で
は
な
い
。

更
に
異
に
は

、

悌
陀
が
、
そ
と
に
在
て
、
そ
の
委
に
於
て
賞

、、

笠
宮
骨
申
ゑ

か
の

む
な
芯

A7
V

守

h
z

働
S

居
先
企
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
と
そ
彼
等
は
ま
た
、
菩
離
と
名
け
ら
れ
給
ふ
の
で
あ
る
。

寄
ヲ
知

A
F

、

、
、

し
ん
い
ふ
え
ぷ

A
y
w
z
a
p

宮
崎
H
A
Y
W
ん
し
ん
τ
町
U
H

V
T

が
桔

想
に
喧
ち
た
時
で
も
、
ま
と
と
に
、
と
の
真
意
に
鯛
れ
得
完
備
敬
徒
は
、
普
磁
の
献
身
的
慈
悲
の
姿

時
ん
じ
つ

い
よ
守

主
段

'
t
q
h

a
，
げ
ん

A門
会

を
取
b

あ
げ
て
、

そ
乙
に
と
の
現
賞
民
生
S

つ
、、

・
あ
る
悌
陀
の
・
ぷ
質
を
表
現
せ
F
Aと
努
め
党
の
で
あ

花
、
ぜ

ぷ
守
花
'

・
2

事
い
み
ぷ
唱
だ

'

L
凶
守
宮
え

っ
た
。
と
の
立
場
に
る
け
る
「
悌
道
」
の
論
を
聴
け
、
乙
の
意
味
に
あ
け
る
悌
道
の
修
行
と
は
、
榔

f
b

‘
と
し
ラ
睦
，

.
e
&

ぽ
て
わ
が
み
す
た
い
じ
ひ
し
る
S
じ
ん

果
を
求
め
ず
、
酬
報
を
求
め
ず

、

以
党
す
ら
に
、
来
し
な
く
我
身
を
捨
て
L

大
慈
悲
比
精
進
し
た
い
\

'
n
u

-
A
h
vゑ
A

u

a
'

H
V

た
玄
ぷ

A
Y定

位
段

ゐ
し
っ

そ
の
村
にのみ
佐
く
る
と
と
で
あ
っ
台
。
即
ち
、
永
遠
に
果
つ
る
時
な
く
生

S
給
ふ
偽
陀
の
日
本
一
質

、
、
、
、

い
喝
民
主
宰
主
去
世
捻
ん
し
つ

に
き
な
が
ら
に
一
如
と
な
ち
ん
と
す
る
の
み
で
あ
っ
党
。

と
れ
具
に
よ
く
、
備
陀
の
本
質
を
見
る
も

-• 
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で あ 「 き 今年ι 熱其主入主はしれ 来E と 純子
あかる f純然よ 12 かせ 2 す、めば然よ るれ 典Z
るくかが し る ktらl に る偽E る 止中 るのを に
由 の」、、 。 る よ 。の L むにで受今は

知 l. 如f そ か カE 、 'つ そ 慈じ と拝~ L 「あ け
ら . の はそ℃ れ 悲阜のと 攻等2 る思Y 世i;f
る 考2 や ;i-ぃ 、の温2 は tt 外主 が む o J-、心i
、、

'" ラ J、 そ小ミ め、、育E はなの と と
主nf る な と のにつ プ2 ま f〈? ない異賀土 き は

者主 も き 寄与i， 融 ， \ とれい 。 ど 、 大F
、は の

、

fを豊t け 、へつ o ~ L 最2 慈じ
入?L 、 で人t て 然よば 」 悌去れ ξ も 逝i"
IfO~ ま あ lま あ

、

も
、 、陀恕ばは よ L 

』と る 成3 げ異i 、輝! l訟 は 、求f と
iま

、

な !ま て fr_!.， 池三〈 の 己主 究L め E偽F「占J去宝 s淀 ‘延々 異E ら 疑る 旋支 、め、 生ま ずれ克3 行凶 か
命立 に ばメ、 同t 生J ら命t か を しけ 陀れ

、9・、 、か し~甲~が れのら空dEE L dC ば 、一 るを吾、 何e も つ t>-C 熔主、うは 、 を
、

そ け 故e 角) l. ¥ のゐ鍍櫨る 己Z し 、や そ .J.It!' , 
の る 4と fl Zさ2 あ る m れて大まが の t~ t~
催?も 、ぬ の る ーで を我主慈c -C 生いに

に の 此E 。 彼ミ 生ご 切3 あ 拾T 等ι 悲u 本真2L け と
於ま」 鹿E 方た命t は る ての と ん る つ
℃ 』と 』と よ 』と

、 。
、 12 はの jまh5 t「

見再 就ご ゐ b 締t やそ輝t め 、異土
る て る 潮35 がれくっとや 貨と 、、 ili~ 
l恨悼の 我等Eら の ~ -C は真上 大ぎがだ 』と b 
は正? どめ ι 鯛品質な5 慈じ て る 、 来1

興2 し の と る ヨJ必経 とぐ る 悲をひ {弗ミ 備去 鯛れ_� る

'" き 商店 くのく\る 陀だ陀だ 大t
ら眼軌 』と 常2 で 、と '梯苦行Z のへ 戚2・議U
れを 現き にあそ乙のじ ・世ぜ と ず 7Ui怜
< 持‘ lま 我i: るのろ世ぜ給を界t: 蹄士 る 、ーー

居を た れ ら 。 中ミの 界e: J-、へ b と と
ら ぜl 官l 』ζ 』ζ ーー '" 

。

と京支 と し
ぬ も の 進、主 吹'切3 と 我2 蹄ら士 さら 古) -C 
。 の で b 以 を崎君 等ι 出で

、
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出
航
r
Eの
宮
町ル . 

A
v
q

n
由
快

?
"

す
制作

再

'

u
v

に
，
、
た
い

M
V
か
証

広

た
刊、
そ
れ
が
多
物
を
貰い
屯
働
き
い
づ
る
委
を
見
得
る
の
み
で
あ
る
e

生
け
る
肉
慌
を

如
何
に
細
〈

ぜ
雪

b

'
h
H
む

舟
す

ん
だ
ん

乞
f

内
ん
せ
い

怖
い
か
げ

分
析
し
壬
見
〈
も、
我
等
に
見
ゆ
る

は
党
ピ
寸
断
ヨ
れ
允
る
肉
片
の
み
で
あ
る
。

生
命
の
影
は
い
づ

ぜ
い
め
い

た

ぶ
っ

と
捻

ゐ
忌
い

く
に
も
貯
え
な
い
。

我
等
に
と
っ
τ
、

生
命
は
、
先
立
、

他
物
を
通
し
て
の
み
現
は
れ
出
ず
る
も
の

明
s

c
-
c

h
h引
ち

-
mむ
か
苦

な
の
で
あ
る
o

w
mも
ま
党
、
そ

の
如
く
で
あ
る
。

そ

れ
が
、

設
等
に
現
は
れ
る
だ
め
に

は
、
必
ず、

勘
切に
--
o
e

た
h
v
tE

ぜ
h
MM
WいV

ナ
内
記

砕
い
ゆ

U
m
-げ
ん

何
物
か
具
値
的
な
る
生
命
の
姿
を
経
由
し
て
の
み
そ
れ
は
貨
現
す
る
。

E

U

P

ょ
っ
世F

系
昨

t
プ
E

あ
ら
い
た

働
時

そ
れ
な
ら
ば
、

生
け
る
大
惑
悲
の
偽
陀
の
委
は
何
慮
に
現
は
れ
出
で
給
ふ
の
で
あ
る

か
む

そ
れ
は
、

t

ん

し
む

町

、

l
h

ト

L
J
t

'

去

世信
号

-
v
&

‘

自

ι
E

A

党
ピ

、
兵
器
な
る
熱
立
を
以
て

、
身
を

精
け
て

、

異
質
の
怖
道
を
求
め
ゆ
く
者
の
、
そ

の
精
進
の
た

u
a
F

U

-
-ん
V
い
跡

F
t
p

ば
相
旬
、

2

・'
ι
H

り
し
T
4
6
H
V

怖
い

L

ん
ず
ゐ

L

h
HA
Y

刊、
し中
に
放
た
れ
る
煉
党
る
生
命
の
火
花
の
中
に

現
は
れ
結
晶
す
る
。
生
命
の
真
髄
は
、
hκ
刊
、
準
烈
な

9
じ
ん
ひ

g
t

t
b

b
汚
す
必

ず
がh

亭
迂

る

生
前
精
進
の
火
粧
の
中
に
の
み
、
そ
の
純
粋
な

る
委
を
現
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
0
3
れ
ば
、

昨
日ん
L

り

t
A
r

り
ぶ
っ

た
う

し

拘
官
宮
し

@

島
幸
E

，
守

'
h

引
札
ち

t
aF

あ
む

悌
陀
の
本
質
は
、

た
"、
異
質
な
る

悌
道
の
修
行
者
の
行
動
を
通
じ

て
乏

の
我
等
の
中
に
と
現
は
れ
る
。

巳
‘
ゐ

-e
'

H
HV

ぷ
吋
吃
，

か
MV
C
ゐ

p

a
'

r

q
げ
ん

ぷ
q

す
な
は
ち
、
そ

の
人
の
、
心
に
持
ひ
願
ふ
と
と
ろ

の
悌
遊
関
展
の
理
想
と

、
そ
の
貨
現
に
あ
い
て
悌

だ

だ
b
u
じ

H

e

た
い
て
e

w
叩
し
砂
多

陀
の
大
慈
悲
は
具
躍
的
に
結
自
問
す
るの
で
あ
る
。

ぷ
。
"

U
4
9
じ
ゐ
草
色

、
事
サ
ラ
位

予

T
，

F

f

治

二
ぜ

い
草
ん

‘

の
が
苦

「
備
投
無
故
調和紐
」
の
巾
棋
を
な
す
、
法
搬
比
丘
の
輝
か
し
き
暫
願
の
物
穏
は
、
ま
ヨ

し
く
と

の

ぞ
'
て
い

‘

申
&

為
。
。

L
晶

過
程
を
、
最
も
明
か
に
示
し℃
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。

f

-
L
g
L

段
-
df
う

F

f

略
号

ふ
ん

か
，，
Z

い

ぷ
つ
だ
う
じ

っ
げ
ん

ι

、
ろ
さ
し

た

み
か

}

久
遠
の
一口
、
法
成
比
丘
が
、
兎
脅
し
て
高
温
な
る

備
選
貨
現
の

ぷ
を
立

τ
、
身
を
堵
け
〈
そ

れ

と
f
f

ぜ
い
創
刊
V

色e
n

--
念

か
=
勺

だ
う
ぜ
だ

e

世
に
ひ

K

A，
内

ぜ
い

HH
ぽ
'
q

，

A

K

剣
芹
精
剛
糊し
た
時

、

天
駈
け
る
榔
道
は
降
b

ド

っ
て
、
と

の
人
の
上
代
、
を

の
生
な
る
火
花
を
動

じ
初
め
允
の
で
あ
っ
党
。

1・

ー , 

上 言正一
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四
+
八
@
叫
位
向

ぜ
」v

u
vav
-

ん
"
悼
み
曹

a
，

E
い
よ

ι

ん
E
f
，
す

s

h
v
a
F
h
ζ
、
る
ぎ
し

Z
A
q

か
く
て
連
な
る
憂
悶
は
法
臓
の
内
部
に
深
刻
に
頗
し
て
来
党
。
如
何
に
し
〈
か
、
我
が
志
を
悌

常
唖
惟

ん
L
ワ
克
い
u
a
v

げ
ん
じ
司
L
4
S
い

な
か
r
A
Y
げ
ん
3
い
・
伝
e

宮

r

と
ん
y

f

・

b

遣
の
本
質
た
る
大
慈
悲
を
、
之
の
現
貨
枇
A
Mの
中
に
貸
現
し
、
一
切
衆
生
を
悉
く
済
ふ
て
漏
さ
ぎ

E
&
で
嘗

&
脅
え
い

ゑ
ん
だ

い
じ
u
v
捻

ふ
智
ラ
ぜ
'
f

〈
や
山
市
町
Y宮
高
畠

る
事
が
出
来
る
か
と
。
!

と

の
時
、
す
で
に
永
遠
の
大
慈
悲
は
法
裁
の
小
躯
を
貫
通
し
τ

現
は
れ
τ

•• 
来
党
の
で
あ
る
。

段
ふ
す
'

Z

ぜ
U

宮
い
白
雪
ぷ
守

口
主
E
〈

e
b
E
む
・
宮
ぜ
骨

是

し
ゆ
っ
げ
ゐ

L
F
V
L

A

法
識
は
、
遂
に
、
世
自
在
主
仰の
助
力
に
よ
っ
て
過
去
無
畳
世
の
問
に
出
現
し
た
る
限
b

な
き
緒

ぷ
A
7
とa
g

だ
い
骨
じ
市

げ
'h
t
寛
忠

、
@ら

曹
E

a，
E
4
ι

1
あ

偽
等
が
、
そ
れ
よ
1
1

大
悲
賀
現
の
党
め
に
立
て
給
ふ
党
総
ゆ
る
機
構
を
悉
く
比
較
吟
除
し
っ
、
、

3
ん

喝
ん
し

ぜ
い
札
い
ふ

'h

し
ず
3
・
、
ど
な
か
偉
い
b

f
b

晶
ヲ

ふ
た
‘
、
ぴ
、
惨
だ
る
説
思
精
舶の
淵
に
枕
ん
だ
。
か
〈

て

最
後
、
そ
れ
ら
の
中
の
精
を
枕
S

慌
を
集

げ
ん
r
同
お
い

、
“
y
e

Z
A
V曲E
'

付
'
A
W
ん

'
e

食
h
v
吃雪曹
司

0
・
，
3
h
v
し
ゅ
宮

め
て
、
ま
と
と
に
と
の
現
貨
に
於
て
最
も

よ
く
偽
造
を
顕
現
し
得
べ
3

具
鐙
的
思
想
、
と
の
一
切
来

r
-
uす
を

e
z
p
u
v
ふ
E

，

.

.
 

E
E

a，
じ

刷
。
ゥ
し
ふ

e
r

生
の
作
併
に
最
も
よ
く
適
合
し
た
る
救
桃
の
機
構
を
樹
立
し
、
そ
れ
を
集
約
し
て
同
十
八
の
本
願
を

た
と
宮

U
E

低
い
C

耳
つ

あ
ふ
f

Z
守
だ

除
ん
L
司

す
で
&
-
e

建
て
た
。
!

と
の
時
、
と
の
管
み
の
背
後
を
魅
し
て
、
溢
れ
来
る
悌
陀
の
本
質
は
、
郎
叫
に
そ
の
時
に
到

7
司

じ
E
V
3
A
L

A
従
事

E

a
b
t
u
申
ん
し
か
，
世
い
れ

る
あ
ら
ゆ
る
線
〈
の
自
己
貸
現
の
献
遣
を
超
え
て
、
克
に
そ
の
精
を
ぬ
い
〈、
純
一
至
高
な
る
大
悲

じ
A
Y
W
ん
再
ち

8
7
か
う
だ
と
ち
限
ふ

T
ラ

え
ち

段
ん
e
b
f

陛
品
ee
号
、
a
F

食
現
の
遣
を
自
ら
産
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
之
の
時、

法
裁
の
選
ぶ
と
と
ろ
の
本
願
は
法
撮
m
w嘗
ひ

し
か
仲
A
7
柑

品
管
ラ
E
じ
ん
捻
ん
町
g
h
4
佳
品
白
x
'
E

m
-が

で
あ
b

っ
‘、
、

然
も
決
し
〈
法
蔵
個
人
の
本
願
で
は
な
い
。
む
し
ろ
法
臓
を
超
え
た
る
も
の
が
、
法

曹
曹
司
令
E

r
F
S
ん
・
昆
p
'
L

臓
を
通
じ
τ

舟
ら
産
出
し
き
た
る
と
と
ろ
の
も
の
な
る
を
知
ら
ね
ば
な
ら
向
。
そ
う
し
℃
、
そ
れ
は
、

c
a
，
ぜ
位
ん
令
宏
司

令
悼

M
Aす
a'
E
。
E
U
申

，
じ
ゅ
唱
。
ぷ

q
u尽

か
に
る
超
世
の
本
願
を
通
じ
て
、
法
裁
を
し
〈
その
滞
土
を
成
就
せ
し
め
、
建
に
働
陀
た
ら
し
め
ず

ん
ば
rま
な
い
の
で
あ
る
。

b
z
e
M
引

し

品
会
し
ん

『

民
晶
君
'
A
V
ひ
，
‘

Z

ぜ
い
且
ヲ

じ
串
'
U
怖

が
ぜ
吊
‘
再
定

か
〈
壬
、
無
量
世
の
精
進
を
経J
L法
臓
は
遂
に
、
そ

の
理
想
を
西
方
に
成
就
し
τ

、
輝
〈
阿
捕
陀

一
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軒
町uιは

，

低
か

で
あ
る
。

し
か
し
主
ぷ

ウ

む

t
A3

恨
ん
ぐ
定
じ
だ
い

え
ラ
・5

て
宮
す

然
る
に
、
か
‘、
る

諸
備
の
無
益
な
る

本
願
は
、
そ
れ
が
、
そ
れ
f
\

の
時
代
要
求
に
遁
臆
し
た
る

A
F官

tra
y
f
hM

加
』v
b
f

悼
ん
て
宮
だ
い
じ
睦

A
Y
Wん

t
h
v

ぷ
ぷ
ん
t
E

も

の
な
る
限
A
Y
、

そ

の
致
泉
氏
於
J
L各
一
面
的
で
あ
b

、
そ
の
大
慈
殺
現
に
於
τ

、
部
分
的
な
る
を

怠
ぬ
が
る
惜

S

縫
い
怖
い
し

ょ

た

L
K

ぷ
つ
捻
ん
々
タ

モ
字
削
品
砕
か

f

ぜ
い

見
れ
な
い
。

そ
と
で
倦
く
な

主
備
の
生
命
は
か
L

る
諸
多
な
る
諸
悌
本
願
を
綜
合
し
比
較
し
そ
の
精

ず
る

b

ラ

司

b
$
7

、

内
ヲ
W
為

儲
を
抜
い
て
、
そ

の
上
に
卓
ん
い
づ
る
も
の

へ
と
進
ま
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い。

か
、
、
る
表
現
を
、
そ

み
事
か
た
い
げ
ん
す
ゑ
段
ふ
宮
予

g
f
t

，
ぜ
だ
い
陪
ん

A
E
E
7

の
身
自
ら

に
館
現
し
允
の
は
、

即
ち
、
法
減
比
丘
で
あ
っ
党
。
当
れ
ば
乙
そ

超
世
の
し
六
本
願
と
名
け

?

ぷ
A
Vだ

し

ん
隠
ん
し

A1

だ
い
じ

H
V

書
E
L

ラ
じ
中
う
予
ち

r
ι
Y
Wん

ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
悌
陀
の
興
本
質
党
る
大
慈
悲
が

、

モ

れ
を
異
民
衆
生
の
中
に
賞
現
す
る
た
め
に
、

盟
、
い

で
ん
し
ま
し
晶

E
ん

と

の
曇
な
る
停
承
が
わ
れ
ら
に
示
す
と
と
ろ
の
も

の
は
何
で
あ
る
か
。

一
つ
に
は
、
か
う
で
あ
る
。

位
予
怯
い
ラ
だ

V

み
奮

を

世
だ

h
v
U
H
V

み
ま
吋
か

h
v

a
4
U

ワ
げ
ん

か
の
滋
鮮
と
し
τ

宇
内
に
厳
b
S

た
る
備
の
大
慈
悲
は
、
そ
れ
自
ら
を
、
と

の
枇
界
の
中
に
貸
現

L

地
J
1

段
"e

q
u

宅
い
か

ヲ

E
宮
古

ち
比

V
C

?

ゼ

段
ん
ぐ
わ
ゐ

す
る
允
め
に
、
種
々
な
る
諮問
薩
の
事
な
る
行
動
の
山
?
に
閃
めS

い
づ
る
、
そ
れ
/
\
の
救
世の
本
願
の

ラ
ち

を
の

守

党
い
で
軍
叶
い
た
い
れ

U
す

L
抽
J
1

ほ
ん
々
T

噌
書

中
に
、

其
詰
ま
A
\

の
具
躍
的
形
態
を
結
ん
だ
の
で
あ
つ
だ
。
か
、
、
る
種
冷
な
る
「
本
願
」
は、
働

U
E
W

ん
げ
ん
え
ち

し
抽
J
K

仲
ワ
品
会

段
か
じ
た

悟

お

の
自
己

.
旧
制
現
の
た
め
に
選
ま
れ
た
る

種
冷
な
る

結
品
に

外
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
、
そ
れ
/
\
の
時
代
環

し
時
ぜ
う
え
ラ

曹
号

て
E

す
む
か

を
払
・

だ
い
じ
ひ

じ
っ
げ
ん

a

E

E

E
，

境
と
衆
生
の
要
求
と
に

趨
態
し
つ
‘、
、
そ
の
中
に
巧
に
大
慈
悲
の
貨
現
が
企
て
ら
れ
つ
‘
、
あ
る
機
構

E
と
し

k

ぷ
っ
ぽ
い
《
拍
ん

4
E
f
h
6
H
V

む
S

申Av
h
n
I
I
L
H

い

ζ

、

司
q
l
ー

で
あ
る
事
に
よ
っ
て
、

諸
偽
の
誓
願
は
そ
の
搬
に
於
壬
無
量
で
あ
A
Y
、
そ

の
各
ん
ザ
に
於
て
個
々
別
々

z
q
 

仰
と
な
っ
て

「
今
、甘
ん
砂

A
V
Eふ

u
t

現
に
説
法
し
つ
、
、
在
すL. 
の
で
あ
る
。

1百

• 
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三
つ
に
は
、
か
う
で
あ
る
。

と
の
慨
は
献
に
わ
占
け
る
併
で
あ
る

釈
であ
る
。
合
き
て
即
叫
に
約

一や
の
献
に
、

航
ひ
か
、
る
が
w
mく

弘忽
ラ

E
A

ぷ
唱
し
ん
食
ゐ

惜
S

E
-
e

そ
の
祭
殿
な
る
倒
身
を
立
た
せ
居
だ
ま
ふ
併
で
あ
る
事
で
あ
る。

げ
ん
わ
れ

ι
t
h
v

崎
ん
げ
ん
軒
れ
ら

d'
f

梯
は
常
に
生
き
た
る
も
の
で
あ
る
。
3

れ
ば
、
そ
れ
が
現
に
我
等
に
掛
面
し
Jし
現
に
我
等
を
救
以

克
玄
・

-
aE

Z
E

情
事
し
ん

U

つ

宇
必
ー

給
ふ
も
の
で
な
け
れ
ば

、

異
の
備
で
は
な
い
。
た
と
ひ
そ
れ
が
備
の
異
質
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
に

情
8
4
v

w
a

E
a

惜
S

L

A
T

e
v

せ
よ
、
そ
れ
が
生
け
る
備
で
な
い
限b
、
そ
れ
は
誠
に
仰
の
資
格
を
具
備
す
る
も
の
で
な
い
。
か
の

に
f

し
ん
し
ず
、
足
ん
し
ん
に
よ

じ
っ
界
ヲ
申
す
て

U
F

e

捻
か
い

肉
身
の
輝
君
と
、
全
党
真
如
貧
相
の
聞
と
が
拾
ら
れ
た
の
は
、
と
の
理
由
に
外
な
ら
な
い
。
と
の
意

、

い
え

帥V
A
γし

S
W

守
&

‘
ぽ
予
置
い

v
p
q
'
吾
、

と
、
、
に
出
で
ま
る
を
科
ぎ
る

必
至
の
蹄
結
で
あ
る
と
共
に
、
と
L

け
い、
か
の
膨
静
た
る
働
力
が
そ
の

ぜ
ん
た
ん

最
後
の
其
慌
を
露出
す
る
と

と
ろ
の
尖
端
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ふ
克

・

ニ
つ
に
は
、
か
ラ
で
あ
あ
。

に
ん

む
再
定
暗
ん

し
ん
骨

と
惜

ふ
X
ラ

宮
〈

か
、、
る
貴
重
な
る
任
務
に
常
b

そ
の
金
身
を
賭
け
て
と
れ
を
遂
げ
た
と
と
ろ
の
法
臓
比
丘
は
、た

惜
車

協
た
ら
い
た
な

檀
吾
し
胞
だ

ん
多
か

申
S
C

ワ
げ
ん

立
に
、
そ
れ
を
遁
じ
て
備
の
働
き
出
で
給
ふ
「偽
の
手
段
」
で
は
な
い
。
そ
れ
自
ら
仰
を
賞
現
す
る

ず
で

雪
u

み
る
ら

て
事
ぜ

だ
勺
除
ん

と
と
に
依
て

、
夫
向
ら
、
般
に
悌
そ
の
も
の
と
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
が
、
葉
氏
、
か
\
る
超
世
の
大
本

E
a
v
じ
ゅ

E
企

恒
喜
な
か
申
§

'

世
会
口

L

ん
ず
る

願
を
遂
げ
、
そ
の
滞
土
を
成
就
し
た
る
事
に
弘
ぜ
いJ
L、
そ
れ
は
「
悌
の
中
の
偽
」
とし
て
偽
の
兵
髄

れ
む
為
ら
た

Z

わ
れ
島
て
ヲ
ザ
捻
ん
々
だ
に
立

を
最
も
よ
く
露
呈
し
我
等
に
現
は
れ
給
ふ
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る。

我
等
は
と
の
超
世
の
本
願
を
婚

-
e

立
い
じ
ひ
み
れ
れ
島
台
か

た
E

惜
S
-
-
z
t

レ
酔
畠
草

ぴ
、

倦
く
な
き
大
慈
悲
に
満
ち
て
、
我
等
に
出
円
以
給
ふ

、

と
の
偽
に
る
い
℃
最
も
確
に
か
つ
鮮
か
に

、

措
S
L

ん
H
一
ウ

ナ
肘
た

た
い
品
ん

で
曾

一偽
の
異
質
の
姿
に
針
面
す
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

• 
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• 
a
e
u

也
ん
を
い
《

h
H
9

仰
を
念
ず
る
生
活

• 

み

E
h
r

味
に
於
て
、
υ
$
6
U
防
車
会

無
量
諜
経
に
は
、
事

電
ん

岬s
e
b

ひ
記

g

き
み

た
い
軒

の
と

阿
難
と
備
と

の
間
の
興
味
あ
る
劃
話
を
残
し
t
K4
る
。

E
m
叫
俄
即
答
艇
は
そ
れ
か
ら
慨
に
な

り
ま
し
た
か
。
慨
に
な
ら

れ
た
と
す
れ
ば
向
」
く
な
ら

れ
ま
し
た
ね
。
そ
れ
と
も
、
誠
に

伽ぎ
て
ゐ
ら
れ
ま
す
か
。
台
き
て
ゐ
ら
れ
る
と
す
れ
ば、
ま
だ
併
と
な
ら
ず
利

腕
も
戯
蹴
し
ま
せ
ん
ね

』

品
開『
い
や
、総
蹴
静艇は
、
す
で
に
備
と
なられ
そ
の
対慨を
戯叫仰
せら
れ
た
。
艇も誠
に
蹴
於
に
舷
す
の
だ
』

畠

み
だ

ぶ
つ

E
f

u

-e
f

ぜ
い

再
包

と
\

け
い
阿
嫡
陀
悌
の濁
自
な

る

特
性
が
表
は
3

れ
℃
ゐ
る
c

-
め

品
定
ぷ
う
い

E
h
t
f
L
E
Z

也

の
M
H官

つ
る
さ
s

f

b
ι

た
ん
す
い

阿
捕
陀
備
は
今
私

共
が
そ
の
物
語
を
追
想
す
る
過
去
の
存
在
で
は
な
い
O

L

ぜ
ん

ナ
影
げ
ん

れ
A
2
1
E

毛
ん
た
卵
、
ぜ
和
て

蛾
然
た
る

姿
を

現
に
我
ι
ザ

の
直
前
に
立
だ
せ
て
、
そ

の
救
世
の
御
手を
之

、、
に
伸
べら
れ
つ
L 

あ

る

の
で
あ
る
。

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

し
ん
ち
ラ

ー
と

1
e
か
f

ぜ
ん
向
い

い

し
ん
じ
ワ

事
S

h
M
A名

品

聖
但

と

の
異
相
を
最
も
趨
確
ば
鮮
明
し
℃
「
生
け
る
具
貨
の
偽
」
を
我
等
の
た
め
に

現
は
し
逝
く
そ

の

じ
忘
る
怠
む
た

Z

陪
古
ん
牛
舎
に
ん

hv
z
Z

の

慈
光
を
被
ら
し

め
給
ふ
た
の
は
、
わ
が
法
然
上
人
で
ある
と
と
は
、

今
夏
越
ぶ
る
ま
で
も
な
い
の
で

与
6
に
ん

W
H
V
U
V
ん
品
か
窓
会
ほ
ん
タ
宏
な
か

a
ち
し
ん

ヂ
る

陶

峨
S
U

あ
ら
う
。
上
人
は
附
限
深
く

、

と

の
隼
き
本
願
の
中
よ
b

更
に
そ

の
真
髄
を
按
いて
「
慨を
念
ず
る

t

く
わ
っ

じ
ゅ
P
4

層
高
捻
ん

e
Z

芯
九
キ

f

し
ん
〈
ゃ
ん
ぜ
い

3
5

K
ラ
た

つ

生
活

一
を

樹
立
せ
ら

れ
と

.

、

に
か
の
備
の
本
願
は
、

更
に
躍
進
し
て
、
そ

の
完
成
の
域
比
到
達
し
だ

「
蹴馬
村仇…船山
と
おけ
る
。

州
首
捻
し

す
，
，

、
子

f

れ

ま
だ
遮
ぶ
ベ
a
d
と
と

が
多
い
の
で
あ
る
が
紙
数
の
超
過
、

と

れ
等ら

に と
就ご れ
てを

の
で
あ
る
。

レ
ミ今

は
い
か
ん
と

も

し
難
い
。

、
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a
会
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固
と
足
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守
喰
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一
、
冒
と
足

防
除

f
レ
h
s

L
C

主
な
と
在
」
v

、
、
、
、
、
、

4

私
!
志
が
あ
る
仕事
を
成
し
途
げ
ゃ
う

と
す
る
究
め
に
は

、

そ
れ
に
封
す
る
川
ツ

キ
フ
し

・究
信
念

r
b
a
F
，
，

、
、

&

-
w
E

ん
為
ん
ほ
ん
な

b
p
a

と
、
そ

れ
を
法
行
す
る

免
め
の
賀
行
と
が
供
は
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

金
七
十
論
と
いV
ふ
本
の
中
に

一

た
f
k
a
c
r
a

露

出
ふ

先
申

り
k
n
h

つ
の
苛
み
な
犠
怖
が
肘〈
ゐ
る
。

あ
る

所
に

行
か
う
とし
〈
ゐ
る
二
人
の
も
の
が
ゐ
党
。
一
人
は
円

四

L

た
っ
し
串

砂
金
冒
納

鼻

高
L

h
R

F
i

は
日
加
え
ぬ
が
足
は
達
者
で
あ
b
、

一
人
は
目
は
見
乏

る
が
足
が
わ
る

い
。

そ
と
で
目

あ
き
が
い
ふ
や

曾
4
h
-
B
E
f

ぽ
f

ぜ
h
n
μ

占
件
守
殴

f

l

・-
h

'

ラ
に
は
、

「
君
は
気の
毒
だ
が
僕
を
背
負
ひ
、

左
へ
右
へ
と
僕

.

か
いr
ふ
ま
、、
に
歩
る

い
て
く

れ
ま

い
か
。

h
w
b
f
c
B

・，

。
害

担
や
ゆ

3

す
れ
ば
私訂
正以
に
あ
の
目
前
地
へ
諜
ら
ずに
速
く
行
け
る
で
は
な
い
か
」
と
持
ち
か
け
た
の
で
あ

向
。
司

L
e
f
t
t

一
柿

為

抽

t霊

e
f

る
。

凡
げの
わ
る

い
却
は
u
r辿
快
必
し

日

あ
S

の
い
ふ
・
柏
、
う
に渉
る
い
て
行
く
と
、
忽
ち
は
し
〈
日

信;
, 

と

必ーで きr
.JI . 苧

• 

• 石

井

教

道
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P さ
ツ と
ク り

品
し

ん
島
し

売
っ
し
串

Z
会

純
一
恥
比
較
い
党
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
目
あ

3
と
は
信
で
あ
A
Y、
足
の
達
者
と
は
行
で
あ
る
。
そ
れ
を

ん
だ
い
だ
い
し
、
‘

f

z
z
f

主

L
e
a
r
-句

い
在
い

ぷ
Z
e

天
盛
大師
は
、
知u
R

と
行
足
と
比
依
つ
〈
清
涼
地
比
到
る
と
云
は
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
悌
敬
で
は

、

}

E
。
ぐ

や
t
Z
AV
B

，h
じ

ん

s
z
a
，

K
き

・

4
と

a
Z
B
f
u

v
ず
つ

，

そ
れ
を
解
行
と
も
、
願
行
と
も
、
安
心
起
行
と
も
都
し
℃
ゐ
る
。
尤
も
そ
れ
は
普
惑
の
何
れ
は
も
遁

，L
H，
ず

t
'
'
L
'

主

b
‘

ι
‘c

骨
い
t
a，

l

c
a

い
叫
ん

じ
党
必
須
要
件
で
は
あ
る
が
、
善
い
と

川
仙
は
れ
る事
で
も
、
ょ
く
を
の
内
容

を

制
ぺ
て
み
ね
と
大
品
質

ふ

か
f
E
&

V
と

乱

立

#
'N凶
v
a
，

な
不
覚
を
と
る
事
が
あ
る。「
ね
す
人
を
と
ら
へ
τ

み
れ
ば
我
が
子
な
b

」
と

か
ふ
川
柳
に
あ
る
や
う

し
ん
ぶ
ん
睦
予

定
ラ

主
の
へ
ん
喧
ラ
忌
f

‘

の
削
た

な
事
貨
が

、

毎
日
の
新
聞
は
報
道
さ
れ
〈

ゐ
る
の
は
、
其
迭
の
的
息
を
物
語
っ
て
ゐ
る
や
ラ
で
あ

k
e

R
E

・』
C

T
-
2
・2
R
V

E
&

hH段

砕

い
・
・

か
ん
し
ん

た

2

晶
ん

る
。

特
比
近
頃
宗
政
問
削
船
比
き
う
し
た
柑ゅ
の
多
い
の
を
見
τ

珊
か
寒
心
に
堪
え
泊
の
で
あ
る
。

表
面

令
老

町
2
・C

M
F
E
f

ふ
フ

ふ

軒
刑
ふ
・

2

計
か
ん

ぽ
ん
じ
0
3
い

は
、
称
訴
や
御詠
な
ど
を
邦
説
し
、
L

-反
対
和
合
、

朝
起
S

な
ど
を
看
板
と
し
て

ゐ
る
が
、
貨
際
は、

昨

じ
ん

し
雪

e
'
e

L
'

b

杭

与
吉

田
ゆ今
脅
し

守
ぽ
い

雪

f
h

i

世
人
の
舟
叡
智
識
の
無
知
写
る
比
乗し
、
病
筑
で
も
失
敗
で
も
危
摘
で
も
「
る
ふ
b

か
へ
を
願
以
ま

い

L
S
官
主
て

い
与
ラ

ラ
ぽ
骨
ラ

そ

ら
さ

い

る
f
u

す
」

と
き
へ
一
冨
へ
ば
、
あ
の慮女
の
貞
操
を

奪
ふ
や
う
な
教
組
が
、
そ
れ
等
一
切
の
惑
事
を
ふb
代

し
ん

窓
ん

い
在
か
品
加
捻
‘

a
c

へ
〈
く
れ
る
と

信
じ

て
ゐ
た
も
の
が
六
十
市
内
も
ゐ
たと
い
V
ふ
に

至
つ
τ
は
な
き
け
な
い
。

彼
の
大
本

に
り
ぼ
ん
か

A
L

汀
んほ
ん
事

孟

L

ん
じ
守
か

み
舟
喝

放
に
し
〈
も
、

必
而
は
円
本
の
紳
3

設
を
荘
厳
に
し
℃

ゐ
る
所
か
ら
、
異
・
貨
と
の榊
な
が
ら

の
匙
も
、

ι
=

"'
z
ι
E
9
e
a'

ゅ
ーゐ
-P
ラ

E
&

札
'A
常
事
前
向
陪

3
ん

砂

町1
W

げ
ソ
テ
ラ

で
ん

民
の
配
宏一体
制帆
も
貯
究
し
た
事
も
な
い
連
中
が
、
我
れ
も
我
れ
も
と
馳
せ
参
じ
、
あ
の
立
振
な
月
宮
殿

な
ト

E
つ

い
し

草
ん
E
ん
君
主

E
ん

か
レ
は
で

ラ

司e
uF
甘
い
叫
い
い

C

玄
ん

の
引
に
祭
っ
て

あ
る
石
の
男
根
と
女
根
に
柏
手
を
打
って
最
敬
穫
を
し
℃
ゐ
た
も
の
ま
た
幾
十
高
ゐ

段
か
し

か
ぜ
甘

ん

把
'
1
・1

L

ん
L

)

だ
と
昨
い〈
は
あ
S
れ
る
よ
b
外
は
な
い
。

然
も
そ
れ
が
世
間
けい
堂
ι
γた
る
紳
士
が
ゐ
た
と
い
ふ
の

制
克

-A

W
だ
し
抽

I
I

P

H
V'

肺
い

ぢ

叫
ん
い
ら
い

で
あ
る
か
ら
般
か
ざ
る
を
仰
向
。

近
し
と

れ
に

は
種
々
な
理
由
も
あ
ら
ラ

が
明
治
三
十
二
年
以
来
、

B

句
官
だ
い
げ
ん
い
ん

L

ん
じ
っ
し
/

軌

斜
都
山
知
献
を
駅
艇
か
ら

ノ
ッ
ク
ア
ク
ト
し
て
来
た
と
と
が
重
大
原
閣
の
一で
あ
ら
う
。
異
質
信
の
目
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と而飾 れ ど v、人~ 9 
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1 1 思L e f ば 如f 11 " 我"1: め ば tt ら い ー が
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凡主 a。kEb 
て
。

間;
風は 、
心t , 
。‘
一

• 

• 

z

t
ap

p
・

，

ぷ
ん
三
、
ゐ

，

、"
'《

h
ι

a

"、
8

1

主

L
r

一

設
な
事
は
、3
ラ
思
ふ
れ
分
の
心
の
京
市
を
見
党
事
の
あ
る
人
が
世
の
中
に
あ
る
だ
ら
う
か
。
あ
の一一

ル
と

ま
事

C
・
%
か

f
z

・
1q

ま

M
v
a

、
aO
L

-­

人
は
丸
山
V
心
だ
と
か
、
四
角
の
心
だ
と
か
、
山
っ
た
心
材
凡
な
ど
と
い
ふ
と
と
も
あ
る
が

.

さ
て
ど
自

一一

ラ
也
ぽ
品

企
寓ん
喧
ん
再

n
a
c
h
m冷

・

L

か

-
­

M
の
討
は
とVふ
と
、
と
れ
ま
た

自
惚
て
ゐ
る
か
ら
金
一
然
見
泊人
が
多
い
ゃ
う
で
あ
る
o

然
も
と
の

一一

か
併
の
ほ
を
ゐ
る
即
ね
と
い
ふ
と
と
け
い
俳
っ
て
、
一

勧
の
戦
舵
も
お
叡
も
恥
口
総
も
黙

し
み
も
鎖
じ
て一一

E
UV

A
V
E
A
--

捻

u

­

来
る
と
と
を
考
へ
る
と
3

、
そ
れ
は
唯
悶
難
で
あ
る
と
い
ふ
℃
放
っ
℃
扱
け
る
も
の
で
は
な
い
。

そ

一

喰
高
聖

し

ぶ
ウ
仲
号
車
。
τ
ん

L
悼

と
PZ
E

s
p

・
-
L

b

E
&

一

と
に
慌
の
教
え
が
ある
の
で
あ
る
。

仰
敬
経
典
の
き
し
示
す
所
は
、
「
放
の
心
を
甑
よ
」
と

い
ふ
郡
代

一

ζ
・
ゐ

A

酔
，為

L

酌

t

か

か
，‘
?
一

外
な
ら
ね
と
も

云
へ
る
。

を
し
℃
そ
の
心
を
観
る

鏡
も
示
3

れ
℃
ゐ
る

の
で
あ
る
必

然
し
を
の
鏡
が

一

tv
ふ
h
wq
a「
ψ
c
p
い
抗
J
I

U

ぷ
ん

c
、
，o
E

酔
V
み

よ

え
ι

­

甲
乙
侭
下
種
々
で
あ
る
か
ら
、
自

分
の
心
は
何
の
鏡
に
依
つ
℃
み
れ
ば
よ
い
か
を
按
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一

L
か

J
I

e
ap
か
い

E
n

且
ラ

い
己

‘p
u

-
-

a
v

じ
骨
ラ
E
t

験
再
か
た
柑

ラ
骨
い

一

然
し
一
a
eそ
れ
を
紹
介
す
る
事
は
容
易
な
事
で
な
い
か
ら
、
今
は
唯
、
滞
土
の
鏡
の
見
方
を
紹
介
し
一

昔
-
­

た
い
と
思
ふ
。

一

t

ぷ
9
w
'

じ

ぷ
ん

岨
ん
ら

しv
p

q
暗

唱
毒

雫
-

b
克

W
ん
じ
サ

一

凡
そ
働
敢に
は
、
自
分
は
本
来
立
波
な
備
で
あ
る
と
い
ふ
鏡
の
う
っ
し
方
も
あ
る
。

し
か
し
現
貨

一

ど
工

檀
富

士
、
.

な
が
れ
そ

E
z
-

-

­

の
自
己
を
備
の
鏡
に
ラ
つ
し
℃
眺
め
℃
み
る
と
S

「
設
が
心
鏡
に
ラ
つ
る
も
の
な
ら
ば
、
い
かに見

一

p
w
h

￡

ひ
&
E

弓
ふ
ん

て
ん

一

泊
く
S

動
な
る
ら
む
」
と
詠
ん
だ
人
に
同
戚
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
肉
の
で
は
な
か
ら
う
か

。

あ
の
一
助

一

し

し
ん

E
e

L

じ

稔
出

品

HV
A
U

ぷ
ん
ひ

と

こ
f

L

-­

の
な
心
な
き
闘
士
で
あ
る
と
自
他
と
もに
許
し
党
そ
の
人
で
も
、
自
分
だ
け
が
濁
b

闘
士
で
あ
る
と
=

2
3

完

2
4

2

2
w

ん
3
8
V

L

L

E

い
ふ
高
根
か
ら
、
他
を
疑
ひ
呪
ひ
嫉
み
、
3

f

は
元
悲
に
ま

で
危
害
を
加
へ
る
や
う
に
な
っ
た
と

と
-

h
a・

U
2
す
ゐ
曹
主

モ

-o

b
k
f
し
た
傘
"
主

'

」V

略
&

百

←­

を
思
ふ
と
き
、
純
粋
な
る
清
き
心
は
私
達
に
は
容
易
に
求
め
ら
れ
ね
乙ξ
に
筑
づ
か
せ
ら
れ
る
c

一一

軒
主

E
f

る
い
‘

ん
だ
い

L

阜
市
《LHuv‘
ん
だ
い
か

て
い
Z
'
《
だ
い

た
い
n
I
t

'
s

-
Mん
浬
ん
W
A
M
rん

U
也市
く
し
一

回

凡
そ
刷
際
問
題
、
枇
曾
問
砲
、
家
庭
問
地
、
その
他
陣
側
・々あ
る
等
以
の
根
本
原
舗
を
熟視
し
て
み
る

一一

島田
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f

‘t
F

と

5
4
9
5
H
k

u
z
f

ら
い
ん

-AV
h
f

-

w
，
n
L
中
ラ

と
、
対
脚
胞
は
、
人
の
心
の
疑
以
嫉
み
食

b

な
ど
の
暗
い
陰
影
か
ら
起
る
現
象
の
ゃ
う
で
あ
る
。
そ
と

Z

コ

ι
.
ι
w

ん
申
。
い
あ
〈
与

2

陣
叫
ん
』

4
7
ぜ
い

を
か
人
は
「
自
身
は
現
に
と
れ
郭
惑
生
死
の
凡
夫

」
と
費
削
明
き
れ
党
の
で
あ
つ
だ
。3
う
い
ふ
と
、

民
，
，
多

L
L
e
戸
L
S
a
，
，
、
b
ジ
る
g
v
h
q

眼
ん
じ
ん

P
&
L
t

f

そ
ろ
/
\

俳
粧
の
航
世
思
想
を
快
活
な
日
本
人
に
ふ
さ

Z

む
と
い
ふ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
向

。
元

」v

，
a
f
I
に

A
Y
E
Lじ
ん
じ

ぷ
ん
花
、
与

A
V
H

為
民
主
と

E

n
v
&

紙
、
町
々
日
一
刻
一
人
は

、
自

分
越
の
性
根
に
令
ね
事
は
、
何
ん
な
人
が
い
ふ
た
か
ら
と
℃
聞
く
も

の
で

叫
ん
命
日
曜
じ
ぷ
ん
た
む
忌
@
む
為

E
&

・

a，
u
守

E
b

は
な
い
。

ま
し
て
千
三
百
年
の
問
、
自分
遣
の
性
根
に
A円
は
ぬ
事
に
盲
従
し
J
し
む
た
と
い
ふ
事
そ

'
v
h
J

、
J
1

区

6
8
，、

E
A
U
L

抱
h
-
P

E
A
Y坦
ん
じ
ん
睦
ん

‘

ん
く
山
い
く

b
A
U

れ
自
白見
が
謝h
vを
侮
較
し
た事
で
あ
る

。
事
ろ
放
は
日
本
人
な
b

や
と

反
問
し
た
く
な
る
。
快
活
と

b
E
、
今
予
定
ん
じ
ミ
ん

E
ん
E
a
'
z
-
h
L

ん
E
a
v

吊
る
昨
号
、
名

}
L

た
い

白
州
劇
、
官
慢
と
自
意
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
ぬ

。

と
の
頃
の
新
興
イ
ン
チ
キ
宗
教
の
組
師
は
、
大

か
み

E

事
由
按
枠
号
亀
山
ヲ
〈
な

紙
、
かrMは
鰍
俄
で
あ
る
と
か
、

紳
の
子
で
あ
る
な
ど
自
惚
れ
て
ゐ
る
敬
組
も
少
く
な
い
が
、
3
4
J

K

」v
f
悼
ん
て
い

B
'

c
a
p・
ん
ひ

&
A
F

飼H
E

-
-

い
よ
て
ゐ
る
す
ぐ
ー
か
ら
、
幾
人
か
の
点
操
を
除
制
し
た

b

、
人
の
金
を
港
き
上
げ
〈
む
る
ゃ
う
で

-
a，
官
掃
事
雪

主

L
7
h

，旬、
‘
。

ιr
h・

E
ん
山
"
と

L

a，
‘司f

u

は
、
防
気
ば
かAP
で
も
行
か
れ
ま
い
。
秋
の
夜
静
か
に
訟
が
心
を
省
み
る
と
き
、
何
人
か
醜
怒
な
白

骨
宮

沢
の
ほ
の
献
に
鰐
か
ぬ
も
の
が
あ
ら
え
き
て
、
と
\
に
信
ぺ
か
つ
い
た
と

S
、
遣
う
相
摘
を
つ
け
さ
し

の
ろ

U
R
a

r
a，R
ん

W品
目r
H

u

u
r
c
o

て
く
れ
党
都
・
6
に
鈴
づ
く
で
あ
ら
う

。

究
以
一
嫉
み
高
慢
な
ど
で
一
杯
に
な
っ
℃
ゐ
る
自
我
の
鍛
窓
を

事
A
b
A

ら
し
ん

T
a
J
h
4
F
U
V
へ

S

ん
を
も

7

軒
か

隙
い
て
め
れ
ば
、
木
々
の
梢
に
も
我
等
の
心
臓
を
若
返
ら
す
酸
素
を
迭
つ
〈
ゐ
〈
く
れ
る
乙
と
が
解

相
血
也
号
、

h
v
L

帯
玄
前
世
て
ん

ち

s
h
r
h

篭
h
r
h
r
q

る

で
あ
ら
う
。
そ
れ
と
同
や
う
に
土
も
石
も
山
も
川
も
天
地
一
切
が
我
が
生
命
を
培
っ
て
ゐ
℃
く

れ

か
ゐ

a
h
v

え
M
V
Aん
い

F
U

'
T
じ
地

る

と
と
が
し
み
/
\
と
戚
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
う
し
党
一
切
を
永
遠
に
生
か

3

う
の
無
抵
務
、

C

民

主

'
w
k
E

b
h

H
4
2
宮

'
a
z
b

定
去

綜
τ
を

φ元
わ
包
に
翫
τ

上
げ
ゃ
う
の
無
量
光
、
そ
れ
が
卸
ち
阿
捕
陀
偽
な
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
い
つ

g
Z
ぜ
ん

I
f
'
a
，

‘

h
k
f
し
た
ち
也
ん
安
定
阻
ん

ま
で
も
、
そ
し
τ

完
全
に
なb
た
い
と
い
ふ
欲
求
を
持
つ
私
達
は
、
念
願
す
る
な
と
い
ふ
℃
も
念

一



(C,S) 信一一一一 行 t 

ー 麹& 深~ ~し
心上ベ 匂玖I{'Jきかと心kのぬ総主
不&ゆを獲考すl.. n とと心t
..~(火器 ぞとろう、l.. U ゐ
心i生tmp h 、たろろい
-7 命!1心kろうが ま っ
へ 11 ちは とは
す ー ま・ ぬ とら

a
F
L
，

，
、

a
・，zn

"
の
子
、

備
の
予

-@

再
定

Z
A
P

-
h

た
f
L
在
、

し
ん
じ
ん

}

願
せ
ず
に
ゐ
ら
れ
ぬ
の
が
阿
捕
陀
備
な
の
で
あ
る。
そ
乙

w
h
私
遣
の
マ
カ
ス
コ
、
ロ
(
信
心
)
が

L
r

し
ん
じ
ん
か
い
ぽ

弓
し
む
辛
ラ
し
ん
じ

ん
し
ん
止
卦
ラ
は

q
e
h
ん
し
ん

h

s
b

生
ず
る
の
で
あ
るo
乙
の
信
心
を
解
制
し
て
至
誠
心
深
心
廻
向
扱
願
心
と
分
け
ら
れて
ゐ
る
u

真
に

V勧
角
，w
'

し
ん
p
v
f

k

ぶ
ん
か
い
え
ラ

そ
れ
を
働
敬
心
理
墜
に
依
っ
て
分
関
す
れ
ば

、

二
十
に
も
な
る
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
そ
れ
は

、

ナ
担
暗

号

b
-
z

z

再
だ
車
会

対
一
仰
心
恥
へ
俗
世
・
す
る
心
、
即
ち
「
ド
ク
ゾ
」
と
い
ふ
心
で
外
な
ら
ね
の

で
あ
る
o

そ
れ
を
阿
嫡
陀
経

し
ん

ふ
ら
ん
柑

aJ
U

「
一
心
不
飢
」
と
敬
示
達
れ
て
ゐ
る
。

tt 
は

=
一
、浮ど

4τ; 

土ど

の

か
睦
く
む

ん
ぜ
ん
ぷ

A
Y
E
fE

す
、
櫓
た
う
ぜ
ん

K
営

再
胃

・・
陶
・
崎

と
と
し
へ
に
獲
ら
ぬ
完
全
な
偽
闘
土
に
進
み
往
く
た
め
に
は
、
舘
然
、
正
し
い
道
を
歩
み
行
か
ね

s
uv
ぷ
守
肺
舎

な
A
F
L

ぜ
w
u串
ラ

U
か
い
管
串
う
に

ん
K
H
VV
キ
苦
し
串
ラ
じ
ん

w
o舟
ラ

ぜ
ん
ぢ
申
，
，g
串
ラ

ば
な
ら
ぬ
0
3

れ
ば
一
切
悌
敬
の
中
に
は
、
布
施
行、
持
戒
行
、
忍
耐
行
、

精
進
行

、

輝
定
行
、

酌
ラ

-
Z
た

h
r・
r

だ
い
だ
，

て
ん
か
い

h
t
f
L

花
、

物
慾
行
な
ど
、
其
他恨
…円以
の
大
道
が
か
ぎ
b

な
く
展
開
3

れ
℃
ゐ
る
の
で
あ
る
0

3

れ
ど
私
達
は

、

し

ふ
か
f

再
ち
玄
主
た
ゐ
ぜ
い

か
く
す
れ
ば
と
う

な
る
も
の
と
知
b

な
が
ら
、
不
問
党
の
道
に
迷
ひ
ね
る
か
な
の
嘆
離
揮
を
も
ら
す
と
と

h
Hh
v

h
r
a
y
&
F
'
Z

た
ま

内

E
-
e

か
う
か
'
時

日
ま

が
し
ば
/
\
で
は
な
か
ら
う
か
。
・
親
代
孝行
す
る
の
は
常
b

前
の
棋
で
あ
b

な
が
ら
、
孝
行
の
容
れ

E
P
-

-

曹

E
-
a

同
経
ま
れ
ど
ひ
と

か
再

E

惜
S
ζ

高
a
d

人
を
聞
く
事
の
甚
だ
稀
で
あ
る
の
は
何
う
し
た
も
の
で
あ
ら
う。
人
は
紳
の
子
備
の
み
子
で
あ

&
付
再
'
"

・・
串

-
A

L
L

官

E
と

じ
じ
リ

b

な
が
ら
、

悌
の
道
を
歩
み
純
白
の
は
不
思
議
な
事
で
は
あ
る。
し
か
も
そ
れ
が
事
貨
で
あ
る
と
と

c
v

え

U

じ

リ
巳
。

，
E
'

ま
る

r
ι甲山ι
f

ゐ
墨

を
否
定
し
符
な
い
の
も
事
官
で
あ
る
。
と
い
ふ
℃

い
つ
ま

で
も
虎
狼
狙
狸
に
い
や
勝
る
邪
道
を
歩
い

だ
い
じ

R
V
A

可
申N
是

u
vラ

主
ね
ん

之
、
に
仰
の
大
慈
悲
が
あ
b

、
元
組
が
三
十
有
徐
年
の
憎
み
の
生
活
が
つ
い、
け

陣
悼ん
r

u
U
唱
す
で
事

S
L

サ
f

み
て

遣
う
し
た
凡
夫
の
事
・
貨
は
己
に
/
\
備
が
知
ろ
し
め
し
て
救
ひ
の
御
手
を

て
ゐ
て
は
な
ら
ね
。

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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ラ凡たtぷ ー

切霊?2 の

の 努幼の事2 臓本号5 

‘
同
志

E
と

ー
ぷ

-
vw
'

せ
い
だ
'

だ
れ
8

せ
王
ふ
て
ゐ
る
事
が
ら
な
の
で
あ
る
。

も
し
そ
れ
備
敬
の
正
道
か
ら
云
へ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
自

が
ま
ヲ

し
う

じ
が
巴
ラ

ぜ
い
島
町
ち

m
r

我
妄
執
は
い
ふ
ま
で
も
な
く

、

自
我
を
構
成
し
τ

ゐ
る
法
に
と
ら
は
れ
〈
ゐ
る
そ
れ
等
一
日
棋
を
排
拭

き
る
い

世
ゆ

3

い
か
い
f

号
車
合

玖

τ
ヲ
喧
ん
て
い

L

め
た

u
e

し
き
る
所
、
所
間
る
一
切
皆・

昼
の
境
地
に
徹
す
る
の
を
前
提
と
し
、
つ
い
、
い
て
示
苫
るL
正
し
い
積

g
a
，三
、
苦
だ

い
だ
う
怠

ゆ
凶

極
的
の
大
道
を
歩
み
行
く
と
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

当
れ
ど
、
取
れ
ど
も
j
i

と

b
s

わ
札
6

・

L

A
Mヲ

控
い
ほ
ん
に

Z

宮

れ
ぬ
も
の
が
我
等
の
持
つ
「
オ
レ
ガ
」
「
オ
レ
ノ
モ
ノ
」
執
で
あ
る
。
ヨ
れ
ば
先
般
若
経
に
は
、
宰
ま

f

ラ

f
'
J
f

ラ
〈
ゃ
ん
れ
た
の
と
と
地

g
山
司
会
怠
ラ

畠

党
本
て
そ
の
妥
も
ま
た
昼
ー
ー

な
ん
と
六
百
港
民
亙
って
乗
b

越
へ
飛
ぴ
乙
へ
℃
行
く
一
計
相
が
織

々

a
c

L

'
E
4

ふ
か

し
ゅ
ヲ
じ

ゃ
ぐ

冒
し
傘

と
し

て
識
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
そ
れ
ほ
ど
執
着
の
深
い
も
の
だ
、
執

-

着
を
と
b

切
っ
τ

終
へ

E

い
草
a
2

b
p

し
ラ
草
く
ふ
か
ぽ

ん
却
し
。
ヲ
民
主
じ
っ

と
い
ふ
た
か
ら
と
て

と
b

切
れ
ぬ
以
上
そ
れ
は
無
理
で
あ
る
。
そ
の
執
着
の
深
い
凡
夫
性
を
如
賀

モ
る

E
B
ヲ
u
f
，

a
み
M

E
V

な
ん

す
f

阻
ん
p
b'
u
u
y

ぜ
ん
主

に
見
て
心
か
ら
同
情
の
涙
を
流
し
、
何
と
か
し
て
救
は
ね
ば
な
ら
ね
念
願
と
・
質
践
に
依
つ

τ
、

乙
、
、
に

官
会
号
す

か
ま

だ
う
け
い
じ

J

み
だ
三
段
ん

e
C
宮
じ
b
h
k
f

いた
ち

凡
夫
救
済
の
大
道
を
啓
示
苫
れ
た
の
が
煽
陀
偽
の
本
願
成
就
な
の
マ
あ
っ
た。
そ
れ
は
、
私
遣
に

t
c
h
w
E

し
ん
主
主

起
す
な

と
い
ふ
て
も
起
き
ず
に
ゐ
ら
れ
ぬ
「
ド
ク
ゾ
」

の
信
と
、
呼
ぶ
な
と
い
ふ
て
も
呼
ば
ず
に
は

E

む

る

み
だ
ぶ
つ

w
u島
町
ラ
ず

ぐ

ゐ
ら
れ
ね
「
南
無
阿
捕
陀
仰
」
の
行
と
を
、
そ
の
ま
k
救
び
の
あ
か
し
と
し
ゃ
う
と
の
似
意
な
の
で

‘

q
と
時

ι
5

だ
い
じ
ひ
志
向

h
HA
b

し
ん
宮
申
ラ

な
ん

キ
f
t

あ
る
。

尤
も
怖
の
大
慈
悲
の
前
に
は
、

3

う
し
た
透
、
や
か
な
我
等
の
な
す
信
行
が
何
の
役
に
立
つ

υ
L
U
O

脅
し

ラ

L

立
し
ん
す

f

か
ん
じ
陥

で
あ
ら
ふ
。

寧
λ
3

う
し
だ
自
力
の
執
を
す
て
、
、
終
ふ
〈

乙
そ
異
の
救
ひ
が
戚
受
せ
ら
る
、
、
で
あ
ら

‘

ち
乃
ん
へ
ラ
げ
ん
芯
雪
お
い

睦
ゆ

f
'

E
&

う
と
と
も
考
へ
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
。
勿
輪
、
そ
れ
は
表
現
の
相
違
は
あ
る
が
、
所
帯
る
杢
に
な
る
事

先
品
と

E
と

股
ん
ち

M
vf
う

で
あ
る
か
ら
傘
い
事
で
は
あ
る
が
、
さ
き
に
も
い
ふ
允
や
う
に
、
本
来
空
に
な
b
s

れ
泊
所
に
夫

占
か

な
に
且
ら

H
V

A
Y
@んO
E

ラ

ピ

宮
山
県

ん

凡
の
悲
し
遣
が
あ
b

、
そ
と
に
如
来
の
願
力
が
動
い
〈
ゐ
る
と
と
に
気
づ
か
ね
ば
な
ら
ね
。
と
の
凡

• 
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る必E れけ念2 るが で ふと 立逮ミで・無むで夫』
く ずんれら悌三赤E 。「ある阿あ私:の あ阿B あの
正号 し方主 はン 天Z るプ芝浦再 逮ミ稽さる摘み る執与
しま Lミ < 乙、. 坊写 に 。 ぴ f陀弗だ の ふ 。 tl6?-と8だ O を
v、 τ 行ゆ れが 仰去とど ミ 信之 るそ ~~ ~モ

私~ ，と 過すか 自 じ
、

ぎれと哲が2 行Z ーれ れの
やキ iま ぐれ 身上 唯き 地ちほに は'摩書主以いとばま
か破睦ベねが泣な に どまII~ は、〈外M4d\
な綻2 しぼ凡芝 く 飾品川来3 せ 2 K へ花f 本稚
制1:去 を」 な 失』 と しツ の ら払平F : が救?る連号し 願子ん
心土 球主と ら の と てキ御替b れ 越を まfI~ひそはの
Eζ す云い ね生ま を 菩~ , よ プミか来3 の 之 、容内2
飽主で は の命t 生ま ぶι しひ願本逃す史F らのあ に な ま
かあれ でで命t ベプとを 云い大まか 虫nî 私: と
れ ら ℃ あ あ持事 し救?プと へ生t し来・: 法号な
行b う ゐ る る 綴? 」ぴ のなば命t をの起がし

。

る
。 。の とのむの、に求: 願5i 玉音

が之2 0 故~ ~ 最Z 踊5 あベで私立育F め力，芯へ
12 に 大まに れ高す 蹄?かきあ ~ <るが ず't る
め反2 生t 元Eミ乙 ば表3 ~しなる遣をま必~ umキ 願んE 
にし命t組、現2 れ は !> 0 のれ要号動5 ゐ心
、

て 't lま そ と ア2 他た」 良3明起す生い はサし れら の 1
自 主 、 統i 「 の し の 't と 忠，しか少E ℃ 深治:
づ 大だ ー f現仕せ1 念餅;品て は求i 云い がて ~ し ゐ ぬ ~ 
か生t づ ま 生い 、 め は 「ゐ れ も る 「に
ら 命t けら を ~t き と る れ我h る < な 君臨t lf し
その す依￡行怖 の司H たれ も ゐ いか '7 み
と 中ミ れ つ 里占Z が心き土 かのるのなソ:. ~ 
Eζ に ぬペ〈 や にで授らで事じであ」

永t 生s い 分f ~ーラ あさはなは賞な5 あかのと
久L 裂なや切~ ，と つね正3 るあ るし 1i'i'ん上じ 戚主
へ行出せ ラ の

、

たのし心3 るの 。を 心ぜ
』ζ るは生w 凡史 とでくながで~ !成作のし
ほ も 生い 念日抗告 夫占 ~ あ モ 、あれ ~(-H 上2 め

がら の S 俳，去 がの れし そるばし から
は方主の統3 稀主 思T O れ 。 、うられ

tJ、 、は 申Z ーへ は 元ミgヒな < は 故2'2ziA2し‘る 主円「査弓主主 る
な 明晶、 ~ づ る れ 組の務主 もに の の"，・
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も 中ミ τ 生・曾

目 。叉主毎と f元品宅E に 身上 治活Z善
々 留 と 年1. 生い，U:ぃ
にき正 大ま き 柔t 現2
六 f 月師し 行地軟2 は
高2 元法ま 主e也連・、uん なれ

と b て
七時じ よ 上告に と」 来〈，....‘、

高Z の b 人ん - で と る
、、_..

あ 示k の遁ん 備念2-ー は

悌ごを 去迦; n 跡 る ~ で
唱主を 問主バかな 。れあ

へ修L 不.l. 六 τ る
ばし i民2 高2 む

。

“ ~ て 不J・逼2 の る そ
< 心:休: 、 。 れ

も を の 老3 ミ言 を
足すも 別三後c れ大r
白 身品目年む に

集; ば緩3
ペを念叫は 、』と

き も 例法七 我:: は
司王~ fま を高Z

• • 
等6 「

にげ修k 遜2

と人
の と

て ませの
笹

• 歩3 の
あ し ら n!; み光2

れど cじ れ、者f総r5 g J・

行~ (> 

に

本も ¥ 又ミ イ言上 過z
、 の人ひで 行主ふt、、 主

人2 τ に? iまラも

戒
、の

心のぎ: +' 勘もてせ 南紙軍は弘 めら U 、

ま足てれ '" =ー・一、浮 一は s 乍5 み苦f

いな ら
Tl. 、 • ぷ滅的

く と 而よ
.-; ~..， 

の し
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a
ん
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例
且
『
念品
開と
は

一一・ . 

下品行? 見み速ミの 行Z 修L の と
芯成 主〈 、 然主 じせ語íi 又Z 示主し念2 日 品
つ 就・ゅ 恭3 成E 所E ら
アと と b 就す革 翻2 ば eを~6 れ これををねれ
御支 は度t 三 月収 プと ん J租主 "c し修k 様す耳?
i立ラ ~n{ì ぃ る 種主 11長じ 見b ば Lと 鎮2 店・を へ すに な
詠fz ち と錆去 行き念2 奉ミか於= 上西人ま老E b ら べて れのに儀ぴ悌去 ，.-町、、 ミ b け まれ主のね

114とご 想Y 、 の と -るでる ん す允 なみ れ
一被~r.A あーは 、-- ぺな 凶 も

。

b b 疎略そ ì.f
~!ト? に 符155 でまnい き 十 日酔

。

を
で- イE5 ごl二2 あ何b・ な 、八 々な しに ν、

あ しの b な b 御c 日 号 六 かな ら
b て j)iiJあま る (ー の寓怠 ~1. b 
ま事? 摘みし 行与 喪西宗Z主2 儲 j3U:; 逼f ばゆ
す 心-FSだて{持軍 の Hを与じの 普識す1 な< と
。 口 :; ~弗去 ・ か 間E 念2 す
元たE 栴} 今E をと 、，〆 、初E 倒去 不日吉 b 丸、

組の現1 の巾Z と ?tZ め と 何智 。 む
大と ー に意い し ミー 々 十 、 ./』、a・ も そ ,b: 
府li L 行事 我2 味み ま 再開"t zリヱ 編? 時ヒ ね り す
がを等品 は す め l時(: 問主腫t ん心; く
御E 概?が

、

と に を軒:2 讃2 どを な
1'I l: む・商2 特?

、

な修hE52 を ろ す " . 
身上 行Z 前主 別三 云い b 行5 良。 修巌E ~t 、

、

の儀宮 に のふ まし 山Z んK はめ あ
三の tEt 日 E 迄宅 し 、麓f せ げん け
昧t 司店 主 l時じ も ア2 ま 厨;れら また
唆2 で せ を な 。 た寺Lと3 しめれ
~!日あば 限書 く 人2 プ2 、 R tま

の b 、 つ 等常32 に於と 上Z 事支んL は忽之
御と ま是哩て も τ tと 心、 忽、

駿憾とす 非。 念1 は 、 の時会と
。そ刊Il~JJIj:; ?-ト7v2 千熊L 先徳1? φ ( し

を 念入 のの l時u lt 日 1< 本‘ Lとて-ち と

l:.' Mlさ 鑑汁行泊GE;与を 、 j3U :; 別三 勝w も j3U:; 心2L 
甑t の 容主 臨色 時(: 11寺u 自ん主 く 11寺(: 閑ず
し修与 を 絡す 』と を )I I~ はのか
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• 

J~J曹前主 れ
日 5 後c 託2 ま
は起昔 l時じ す

• 

a
F
fち
〈
官
主

2

む
い
C
う
を
晶
聖

4
9
U

叫
ん
ぷ
q
L
'
e
z
a

除
F
て

t
a
E
ん
戸

各
地
の
光
明
曾
等
k
f

催
せ
ら
れ
℃
居
る
別
時
念
備
修
養
舎
な
る
も
の
は
、
一
対
抵
午
献
四
時

レ
中A
3
r

ぜ
ん

と
と
主

る
か
f

〈
h
い
肱
ふ
れ

ど

し
ょ
，
、じ
じ

h
r
'
h
E
E
Oぞ
捻

A
F

ぜ
ん
し
ん
叫
ん
ょ
っ

床
、
午
前
、
午
後
、
夜
各
一
聞
の
法
話
、
一
二
度
の
食
4
時
間
等
を
除
く
外
は
尊
心
合
備
し
、

7
4
宮

島
な
い
し
・
与

恥
ん
し

地

だ
い

z

e
L

出
与
る
巳
ん

3
h唱

f
u
厄

遁
常
三
n

乃
至
一
泊
問
で
あ
b

ま
す
。
と
れ
は
主
と
し
て
第
三
組
館
卓上U八
が浴
体
ヘ
ホ
ヨ

-
・

み

だ
ぷ
ワ

z
bz

阿
獅
陀
仰
と
山
叩
す
ば
かb
を
つ
と
め
に
℃

じ
申
う
ど

L
t
t
'
h
み

持
土
の
駐
般
見
る
ぞ
ぢ
れ
し
主

島
伸
起

噌
1
1・〈f
L
a
n

E

ら
い
じ
中，
E

記

L
P
K
H
V7
U
A
C
E

は
そ
の
問
の
消
息
を
お
示
し
に
な
っ
た
も
の
で
あ
b

ま
す
。

古
来
作
土
の
組
師
方
何
れ
も
懇
ろ
に
此

コ
ヤ
も

3

殴
ふ

C
L
E

ん

i
i

L
V
E
湾
ザ
ん
だ

ラ
ま
し
《

定
叫
ん
怯
L
・

ん
と

の
別
時
の
作
訟
に
つ
い
て

御
桁
市
が
あ
b

ま
す
が
、

今
時
く
普
部
大
仰
が
「
脱
一
念
法
門
」
k
h
射
殺
さ

f
uι

e
t
o

だ
h
S
4

車
会

v
g
E
z
.
-

唱

下
ヨ
つ
党
践
を
引
い
て
、
そ
の
大
怖
の
行
儀
に
つ

か
て
中
上
げ
よ
う
と
以
ひ
ま
す
。

玄
だ
ラ
句
岬
・
9

E
K
捻
晶

表
孟

ぷ
ワ
き
ヨ
に
し
か
司
事
ん

可

巨
ち
W
ん

先
づ
道
場
を
如
法
に
伊
め
、

一
陣
像
を
西
の
壁
に
安
置
す。

日
限
は
一
ヶ
月
を
四
期
に
分
ち
、
一

位
、
か
か
に
、
に
ゆ

リ

巳
可
に

・"
に
句

?
"
ほ

日
l

八
日
、
八
日
l

十
五
日
、

十
五
日
|
二
十
三
円
、

二
十
三
日
i

三
十
日
と
す
、
飢
ち
一
目
、

民
、

に
ち

し
主
に
ち
S
だ
に

ち
す
a
J

て
古
宮

r
'
v
E
い
し

か

H
V

品
f
U
A

，
，
ぃ

八
日
、
十
五
日
、
二
十三
日
を
初
円
と
定
め
日
数
は
適
宜
一
日
乃
至
右
目
と
す
。
衣
服
は
浮
衣
を

‘

、
じ
ゅ

ず

‘

主

〈
じ
に
℃

E
F
E

出m
z
u
Z

宮
添
い
咋
ん
ミ

用
以
数
珠
も
持
た
ず
、
食事
は
一
日
一
度
所
謂
一
食
長
婦
に
て

俄
紫
に
し
、
期
間
中
聾
夜
不
眠
不

君
事
せ
ん
し
ん
ち
ラ
ぞ

f

・
8

花

、
、

a
-
h

E
え

骨
8

申8
V
E

UV

喰
ん
怠

ん

M
vq
し

暗
号

休
、
専
心
相
縦
し
て
或
は
立て
る
健
一
時
二
部
、
或
は
坐
せ
ば
坐
し
乍
ら
一
高
二
部
、
合
詳
し
〈

E
a
o
h
H
A
b
w
u

叫
ん
主
サ

a
p
e
b
h
E

い
じ
申
書

申
'
'

y
tq

噌
存
叫
ん

叫
ん
J
K

雪
印

力
の
及
ぶ
限
b

念
備
し
、
ま
た
時
に
ょ

っ
℃
種
舟
稲
艇
を
な
す
。
心
に
は
似
を
念
じ
℃
念
々
に
仰

再
食
て
な
守

捻
つ
加

・

n
け
ん
主
A
y
-
-
ヲ

を
見
奉
ら
ん
と
欲
す
る
想
(
見
偽
想
)
をな
ぜ
。

、

z
u

e
雪

W
S
3

帥H
L

に
￡

E
b
ζ

札

L

拍
車
ag
Z

&

且
か
2
1

E
ん
E
ん

E
と

L
H‘

と
れ
が
別
時
行
儀
の
作
法
で
あ
b

ま
す
か
ら
、
如
法
に
之
を
修
行
す
る
都
は
木
々
困
難
の
柑
ゆ
と
息
は

h
w
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，h
v
a
b
z，
‘
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‘
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廊
崎
念
備
の
目
的

• 

• 

れ はら耗2 訓11 と 雛完全はれ
ば然よ 別2 れ大まで云い プ2 ~在ご惟Y ぃし心i12
三ら 時じ ま切主 なふるま家かふ方号て澄.，.Jf]:; 
昧ごば のすなく御c 法E をのに法三、め心工
殺号別2 念1 の元S て霊Z 門1 かい元S でとる念ん
特~ r侍じ 悌去 は租主 は示じ はへと組た あれの f再;三

を を 、 大ま なであたま大t b は 11掠り
ßMi 修; 公修L 絢Z 師 L. '>あるら な師しま前2 、行寄
ちす 55 しにのま b ぺんかがす述き別三儀v
大ま る て 立 御加せまかしら鋲Z O のし
慈ピ目? 、花f 敬と んしら るん西ま 普二 τ 印1ft
誕ず的E 心:共t に o 1こず。 し人: 上主・ 導写用まち
のは を末ミ、保辻、 』とに人三 大t 心Z 「
まn~ 那日 も徒主 よる と はてに 師しし別三|
来 ' 越2 身み としに の 士宅も{事Z 御c 1: 時じ
様Z に をし背主 我h ー 防音にへ 総見2 ま
tL あ もてか 土が狩Ptど 事じ 六バ給E 示U 骨院で
ゐ る は御面 白 は 高E) ぷ、 ののは
遇轟か け: '11 ~ま 孜h なーた 如E 想TflEE 
以 。 ま鰐J; で 宗普々 ( ど寓: 御c 法~ ~とひ 〈
Eド E 乙 しのもの念2 を 二巌1 別三 住まと
すれ とな不J・ 現w{弗去 可1 f 高E 誠?: 時u すも
には \ ν・ J忠2 1え5ι 宗寺 すなは にベ
あ -3 の都21主5 はの ベど 堆た し六
1; -.ド へでで齢者8 しを へ L r時む l
ま前世 てああ 々 ( tζ 0 も らの離S
す主ß~ 進 ~ 1; '>とと \r- 申 Z れ御舟 讃2
。致完 むまはしっ かす な敬t の
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元お し L.... ~か俗i {oc} :t診 。 で則~ R. 
組主 た で れのをも ほ{冒す もつ念k
大ま 如f あば郎防j~ 宣言 く尼に 修を た偽去
師 L. < '> ~子宮はずん 司n な 行雪 もし
は、 まそにずぺ すど しの
極3 す「見1， ' ~ にと 科.?で若‘
言z 0 I時長受ーと御c す τ るあし
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• 

U
ん
5
9
L
申
売

い
せ
ワ

E
&
E
E
&
S

ふ
む
ふ
る
い

管
雪

L
I
C

Z

れ
と
そ
念
働
者
の
大
切
な
る
事
よ
。
と
れ
を
よ
く
習
ふ
ぺ
き
都
民
て
候
。
一
切
の
行
は
所
期

首
‘

Z
A3

ひ
と
な
ん

b
‘
叫
ん

ぷ
q
'
E

る
叫

ん
ぷ
h
y

を
川
仙
ひ
つ
めτ
と
そ
行
ず
れ
。
人
ど
と
に
何
と
も
思
は
で
念
桃
山
巾
す
は
悪
し
S

な
b
o

念
悌
三
昧

唯
ワ
&

f
L

主
C

礎
科
せ
ん
と
そ
所
期
な
れ
。

h
h
f
L
E

‘
ね
ん
よ
q
E
§
U
'

L
I
C

す
a

-

e

て
'

金
主

L

じ
を

s
tv
m
ぽ
定

と
、
私
共
念

偽
行
者
の
所
期
邸
ち
目
的
と
す

.

へS
蕗
を
指
示
し
て
居
ら
れ
ま
す
。
遡
ー
っ
〈
、
元

た
だ
い

L

}

事

み

だ
に
主
ら

い
け
し
ん
主
ん
す
ラ

み
を
し
み
だ
哲
主
ぞ

つ

あ
ふ

ぜ
ん

粗
大
仰
が
阿
掃
陀
如
来
の
化
身
と
ま
で
意
山中
川し
、
そ
の
御
教
へ
は
嬬
陀
の
直
設
なb
と
仰
が
れ
た
菩

a
pだ
い
し
れ

れ
1
1

ν
宮
ナ

色

、
z

b
Z

書
孟
叫
ん
五

つ

f
u
r

-
-品

都
大
師
が
、
「
衣
ム
ザ
の
宗
、
即
ち
故
も
重
ん
ず
べ
き
蕗
は
念

的
三
味
に
あ
A
Y
o」
と
仰
せ
に
な
っ
て
居b

置
い
い
白
梅

畠

h
v

之
官

い
し
ん
#
い
し
ん
竜
ん
書

草
す

a
A
Y
H

V

H
ん
ぷ
AV

ん

ま
す
の
を
拝
す
る
に
つ
け
、
所
開
我
が

二
組
三
代
の
其
糊
紳
の
存
す
る
庭
、
卸
ち
m
離
党
に
念
働
三
味

陸
っ
と
f
w

u
主
』
V
H
V
A
I
-

-。
.
P
C
M
E

を
接
待
す
る
に
あ
b

と
の
仰
窓
が
掃
々
瞭
か
に
な
る
の
を
抱
え
ます
。

窓
た
ぜ
ん
だ
ap
だ
い
し
阻
ん

ぷ
守
宮
川

v
b

-必

ず
た
時
打
也
ん

c
f

ら
f
b

ゐ
川
嶋

監
ゐ
LP
P

区

叉
善
導
大
師
は
「
念
悌
三
昧
は
無
震
に
し
て
即
ち
沌
鍵
な
A
Y
」
「
極
集
は
無
免
岳
犠
駄
な

b

」
智
と

‘
品

を
し
か
‘
叫
ん
よ

AV
E
U

止
と
、
ゐ

e
e
a
'
v
u

仰
せ
に
な
っ
て
居
b

ま
す
。
然
れ
ば
若し
念
仰
三
味
を
得
れ
ば
そ
の
心
の
援
体
は

、

と

b

も
な
ほ
3

c
f
ら
f
a
C

曹

じ
っ

h
k
f
L
uc
-

へ
い
ぜ
J
Z
L
u
v
c
f
b
f

拘
，
じ
h
a，

f
内

L
a
v

ず
棋
幾
で
あ
っ
て
、
そ

の
時
と
・
モ
貨
に
な
共
の
年
生
・
制
打
て
ゐ
る
料
難
往
生
の
果
が

山

総
代
作
ら

軒
札
帽
と
崎

w

e
-
­

我
は
た
ピ
備
に
い
つ
か
あ
ふ
ひ
草

己
、
ゐ

ひ

心
の
つ
ま
に
か
け
白
日
ぞ
な
さ

と
だ
う
え
い

骨
ま
皐
ラ

じ
ぷ
ん
だ

t
じ
だ
い
ひ

再
昔

帯
・

2

た
い

E

の
御
遊
詠
に
明
か
な
様
民
、
自

分
は
先
立
大
慈
大
悲
の
阿
掃
陀
備
に
ゐ
泊
以
中
し
皮
い
と
云
ム
、
此

じ

c
・.
‘Q
H
V

'
h主
ら
い
句
0
・
‘

し
止
包

f

u
，
h
v酌

の
一
事
だ
け
は
心
に
か
け
な
い
日

は
な
い
ぞ
、
と
ま
で
如
来
様
を
K
M幕
以
巾
し
て
念
働し
て
居
ら
れ

-h
止
、
，

h
aEい
レ
申a
u
t
A

ぜ
い
じ
陪
え
'

包
官

縫
い
ぜ
っ

C
L

且
‘

a
v
E
a
p

叫
ん
ぷ
A
v
t

い
ほ
HV
と
f
E
&

ま
し
允
。

叉
、
鎮
西
上
人
は
、
西
宗
要
と
中
す
大
切
な
御
書
物
の
し
恥
に
「
念
働
一ニ・昧
按
特
」
の
事
と

だ
い題

し
℃

. 
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、

一
-
最
畿
新

• 

れ
る
の
で
あ
b

ま
す
o

E
段
、

ん
ぜ
い
ル
宮
に
ん
せ
い
じ

ゆ
え
ラ

E
ト

‘

ん
だ
&

向
、
鋭
西
上
人
は
「
西
宗
婆
」
の
ポ
に
問
答
を
設
け℃

た
ず
ね
い
匡

白
ペ
ワ
ピ
品
ん
wh
A
Y
E
M
V

含
冒

と
免

阻
ん
且
つ

E
W

ん
ぷ
q

E
MV
C

L
I

帯
て
云
く
、
別
時
念
備
の
機
と
は
何
な
る
機
な
る
ぞ
。
答
ふ
、
念
仰
は
是
れ
見
悌
三
味
を
期
(
所

C

宣
伝

‘
，
f

t
曹

t

L

4r

h
H々
み

t
a

ゆ
ゑ
と

み

t
t
愈

司

期
印
ち
目
的
)
と
鴻
す
。
然
る
に遅
く

見
え
給
ふ
が
故
に
、
疾
く
見
奉
ら
ん
が
鵡
に
別
時
の
念

ぷ
ワ

2

8

な
P

ち
ラ
品
く
た

ず
は

い
肱
じ
ん
車

会

叫
ん
ぷ
っ
し

4

3
u
n
A
Z
O

偽
を
用
ふ
る
也
。
(中
略
)
尊
τ
一宮
く

、

尋
常
の
念
働
者
も
別
時
の
念
仰
を
衆
〈
之
を
行
ず
べ
き
やo

E
た

L
b

た
ず
u

h
v臨

b
・

い
い
か

ん

と

仇
ほ
と
ん

f
t

書

t
t

・
5
6

t

答
ふ
、
爾
る
ベ
し
。
専
て
云
く
、殺
ぬ
る
意
如
何。
符
ふ
、
頓
頓
に
(
側
を
)
即断伊
ん
が
鰍
な

曹
ふ
き
ふ

股
ふ
・
'
M
ν
e
A
d

じ
ゅ

山
瓦

b

。
念
念
に
法
が
成
就
す
る

故
な
b

。

と
お
設
さ
に
な
b

ま
し
た
。

と

(四
)

h
vz
'

z

。

h
h
〈

L
E
・
阻
A
Z
q
L
A叩

f

e
e
Z
7

・
s
e
τ
冒
と

S

ι
z
z
u
n

ん
ぶ

し
抽

以
上
の
蕗
に
よ
っ
τ

私
共
念
働
者
の
究
克
の
目
的
と
す
る
蕗
、
及
び
別
時
念
働
を
低
行
す
る
わ

だ
い
克
M
V
C
A
ラ
f

わ
い
f

だ

E
tc

E
‘

L

P

な
MV
E

、
略

ん
だ
い
と
と

句

b
k

け
を
大
館
御
了
解
下
志
っ
た
事
と

m
部
以
ま
す
。

併
し
乍
ら
鼓
に
問
題
と
な
b

ま
す
事
は
、
「
果
しτ
蛇

J
t
、

c
ac

s

ん
ら
ん
し
ん
脚
叫
ん

B
k
t

易
い
る
E

畠

宗
を

E
と

で

E

い

ひ
と
と
と

々
如
き
散
飢
心
の
凡
夫
に
如
来
様に
ゐ
泊
以
申
す
事
な
ど
出
来
る
で
あ
ら
う
か
」
と云
ふ
一
事
で
あ

E
E

ん
と
告
さ
い
と
だ

い
ピ

在
嘗
て
い
b
A
島

hw

A
Y
ま
す
。

古
今
東
西
を
聞
は
ず
、
と
れ
は
一
大
事
で
あ
っ
て
、
到
底
我
等
の
力
の
反
ぷ
蕗
で
な
い
と

L

ん
か

金
持

、

い
た

し
か
耳

U

炉
売

L
と
ぐ
や

M
た
だ
い

し
あ

信
じ
且
つ
識
か
る
、、
の
を
耳
に
致
し
ま
す
。

然
し
有
難
い
事
に
元
粗
大
師
が
阿
揃
陀
備
の
化
身
と
ま

あ
品
、ー

ぜ
ん
だ
ラ
だ
い
L

E
C

&

か

の
'J

S

ふ
ナ

R国

￡
2
H
A
阻
ふ
・
ん
な
・

で
仰
が
れ
党
善
説
大
師
は
、
此
の
事
可
能
な
b

と
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
。

印
ち
「
概
念
法
門
」

の
市
民

・
・

ぢ
舟
ラ
し
A

ま
い
く
わ

ん
五
つ

ま

い

世
主

f

レ
ま

ま
い
ね

A
ぷ
つ
ま

MW

予

し
ん
が
ん
す
な
草
。
ら

か

若
し
定
心
三
昧

(
甑
悌
三
昧
)
反
ぴ
口
都
三昧
(念
悌
三
昧
)
を
得
れ
ば
、
心
眼
郎
ち
開
け
℃
彼
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• 
ー-

ロ
串
ラ
E
S
h
v

レ
宮
C
ん
み
た

て
ま
『

E
と

t
e

-
-は
t
'
E
E
t
E
R
4
Z
E

つ
レ
ま

の
浮
土
の
一
切
の
症
般
を
見
奉
る
事
、
品
く
と
も
窮
議
無
け
ん
。
又
此
の
経
を
以
て
設
す
。
一

さ
い
段
ん
B
‘
し
巴
主
か

n
u
s

u
ι

み
先
て

と

E
L
E
w
u

切
の
凡
夫
但
使
心
を
傾〈
れ
ば
定
ん
で
見
奉
る
の
義
あ
え
リo
知
る
べ
し
。

た
と
ひ

(此
の
義
を

み
章
、
事
目
指

P
Z

あ
や
し

な
広
略
つ
抽
瓦
す

t
昭
島
み
だ
ぶ
つ

ま
い
m
v
寄
段
か

見
聞
す
る
者
あ
b

と
も
驚
S

椛
む
べ
か
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
乃
ち
阿
揃
陀
備
の
三
昧
力
外

f
u

た
ま

均
互

に
加
は
A
Y

給
ふ
が
故
に
。

〈
》
ず
草
間
也
叫

ん
よ
申
立
い
え

じ
吊
ラ
ど
さ
ヤ
レ
宮

E
ん
み

t
E
4

の
一
句
が
卸
ち
そ
れ
で
あ
b

ま
す
。

「
若
し
念
側三
味
を
得
れ
ば
浴
滞
土
の
一
切
の
症
般
を
見
奉
る

E
と
ラ

さ
い
佐

A
』

7
E
E

ぜ
い
じ
ん

ぽ
ん
』
し
か
芯
い
あ

ふ

事
を
得
。

」
「
一
切
の
凡
夫
」
帥
ち
墓
人
な
ら
ゴ
る
凡
夫
、
而
も

「
一
切
の」
と
仰
せ
に
な
b

ま
し
た
。

室
岡
わ

た
C
L
u
e唖
違
い
ぽ

ん
占

‘

し
ん
ち

た
す

Z
E

乃
ち
、
「
私
共

一
切
の
凡
夫
が
、
若
し
一
心
に
な
れ
ば
、
定
ん
マ
」
邸
ち
「
必
ず
」
で
あ
b

ま
す
。

か
苦
晶

み
だ
よ
っ

み

t
t
去

っ
と
と
で

宮
あ

み
だ
去
会
い
ぢ
キ
ラ
尽
き

「
必
ず
阿
捕
陀
仰
を見
奉
る
事
の
出
来
る
わ
け
が
あ

る
。
そ
れ
は
阿
捕
陀
怖
が
三
昧
定
力
と
云
ふ

hお
と
み
，

F
o
b
-
e

だ

窓
い
御
力
を

1
6添
へ
下
ヨ
る
か
ら
夜
。
」
と
。

-
d品
作
品

柑
丸
信B克
い
し
け

っ
た
ふ
じ
惜
し
ゅい
ん
w
u
-ん
し
串
う
乙
、
る
さ
ん
ら
ん
ま
ラ
叫
ん

h
H
E

K

E

炉
た
い

更
に
元
組
大
師
は
「
決
答
授
手
印
疑
問
鯵
」
に
、
「
心
が
散
飢
し
、
妄
念
起

b

て
止
b

難
い
の
は
如

と
ひ

た
い
つ
官
ど
と
己
た

ぞ
だ

何
に
せ
ば
よ
ろ
し
S

や
」
と
の
問
に
針
し
次
の
如
く
る
答
へ
下
3

い
ま
し
た
。

ま
み
串

・9
V
3
A
E

み
T
3
MV'
J

と
f

念
宮
叫

ん

h
H
A
V
e
h

ん
し
ん
脅
し
申
会
い
ト

先
づ
名
搬
を
鳴
ふ
れ
ば
、
名
競
の
徳
と
し
て

、
妄
念
も
自
ら
止
み
願
心
も
自
ら
生
ず
る
なb
o

何

E

ん
は
ん

e

h
ん
ぐ

宏

い

ら
ん
し
ん
と
胸、

MF

E

白
サ

〈

E
t
u

N
Z

ラ
阻
ん
と
て
炉
た
つ

O
R

に
況
や
本
願
の
元
意
は
飢
心
止
め
難
主
者
を
化
ん
が
魚
な
b

o

妄
念
の
止
め
雄
主
に
付
吋
て
も
一

す
ら
に
捻
ん
hる
ん
あ
ふ

S

ん
ら
ん
し
ず
が
克
つ
ひ
た
す
む

-
t
s
ma
?

と

べ

向
本
願
を
仰
V

ベ
し
c

散
飢
の
静
ま
b

難
主
に

付
け
て
も
一
向
に
名
披
を
唱
ふ
可
き
なb
。

b
k
f
し
E
Z
3

ん
れ
ん
包
'
J叫
ん
ひ
た
す
ら

H
ん
ぷ
引
づ
ひ
だ
い
じ
し
捻
ん
令
宏

之
れ
に
よ
っ
℃
も
、
割
払
共
は
散
乱
・
妄
念
の
ま
、
、
、
た
ビ
一
向
に
念
僻
す
れ
ば
遂
げ
作
大
慈
悲
本
願

み
ゅう
が
ラ
加
空
宇

U
F

ん
ら
ん
昔
の
T
V

L
7
S

ラ

叫
ん
加
の
ず
か
や

E
u
r
Lん
げ
ん
ぜ
ゐ

E

と
守
山
々
之

名
競
の
御
力
に
よ
っ
て
散
飢
円
ら
静
ま
b

、
妄
念
自
ら
止
み

℃
三
味
心
現
前
す
る
事
は
、
元
組

対
舶
の
仲
即
時
蹴
の
仲
統

r
よ
っ
て
山
内
し
も
ラ
膨

ひ

な
い
艇
で
あ
b
ま
す
。
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• 
い
9
A
p
h
'
a相i
N"がa
M

--m
念
品
田

• 

• 

• 

主
い
惜
守
と
f

い
か
だ

P
U

し
か

E
V

ぜ
ん
だ
4
だ
い
し

ha
z
z-
L
A
r
~
r
z

l
u

三
昧
礎
科
、

そ
れ
は
如
何
に
も
大
事
で
あ
b

ま
す
。
併
し
乍
ら
善
導
大
師
「
嗣
削

艇
疏
郡
山
官
似
」
に

円
ど
と
ほ
ん
お
う

お
る
さ

Z
H
4

よ
q
L
キ

宣
ペ
ら
れ
し
如
く
と
れ
と
そ
本
宗
の
「
宗
」
と
す
る
庭
、
「
と
れ
と
そ
念
働
者
の
大
切
な
る
事
」
で
あ

L
b
h
k
f
l
r
z

じ
ん

e
q
i
p
h
w
-

b

ま
す
。
然
れ
ば

砿
共
は

三
心
を
具
し

似
K
M
m瓶W
W
K
KM
一
世
以
川
町
し

貯
い
と
1託
料
以
時
し
、

ω

と
な
と
&
ゐ
色
に
し
0

・h

.‘
，h

ミ
ん
草
h
v
L
T

J

-
-
A

ミ

し
加
や

し

I

z
m
r

b
ん
，t

に
栴
ふ
る

路
は
確
か
に
u
o

一
部
ニ
高
乃
至
三
瓜
六
高
、

組
仰
の
御
教
へ
を
栄
杭
に
続
料
し
℃
特

じ
ん

B
K
砂
。
‘

7

Y

ベ
ウ
r

九
人
ぷ
つ
・

ラ

t
λ
1
ノ
、

f
A
い

加
の
ず
b
u
Z

心

主
ふ
今

進
し
、

又
折
あ
ら
ば
時
々

は
別
時
の
念
偽
を
修
し
、
心
身
を
策
峨
し
℃自

ら
筑
肱
せ
らる
K
M砿舵
、

(五
)

. 

定
食
、
ん
ぜ
い
し
暗
号
昆
ん

3

い
じ
ヲ

タ
晋

叉
鋲
商
上
人
は
「
阿
宗
嬰

'
に

噌
存
し

悼
ラ
じ

命
事
み

h両
信

品

向
れ
惜

存
事

責
て
z
q

』
‘

じ
ん
f
B
.
，

b
且

備
は
衆
生
に
見
え
ん

と

思
し
食
す
。

技
は
仰
を
見
奉
ら
ん

と
以
っ
て
一ニ
仏先

一覧
す
る
が
劇
に、

惜
B

徒
主
曹
持
た
ま

な
日

曜
8
0

官
え
ん
宮
中

ラ
し
命

、
古
い
ん

包
吋
み
た
邑

Z
A
P-
;

、
，

仰
誕
の
時
に
昆
ふ
給
ふ也
。

(
仰
の
)
一ニ
力
の
絡
も

、

行
者
の
正
悶
を
待
て
凡
え
給
ふ
。

行
者の
配

巾
s

w
o

io
骨
内
ゑ

b
k
z
e
q
u
Z
H
A

酔
Rb
e

な
曹

込

働
の
加
敏
力
の
故
に
見
奉
る
因
縁
必

ず
具
す
る
也

》

・6
F
E

九
ん
む
a
Z
U
由
主
。

ぷ
q
L
A
w

hい
じ

し

E

札
の
た
忠
暗
ん

だ
aヨ
だ
い
L
L

T

誠
に
蹴
無
P
4誇
経
に
は
「
仰
心
と
は
大
慈
悲
ハ
止
な
b

」
?
と
日
給
日
、

善
導
大
師
、

亦
初
等
に
鮒
へ

煙
車
し
怖
じ
ラ
加
や

E

脅
τ
が
ら
叫
ん
よ

AYし
中

心
=
'
か
げ

ど
と

C

・4

た
ヒ

R

て
、

仰
と
衆
生
と

は
親
子
の
間
柄
に
し
〈
、

念
的
者
に
は
形
と
影
の
如
く

穫
が
酌
を
宮
れ
縦
ム
。」と
。

さ
れ
ば
一
別府対
臨
も

「
討
のおに
か
け
ぬ
恥
ぞ
な
主一と
む飢僻
せ
ら
れ、航
町品
川
んが
「仰
川
弘
山
町川
町

再

調
叫
し
的J

1

山
じ
命
令

S
K
L
R

胃
F
M

叫
ん
よ
q

P
9
4

ひ

--
P
E

Mrん
し
，
、
，
ふ

に
巡
っ
屯
や
ら
う
と
思
干
す
。
来
生
も

亦
ゐ
慕
ひ
申
し

て
念
備
す
る

時
、
越
に

一親
子の
因
縁
和
制
し

三
艇
を
航
して対
貯の
附
胤wr
w
仰
をr
k如
何る
叫
」と
一子
dれ
し
、

仰
に
三
脱
出
酌
紛
の
肌
胤

恥
ゅの
仇W
W飢

克
V

車
会
だ
い
争
時
‘
ち
え

へ
唯
、
頂
戴
受
持
せ
ぎ
る

を
得
な
い
の
で
あ
b

ま
す
。

• 
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し
ん
叫
ん
・

う
た

b
か

e
h
z

pc
f

ら
f

じ
串
ラ
ぷ
q
u
E，ろ
す

h

u
r
tu
t

信
念
を
以
て
他
に
煩
ち
共
生
極
集
成
偽
道
の
一
路
を
準
ま
せ
て
頂
き
・
皮
い
も
の
で
あ

b

ま
す
。

Z
E
E

ん
g
E

事

E
と

h
た
〈
L
E
‘

叫
ん
よ
q
ぜ
い
f
h
や
ま
も

e
h
h
v
z
k

ラ
む
ん

す
畦
恒
包
・

5
t

最
後
に
一
言
中
上
げ
党
い
事
は
怠
共
の
念
働

生
析
に
於
て
最
も
大
切
な
用
心
、
仰
ち
「心
構
へ
」

じ
ひ
品
加
串
い

E
W
ん

h
k
f
L
E
‘

R

易
会
的
ん

止
し

E
H

4
2

t

L

ド

は
、
「
慈
悲
の
附
漏
陀
仰
今
現
に
花
共
の
其
正
面
に
柁
ま
し
て
謎
念
し
給
へ
ば、
速
く
心
服
聞
け
て

再
t
v伐
置
い
た
て
ま
つ
冷
し
た
'
・
宜
伸
ん
ぷ
守
谷
宮

C
ん
乞
を
た

r

た
総

そ
の
地
吾容
を
奔
し
恭

b

皮
い
と
お
慕
ひ
巾
し
l

見
悌
想
、
一
言
に
し
τ

申
せ
ば
『
助
け
給
へ
』
の

b，
‘
曽
駒

い
2

哲
ラ

持
先

τ
t
q

い
@
守

山
じ
ん
む

宮

2
u
'
'
h
u

ヲ

U

Z

思
び
|
蹄
命
想
に

住
し
て
」
見
奉
ら
る

L

と
否
と
に
拘
ら
ず
、
尋
常
、
別
時
、

臨
終
と
、
時
節
の

如
倣
に
船
せ
ず

P

一 た

聞
に
鍛
航
す
る
較
で
あ

b
ま
す
。
乙
の
釈
は
税
特
に
総て
艇
も
封
λ
ず
ぺ
S
五
時

3

で
N
g

'

w
つ
ま
じ
惜
し
悔
い
ん
ぴ
‘
ん
奄
ラ
げ
〈

h
ん
し
梅
宮

市
官
官
し
主
い

a，
ち

E
q
耳
目

V
3
e
・

相
停
の
一
重
な
る
決
答
授手
印
疑
問
紗
下
巻
の
「
コ
一種
行
儀
彪
」
と
云
ふ
中
に
も
判
然
と
「
行
協
は

じ
ん
車
会

Z

U
P

ん
じ
ラ
し
を
主

B

ゐ
;

3
2

2

去

3

3

号
事
ま

3

じ
ん

尋
常

、

別
時
、

臨
終
と
三
極
限
(れ
ど
も
蹄
命
想
郎
ち
見
的
想
に
住
す
る
心
構
へ
!

用
心
は
同
じ
か
る

・・
・
山

r
s
b

ぜ
ん
u
w
h
'
だ
い
L
f
h

ん
e
a甲
う
た
ぢ
中
ラ
ぜ
ん
智

也
J
V

ペ
し
」
と
仰
せ
ら
れ
て
肘
b

ま
す
。

延
伸
作
普
導
大
師
は
「
槻
経
疏
定
普
義
」
の
中
に

桃
山
間
借
γ
殺
しτ
叫
似
氏
側
を
服
ふ
れ

ば
、
例
飢γむ
を
山VS総
ふo
h
p
似
に
側
を
舵
似
γ
れ
ば
、

ず
は
陪

E

札
み
た

E

C
、
，Z
H

晴
存
叫
ん

惜
良
品
目

E
札

L

た
玄

L
4

じ
キ
'
ほ
と
け
?
叫
ん

邸
ち
之
を
見
給
ふ
。

心
常
け
い怖
を
念
ず
れ
ば
、

偽
卸
ち
之
を
知
b

給
P
A。
衆
生
仰
を
抵
念
す
れ

し
ラ
じ
舟
哩
缶
ぐ

U
ん
克

志
惜

S
L

ラ

じ
キ
ヲ
と
ふ
事
ひ
陸
軍
九
怖
且

L

ば
、
偽
も
ま
た
衆
生
を
憶
念
し
給
ふ。
偽
と

衆
生
の
三
業
は相
捨
離
せ
ず
。
か
る

が
故
に
親
縁!

航
れ
ず
の
M
m
s
鵬
慌
で
ある。

と
、

ふ
机
へ
刊
遣
い
ま
し
党
。
一
別
府
一
太
郎

の
、

献
比
鰍
げ
ま
し
だ
一
体
都
艇
を
黙

し
ま
し
て
も
、

艇
に

ι
Fん
ふ
か

そ

の
戚
を
深
う
す
る
も
の
で
あ
b

ま
す
。

明
合
u

e

­

わ
れ
は
だ
い
、
備
に
い
つ
か
あ
ふμ
草

C
-
ゐ

U

心
の
つ
ま
に
か
け
向
日
そ
な
S

i・
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じ
だ
い

か

一
、
時
代
の

感
じ

h
E
E

向
E
九

L
A
ぷ
A

A

L

E

ひ
と
'
T

ぜ
い
〈
h
v

定
前

私
は
此
頃
よ
く
新
聞
な
ど
誠
A
で
ゐ
て
、
あ
の
支
那
の
人
φ

の
生
活
の
と
と
を
考
へ
党
b

、
ス
ペ

伊
ん
f

齢"
な

か
す

E
n

--.
，
、

崎
市
いf
h
り
か
ぶ
川
だ
い
川
だ
い

イ
ン
の
職
耐
の
小
で
過
し
て
ゐ
る
人
々
の
生
前
の
と
と
が
考
へ
ら
れ
る。
そ
し
〈
そ
の
時
代
時
代
に

ド
‘
J
1
f

h
E

h
い
守
叫
が
官
』

v
f
b
uy

島
宮
守

H
M

ょ

っ
τ
、
人
々
は
過
去
に
於
て
は
考
へ
る
と
と
も
な
か
っ
た
生
活
を
味
は
う
も
の
だ
と
シ
ミ
ジ
ミ
考

ζ
ん
に
ち
じ
だ
い
サ
ラ
か
ん

'

E
L

・

へ
る
o

そ
し

て
今
日

の
時
代
ほ
ど
そ
れ
が
痛
戚
遣
れ
る
と
と
が
な
い
よ
う
な
心
ち
が
す
る
。

M
r
z
-
偉
い
f

h
ワ
ラ
ち
し

き
宗
克

C

雪
い
究
都

そ
し
て
今
の
生
活
の
中

で
枇
合
大
衆
は
ど
ん
な
に
生
き
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
芦
ら
う
か
と
考
へ
る

わ
た
し

E

の

W
ん
だ
い
じ
ん
縫
い

f

わ
っ
き
九
f

且
っ
と

の
で
あ
る
o

r
か
ら
花
は
好
A
t
現
代
人
の
生
活
記
録
を
誠
む
と
と
に
努
め
る
。

p
t
睦
勿
時
一γ
E

へ
か
じ
だ
い

h
M‘‘

F

司
炉
事
ん
ま
つ
官
ぜ

う
'
且
ふ
事
ん
噌

つ
ぽ
ヲ
，
ち

静
と

此n
方
丈
記
が
古
か
れ
党
時
代
を
川
山
ふ
時
代
、
ぞ
れ
は
平
安
末
期
の
焦
胞
と
不
安
と
絶
訟
の
小
に
人

一

粧 • 

• 

金~b
E遣い

a 

生:
• 

、

活ら
島 ' 

野

積
、

r 群
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4の〉tる

怠3無82E 令
い

い
と

￠
寂
怖

と
'
t

c
s

・5

主

L

都
合
の
位
脱
ν
ι
b
f
慨
が
苫
び
し
い
と

言
つ
τ
、
都
合
の
人
々
に
心
の
窓
が
な
い
と
と
だo
都
市

だ
'
乃
で
書
店
電
号

E
，
a晶
も
で

・・
企

L
E
Z

f

向

f

暗

計
笠
は
企
だ
℃
ら
れ
、
よ

い
道
路
が
出
来
、
よ
い
小
公
闘
が
出
来
、
都
市
の
線
化
が
企
だ
て
ら
れ
る
。

c
・
1
q
z
r

・0

3
&
'
T
M
3

〈

h
q

そ
れ
は
炉
併
に
明
る
い
よ
う
だ
o

だ
が
心
の
窓
は
明
け
ら
れ
や
し
な
い
。
人
々
は
生
活
に
迫
ひ
ま
く

'
I

み
和
た
し

と
a
JR
申A
V

ら
れ
、
不
安
と
焦
慮
に
身
を
け
づ
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
私
は
東
京
の
ダー
ク
・

サ
イ
ド
を
見
だ
と
と
が

事
暗
ん
ほ
い

い
ん
を

モ

E
0

・E

，
主
ひ

&

L
Y

ヲ

ん
し
ふ

あ
忍
。
あ
そ
と
に
は

公
然
と
賀
濯
が
あ
ふ
れ
て
居
b

、
そ
と
に
心
の
窓
を
失
つ
党
人
々
が
雲
集
し
℃

み
モ
‘
。
三

E

，
h

ひ
と
A
Y
L

か
，

F
S
u
h
y

h
q

ゐ
る
。
私
は
あ
れ
だ
け
を
見て
も

、
心
の
窓
を
失
つ

党
人
々
の
不
幸
を
考
へ
る
の
だ
。

よ
い
生
活
、

圭
ラ
f
c

u
vん
S

ん
ふ
か
ヲ
ぜ
い

f

b
A
Y
守
録

h
t
b
社
、
い

C
4

明
る

い
生
活
を
思
ふ
時
、

一
一
層
階
い
陰
惨
な
不
卒
の
生
活
が
考
へ
ら
れ
る
。
私
法
の
生
き

る
心
は
そ

'
'
"

q
t

し
ん
U
Z

の
ど
ち
ら
の
中
に
も
強
〈
佼
潤
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

・
・か
た
い
串

a
，

s

館
山
仰
の
信
郎
ず
も
町
じ
と
と
で
は
な
い
か
。
ど
ん
な
に
明
る
い
太
陽
が
サ

Y
サ
y
と
降
b
を
Y
い

じ
た
い
か

宮
ふ

か
う

す
〈
ぜ
い

f

b
つ

で
も
そ
と
の
生
活
そ
れ
自
韓
民
限
b

な
い
不
幸
が
築
食
つ
℃
ゐ
る
と
と
は
、
どん
な
に
そ
の
生
活
を

,
d

‘,
a, 

不
幸
に
し
て
ゐ
る
と
と
か
。

在
ろ
か
せ
い
〈

b
合
、
，

u
r
E
'
a

〈
か

w
u

私
制
止は
そ
う
し
た
不
幸
の
生
活
の
中

で
、
生
S

る
努
力
を
つ
ビ
け
ね
ば
な
ら
向
。
そ
乙
に
限
b

な

た
か
ず

-
e.，
B
'
h

た
し
た
ち
ぜ
い

い
帯
航
が
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
を
地
へ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
モ
乙
に
限
b
な
い
関
与
が
あ
るo
私
達
の
生

h
m，

h
aん
p

え
ど

C
ん
f

じ
'
a
，
E

己
、
ao
h
h
t
h

u

じ
だ
i
v

伊
仰
が
あ
る
。
そ
と
に
も
厭
離
械
土

、

欣
求
浄
土
の
心
が
し
み
わ
党
る
で
は
な
い
か。
ね
は
今
の
時
代

C
4
C

4

‘c
e

し
ん

h
hh
L

L
串
忌

柄
ぜ
い

と
そ
、
と

の
心
を
人
々
が
心
か
ら
心に
し
み
わ
党
ら
せ
る
時
だ
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。
私
は
枇
曾
生

二
、
山町Mwwh
gき
て

• 

• 
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に 詰?
の'
毒5
編?
の

た
め

一
-
-
w九四a，

.
E・

希
望
は
消
へ
ぬ

• 

く
ど
く
除
い
て
和
党
よ
う
に
倒
的
の
船
併

山
知総
炉
川
町

一般
に
む
い
船
併
で
は
な
く

τ
、

か
併
にW
Mい

品
為
ん
じ
だ
い

た
札

持
‘
酌
足

E
t
f

h
q

ち

不
安
の
時
代
で
あ
る
と
と
は
維
で
も

が
身
を
以
っ
て
味
ひ
っ
、
、
あ
る
。
今

、

と
う
し
先
生
活
の中
で

‘
と

晶

ず

L
q
t
E

A
a
λ
&

.，

Hv
a
p
s

，
‘

求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
明
日

比
死
よ
b

も
強
い
困
難
が
せ
ま
る
時
で
も
、

一
つ
の
理
想
に
燃
ゑ

τ
、

だ
ん
か
い
だ
ん
か
い

畠
申

c
・
ゐ
と

L

ぜ
い
f

h
A
V
号
、

ひ
っ
え
宮
市

一
段
階
一
段
階
づ
っ
歩
み
つ
い
、
け
る
心で
あ
る
。

都
市
の
生
活
の
中
に
も
そ
れ
は
必
要
で
あ
る
。
最

・
〈
ん

M‘
h
v
fh
ヮ
・
句
'

ひ
っ
え
a
3
h

た
f
L

E
，

z

a
a
u
t
b

B
'
E
a，
L
串

ラ
ち

c
・
‘
。
叫

ん

村
の
生
活
の
中
に
も
そ
れ
は
必
要
で
あ
る
。
花
は
工
場
で
働
く
勢
働
者
の
中
に
そ
の
心
を
念
ず
る
。

の
ラ
を
ん

n
t6

HV4
町
ヲ
号

、

巴
‘
‘o

u
'
M

h
f
r
ν

曽
ん
，
え
ど

っ

農
村
で
働
く
貧
農
の
中
に
そ
の
心
を
念
ず
る
の
で
あ
る。

私
は
そ
れ
は
厭

離
職
土
に
微
し
な
け
れ

=
一
、が
w
wを合
さ
おりん

f

h
n
y
U
ん
よ
m
y
q
k
h
v

と
町

h
N・

活
記
念
怖
が
ど
ん
な
に
強
〈
ア
ツ
ピ
l

y
す
る
か
と

・E
へ
ば
、

そ
の
時
で
は
な
い
か
と
U
ふ
。
よ
か

し
ゃ
〈
わ
い
つ

f

ド
A

t
y
'
h
4

w
ん
智
内

‘

ん
だ
い

昔
ん
，

え

ど

っ
主

に
ん
し

首
位

社
A
Wを
作
る
允
め
に
は
人
々
の
心
の
建
設
が
問
題
に

な
る
。
厭
離
職
土
の
強
い
徳識
は
、
駅
な
る
未

ら
♂
h
a，
U

4
a，
し
お
ラ
ぉ
‘

F
ん
じ
ワ
守
主
は
位
。

L

凶
草
。

来
往
生
の
思
想
で
は
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
現
貨
に
強
く
働
き
か
け
る
と
と
を
主
張
す
る

の
で
あ
る
。

抑
制
へ
る
と
と
の
な
い
伽
抗

、

前
一
般
と
鯨
訟
の
郎

践
に
の
た
く
る
刈附
飴抗
、
そ
れでよ

わ
た
し
た
ち

勘

で

E
E

〈

い
匹

陀

い
の
だ
ら
う
か
。

花
蓮
は
そ
と
を
抜
け
出
る
允
め
に
あ
る
た
け
の
努
力
を
す
る
。
そ
の
生
き
る
誌
が

位
ん
z
q

-n
O

T
M
r

念
備
す
る
者
の
姿
で
な

く
て
よ
か
ら
う
か
。

L

tp
C

ん
《
じ
中
ラ

E
B

宮
縫
う
つ
主

主

，

き

w
f

然
か
も

欣
求
滞
土
の
燃
え
る

希
望
は
ど
ん
な
に
強
い
暦
力
で
も
消
や
す
と
と
が
出
来
な
い
の
だo

h

釈し

は
そ
う
し
た
即
艇
と
鰐
蹴
を
都
似
し
だ
世
猟
が
、

併
の
比
小
山
九
に
ど
ん
な
に

骨

時
し
い
ム
炉
問
却
で

の
む
‘

あ
る
か
を
述
べ
党
い
と
必
ふ
。

• 
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ι
M‘
ヰ

-
e
H
V
E
，
h
h
f
τ

品
え
っ

'
bb
w
A
E

じ
ん
t
E

主
事

ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
そ
れ
は
身
に
つ
い
党
一
切
の
恨
惑
を
超
越
し
て
、
換
言
す
れ
ば
個
人
的
闘

ミ

し
ん

T
T

ん
た
い
と
P
L
t
向い
E
E
e

ま

E
a
，

b
?
?

号

ゐ

あ
睦
い

E
L
z
a

却
す
心
を
捨
て
て
、
争
刷
版
的
枇
命

H

的
な
共
同
の
幸
一
刷
の
た
め
に
心
を
令
せ
る
と
と
に
な
る
。
今
の
枇

A
W

た
い
Z

尽
き

E
う

か
ラ
ふ
f

い
町

モ
・
0

E
ん
e

じ
申
ヲ
E
U
q

ぜ
ん

で
大
切
の
と
と
は
そ
れ
で
あ
る
。

共
同
の
幸

一澗
を
祈
る
心
が
欣
求
滞
土
の
貨
践
に
な
る
の
で
あ
る
。

ae
'
B
'

E

じ
ん

ι
ん
h
f

い
や
な
闘
却
す
が
っ
ビ
け
ら
れ
る
と
とは
倒
人
の
恨
惑
があ
る
か
ら
で
あ
る
o

そ
う
し
だ
酔
黙
を
創
部
宋

L

ん
じ
っ

昔
ん
p
c

、
ゐ

す
る
と

と
が
異
質
の
厭
縦
の
心
で
あ
る
。

阻
ん
z
n
v
e

・
か
い

HM
ル
示
つ

a
a
E

ε
、
ゐ

己
乙

と
号
事

a
，
ぜ
か
い

念
働
の
世
界
に
、
念
偽
を
唱
え
る
心
に
、

そ
ん
な
個
冷
の
斗
容
の
世界
は
い
ら
な
い
の
で
あ
る
。

砂
金

じ
市
ラ
ど

叫
ん
ょ
っ
し
串

廿
か
い

一
つ
の
滞
土
が
念
働
者
の
世
界
で
あ
る
。

〈
L
R
-ち

ぜ
い
f

h
q

む
か
い
話
会

ue
h
H
f

ね
ん

巴
、
E
q

t
f

と
・
・

&
'
B
a7

私
達
の
生
活
の
中
氏
浮
土
を
憶
念
す
る
心
が
起
き
て
来
る
時
、
す
べ
て
の
い
や
ら
し
い
闘
守
は

L

7

h
k
f

し
花
巧

f
q
a，

k

l

.
き
E
ラ
か
う
品

f
f
H

ん
・
・
健
か

い

す
て
ら
れ
る
。

静
か
に
花
法
は
そ
の
苦
痛
に
構
え

な
が
ら
も
共
同
の
幸
瓢
の
だ
め
に
撤
苔
の
世界

u
r
q
A
L

キ
'
る
い事
い

晶、
M
v
fh
m
v
て
ん
か
い

民
生
き
ら
れ
る
。
そ
と
に
強
い
枇
合
愛
の
生
活
が
鹿
開
遣
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

阻
ん
ぷ
q
L
4

ぜ
い
f

h
AY
在
H
F
E
H
V
L

4
4
bい
ふ

芯
ん
ぜ

'
O

K

念
偶
者
の
生
活
態
度
は
そ
と
に
生
か
3

れ
る
の
で
な
い
か
。
粧
台
が
不
安
と
焦
慮
の
と
b

と
に
な

と
き

2

ぷ
唱
し
申

噌

?
g

L

申
告

t
f
h

っ
し
だ
ラ
仲
ん

‘

g
w

ん
て
古

っ
て
ゐ
る
時
、

念
悌
者
の
生
活
か
す
べ
℃
の
粧
台
生
活
の
指
義
雄
を
持
つ
ま
で
に

、

そ
れ
も
強
権
的

己
、
ゐ
巴
‘
る

っ
た

じ

a
zん

ラ
貰

い
・
お
らロ

ゼ
い
，
、
h
q

に
で
は
な
し
に
心
か
ら
心
比
停
は
b

、
自
然
に
打
ち
党
て
ら
れ
る
と
と
は、
ど
A
な
に
大
衆
の
生
活
に

阪
v
m山
川
を
仰
向
へ
る
之
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ら
ラ
か
。

克
u
f忌
会

モ
ゐ
怠

E

a
v
b

・

そ
と
は
大
衆
の
心
の
窓
は
聞
か
れ
る
の
夜
。

A

し
ん
か
ラ
ラ
'
h
z
'
L
t
u
A
T

ん
た
い

ち
t

a
'
L

舟
毛
主
主
主

E
ん
e

S
A
V
a
e

強
い
信
仰
述
動
が
粧
A
Wみ
一般
の
カ
に
な
る
時
、
そ
れ
は
一
つ
の
枇A
W的
力
で
あ
る
。
欣
求
滞
土
は

L
ん
し
キ
〈
ねい

仲
ん
ザ
ワ

加
除

ぜ
い
し
ん
t
B

そ
晴
E
q
f

z

か
く
し
て
、

新
枇
A
Wの
建
設
に
大
き
な
精
紳
的
礎
石
を
作
b

上
げ
る
と
と
に
な
る
。



占色一一 絵 < 8.e) 批一一ー，

部
総
品
川
山
v，
r臨

料
配
鋲艇
の
史

h
k
f
L

司
官
仲

A
7
nん

t
，

K
弔

私
は
之
、

で
次
の
結
倫
に
到
達
し
た
。

b
曹
三
陸
ム
叫
ん
し
⑩
ラ
巴
ん
ね
ん
ぷ
ヲ
‘

い
か

L

Z
b
い
ぜ
ん
た
い

t
M

宗
組
法
然
上
人
が
念
怖
を
以
っ
て

、
如
何
に
世
曾
争
鰹
を
考
へ、

，、。
，a
e
a
v
n
ん
い

光
明
を
念
じ
た
か
と
言
ふ
と
と
で
あ
ε
。

ゐ

拡
ふ

怠
る
ぞ

E
L

K
L
'

『
あ
と
を
一
廓
に
しむ
れ
ば
遣
法
あ
ま
ね
か
ら
ず
。
予
が
遺
跡
は
諸
州
に
遍
満
す
べ
し
。

ね
ん
五
q
E

う

r
中
ラ

e

ι
a?

と

〈
怠
げ

t
p

n
ん
Z
9
L

抽

ん
と
・
なれ
ば
、
念
怖
の
興
行
は
愚
老
一
期
の
動
化
也
。

ヨ

れ
ば
念
備
を
修
せ
ん
と乙
ろ
は
、

冷
ん

か
い
じ
ん
智
k

じ

論
ぜ
ず
、

海
人
漁
ん
が
と
ま
や
ま
で

も
、
み
な
と
れ
デ
が恐慌な
る
ペ
し
。
』

C

申
ゐ
信
念

己
主

匝
ふ
れ
ん
ぼ
告

し
品
い

ラ
怖
い
昔

E

極
ね
ん
よ

q
L
串

と

れ
は
御
遺
跡
の
事
に
つ
き
法
蓮
房
に
示
遣
れ
た
る
有
名
な
御
詞
で
あ
っ
允
乙
と
は
、
念
悌
者
は

佐
久

し

誰
で
も
知
つ
τ
ゐ
る
。

僻
か
も
和
燃
は
税

b
、
船
併郎総
ρり
紘
慨
は
燃
に紡
し
い
航
慨
に
燃
て
、

と
れ
を
ど
ん
な
恥
備
の

‘

&

@
白
が

い
な
￡

克
い
幽三
位
ず

下
で
考
・へ
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
雷
ふ
と
と
が
何
よb
も

大
切
の
笹
で
あ
る
。

私
は
そ
れ
で
く
い
とく

内

町

そ

の
之
と

を
述
べ
τ

来
た
。

L

4
'る
い
再
h
v

枇
AW
愛
と
、

A
Y町

f
b

喝

次
に
来
る
世
界
の

ゆ
主主唱へ
賎1 い
を か

四

念
悌
の
時
代
性

し

命
〈
む
い
ぜ
い
f

h
q

曹
ん
悼
ん

叫
ん
ぷ
AV
L
4

』

す
、

郎
ち
念
備
は
今
日

の
枇
合
生
活
の
前
面
に
ま

で
、
念
働
者
に
よ
っ
〈

押
し
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

阻
ん
ぷ
AY

ぜ
い
f
h
AY
E

ん
に
ち
し

@
〈
宮
‘
HV
4
8

す
忍
ど

砂
ほ
ん
し

串
f
E

い
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
念
備
の
生
活
が
、
今
日
の
魁
合
生
活
の
鋭
い
批
判
の
尺
度
に
な
ら

ね
ば

5

し

や

せ
い
s
g
L

芝
b
E
L

宮
ぜ
い
〈
き
し
ん
じ
っ
ぜ
か
い

昔
レ
す
、

な
ら

な
い
の
だ
。

念
働
者
の
生
活
は
枇
合
大
衆
の
生
活
を
そ
とJ
し
て
異
質
の
世
界
に
押
進
め
る

.

ρ
イ

ロ

ッ
ト
で
な
貯
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

• 

. 
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と大主
党会k

'.乙
奥Z
，、

.Q 
-・芯i

• 

取:念2
会主傍若
一一，

は
ltl: 

I~ 
e納

. か
引
と
そ
お
艇@
即
断山

ふ
-Z

昔、，
，
孟
・

MP

L
A
YW
品

し
ん
町
ん

‘z
u
哲

志
ん
し
ん

p
t

‘

町
阻

ん
五
つ

不
安
と
焦
慮
に
2

、

車
、

飢
餓
と
失
業
に
坤
吟
す
る
大
衆
に
安
心
と
光
を
あ
た
へ
る

者
が
念
備

し

-

z
s
z

者
の
淳
行
で
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
の
だ
。

い
し

拍
車
。

予
定
叫
ん
1
E

『
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
と

言
ふ
主
張
が
観
念
的
で
、

ピ
ン
と
と
な

い
な
ら
ば
、

ジ
ツ
ト
眼
を

向

阻
ん
s
q

島
、
店
ふ
叫
ん
レ
官
民
ん
告
早
急
守
柑

M

MZ
叫
ん
L
宮
に
ん
み

・

と

じ
我
が
念
備
の
組
法
然
上
人の
御
詞
を
ご
ト
考
へ
る
と
と
だ

。

法
然
上
人
は
身
を
以
つ
〈
そ
れ

L
帥

f
u
ι

じ
だ
F
L
a
m
g
b
い
へ
ん

τ
ん

h
v
h
E
L

む
し
ゃ
ぶ
企
壱

を

示
し
℃

下
ヨ
っ
た
は
づ
だ
。
そ
れ
を
時
代
と
舵
舎
の
灘
轄
と
言
ふ
歴
史
を
無
視
し
〈
考
へ
る

時
に

阻
ん
S
A
Y

ち
つ
を
f

u
い
ぷ
っ
し
申

L

4
4
bH
P
E

ん
じ
だ
い
て

・

念
備
は
窒
息
す
る

。
念
働
者
は
赴
合
の
反
時
代
的
ピ
エ

官
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。

っ
し
キ

L
t
a
k

官
隊
守
て

ん

昼、
ん

是

U

だ
い

じ

主
会
事

ち

た
、
叫
ん
ぷ

ワ

念
偶
者
は
枇
曾
の
正
し
い
後
鹿
の
線
に
泊
ふ
て

、

そ
の
時
代
と
そ

の
事
情
の
中
に
正
し
く
念
備
を

巳
ん
事
ゐ

z
uv
L

4
，、@
H
F・-
v

'

ぜ
ん

L

h
ん
，

・
4

ど
じ
だ
い

r
t

区
ん
し曹

押
し
す
‘、
め
る
人
類
愛
と
枇
合愛
に
燃
え
る

職
士
で
あ
ら
う
。
岡
崎離
識
土
と
時
代
々
々

に
認
識
し
つ

し

a
Tイb
LV
悼
ん
ぜ
両V

U
A
YB
る

し
ん
じ

っ
と
ん
供
、
じ
・

9

E

‘、

、
新
し
S

枇
舎
建
股
の
熱
情
を
異
質
と
め
て

欣
求
伊
土
す
る

の
で
あ
る
。

同
ん
ぷ
9
S

山
市
げ
ん

U
9
L

す
れ
い
た
い
沿
宮

‘
芝

8

・
宮

U
ん
』
噌

i

L

・

念
偽
の
川
町
ぴ
が
、
現
貨に
枇
合
大
衆
の
生
活
の
総
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
念
備
が
枇

E

，
ま
し

ゃ
島
い
ぜ
ん
尭
い

け
ふ
E
a
，
f

b

併
山b脱
一υ献
パ
円
安
で
ゆ
き
わ
党
る
努
力
は
、

そ
れ
は
枇
令
会
組
の
協
同
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

づ
だ
。

L

恥
毛
い
z
e
e
ふ
r
う
f
軒

げ
ん
陪
や

し

土
台

hFい

z
e

ず
、
し

ゃ
畠

主
い
f

b
申
W
」r
k
や
し

む
ね

ん
ま
し

+

枇
曾
的
拡
同化
は
現
代
の
枇
合
に
於
て
最
も
進
ん
だ
魁
曾
生
活
形
態
を
指
示
し
て
ゐ
る

。
念
偽
者

し

島市
〈b
い
縫
い
f

h
q
E

ラ

a
Fラ
叫
ん

S
A
7

は
乏

の
一
世
曾
生
活
の
方向
に
、

そ

の
念
備
を
押
し
す
‘、
め
る
之

と
声
。

供
ほ
どM
m
mは船M
N
m
m

や
慨
を
船mw
u
し
て
ゐ
易
一
蹴
は
な
い
。
ル
小
山
川
町
m
m酌於
にM
艇
は
膨
応
し
よ
う

じ

留品
い
か
い

眠
う
食

M
h
U

首尾
M
V

4
f

し
ん
叫
ん
ぷ
?

・
l
ひ
と
モ

ゐ

と
し
〈
ゐ
る
o
z

の
時
代
か
ら
解
放
昌
れ
る

新
し
い
時
代
の
躍
進
の
た
め
に
念
備
が
人
の
心
に
し
み

'

阻
ん
h
w
x

わ
だ
る

と
と
が
念
願
遣
れ
る

の
で
あ
る
。
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女一一 (84) 一一 位

船
艇
川
町
民

• 

• 
H
V玄

hHほ
主
た

今
か
ら
大
凡
一

一

け
ん
ぜ
ん

千
五
百
年
前
、

い
ん
ど
し
巾
一

d

せ

印
広
に
出

世
せ
内
れ
-1. 

在
九
引喧
h・
レ
hZ
主
ん

.

、
ι仰
戸
市V
・
r
t
r
+
凸
、

J
J
I
e

恥
ィ
4
3
t

叫
ん

f
'
ea町、

六
年
の
北
行
を
つ
ま
れ
℃

• 

j季g

土ど

開と

'.!.I \, 
刀ミ写

江

藤

;設

英

• 

女: ず
み
睦

A
ve
-
-

ふ

件
、

U
L
-

­

税
附
恥WMMの
耐
附
払
ら
晴
れ
わ
だ
る
月
を
仰
円
、
、

。

コ
ン
hy
y
l
ト
の
道
の
す
み
で
も
虫
が
鳴
い
て
ゐ

-

一

t
ド
ー
し
し
宮
E
L

，
p
i
pず
う
た

眠
ι

れ
》
ぜ
か
い

す
品
加
な
ぞ
ゐ

』

る
。

劃
然
い
円
七
川

の
r川
町
艇
の
歌
が
腸
ま
で
し
み
て
く

る
コ

世
界
の
ど
と

の
附
か
ら
も
、

同
じ
心
で
ジ
ッ

一一

f
円

P

-

H
L
E
っ
し
串

C
‘ゐ

h
H
E

C

る
か
な

‘

一

ト

時
似
を企
き
る
念
働
者
の
心
が
想
は
れ
るの
で
あ
る
。

ど
ん
な
に
苦
し
く
と
も

、

ど

ん
な
に
悲
し

- 一

ー

だ
ま

語
、
，

よ

か
ん
草
う

り
u

f

じ
し
ん

一

く
と
も
、
来
る
酌
まで
、
獄
っ
て
進
む
の
だ
と
誓
び
・だ
い
戚
情
が
胸
に
と
み
あ
げて
来
る
。

無
心
に

一 一

昨
く
蛇
のや
が、
邸L
E
何
回
つ
イ
・
回
戦
以
の
恥
げ
に
ゆ

く
附
附
の尉
訟
のよ
う
に
術
は
れ
た
b
す
る
。

一

件
だ
っ

B

ふ
F

ゐ
壱

h
H
E
C

Z

脇町
かに
秘
か
に乙
の
翻
ひ
を
飽
す
ま
い
ぞ
。
月
は
深
ん
だ
秋
を
思
は
せ
る
よ
う
に
照
ら
し
〈
ゐ

一
一

。
品
目
つ
会

る
o

ハ
十
月
二
日

〉

. 

性
• 

ー
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女一一
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一一位(85) 

あと 機e
はそ級交
しの 11
た E持人主
図工に.l<~
徐kめの

<.綴主
り機e

民
ゐ
a
e
b
L
'
w
a

ヨ

人
間
の
た
め
の
感
敏

，
，
w
'

か
い
し
ゅ
・2

立
叡
聞
-
m

-年ん幾ま汲t
土坊主?腕
章た-hr :L SbF 
?遺言語 行f

ミ勾Z ヂ
1> 1ま修与

2

・
&
，

ぇ
叫

ん
か
ん
h
t
s
と
'

t
h
v
I
'

L

?
"
、
宮
え

ん
h
w
d
，

&

還
に
大
売
を
得
ら
れ
、
四
十
五
年
間
代
亘
っ
て
そ
の
詮
惜
の
内
容
を
種
々
な
る
機
絡
に
舷
じ
て
設
か

1

か

い
f
た
な

t

円

以
祉
拘
t
A

和
V
O
世
き

い
の
ち
和
宮
担
官
e
m
t

噌
喜
ナ

f

れ
ま
し
た
。
然
し
そ
の
幾
多
の
車
数
の
肝
要
は
「
誰
で
も
が
無
琵
の
務
と
無
量
の
光
の
み
仰
に
救
は

安
回

加

古
じ
い
る

ι

く
た
げ
ん
h
h
H
J
I
た
・
凡
ル
与

れ
、
そ
の
み
怖
と
同
一
鶴
に
な
ら
れ
る
」
と

云
ふ
と
と
で

、

更
に
換
言
す
れ
ば
「
否
冷
は
誰
で
も
劃

む
島
町
、
w
a
r

a，

ζ
、
ゐ

hH
A
町
い
の
ち
h
B
ah
-

‘
そ

し

惜
の
親
を
持
つ
様
に

、

心
の
親
、
命
の
親
を
持
っ
て
ゐ
る
」
と
い
ふ
と
と
を
敬
へ
ら
れ
た
の
で
あ
b

ま
す
。

を
し

へ
じ

れ
い
ず
弓

u
'h

b
h廷
し
祉

に
つ

之
の
教
は
爾
来
千
数
百
年
の
問、

支
那
、
日
本
と
停
は
っ
τ

、

い
ま

札
ぬ
刊
し
，
，
h

品

位
ん
&
う

れ
れ
1
1
K

ん
げ
ん

ふ
だ
が
、
今
と
れ
を
歴
史
の
上
か
ら
見
τ

、
異
質
に
歪
φ

凡
人
の
た
め
に
、

か
い
ぜ
ん
じ
串
ラ
ど
し
陥
う
色
佳
品
U
ん
し
串

・9
巴

ん

怜
と

し
て
開
閉
せ
ら
れ
党
の
は
、
わ
が
品開
土
宗
組
法
然
上
人
そ
の
人
で
あ
b

ま
す
。

陛
ふ
叫
ん
し
串
会
民
ん

よ
の
軍
か

る

わ
r
w
V

A

の
炉
L
Y

ひ
え

い

hp
f
e
と
f
う
U
E
E

目
4
h
w
ん
目。，
，
L
申
く

法
然
上
人
は
世
俗
の
騒
飢
と
名
利
か
ら
逃
れ
て
、
静
か
に
比
叡
の
奥
は
元
黒谷
の
報
嵐山
川
で、
何伸

之
官

い

お
し
へ

2
2
K

〈
わん
告
し

主
ミ

甘
ん
2
3
4

と
う

ぜ
ん
と

1
4

う

掌
一
代
の
饗
敬
は
勿
論
、

五
千
株
港
の
経
論
蒋
の
研
鍛
に
波
頭
せ
ら
る
、
と
と
前
後
三
十
年
、
が
い

昏
β
~
t

rん
が
へ

た
い
悼
ん

9
B
S

電

W
A
Yf
b
k
ラ
売
っ
柿
沼

p
'縞
争

奪

h
望
号

・

1
q

開
の
思
紫
と
髄
験
を
具
誌
に
舎
め
ら
れ
た
結
果
、
到
達
せ
ら
れ
允
妙
境
は
た
ど
「
南
無
阿
嫡
陀
仰」

ね
ん
ぷ
つ
ほ

劣
げ

し
今
己
申W
9
R

ラ
す
い

た
E

士
号

晶、

段
ん
hNV
M

叫
ん
ょ
っ

の
お
念
備
で
あ
b

ま
し
た
。
そ
れ
は
備
が
衆
生
を
救
憐
し
給
ふ
超
世
の
木・顕
で
あ
る
か
ら
、
念
的
ぷ

ほ
と
け
唱
。
E
h
Z
じ

弓
い

に
ん
げ
ん
段

と

H
a
s
q
&
E
す

h
k
h

へ
す
れ
ば
誰
で
も
働
様
と
同
一
に
なb
符
る
と
云
ふ
と
と
で
、
「
人
間
が
悌
比
な
る
」
最
勝
易
行
道
の

位
争
仲
ん
ず
怠
じ
串
勺
ど
か
い
揺

る

た
か
f
ら
て
ん
内
ヲ
レ
よ
ろ

・2
U

A

広

v
d

令
に

殺
見
で
あ
b

ま
し
た
。

と
れ
が
即
ち
「
滞
土
開
宗
」
で
、

高
倉
天
皇
の
承
安
五
年
三
月
、
上
ド
八
四
十

添
い
睦
S
E
と
し
せ
ラ
れ
叫
ん
る
去

る

U
ゐ

U
V
し

三
歳
の
春
で
あ
っ
τ
、

今
鼓
昭
和
十
一
年
を
距
る
と
と
正
に
七
百
六
十
二
年
の
佐
北
円
で
あb
ま
す
。

fn~ 

多言
明! < 
治、 り

な級1
Jl~~~. あ
践2 る
の人t
宗毎々十
数すを
と救?

j零f

教す

女主

性ま

土ど

と

• 
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• 

-b
・
a
，
，
，
‘.
ι
N
・
L
崎

電
描
掴円
の
-
a

お
μ内
総
統

め求守

る tまま
と n
とみ
。鉱

を

求E

滋
総
品
川Nw部
隊
眠

、
‘軸瓜叫

吋掛
航
船uと
き
、

と
と
る
い
ん
ね
ん

、
叫
ん
レ
君
民
ん
い
ぜ
ん
民
つ
叫
ん
ぷ

Z

う
し
ん
ゑ
ん
が

f

‘
ん

p
f
q

詑
ん
珍
か

法
然
上
人
以
前
の
日
本
の
備
敬
、
そ
れ
は
深
濯
な
敬
串
の
究
理
で
な
く
ば

、

煩
鎖
な
加
持

し
ゆ
い
睦
ゆ
畠
し
申
，

u
ι，
‘
ん
し

E

雪
な
む

し
雪
俗
、
し
申
ぜ
い
じ
っ
ろ
ん
陪
噌
芯
ヲ
け

C

ん

を
主
と
す
る
所
開
型
一
道
門
の
鰍
宗で、
奈
良
の
六
宗
ハ
供
合
、
成
・
賞
、コ
区
一畑、
法
相
、
部
鍛
、

向

島

て
ん
だ
い

し
A
C

ん
再

E
ι

し
主
ル
宮
拘
刷

J
1

に
ん
げ
ん
捻

在

W

平
安
の
ニ
宗
(天
台
、
真
言
)
皆
と
れ
で
あ
b

ま
す
。

乙
れ
等
の
諸
宗
は
「
吾
今
凡
人
が
備
に
な
る
」

h
v
U

申
ぜ
ん
加
し

へ

z
z

・
2
E

ほ

E
と
宮
且
ぜ
伊
し
市

'

u
雪

ワ
み
聞
い

‘

n

と
云
ふ
貨
肢
の
宗
教
に
は
徐
b

に
も
縁
遣
い
も
の
で
あ
b

、

殊
に
女
性
は
五
時
三
従
の
非
慰
霊
者

札
守
主
'
b

ち
け

U
TA

S
4

っ
か

'
4

3
ん
睦
じ

世
ヲ

と
し
て
、
劣
等
な
も
の
、
無
智
な
も
の
、
機
惑
な
も
の
なb
と
て
差
別
し
、
高
野
山
を
初
め
方
の

れ
い
嘗
ゐ
ぜ
い
ち
に
主
に
ん
曹
ん
せ
い

ぜ
い
Z

E
F
T
A

て
雪
主
主

e

m
ふ
持

霊
山
翠
地
に
は

、

「
女
人
禁
制
」
の
制
札
が
高
々
と
掲
げ
ら
れ
て
、
女
性
が
求
法
の
道
程
す
ら
寒3

一

‘.
9
3
t
L

か
だ

い

L
m
L
叫
ん
与
舎
に
ん
じ
串

9
E

か
い
し
雪
孟
ワ
憶
と
け
ほ
ん
，
か
う

­

れ
党
獄
態
で
あ
b

ま

し
だ
。
然
る
に
わ
が
大
師
法
然
上
人
の
浮
土
開
宗
に
依
τ
、
捕
陀
の
本
一
が
高

一

て
'
叫

ん
ぷ
守

町
晶
・
ん
か
い

峰、
ん
ひ

と

E
ん
に
主
ち
，
皿φ
，
、
句
作

、

・

e
ん

f
4
4

→e
F
，

L
t

一

調
せ
ら
れ
、
念
仰
の
法
門
が
開
聞
せ
ら
れ
τ

、
人
は
男
女
老
若
、
智
愚
賞
肢
の
匝
別
な
く、

蕗
諸

一

免
除
ぬ

ん

f
'
"

E
b
b
h

だ
ぷ

ウ

レ
き

・
9

定

­

維
を
簡
ば
ず
、
心
に
助
け
給
へ
と
念
じ
、
日比
南
無
阿
捕
陀
怖
と
稽
す
る
な
ら
ば
、
一
様に

陀
の

一

‘
」F
B
h
F

峰
、
曹L

E
f

ら
f
h
'

じ
.
，

L

-
f

屯
ん
常

H
F

h
nし
へ

乃
ゐ

­

最
愛
の
赤
子
と
し
て
、
難
邦
比
往
生
す
べ
きで
あ
る
と
い
ふ
と
と
を
、
韓
骨
骨
一
代
の
連
敬
は
論、
一

知一献
、
続m
m、
酔
川
町
前
m
r
b耕
一
山
一
利
三
即
断
航
郡
山
勘
街
ω
υ
縦
砂
押
に
制
て
即
断
結
し
、
品
川
峠
ら
紘
一
軒

一一

三
十
斜、
争
貯
統
一
、
即
断
獄
鴎
貯
、
阪
駅
少
引
?
と
駅
鍛
一
蹴
に
窮
め
せ
ら

れ
特
ら、
動
問
問
材
の
松

一一

K
U
れ
官
し
℃
は
、

「川
前
恥
仰
の

慨
が
曲
、
十
般
の
減

燃
は
だ
ピ
飢
似
し
て
館
山

D
V
Aの
み
」
と、

r
一
一

段
ん
b
'
t
f
f
u
v

阻
ら
k

し
み
7

み
ん
し
曹

に
q
f
b
2

ん
ベ
ん

か
'

ぜ
んu
a，

u
ん
z
q
L
串
て
佳
品

一­

m
の
凡
慣
と
し
τ

、
具
高
原
古
水
の
庵
室
代
、
日
課
六
再
調
一
向
車
修
の
念
働
者
と
し
℃
そ
範
を
一

一

従

量
い

E
九
会
τ

内
だ
て
て

A
VE
H
V

哲
A
ぜ
いve
a，
s
h
v
段
ん

L
常
ん

』

垂
れ
ら
れ
だ
の
で
あ
b

ま
す
。

之
、
に
於
τ
従
来
の
陥
歴
は
撤
邸
周
せ
ら
れ
、
女
性
救
械
の
本
も
鮮

一一

u

a申
ラ
ど
か
いL
T

L

ん
ζ
a，
L
雪
W
事

跡
ん

じ
守
管
&

ぜ
い

&
ゐ

詰

脈
せ
ら
れ
党
の
で
か
く
て
伊
七
開
宗
な
る
新
典
宗
敬
の
一
面
に
は
、
貨
に
女
性
に
取
っ
て
偉
な

る

一一

A
Ff
怖
い

定
ん
か
，

し
か

軒
切
に
ゆ
且

e
'
f届
ろ
仲
'
喧
主
品
。

E
4
-

革
命
が
断
行
せ
ら
れ
て
ゐ
忍
の
で
あ
b

ま
す
。

然
ら
ば
何
故
に
奮
宗
教
は
か
く
も
女
性
を
虐
し
党

一一
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「
ん
がm
M
m
蜘岡
山
酌
間
的
航

tw沿
」
と
は
、

か
総
似
秘
の
対
齢
的
と

し
て
船
駅
3
れ
弘
前
官
出
向で
あ
A
Yま

H
V怠
て
ん

曹
主

的
H
V札
予

}
)

a，
っ
く

3

ほ
乙
ほ
ら
は

な

mv

Z
E
U
V

ぜ
A
Y宮
ん

す
。

今
そ

の
典
擦
は
明
瞭
で
な
い
が
、

美
し
く

咲
き
誇
れ
る

葎
替
の
花
は
そ
の
美
に
憧
れ
℃
接
近
す

加
を
と
げ

3

・守ラ
宮
主
偉

い

う
眠
ベ

に

E
f
-
-
L

崎

れ
ば
、
恐
ろ
し
い
荊
に
刺
3

れ
る
様
に
、
女
性
は
外
見
に
似
ぬ
毒
々
し
い
も
の
で
あ
る
之

と
を
示
し

告
略
雪
。
控

ラ

せ
曽Z
S

た
山
町
民
主
にん

み

E
c
f

ど
f
t
n
t

と

党
も
の
と

思
は
れ
ま
す
。

或
は
『
資
積
経
』
に
は
『

一
度
女
人
を
見
れ
ば
眼
の
功
徳
を
失
ふ
、
縦
ひ

虹
い
じ

中
み

に
よ
忙
ん
み

HV

喝

E

乃
ん
ぜ
い

ふ
ラ
HV
局

と
ら

大
蛇
を
見
る
と

も

、
女
人
を
見
る
べ
か
ら
ず
」
と
云
以
、

『
智
度
論』
に
は

「
.
清風色
な
き
も

捉
ふ
べ

〈
、
附
山町叫献
を
針
む
も俄蜘
脚
る
、

、べ
し
、

飢
を
恥
っ
た
艇
に
附
ふ

縦
勝
つ
ベ
し
、
一
取
れ
~

を
都す
、

し
め

也
前
ん
-
RA
F
-
3

た
伊
に
主
に
ん
み

智
v
f
C

ふ
む
ず

禁
ず
べ
き
と
と
難
し
」
と
示
し
、

『
阿合
経
』
に
は

二

度
女
人
を

見
れ
ば
永
く

三
途
の
業
を
結
ぶ
、

ん

AV
隆
寛

MV
L

hwu
r
'

だ

む
げ
ん
ぢ
ど

f

t

h
V
7

何
ぞ
況
ん
や
一
度
死
す

る
に
於
て
14
や
、

定
ん
で
無
聞
の
地
獄
に
墜
つ
」
と
あ
b

ま
す
。

何
れ
も
一

げ
ん

・
伍
ん
札A
Y
E睦
ぷ

ん
削
f

ι

巳
在
官
』

w
ぜ
い

陪
ん
L
q

言
会
之
と

に
俊
烈
極
ま
る
文
懇
で
あ
b

ま
す
、
し
か
し
之
れ
等
は
果
し
て
女
性そ
の
も
の
の
本
質
を

z
f
b

克
f

L
U
L

ぢ
k

ぜ
い
官
信

市
す
定
ん

ぜ
い
い

2
レ

E
情

悪
と
し
た
も
の
で
あ
b

ま
せ
う

か
、

私
は
寧
ろ
と
れ
は
女
性
に
溺
れ
日
m
S
男

性
を
誠
め
党
語
と

し

h師
事

事
事
官
ょ
せ
い
股
ん
し
ワ

だ
ん
ぜ
か
い

だ
ん
し
・
ろ

1
1

ぽ
ん

℃
味
ふ
ぺ
主
で
あ
る
と
思
以
ま
す

。
或
は
女
性
の
本
質
を
断じ
τ

「
三
千
世
界
の
男
子
の

諸
の
煩

う
蕊
つ
ひ

&
P
K

ょ
に
ん

E
a，
b
e
舎

や
，
事

f
ι

ラ

し
ん

ぶ
t

W
ラ
ぢ
よ

悩
を
集
め
て
一
人
の
女
人
の
業
障
と

な
す
」
と

い
ふ
様
な

恐
口
も
あ
る
が
、
と
れ

.か
異
に
悌
散
の
女

f持去

数3

の

女f

l性ま

観i

.. 

し
ぜ
だ

い
E
E
q
w
ラ

捻
ん
ら
い

品
ん
・

f

・
ま
・
主

君
主
ぜ
い
毛
柑
し
て

・

ょ
っ
w
'
E

の
で
あ
ら

う
か
、

暫
し
大
乗
偽
敬
本
来
の
商
自

民
徴
し
て
、

謀
れ
る
女
性
観
を
指
摘
し
、

偽
教
の
正

宮
且
忌
2

g

み

B

ワ
ル
雪
之
段
ふ

U
ん
与
e
k
ん
じ
串
ラ
ど
か
い
お
会

E
ι
と

ね
ん
ょ
っ

官
主

与
会
酌
苦

し
き
女
性
搬
を
見、
以
て
わ
が
宗
姐
法
然
上
人
滞
土
開
宗
の
異
義
た
る
、
念
怖
と
女
性
に
つ
い
て
考

3
9

h
・
・

察
し
た
い
と
思
以
ま
す
。
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‘ 

、

、

ぷ
q
w
晋
哲
主
ぜ

い
事
い

B

で
・
し
い
た

偽
教
の
女
性
を
ぱ
再
起
す
る
と
と
の
出
来
ぬ
ま
で
に
虐
げ
た
も
の
と
言
は

だ
ん
せ
い
し
惜
し
ゅ

h
E勾
じ
ゃ
る

f

ん
か
い
み
ぢ
主
ぜ
い
し
ゅ

ね
ば
な
b

ま
せ
ん
。
し
か
し
と
れ
は
男
性
を
主
と
し
だ
修
道
上
の
訓
誠
と
見
る
べ
き
で、
女
性
を
主

と
宮
げ
め
ん
に
土
佐
治
つ

E
H
Fし
ん
に
主
中
L

骨

e
a
c

つ
ラ
だ
い
じ
ゃ

と
す
る

時
「
外
商
如
菩
薩
内
心
如
夜
叉
」
は
そ
の
ま
L

男
に
も
遁
ず
る
の
で
、

「
大
蛇
を
見る
と
も
男

L

み
な
か
左
手
ぜ
ん
い
ラ

子
を
見
る
勿
れ
」
と
も
嘗
然
云
び
得
る
の
で
あ
b

ま
す
。

ぜ
い
g
ゃ
ん

佐
観
で
あ
る
と
す
る
と
、

• 

• 

女
肱
w
b
齢
ず
~ 

謬5

見2

都
民

串
ラ
&
ラ
宰

h
r

ae
b

乞
L
a寸

ぜ
ん
し
ん
乃
ん
と
れ

い
雪
之

ぜ
い
砕
い
ベ
ヲ

洋
の
東
西
を
聞
は
ず
教
の
洩
深
を
論
ぜ
ず
、
古
来
女
性
は
軽
蔑
せ
ら
れ
て

、

「
弱
き
者
よ
、
放
の
名

E
泣

い

‘
ャ
&
E
札
去
で

ぶ
ん
f
h

だ
ん

L
I
q
f

は
女
な
b

」
な
ど
、
、
去
は
れτ
ゐ
b

ま
す
。
尤
も
と
れ
は
従
来
の
文
化
は
す
べ
て
男
子
に
依
つ
τ
作

い

し
宮

W
ラ

L
Z

う
だ

ん
せ
い

司
ラ
L

ん
し
た

Mち
だ
み
ま

し
・
長
ラ

ら
れ
党
と
云
ふ
て
も
よ
い
の
で
、
宗
教
も
修
養
も
男
性
が
中
心
で
あ
b
、

従
て
男
・性
の
修
道
の
允

め
に
「
ん
が
蹴
日
川

和
都町
山M
U舵
動
対
」
の
鮮
が
、
対
猷
に
蹴
っ
て
撚
た
れ
党
の
で
あ

b
ま
す
o

拠
れ
ば

L

否
定
予

t

ラ
時
苦

い

だ
ん

wu
て
宮
哲
主
ぜ

ρ
宮
v
z
e

〈
た
わ
れ

I
I

‘
ん
だ
い

修
道
の
だ
め
と
か
修
養
の
允
め
と
か
云
ふ
男
二
義
的
な
女
性
罪
悪
蜘
慨
は

、

吾
々

は
問
題
比
す
る
に
足

家
主
苦
で
い
窓
だ

ん
ぜ
い

K
M
v
s
-
e
'
Z

ん
f

b
e

a
J中
世
た
ん

ら
ぬ
之
と
は
申
す
迄
も
あ
b

ま
せ
ん
。
今
や
男
性
に
依
℃
創
造
せ
ら
れ
た
文
化
も
漸
く
破
綻
し
τ
、

w
っ
ち
ん

、

主
立
と
宮
E
ん
ど
ふ
じ
ん

aw
h
v
b
主
E
B

ラ
ぎ
ラ
ぷ

ん
f
b

し
か

決
算
が
儀
義
な
く
せ
ら
れ
だ
時

、

今
後
は
婦
人
の
力
に
依
て
創
造
さ
れ
る
文
化
か
、
然
ら
苫
れ
ば
男

哲
k
g
ょ
う
E

く
芯

雪
申Z
Z

ん
f

b

し
か

ぜ
ん
じ
ゅ
O
C

と

女
共
力
で
創
造
ヨ
れ
る
文
化
で
な
く
て
はな
ら

ね
の
で
あ
b

ま
す
。
而
し
℃
前

越
の
如
き
第
二
義
的

君
主
せ
い
す
い
あf
〈
定
唖
ん
ぜ
ん
む
い
す
怖
い
恥
苦

な
女
性
罪
悪
一
慨
は
全
然ト
無
意
義
な
と
と
は
明
瞭
であ
b
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
材
蛇
郎
な
第
一
義
此
罪

事
ぜ
《
酔
ゐ

去
8
u
vひ

・

t
e句
山v
u
v

悪
取
は
ど
う
で
・
あ
ら
う
か
、
之
れ
ま
だ
虚
偽

で
あ
ら
う
か
、
若
し
雌
僑
な
b

と
す
れ
ば
人
類
は
何
千

叫
ん
c
h
r

ぢ
主
ぜ
い

し
ち
た

T
c
u
d
'
h
ん

g
E
S

年
来
、
女
性
を
強
以
来
っ
た
と
と
で
頗
る
論
議
す
べ
き
之
と
、
思
ひ
ま
す
。
女
は
罪
が
深
い
と
か
、

部
隊
の
齢
ザ

-
z
h
e
a
vみ
ふ
か

女
は
'
"
が
漂
い
か

.‘ 

• 

• 
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し
キ
f
k

ん
古
主
也
』

V

穣

黛

と
女

性

b
ゆ
く
&
ん
官
主
ぜ
い
正
ん
ベ
ワ
レ

f
z
I

す
f
b

由
L

し
ゅ
ヨ
げ
ん
と
宮

制
作
傘
の
女
性
搬
を
一
瞥
し
て
み
ま
す
と

、

開
伸
愈
が
と
の
世
の
救
掛
主
と
し
〈
出

現
さ
れ
た
時
、
そ

ゆ
勺
己
売
か
し
ん
じ
ゅ
会
仲

9
H
V

か
0

ぜ
守
え
・
岬
島

K

し
ゃ
〈
h
H
w
-
O
R
H
f
t

晶

の
地
位
が
一
両
い
允
め
に
異
の
宗
敬
の
光
に
接
し
特
ない
者
や
、
ま
党
徐
b

に
枇
合
位
置
が
低
い
品
川
に

ν
宮
w
'
B
-
A

聴
の
い
は
ゆ

Z

ぜ
い

f
Z

だ
惜
お
う
柑
事
事
ん

E

，
、
h
ラ
ヤ
い

o
f

宗
敬
を
聞

主
得
な
い
者
の
た
め
に
、
所
初
四
姓
の
臨
別
を
打
破
し
て
宗
敬
の門戸
を
府
開
し
て
光
を

あ
た
む
為
ん
喧

A

せ
o
t
H
V

ぞ
の
U

ん
か
f

か
と
る
と

U
3

〈
h
H引

U
av
ぷ
'
h
'
e
た

輿
へ
ら
れ
て
》
ら
れ
ま
す
。
無
論
女
性比
針
し
て
も
謀
人
格
を
訟
み
℃
、
詑
悟
の
機
合
を
充
分
に
興

午
、
・2

抱
3

ヨ

E

官
喧
土
ぜ
い
恥
い
は
ヲ
だ
ん
か
ラ

b
き
そ

μ

へ
ら
れ
た
の
で
、
将
管
は
宗
教
的
に
女
性
の
開
放
を
断
行
遣
れ
た
の
で
あb
ま
す
。
そ
れ
は
線
・
句
作
作

作
区
E
-
ユ
ま

写
拘

s
f
p

山
ら
u
v

p
い
だ
ん
℃

uv

，

部
劃
の
ず
が
和
市
い
と

か
、
そ
う
し
だ
と
と
は
元
来
一
概
に
断
定
し
得
る
乙
と
で
は
あ
b

ま
せ
ん
が
、

と
ヲ

2
E

と
て
匡
ど
と
ぢ

t
#
い
み
℃

u
f

削
い
き
』
し
た
ず
み

東
洋
に
あ
b

て
は
殊
に
わ
が
閣
の
如
S

は
、
女
性
の
位
帆
胞が
低
く
と
れ
ま
で
は
概
し
て
却
の
下
積
氏

雪
山
凪
f
M
V

τ
ん
じ

a
yぶ
ん
か
ラ
p
t
L
E

ay

し
円
い
だ
ん
官

I
e
き
智
ん
段
ん

w
u

な
っ
て
、
毎
に
腰
迫
遣
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
鈷
を
充
分
考
慮
し
℃
、

至
会
至
卒
民
男
女
共
存
の
本
義
を

中
鮮
軍

ん

L

か
き
弓
ら
い

ぷ
A
Y仲
ラ
と
か

f

雪
上
山
引
い
古
い
再
f
L

己
叫

再
f
E
ラ

砕
い

考
へ
ね
ば
な
ら
泊
と
符
じ
ま
す
。
然
る
に
袴
来
の
悌
教
は
兎
角
女
性
を
罪
悪
説
し
之
を
悪
口
す
る
傾

か
事
平
う
じ

t
q

官
主
ぜ
い

に
f

骨
、
匝
庁

宮
&
f
b
う

そ
ラ

向
が
あ
る
緩
で
あb
ま
す

。
事

・討
そ

ん
な
に
女
性
を
車
叫
ん
で
お
ら
ぬ
の
に
も
係
ら
ず
、

.
碩
徳
商償

レ
ま
ひ
と
也
胞
か
智
い
・
?
し
ん
村
出
会
魯

f

阻
ん
レ
曜
会
民
主
に
ん

I
C
a
e
E
&

ぽ

と
稀
せ
ら
る
、
人
に

し
て
、
前
且
つ
罪
悪
深
草
の
揺
人
と
か
、
三
障
の
女
人
と
い
ふ
が
如
き
言
葉
を

へ
い
宮

f
g
b
内
晶
、

い
た
わ

L

し
b
z
f

内
宮
杯

ー

し
た
ラ

平
気
で
繰
返
遣
れ
る
の
を
耳
に
致
し
ま
す
。
と
は
山
事
?
の
一
種
の
悪
僻

と
で
も
見
る
が
歪
官
で
あ
b

ま

い
申
レ

W
ん
安
い
ふ
じ
ん
高
ん
$
ん
ゐ

2
0

と

3
9

い

せ
う
が
、
荷
し
く
現
代
の
締人
問
題
を
故
は
む
と
す

る
人
の
住
意
す
べ
き
と
と
で
あ
b

ま
す
。
か
く

官
主
ぜ
い
か
い
ふ
じ
ん
‘
ん
だ
い
九
ん
し
か

f
p

布
川

E
と

h
れ
ら
じ
命

ラ
E

f
は
梯
敬
は
女
性を
解
せ
ず
、

続
人
問
題
を
論
ず
忍
資
格
を
失
ふ
で
あ
b

ま
せ
う
。
殊
に

五日
等
狩
土

げ
う
ふ
忘
多
ら

い
ブ

a
v仲
ん

克
い
ふ

か
し
中

2
4

教
徒
は
従
来
の
謬
見
に
劃
し
て
深
く
省
察
せ
ね
ば
な
b

ま
せ
ん
。
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..-
a
n

ん
-S
山V
5

mv-
9

浬
祭
儀
の
綾

期
出
艇
は
鉱
山h
w
g

到H

U足、
納e

a

R
b

-
且
岨
偶
希
夫
人

船
旅
の
科
航
b

• 

'‘ 

し
す
W
ラ

げ
ん
引
ほ
ん
に
ん

b
s

た
ら
し
い
の
で
あ
ら
ま

す
。
宗
教
は
原
到
と
し
て
商
人
民
許
透

る
べ
き
で
あ
b

ま
す
が

、

草

毛
品
、
ラ

E
ラ

E

W
E
-7
U

世
ん
宮
中
ラ

3

い
し
ラ
じ
ゅ
ラ
か
い
い
ラ
ぷ
ワ
し
申
告
"
昏
ぜ
っ

経
山
県中
後
期
の
劇
作
で
あ
る

『
裡
繋
経
』
に
は
「
一
切
衆
生
悉
有
働
性

」
を
力
説
3

れ
て
あ
れ
ば
、

ぢ
よ
ぜ
い

5
47
L
h
'
'
e
u
vラ
‘
巧

巧
ん

喧
主
。
ト

w

つ
睦

包
噌A
Z
Zリ

ラ

女
性
も
飾
性
を
兵宥
す
る
と
と

は
勿
論
で
あ
b

ま
し
て
、

女
性
も
立
振
に
成
偽
し
得
る
の
で
あ
b

ま

と

と
だ

い
E
b

殊
に
大
乗

す
。

. 

j事f

数エ

の

鑓Z

土ど

限
ふ
叫
ん
お
2

ん

主

っ

か
い
ち
勺
じ
キ

ラ

E
L

宮
甘
う

E
h

u
る

再

だ

ぶ
つ

f

し
ょ
叫
ん
ぷ
。

法
然
一
上人に
依
て
慨
創
せ
ら
れ
た
滞
土
の
宗
教
だ
る
「
南
無
阿
揃
陀
帥
」
の口
栴
念
備
は
、

ぷ
Z

ラ

ぜ
い
ず
る

み
だ
除

ん
合
会

だ
ん
ぢ
上
ぜ

い

C
う

え
q

e

号
守
叫

ん

ふ

S
V

ん
E
uc

働
敬
の
精
髄
た
る
帰
陀の
本
願
で
あ
っ
党
。

男
女
の
性
を
超
越
し

、
智
態

、

貧
富

、

貴
賎
等
あ
ら
ゆ

3

3

て
っ
ぽ
い

h
L

め
ヲ
ご
f

ち
f

在
い
f

h

a
，
ほ

ん
町

ふ
え
舎
レ

宮
仲
2

3

町
ふ
阻
ん
与
会

る
差
別
を
撤
厳
し
て
、

共
生
極
楽
の
大
呆
を

得
る

高
機
普
盆
の
宗
敬
で
あ
6

ま
す
G

し

か
も
法
然
上

に
ん
じ
時
多
ど
か

いVM
h3

I
U

E
ζ
ろ

ぷ
つ
ぜ
っ
〈
b
ん
U
砂
時
ラ

じ
ゅ
宮
帯
ヲ

'Z

げ
ん
唱
t

せ
い
だ

い
門
司し
ゃ

入
、が
滞
土
問
宗
の
本
壊
だ
る

『併
設
視
無
量

議
経
』
に
は
、
凡
人
女
性
の
代
表
者
と
も
い
ふ
べ
き

い

だ
い
け
ぷ

に
ん
ね

ん
ぷ
つ
主
伶

'

r
い

か
'
K
竜

い

だ
い
付

Z
K

ん
し
ん
ら

4
る

わ
九
つ
に
ん

げ
ん

意
提
希
夫
人
が
念
備
に
依
る
救
沸
が
硲
鐙
さ

れ
〈
あ
b

ま
す
。
本
提
希
夫
人
は
心
想
蔵
劣
の
凡
夫
と

ラ
札
ひ

f
-
-
A

P-
己
ピ
ん
せ
い
骨

唱
し
み
な

し

7

吉
之
ぜ
い

Z
MV

L

A
Y
&

曹
よ

し
て
、

憂
愁
苦
悶
の
ド

ン
底
で
人
生
の
悲
哀
に
泣
S

沈
ん
だ
一
女
性
で
あ
b

ま
す
。

愛
、
嫉
妬
、

虚

E
ん
且
f

e

ち
ぢ
主

ぜ
い

毛
ん
町
キ
ヲ

加
し

ん
し

宮
W
う

咋
い
草
ζ
L

a
c
B

h
h
a

築
、
食
慾
、

愚
痴
、
そ

う
し
党
女
性
が

『
説
経』
に
於
け
る
信
の
宗
教
の
正
客
允
る
を
知
る

時
、

五回

1
1

じ
ん
予
M
L

忌
会

睦
じ
た
い

げ
ん

L

ん
じ
っ
し
ん
卦

夕
刊
い
怖
い

・指
令

昨
ラ
巴

守
吋
ん

々

は
人
類
史
上
に
初
め
て
鶴
瓶
せ
ら
れ
た
、
異
質
の
信
仰
を
生
命
と
す
る

宗
教
を
殺
見
す
る
の
で
あ

大ま
乗E

b

ま
す
。

ご
と
拘

れ
2
1

に
A
W
，
h

か
く

の
如
く
吾
々

凡
夫
は

鷹
喜
み

な
と

也

I

q

r

A
'

Y

2
3

0
い

と
鍬
の
車
一名
を
唱
ふ
る
と
と
に

依
て

悉
く
救
済

し
申
く圭
ん
し
凶
官
ぜ

ほ
ん
.
、
わい

割
特
命
出
世
の
本
懐
で
あb
ま
す
。

と「
れ 南軍

が無む
，掬ほ 阿‘

'陀品 漏み
の陀だ

本E 偽去
願t L
で・

あ
b 

き
れ
る
の
で
あ
b

ま
し
τ
、

と
σ〉
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t
f

h
O
4

ん

w
u移
宮

A
FE

t
f

h
q

い
e
n
c
-
a

b
t

の
行
者
が
生
活
の
便
宜
上
家
庭
生
活
を
都
民
ん
で
む
る

と
い
ふ
心
が
け
で
ゐ
れ
ば
い
い
も
の
と
思
は
れ

叫
ん
ぷ
守
主
君
品
ヲ
勾

ま
す
。

一
党
い
念
備
は
ど
う
い
ふ
時
に
ど
う
い
ふ
風
に
中
忌
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
も
の
で
は
な

主
聖
年
令
た
い
な
聖
和

E

三
宮

〈

、
い
つ
ど
と
で
で
も
、
中

せ
る
や
う
な
獄
態
で
、
申
し
党
い
と
思
っ
て

中
し
昌
へ
す
れ
ば
い
い
と

E
と

H
4
ぷ
A
YZ
'
U

+

か
℃
い
ぜ
い
f

h
A
Y
怠

ぞ
か

τ
しV
憎
い
f

h
q

を
p

叫
ん
ぷ
A
Y

Z
を

い
ふ
事
で
あ
る
か
ら
念
働
行
者
の
家
庭
生
活
は
申
す
ま
で
も
な
く
家
庭
生
活
の
折
ふ
し
に
念
備
を
申

』
ん

u
'
Nぷ
u
v

--
E

件

乙
‘
‘
。

す
だ
け
の
ひ
ま
ハ
せ
い
ぜ
い
一
分
と
は
か
か
ら

な
い

〉
と
、
念
備
を
申
し
て
見
党
い
と
い
ふ
心
と
を

・
告

し
か

曹

マ
聖
町
扇

舟
ラ

持
っ
て
3

へ
ゐ
れ
ば
唖
で
な
い
限
b

は
出
来
る
行
(
わ
ぎ
〉
な
の
で
あ
る
。
3

う
し

J
L疑
び
な
が
ら

-
h聖

h
'
じ

市
ヲ
で
宮
脅

も
申
し
ヨ
へ
す
れ
ば
往
生
が
出
来
る
と
も

聞
い
τ
ゐ
る
。

山
由
山
U
Uは
僻
か
純
掛
町
…
悦
和
肢

の
な
い
釘
脱γ
件
ら
れ
る
と
い
ふ
和
郡
と
を
約
め
て
、
そ
の
ム
伊
都
民

げ
ん
害
い

-
T
e
-
-吻
甘

い
〈
b
い

z
e

司

s
c

‘
‘n.
、

a
Z
た
い

ょ

っ
τ

現
在
の
心
持
が
軽
快
に
な
る
あb
が
党
い
境
地
を
指
す
の
で
あ
る
。
乙
ん
な
心
持
ゃ
、
絶
封

e
t

ふ
f

u
'
'
t
'

曹
せ
い
し
ん

HV
と

主

ぜ
か
た
帽

の
鯖
依
服
従
と
い
ふ
や
う
な
い
ぢ
ら
し
い
他
力
精
紳
、
し
ば
ら
く
は
る
人
好
し
の
馬
鹿
に
な
っ
て
楽

し
む
と
い
ふ
穂
φ
伶
併
が
、
め
町
船

出脱
げど
の
一
院
にと
っ
て
も
加
除
な
和
山
川
和
砂
併
な
郡
山
町
も
肱

h
H
a
・

に
あ
b

ま
す
ま
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
が
ど
ん
な
も
の

で
せ
う
か
。

ι
Fτ
い
ぜ
い
f

b
A
7
ふ
ゆ
〈

白
い

S

H
V

し

ゃ
、@
い
u‘
H
v
fh
q

品
-
eん
叫
ん

ぷ
リ

E

.

、

家
庭
生
活
を
不
愉
快
に
し
一
切
の
枇
合
生
活
を
不
安
に
し
て
ゐ
る
も
の
は
、

ks
よ
そ
念
悌
の
試
持

e
b
S
B

巳
品

と
は
う
ら
は
ら
の
「
浴
の
れ
が
」
「
わ
党
し
が」
と
頑
張
A
Y
A
口
つ
℃

ゐ
る
心
で
は
あ
b

ま
す
ま
い
か
。

C
E

ラ
か
ん
い
玄
主

つ
い
で

苫
ラ
だ
と
御
同
戚
に
な
っ
た
ら
、
A
-
zれ
を
諌
む
序
に
す
ぐ
、
そ
の
ま
ま
|
|

な
む
あ
み
だ
ぶ
っ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
っ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
っ
、
な
む
あ
み
だ

よ
っ
、
な
む
あ
み
芦
ぶ
つ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
っ
、
な
む
あ
め
だ
ぶ
っ
、
な
む
あ
み
充
ぶ
つ
、
な
む
あ
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ft、ー
で 切Z
あが

る 撃
の
す、
が、

咲‘
<
花芸
』ζ

美3
し
~ 
を
見み

る
も
、

澄ず
む
月 Z
Eζ 

朗を
主、

~ 
威主
ず
る
も
、

皆を
乙
れ

11 念偽ま2 
で

あ
る
。

線3

dEb2、t申f 

進k

動3

の

相2

- . 

‘ 

, 

• 

一一重量 怠 の 偽 念一一

、

• 

の知し 7みE 
でなら そ l と

• 
。< な 2 自助 つ
て 事~ {Q�:; ~t 0 
も がの見み

z, μゃ、ねん ν、 ど行号 12
ν、 う とま
は い い ま
なふ J、を

悌ご
し理曹 の 普J・

tl 屈4 は遁2
~ で 、の

う有号 つ ~i

の
で灘主 い で
す い そ 音讃主
ょ の れ7ざ 7 

ー----'"・"h 。 かし
I<r_..k、 何E O け て
お. も その

かれ 事f tl 

義官
も はな ~ 
つ 僕? のい

椎
い の で 。

そ如し す
れつ

尾
tl 1.と
砂事2
の で
あは

弊 - つな
時 v、

な し
ν、

、

康 ほ 誰支
ども

, の別2
も Eに

, 
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れ、ー ‘ さ息T
大1i 。

g食E~ま <
ζ 

4 の と

tきt、: のeag e e 
ー 重大内

h
k
し

い
哲

E

ぷ
'
h

g
b
s

uv
E
'
s

q

s
ぃ

-r
z

ぷ
A
7

長
砂

私
た
ち
が

一
と

息
す
る
の
も

自

分
芦
け
の
力
で
は
な
い
。

一
切
の
動
物
が
、
一
切の
純
物
と
る
互

い
E

お

・
こ

雪
-
M
Y
ラ

f
b

加
企
た
ん

ι

ふ

に
息
つ
き
合
ふ
℃
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、

呼
吸
は
進
化
の
大
い
な
る
ぐ
タ
ラ
キ

ぞ
あ
る
。
問
中
に
呼吸
だ

み

か
が

守
柑
が
ほ

E
f

h
ラ
詑
い
い
ん

ι
λ

札
a，
か
い

け
に

つ
い
〈
見
る
も

、

考
へ
れ
ば
考
へ
る

穏
庇
大
な
因
縁
の
あ
る
と
と

が
了
解
8

れ
る
で
あ
ら
う
。

-

F

曹
ふ

H
F
E

で

E
P
L
V

抽
a
d
F

じ
ん

ぽ
ん

若
し
と

の
呼
吸
が
一
と
息
で
も
出
来
由
と
な
っ
党
ら

、

英
雄
も
美
人
も

あ
っ
免
も
の
で
は
な
く
、

高

じ
君
弓
ひ

晶
E
b

a
v
h
v

uvE

事
休
す
る
と
と
に
な
る

の
は
火
を
み
る
よ

b

腺

で
あ
る

。
か
と
云
つ
τ
、
息
っ
か
ず
に
ゐ
る
と
と

で

E

L
主
唱
喝
柚
ラ

匂
う
定
ん
ち
す
い
静

止

は
出
来
ぬ
が
ら
、
初
中
終
と
れ
を
中
断
し
な
い
や
う
に

注
意
し
て
ゐ
な

け
れ
ば
な
ら
ね
と

せ
ば

、

入

量
〈
・
2
n

e

だ

と
税を
す
る
と
と
よ
b
も
イ
キ
っ
く
之
と
に
、

食
物
を
鳴
み
下
す
と
と
よ
b
も
イ
キ
つ
く
と
と
に
、

品
‘

す
ゐ
ち
世

ろ
い
い

ち
や
す

叉
熟
眠
す
る
とと
よ

b

も
イ
キ

つ
く
之
と

に
注
意
し
τ
、

一
応
で
も
休
ま
ね
や
う
に

せ
ね
ば
な
ら

ね

と
と
に
な
っ
て

、

膨
れ
ず

、

釘
は
ず、
散ら
ず
、

抑
制へず
、
党
ピ
イ
キ
つ
く
と
とに
の
み
川
町
献
し
て

、

AVひ

し
ん
砕
い
す
b
e
T、

睦

し
除
か

だ
い
じ

E

E
ふ

還
に
紳
緩
衰
弱
と
な
b

、

仰木
ては
死
泊
よ

b

外
は
な
い

と
と
、
な
る
。
と
れ
ほ
ど
大
事
な
呼
吸
が

E
ん
い

L
曹

e

阻
し
ん

け
い
す
ゐ
年
く

主

主

.

ち
ラ
串

か
ん
だ
ん

2
v
-
e

昌寺

何
ら
の
意
識
も

加
へ
ず、
紳
経
衰
弱
に
な
る

や
う
な
注
意
も

せ
ず
に
金
夜
間
断
な
く

総
縦
さ
れ
て

行

E
'

レ
老
若
益
事

C

空
白
す

タ
f

h

叫
ラ

E

hH
S
4

は
れ
〈
ゐ
る
と

と

も
、

動
植
物
相
互
に
行
っ
て
む
る
議
化
の
妙
機
た
る
と

と
を

思
ふ
時
、
イ

キ

る
乙

U

ぷ
ん
HV
と
に

ん
し
P

て
ん

可

か
ん
再
だ
い
叫
い

糾
い

a
J
C

と
は
自

分
濁
b

の
す
る
と
と

で
な
い
と
と

が
は
っ
S
A
Y

と
認
識
遣
れ
る
。
天
地
問
の

，

一
大
生
命
の
動

“v
ん
守
幸
毒
事

・

f

E
ん
じ
A7

4
つ

き

が
、

だ
ピ
岩
石
と
も
なb

、

草
木
と
も
な
b

、
禽
獄
と
も
な

っ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
が
、
と
れ
を
別

と
た
ん
宮

い
頑

h
k
レ
空
に
ん
W
ん
か

ん
が
え

2
0

陸
軍

佃
の
存
在
と
考
へ
る
の
は
花
達
人
間
の
思
惟
で
別
な
も
の
と
し

て
引
き
離
し
て

ゐ
る
だ
け

の
も
の

V
つ
ベ
叩

E

た
ん
宮
h
v

Z
HY
we

む
が

は
A
Y仲
ん
と

、

主
ん
す
い
時

τ
MV

で
、

と
れ
は
決
し
て
別
個
の
存
花
で
は
な
い
。

仙
教
は
無
我
を
披
見
し
τ
個
々

の
蒋
在
を

}肯
定
し
、

E
宵
‘

内
芯
』

F
b

a，
MV
ふ
し
ん
E
'

陥

、

、

、

E
f

か
し
#
〈
白
い

-d
b
n

aP
P

Mrぬ

い
ぬ

何
物
も
一
切
と
総
A
n縫
動
し

行
く
す
が
だ
に
閥
家
枇
合
を
見
る

の
で
あ
っ
〈
、

お
は
鳥
、
犬
は
犬
と

, 

. 
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場・
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E
-
e
h
v

ふ
ん
ペ
ウ
ラ
円
売

b
，

b
'
h剖r
h

b
す

し
℃
と
れ
を

佃
在
と
す
る
と

と
は
分
別
の
上
に
立
つ
般
の
考
で
あ
る

と

し
℃
ゐ
る
と
と
を
忘
れ
〈

悼
と

底
ひ
と
桔

4
A
y
-
-

uv

匝
t

t
v

し
怠

h
v
H

は
な
ら
ね
。
一
葉

一
葉
は
別
々
で
あ
る
が
、
と
れ
を
引
き
離
せ
ば
枯
れ
℃
了
μ
、

生
車
業
で
なく
て

L

ぜ
い
げ
え
だ
再
食
ね
阻
恕
だ

い
ち

〈
が
ん札
ん
だ
い

死
に
楽
で
あ
る
。
生一五
議
は
枝
に
幹
に
根
に
準
に
、
そ
し
て
た
地
の
す
べ
て
に
闘
聯
し
〈
ゐ
る

一
大

そ
う
郁
ふ
し
ん
ど
ラ

す
が
た

に
t
r

AV
"

の
ち

総
合
逃
動
の
相
を
如
貨
に
現
は
し
て
ゐ
る
。

か
ん
が
・
主

h
k
し
じ
し
ん

h
た
し
ゆ
と

り
い

ζ

瞥
ふ
H
Z

h
た
し

か
や
う
に
考
へ
疲
れ
ば
、
花
自
身
も
私
一
人
で
生
き
〈
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
呼
吸
一
っ
す
ら
私

?

事
宮
じ
ょ
ん
か
む
だ
常
事

E
h
K
L
a
c

だ

猫
b

の
力
で
は
な
い
。
自
分
の
身
慌
で
あ
る
と
思
っ
て
ゐ
る
此
の
私
の
身
慌
で
き
へ
、
そ
れ
は
究
組

ち
E

為
島

Z

L

T
h
wい

字
句
再

b

H
q

L

ぷ
ん
い

の
力
の
現
は
れ
で
あ
b

、
更
に
枇
舎
の
力
の
現
は
れ
で
あ
っ
τ

決
し
て
自
分
芦
け
が
生
き
〈
ゐ
る
の

曹
土
L
帥

と
ラ
セ
f
E
4

v

c
・
h
・
匂

叩
哲
也
前
ゆ
も
や
ゐ

い

で
は
な
い
。

一
奉
手
一
投
足
悉
く
天
地
を
通
じ
て
流
れ
行
く

力
の
生
2

4て
ゐ
る
相
で
あ
る
。
一
・
と

b

‘

の

と

奮
い

し
て
我
が
物
と
す
べ
3

例
在
は
な
い
。

‘
悲
哀

ベ
ウ
E

走
ん
古
い
み
・

2
4
q

習
し
ん

じ
ウ

H
F

白r
，

と

れ
を
若
し
過
っ
て
別
個
の
存
在
と
見る
分
別
有
を
異
質
なb
と

云
ふ
は
、

般
に
分
別
せ
る

も
の

仲

じ

AV

L
9

ど
か

い

主
事
し
う

じ

キ
叶
ん
し
か

ハ
般
)
を
賓
と
し
て執
せ
る
制
閥
解で
あ
b

、

妄
執
で
あ
b

、

邪
見
で
あ
る

。
然
る
に
世
間
に
は
乙

の

f
h
ど
判

も
い
砲
の
お
沿

白
札
れ
札
砂

と

佳
品
ご
と

ψ
叫
が

て
ん

ち

加
ん

釦
ナ
・

7

hZ

渇
穏
に
陥
れ
る
者
が
多
い
。
我
は
我
硝
b

存
す
る
如
く
考
へ
て
天
地
の
思
を
忘
れ
、
岡
駅
を
忘
れ
、

ふ

た
.
持
品
酌

寸

E
ヲ
』
く
ぶ
つ

h
w

恥
J9

\
h
H
n
h

砂
怠
浪

L
今

争
，

究
施
の
恩
を
忘
れ
、
動
植
物
の
御
か
げ
を
忘
れ
て
ゐ
る
も
の
が
多
い。
我
が
与
と
過A
リ
執
す
る
が
舵

持
ラ
ま
ん
げ
で
い

れ

ち

且

加
港

地
ゑ
後

ラ
怖
い

え
い
伊
ん
惟

E

品目

す
い

E
ん
よ
f

に
橋
網目慨
怠
と
な
・9
、
我
か
抑u
怒
と
想
ふ
が
故
に
聴
明・
穎
敏
を
誇
A
リ

、
我
が
財・
と
し
℃
食
慾
・
放
蕩
・

ち
'

o
Z

内

，

u
h
F-

-
H
UE

す
い
ゃ

ん
が
ふ
ん

べ
つ
%
け
ん

車
生

て
ラ

帯
宮
a
h

ラ
巴
λ

“r
e
L
e

浪
費
を
敢
て
す
る

等
、
皆
佃
在
と
考
へ
て

ゐ
る
分
別
知
見
を
強
・湖
し
先
週
ち
で
あ
る
。
営
今
の皐
者

、

v
hん
せ
F
W

泊
三

よ
み

L
W

ん
そ

で
ん
し

L
K
E

〈

E
'

い

E

じ
ん

そ
ヲ
肝
ふ
で
昏
L

ん
ど
タ
験
再
い

分
析
の
た
め
に
般
設
し
た
る
分
子
や
元
索
、
屯
子
や
諸
力
、
倒
花
や
個
人
の
総A日
前
進
動
他
を
忘
れ

抽
ゐ
ぷ
つ
じ

n
y宮
u
v
U
ん
昨
ん

じ

v
'
と

ラ

し
ラ
ご

と

せ
い
し
ん
f

拘
削
イ
し
申

L
e

ん
f
h
p
f
し

。
企

て
唯
物
・
貨
在
・

入
植
・

自
由
等
に
執
す
る
が
如
S

は
、

精
神
科
事
者
た
る
と
自

然
科
撃
者
た
る
と
を
問
一 一 ~
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れ、ー さ息T

金語大首とま2 
。

<
ζ 

4 の と

kきt、: ー
。史4,' ・, 2昔E、

h
k
し

い
号

店

ぷ
ん

2
b
3

hr
E

ラ
ぷ
っ

さ
い

レ
さ
ま
お
砂

私
た
ち
が
一
・と
息
す
る
の
も
自
分
芦
け
の
カ
で
は
な
い
。

一
切
の
動
物
が
、
一
切
の
植
物
と
ゐ
互

いV
E
-
-

・
こ

雪
ふ
曾
吾

f
b

昔
投
売
ん

E

S

に
息
つ
S
Aロ
ふ
℃
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
呼
吸
は
進
化
の
大
い
な
る

ρ
タ
ラ
キ
で
あ
る
。
問
中
に
呼吸
だ

持

か
N
F

p
a

捻
E
f

h
ラ
恕
い
い
ん

ι
λ

札
av
か
い

け
に
つ
い

て

見
る
も
、
考
へ
れ
ば
考
へ
る
蒋
庇
大
な
凶
維
の
あ
る
と
と
が
了
解
潰
れ
る
で
あ
ら
う
。

‘

己

曹
ふ
い

E

で

E
P

い
陣
9
0

じ
ん

若
し
と
の
呼
吸
が
一
と
息
で
も
出
来
ぬ
と
な
っ
た
ら
、
英
雄
も
美
人
も
あ
つ
だ
も
の
で
は
な
く
、
制

m

U

官
ラ

ひ

-e
--
b

a
v
h
v

u
v
E

事
休
す
る
と
と
に
な
る
の
は
火
を
み
る
よ
b

腺
で
あ
る
。
か
と
云
つ
τ

、
息
っ
か
ず
に
ゐ
る
と
と

で
宮

し
主

守
喝
ゅ
う

t
弓
定
ん
ち
宮

い

ひ
と

は
出
来
ね
が
ら
、
初
中
終
と
れ
を
中
断
し
な
い
や
う
に
注
意
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
せ
ば

、

人

レ
P句〈
・
・
4
n

e

だ

と
税
を
す
る
と
と
よ

b
も
イ
キ
つ
く
之
、
と
に
、
食
物
を
礁
み
下
す
と
と
よA
Yも
イ
キ
つ
く
と
と
に
、

品
手

ゐ
ち
ゅ

う
い
い

、
島
市
場

叉
熟
眠
す
る
と
と
よb
も
イ
キ
つ
く
之
と
に
波
立
し
〈
、
一
息
で
も
休
ま
ぬ
や
ラ
に
せ
ね
ば
な
ら
ね

と
と
に
な
っ
て
、
膨
れ
ず
、
ダは
ず
、

散
ら
ず
、
対
へ
ず
、
党
ピ
イ
キ
つ
く
と
と
に
の
み
川
町
献
し
て

、

3

し
ん
砕
い
7
b
s
，
、

障

し
除
か

だ
い
U
ι

曹
ふ

還
に
紳
経
衰
弱
と
な
b

、

呆
て
は
死
泊
よ
b

外
は
な
い
と
と

k

な
る
。
と
れ
ほ
ど
大
事
な
呼
吸
が

E
ん
い

L
曽

e

桔
し
ん

昨
い
す
ゐ
包
ゃ
く

事
抽vg
い

ち
ラ
串
か

ん
だ
ん

砕
い
ぜ
，
、

何
ら
の
意
識
も
加
へ
ず
、

紳
経
衰
弱
に
な
る
や
う
な
注
意
も
せ
ず
に
註
夜
間
断
な
く
織
縦
注
れ
て
行

E
'

レ
老
若
。
，

C

芝
山

守
タ
f

h

怖
ラ
官

加
S
A

は
れ
〈
ゐ
る
と
と
も
、
動
植
物
相
互
に
行
っ
て
お
る
造
住
の
妙
機
た
る
と
と
を
思
ふ
時
、イ
キ
る

と

U

ぷ
ん
HV
と
に

ん
し
?
て
ん

ち

か
ん

A

た
いV
M1
い
め
い

a
p
C

と
は
自
分
濁
b

の
す
る
と
と

で
な
い
と
と

が
は
っ
B
A
Y

と
認
議
遣
れ
る

。
天
地
問
の

，

一
大
生
命
の
動

“r
ん
守
幸
司

e
''
・

f

珍
ん
じ
a
V

4
A
7

2

が
、

だ
ピ
岩
石
と
も
なb
、

草
木
と
も
な
b

、
禽
獣
と
も
な
っ
て

ゐ
40

の
で
あ
る
が
、
と
れ
を
別

E

た
ん
ぎ
H
F

F
a

h
h
レ
た
ホ
E
ん
W
ん

か
ん
が
え

4
A
Y

H
V
E
E

佃
の
存
在
と
考
へ
る
の
は
花
達
人
間
の
思
惟
で
別
な
も
の
と
し
て
引
き
離
し
て
ゐ
る
だ
け
の
も
の

v
q
4
4

E

た
ん
す
いV

Z
9
W
弓

む
が

は
A
V
Wん
と

、

之
ん
す
い
砕
い

で
、

と
れ
は
決
し
て
別
個
の
存
在
で
は
な
い
。

仰
教
は
無
我
を
披
見
し
て
個
々

の
蒋
在
を
}
肯
定
し
、

z
r
‘

内

3

H
v
b

a，
V
ふ
し
ん
E
ラ

崎

、
、

、

E
f

b
L

キ
〈
白
い

-d
b
u
b
o

Mr出

u
vh

何
物
も
一
切
と
総
A
n縫
動
し
行
く
す
が
た
に
嗣
家
粧
台
を
見
る
の
で
あ
っ
〈
、
お
は
品
、
犬
は
犬
と

, 

ーーー=ー
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治・
さ

E
-
e
h
v

ム
'
h
4
A
V
ラ
『

在
札

r，

b
ん
が
へ

わ
ず

し
℃
と
れ
を
個
在
と
す
る
と
と
は
分
別
の
上
に
立
つ
般
の

考
で
あ
る
と
し
℃
ゐ
る
と
と
を
忘
れ
〈

悼
と

拡
ひ
と
拡

4
A
y--
“

v

睦
t

t
v

L
・
鳴
い
ぜ

は
な
ら
ぬ
。
一
葉

一
葉
は
別
々
で
あ
る
が
、
と
れ
を
引
き
離
せ
ば
枯
れ
て
了
μ
、
生
主
薬
で
なく
壬

L

ぜ
い

げ

え
だ
み
食
ね

陪
な

だ
い
ち
〈
れ
ん

札
ん
だ
い

死
に
楽
で
あ
る
。
生
五
議
は
枝
に
斡
に
根
に
事
に
、
そ
し
て
た
地
の
す
べ
て
に
闘
聯
し
f
b

る
一
大

そ
う
削
ふ
し
ん
ど
ラ

す
が
売
に

A
r

AY
"

の
ち

線
A口
鑑
動
の
相
を
如
貨
に
現
は
し
℃
ゐ
る
。

か
ん
が

-
E
h

k
し
じ
し

ん

h
た
し
a
vと
り

い

ζ

曹
ふ
ひ
と

h
た
し

か
や
う
に
考
へ
疲
れ
ば
、
在
自
身
も
私
一
人
で
生

s
f

ゐ
る
の
で
は
な
い
。

呼
吸

一
っ
す
ら
私

?

喝
宮
じ
ょ
ん
か
む
だ

B
Z
E
h
t
L
a
c

だ

ふ
主

樹
b

の
力
で
は
な
い
。
自
分
の
身
酷
で
あ
る
と
思
っ
て
ゐ
る
此
の
私
の
身
慌
で
き
へ
、
そ
れ
は
父
瓶

、
官
迅
品
志
晶

L
T

b
い
字
。
再
晶

印
司

L

ぷ
ん
い

の
力
の
現
は
れ
で
あ
b

、

更
に
枇
舎
の
力
の
現
は
れ
で
あ
っ
τ

決
し
て
自
分
だ
け
が
生
き
〈
わ
る
の

官
土
L
時

と
?
7
E
4

v

c

ん
ち
内

ラ

a
ur

ゆ

も
E

い

で
は
な
い
。

一
暴
手
一
投
足
悉

く
天
地
を
遁
じ
て
流
れ
行
く
力
の
生
2

4て
ゐ
る
相
で
あ
る
。
一
・
と

わ
‘

の

と

ぎ
M
V

し
て
我
が
物
と
す
べ
B

例
在
は
な
い
。

‘
ぁ

串
ま
ベ

ワ
E

主
ん
申e
h
v

み

ふ
ん
司
つ
a
y

し
ん
じ
Ay
h
v
t
v

'

ふ
ゐ
4
9

と
れ
を
若
し
過
っ
て
別
個
の
存
在
と
見
る

分
別
有
を
異
質
なb
と
云
ふ
は
、

般
に
分
跡
せる
も
の

W

じ

AV

L
aJ

ど
か

い

ま
ラ

し
ラ

じ

キ
什
ん
し
か

ハ
般
)
を
貨
と
し
て
執
せ
る
制
閥
解
で
あ
b

、

妄
執
で
あ
b

、
邪
見
で
あ
る

。
然
る
に
世
間
に
は
と
の

f
b
ど
制
も
い
も

の
、
ー
前
段
白
札
れ

A
O
と
匙

A

ご
と

ψ
恒
が

て
ん

ち

加
ん

酌
ナ
・

7

hz
z

渇
棋
に
陥
れ
る
者
が
多
い
。
我
は
技
硝
b

存
す
る
如
く
考
へ
て
天
地
の
恩
を
忘
れ
、
闘
思
を
忠
れ
、

h
Hん
酌

す

E
ヲ
』
長
う

h
N
h

一9

和
唯

h

ら
怠
漁

L
今

ゐ
V

究
施
の
恩
を
忘
れ
、
動
植
物
の
御
か
げ
を
忘
れ
て
ゐ

る
も
の
が
多
い。
我
が
除
と
過A
リ
執
す
る
が
総

什
ラ
念
ん
げ

h.
hr
h
t
A

-
‘

ゅ
ゑ

迂
ラ
怖
い

え
h
v
Fん

捻
E

h

す
い

E
ん
よ
f

ν
た
，

に
橋
慢
僻
怠
と
な
。
、
我
が
仰
u

怒
と
想
ふ
が
故
に
聴
明・
穎
敏
を
誇
b

、
我が
財
と

し
℃
食
慾
・
放
蕩
・

包
ラ

HV
E

，

U
E
A
U
E

す
い
ゃ
ん
が

ふ
'
h
ベ
っ
ち
け
ん

g
雪
て
ラ

怠
攻
た
ラ

E
'

u
v
eL
e

浪
費
を
敢
て
す
る
等
、
皆
佃
在
と
考
へ
て

ゐ
る
分
別
知
見
を
強
調
し
允
過
ち
で
あ
る
。
時
間
今
の
撃
者
、

v
h'hせ
晋
げ
ザ
リ
よ

L

L

W
ん
を

で
ん
L

t
k
p
a〈

E

き
い

E

じ
ん
色
気

予
MV
ふ
で
曽
L

ん
ど
，
W
L
V

分
析
の
た
め
に
仮
設
し
た
る
分
子
や
元
索
、
屯
子
や
諸
力
、
佃
荘
や
個
人
の
総
合
前
進
動
他
を
忘
れ

怖
ゐ
ぷ
つ
じ

n
yす
い
じ
ん
昨
ん

じ

v
a
，
と
ラ

し
ラ

ご
と

せ
い
し
ん
f

割
引
e

L
A叩

L

e
ん
f
h
p
f
し

。

企

て
唯
物
・

貨
在
・

入
植
・

自
由
等
に
執
す
る
が
如
a
d
は
、

精
神
幹
事
者
た
る
と
自
然
科
皐
者
た
る
と
を
問 ー-ーーーー一・・司E・E・-ー



ー-，島 Z置の倹念ー・ (98) 

僻
釦R
，

@
u
m
m
恥
←
臨

ル

艇
が
る
刈
鉱
即

i

い
ず

E
e

e
'
'
z

、
“v
n
v
伝
ち
い
‘
司

再
LC

主
と

M
W・
っ
か

は
ず
、
軌
れ
も
同
様
の
問
速
に
陥
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る。
物
を
認
め
党
b

、
呼
A
だ
A
ソ
、

取
扱
つ

ひ
っ
-
AR
，

E
eaヨ
か

，

e

ベ
ワ
ベ

A
Y
U
A
4A
Yぷ
つ

眠
い
そ
曹

党
A

リ
す
る
必
要
上
か
ら
般
に
瓜
別
し
た
も
の
を
、
別
人
別
物
と
し
て
排
尿
し
た
A
Y
愛
惜
す
る
が
如S

仲

せ
っ

U
E

む
か
f
w

曹
に
も
け
ん
"

は
航
に
即
応
のR
b
と
一rは
ね
ば
な
ら
ね
。

と
の
仮
設
し
た
る
n
己
の
白
位
、
H
A任
、
椛
利
、
義
務
が

也
市ゐ

噌
司
売
い
か
必

‘
住

か

唯
一
絶
針
の
や
う
に
考
へ
る
な
ど
の
と
と
は
以
つ
τ

の
外
で
あ
る
が
、
と
れ
が
し

も
平
試
で
皐
姐
論

か
f

L

Z
宮

w
，

ぃ
f

喰
い
哲

W
ん
P
E

と

-
主
家
号
車

f

む

か
f
g
E
Z
E

、

客
の
主
張
と
な
b

、
敬
育
、
政
治
の
原
理
の
如
く
せ
ら
れ
、
父
は
盲
目
無
究
に
行
は
る
\
井
戸
の
つ

、
、

、
為

V
S

が

し
ま
と
っ

主

士
睦
窓
司
な
み
い

睦

か

る
包

ζ
E
Z
L

ラ

る
べ
が
上
b

下
b

に
衝
突
す
る
と
と
や
、
寄
せ
〈

は
返
す
液
遣
の
波
が
岩
を
噛
む
様
や‘

虎
布
僻
獅
鷲

i
E

品
川
眠
う
か
'

Z

司
令

指
N
h
v

￡

t
2
2
3

'

p

-

z

が
呑
噛
吃
略
す
る
態
を
楳
準
と
し
て

、
和
A官
なS
生
存
競
争
を
力
説
す
る
な
ど
の
と
と
は
全
く

天
地

定
い
噛
う
じ
，

Z

H
Vい

L
胃

F
J
容
を

措
忘
い
し

'
u

-守

f
m

の
大
用
を
も
人
生
意
識
を
も
宥
却
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
れ
殆
ど
意
識
な
S

波
鴻
ゃ
、
食
以
起
び
る

と
と
に
の
み
総
出
す
る
獄
蹴
民

総
ては
貯
猷
し
う
る
と
と
を
仲
〈
も
、
と
れ
を

必
慨に
削
船
し
℃
恥

る
と
と
は
約
す
べ
か
ら
ぎ
る
と
と
で
あ
る
。
政
ん
や
と
れ
が
密
都
、
都
新
都
、

m
L
V
お
黙
の
料
品
問
問
先

hH
M
V

い

え

る
に
於
て
を
や
と
云
は
ま
る

を
特
な
い
。

ぷ
Z

'

Z

じ
ん
ざ

ふ
ん
ご

t
が

，

傘
、
が
守
た
か
ん
削v
-
A

2

3
い
そ
う

V
L
Lん

仰
敬
は
先
づ
人
生
を
分
別
し
℃
考
へ
ゃ
う
と
す
る
布
の
妄
見

ー

か
ら
究
め
て

、
一
切
が
総
会
進

E
'

え
ん
ww

K
2
s
t

品
&
に
よ

ι
い

す
炉
免
除
ふ

い

す
E

動
し
ゅ
く
縁
起
を
達
観
し
、
そ
と
に
倉
き
如
来
の
相
あ
る
を絞
め
よ
と

去
ふ
の
で
あ
る
か
ら

、
少
し

E

ぷ
つ
"
‘

，
、
ゃ
ん
た

か
4
が
ひ

と
い
令

い
q
s
ん

再
な
ふ

u
w

-ぷ
b

・〈
う

が
ふ

で
も
此
の
偽
教
取
に
立
っ
て
考
へ
る
な
ら
、
一
息
も

一
餐
も

皆
一
切
の
力

。

か
総
合
3

れ
℃
ゐ
る

も
の

で
あ
b
、

日
川
山
b
h帆W
MU即
応
あbと
臨
も
艇
刑判それ
が
総
hr総
慌
の脱
税民
和け
る
hV
N
U
へ
のい

Jq
の

す
が
た

l
h
a
v

怯
ム

U

F
uv
k

再

τ

。

相
で
あ
る
之
と
が
解
b

、
と
、
、
に
法の
生
き
ゆ
く
相
を
日
比
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
2

て
ん

ち

ひ
主
だ
い
陪
っ
か
い

u
s
'

い
へ
ど

唯
つ
与
A
3
0
6

b

3

れ
ば
天
地
は
一
つ
の
大
な
る
法
界
で
あA
Y
、
一
事
一
相
と
雌
も
怯
牲
の
貨
か
ま
る
は
な〈、
と
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骨
町
第
艇
部
貯
の
称
彬

当
日

ち
奮

い
み
だ

多
向

再
e

と
の
一
切
の
も
の
\
力
に
よ
っ

て

、
活
か
さ
れ
育
て
ら
れ
て
ゐ
る
委
を
は
っ
き
b

と
認
め
、
そ
れ

に
航
船
し
的
批
V
縦
λ
だ
の
が
鵬
船
山
町
船
比
一
和
け
る
鉱
山
恥
で
あ
る

。

と
の
と
と
を
泌
を
，
紘

μ
と
か
、

そ
と
に
三
r
訟
慨
を割
問
む
と
か

一r
u、
対
は
崎山
町潰れ
た
る
T
1
M
m
射
を
艇
舵
す
る
と
も
断
べ
ら
れ

町
内
ル
ヴf

ぷ
'hm
q
L
J
f
E
f

，
急
か

h
r

z
a
3
1

げ
だ
吋
げ
だ
っ
句
仲

ん

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
就
中
、
五
分
法
身
と
は
五
つ
の
功
徳
、
即
ち
滅

、

定
、

慈
、

解
晩
、
解
脱
知
見

定

ん
ぞ
f
e

を
，
、
〈

φ
h
tぜ
ん
為

、
、

乙
、
t
n、
、

s
h
y-

、
、
、

外
4
c
.

，
.

が
満
足
に
具
足
し
τ

ゐ
る
と
と
が
、
完
全
に
身
い
皇
、
心
い
き
、
一
一
切
が
いS
る
と
と
を
認
め
る
が

堂
、
伊
在

ラ
ち
は

6
k
n

ぃ

、
、
、
、
、
、

・
・
で

債
に
J
あ
b

競
さ
の
・
中け
い
働
か
き
し
て
い
た
ビ
車
、
能
く
一
切
を
め
苫
め
さ
せ
、
い
か
す
と
と
が
出

E
t
c

.
t
s
e

惜
し
ノ
文
〈
{
ん
主

:

E

当

来
た
相
で
あ
っ
τ

、
と
れ
を
五
分
成
就
身
と
も
五
分
具
足
身
と
も
山
中
す
の
で
あ
る
。
と

れ
が
印
ち
開
刊

号匂
ゐ

S
と
草

案
た

E

し
を
そ
ん
時
よ

s
t

」v
t

t
そ
・

ヲ
断
食
耳
ら

掌
の
詮
ら
れ
就
さ
れ
た
委
で
あ
b

、
之
、

に
一
個
の
稽
愈
が
破
れ
去
っ
て

、

大
な
る
如
来
の
相
が
現

し
ゃ
、主
ん

み
ま

さ
思
い

み
れ
シ
ヤ
カ

d
7
3

3

1
'

渇
本

は
れ
壬
来
允
の
で
あ
る
。
栴
骨
骨
は
向
ら、
と

の
蕗
の
意
味
を
1
|

我
れ
、
縛
迦
・

組
曇
・

悉
謹
多
比
非

惨
な
宜
ふ
じ
段
守
3

e
'

耳
停

と

Hザ
た
す
ら
&
た
レ

R
M

れ
齢
別
院
本
法
相
で
あ
る
。

と
の
イ
キ

Y
道
を
認
め
τ
、

只
管
比
三
れ
に
依
っ
て
立
ち
、
乙
れ
に
願
つ

寸
、
す

段
惜
島
内
山

ゑ

m
S

崎
ι
t

た
主

A
u
q

晶
b

b
R叫
し
ん
か

a，

τ

進
む
の
が
飢
ち
仰
で
あ
る

。
と
の

故
民
、
仰
と
は
法
比
依
つ
f
t
ち
、
法
次
法
悦
に
阿
川
つ
τ
准
向

A

‘n
t

ぇ
，h
g

再
低

-
A
再
建

η

再
・

す
る
も
の
で
あ
る
と
も
識
か
れ
、
或
は
よ
く
縁
起
を
見
、
よ
く
訟
を
見
る
も
の
\
み
、
よ
く
悌
を
観

と
し

佐
酔
主
叫
い
ち

る

T
V
R

み

t
v
j

る
も
の
な
b

と
も
設
か
れ
る
次
第
で
あ
る
。

即
ち
、
法
相
を
よ
く
見
、
乙
れ
を
よ
く
戚
ず
る
と
と

置
色
白
げ
格
拘

附

h
b
u

E

』
「
祢

hnい
吊
必
守
門

7
r、

h

r

は
、
よ
く
鰍
ど
見
る械
で
あ
る
か
ら、
私
は
此
の
意
味
比
於
て
「
咲
く
花
に
美
し
吉
見
る
も
、
澄
む

i
v
'w

U
ん
よ
O

だ
ん

h
w

月
比
朗
か
さ
按
ず
る
も
念
備
で
あ
る
」
と
断
じ
党
所
以
で
あ
る
。

一一
'・
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成
措
渇

た .nk脅(l;tl
る I惜上容
がな d
T2m 
tと 錐T
俗芸者与
め H

• 

7

・n
ツ
a
p
a
y
サ
ム
ヤ
ツ
ク
#
・
J
プ
ツ
ド
ハ
怒
し
串
，
甘
い

-
e
h
v
z

ず
し
て

、

附
蒋
多
羅
三
難
三
悌
陀
と
就
れ
b

l
!

と
喝
破
遣
れ
て
む
る
の
で
あ
る
o

今
が
今
ま
で
三

u
，
ん
か
ん
「
シ
ヤ
の

ぞ
f
J
3

1
・
'古
電

信
い
シ
ツ
ダ

aw
'
e
み
止

毘
い

う

ん
内
ん

十
五
年
間
、.
将
迦
」
族
の
「
組
晶
画
」
姓
で
「
悉
迷
多
」
の
討
と
呼
べ
ば

、

「
唯
」
と
か
、
「UU」
と
か
返

じ
e
e
a

l
，
品
白
れ

・
シ令
カ
ゴ
1

・
v
v
u

-
a
肉
、
d

'
a

hv

-
V
山
マ
ダ
an
a

k

事
し
て
ゐ
た
男
か
、
念
に
l

i

我
は
稗
迦
・
思
曇
で
は
な
い
、
Aー
か
ら
後
は
縄
曇、
悉
達
多
と
呼
ん
で

ぜ
ん
悼
ん

い
き

i
I

へ
ん

h
w‘

E
&

h
A
U
S

‘Z

う

は
な
ら
ぬ
ー
ー

な
ど
、
宣
言
さ
れ
党
と
云
ふ
の
は
少
々
鎚
だ
と
も
想
は
れ
、
殊
に
|
|

孜
は
無
上
等

'
雪
山v
f
L
4
・
・
古
い
て
ん
h
、
ι
v
h

決
う

3
4

車
生
骨

正
究
者
で
あ
る
i
!

と

云
ふ
な
ど
の
之
と
は

、

大
天
狗
か
誇
大
妄
忽
在
民
権
っ
た
か
と
も
戚
ぜ
ら
れ

L
ん
h
v
W
A
Y

-

S

玄
咋

内

島
0
・
'

u
u
v
e
り
ラ
し
ん
E
ラ
事
。

ゃ
う
が
、
真
意
は
決
し
て
然
う
で
な
い
。
そ
れ
は
前
に
迷
ぺ
た
や
う
な
、
謀
れ
る
自

我
中
心
の
妄
想

E

-e
い
司
g
L
ん
『

ん
仲
ん
固
な

捻
り
し
-
aF

E
ワ
3
e
τ
ん

ち

た
い
幅
'

玄
、
k

r

ザ
い
f
h
h
マ
い
・μ

ゃ
、
側
花
中
心
の
偏
見
を
離
れ
τ
、

法
性
の
貸
相
、
天
地
の
大
用
そ
の
佳
代
、

正
し
き
生
活
を
管
む

し
め

民
主
れ
い
ぜ
ん
S
い
ち
て

曹
ぜ
ん
品
ん
E
曹

L
ん
い
地

と
と
を
示
す
の
み

で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
如
来
善
逝
で
あ
b

、
知
的
比
は
金
.面
的
に
翼
民
生
き
往
く
と

E
九
社
い
げ

ん
甘
ん

z
z
u
E
I
t
e
s
M
f

e
E
E

と
に
つ
い
て
之
を
飽
現
し
、
研
磨
し
て
息
ま
ぎ
る
と
と
ろ
か
ら
、
無
上
等
正
先、
削
ち
ア
ヌ
ッ
タ
ラ

・

、
き
を
ん
だ
、
，
t
e
ζ
だ
L
V

・2
4

弓

Z
e

サ
ム
ヤ

ッ

ク
・

サ
ム
プ
ッ
ド
山
と
云
ふ
の
で
あ
っ
て

、
倒
神
牲
が
大
天
狗
、
持
大
妄
想
狂
で
あ
っ
た
の

‘
“V
1
h

v
b

q
う
い
ん
ど
E
と
ほ
A
Y
た
抗
告
巴
怠

刊

た
L
と

で
は
な
い
。
只
そ
れ
が
意
味
の
遁
ぜ
ね
印
度
の
言
葉
で
停
へ
ら
れ
た
\
め
、
妙
な
名
前
と
も
、
管
いv

d
R
q食
い
也
F
f
・
-ら

-

と

ぜ

か
'
h
u
v

e
s
，

、
%

削
V

T

ナ

絶
針
格
を
表
は
す
言
葉
と
も
考
へ
ら

れ
る
m
wh
食
以
迷
い
を
伺
じ
た
に
、過
ぎ
な
い
V
の
で
あ
る
。

ゃ
う
与
，
、
・
2
2
a
c

，
a

J
司
う
u
q
s

a
J
，
、
信
い
ぜ

h
q
で

曹

か
様
に
縛
隼
の
成
道
と
は
、
宇
宙
の
賞
相
の
如
氏
生
活
す
る
と
と
が
出
来
る
や
う
に
な

れ
た
と
と

に
主
・
9
U
Fぜ
ん
ぜ
い
&
ラ
し
串
会
u

r
f
しの

く
申
ゐ
せ
ん
叫
ん
ぷ
A
V

で
あ
b

、
そ
れ
が
如
来
普
逝
で
あ
。
、
等
正
究
者
で
あ
。
、
完
全
な
念
備
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
側
押

ぷ
山
Y
ぜ
い

f

向
。

叫
ん
ぷ
A
y

-

-
t
f
h
円v
k
h
v
H
A
か
ん
H
V
と
H
V
と
什
，
，
f

拘

与
。
じ
ん

性
成
仰
の
生
活
は
念
的
そ
の
ま
\の
生
活
で
あ
b
、

一
代
五
十
年
間
、
殺
生
の
教
化
代
精
進
せ
ら
れ

E
札
ん
よ
ワ
ぜ

い
v
fわ
れ
，
E
J
・
“
い

ぜ
い
叫
ん
ち
ラ

じ
A

白
う
じ

中
・
・

町
、
f

だ
の
も
此
の
念
備
生
活
の
鼓
吹
で
あ
っ
た
と
云
へ
る
。
当
れ

ば
、
島
内
年
も
老
人も
、

E

者
も
賞
旅
も

ふ
h
，
し
串
e
ん
再
ん

な
い
し
ι
ん
w
n
y
h
な
だ
い
し

a
zん

h
n

，
、
“
，
、

向
者
も
賎
民
も
、
M
M主
総
跳
も
骨
、
大
自
然
の
大
S

な
進
み
氏
、
准
め
られ
、
ィ
ヵ
3

れ
る
と
Z
λ
に
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H
ん

ぷ
q
'

め
だ
よ

q

念
備

と

阿
陀
悌

。

陸
な
・

2
2

ρ

品
会
唆
位
怠

C
Mv
h

・
‘

惜
品
川

'
h

年
く
そ
ん
包
命
令
だ
弓

咲
く
花
に
美
し
さ
見
る
も
、
吹
く
風
に
如
来
を
忠
ふ
も
怖
を
念
ず
る
と
と
で
あ
。
、
割
柿
曾
成
道
の

z
t
W
3

w
'
r

山
町

ふ
ぷ
リ

E
L
t

・hヒ
2

・2

v
q
h

砕
い
r
t
，

再
品

主

委
も
、
一
一
代
敬
化
の
法
も
帥
訟
に
い
服
す
る
償
伽
も
戒
行
も
そ
れ
で
あ
る
0
8

れ
ば
身
に
行
ふ
と
、

'
τ
a
q
h
H
‘

f
R

い

f

品

3
い

ふ
，、

、

.
‘

f

H

'
a
m
v
f
u

心
に
思
λ
と
、
日
に
品目
ふ
と
の
一
-
一
業
一
切
を
含
む
も
り
で
あ
る
。

だ
が
、
と
れ
を
特
別
に
約
示
す
れ

r

し

た
メ

む
さ
そ
ん
狩

え

-
v
L
Wい

日Z
L
2
G

HV
E
J

電
内
ふ
り

?
'

R

ば
、

弟
子
遣
が
標
牲
に
蹄
依
し
掌
敬
す
る
の
で
、
合
掌
純
作
し
Jし
市
無
帥
と
巾
す
乙
と
で
あ
ら
、
判
例

ぷ
ワ
噌
ん

3

ん
甘
い

市
宮
し
キ
9
k

か
ラ

し

申
・

3
M

む
し

す

s

R
-
E
h
v
L

リ

‘

，

し
く
悌
前
に
参
詣
し
な
く
と
も

、

病
者
肱
行
者
が
遁
か
に
A
n常
作
挫
す
る
も
南
無
悌
で
あ
る
。
元
よ

と

u
'
E

昆南
町

h

ム
り

A
p
u
q

プ
ツ
グ
ム

b

そ
の
唱

へ
る

言
は
、
南
無
仰
に
は
限
ら
な

い
。
帥
陀
サ
ラ
ナ
ム
、

グ
ッ
チ
ヤ

l

ミ

!

と
.

一千
ふ
と
と

ハ

v
pt
ナ
ム
い
に

&
'
H
L
P
U
F令
官
"
串
，
，
・
，

f
A
V
，A凶V
J
u
-

け
，h
H

H
じ
キ
ラ
L

も
、
法
O
崎
ア
ヌ
ユ
Y
ジ
ャ
ム
と

一玄
ふ
と

と
も
あ
A
Y

如
来

、

別
行
足

.

善
鑑
、
世
閥
解、
無
七

士
、

て
事
官
よ

じ
身
事
ぷ
て
ん

民
ん
し
広
司
信
之
ん
い

E
K
ら
い
が
，
，

a
e
f

調
御
、

丈
夫
、

天
人
師
、

帥
、
世
懲
と

一広
ふ
と
と
も
あ
る
。

乙
れ
を
如
来
十
蹴
と
し
て
、
そ

の
十
徳

和
レ
Z

向
露
骨
リ
忠
十

r
'
'

司
吋
I
I

申
S

ど
と

を
耕
輔
制
し
た
も
の
と
す
る
。

或
は
百
八
、
且
千
な
ど
と
榊
し
℃
無
数
と
し

、

そ

れ
が
別
々
の
仰
の
如

'
i

・
し

E
Z

し

あ
妙

v
hk

R
Z

て
ん
、

Ar
p
-
t串

2

・
苛

'

メ
ザ
メ
注
せ
ら
れ
、
今
迄
知
ら

な
か
っ
た
有
難
い
朗
か
な
天
地
に
戚
謝
し
て
安
刊
す
る
と
と

が
で

ぽ
ん
E

，
、
司

f

は
ず

ι
ヲ

E
弓
.
、
，

v
r
a
v
A
f
E

弓
れ
が

f
h
4
w
wぷw
g舟
ラ

ω

か
か
作

き
、
益
力
を
識
し
〈

働
き
な
が
ら

、

勢
働
や
宵
働
や
慾
働
と
迷
っ
た
赦
喜
奉
行
の
世
界
仁
な
っ
三
と

h
l

己
札
九

ど
う

E
A

唾e
g
b

さ
Z

惨
劇
苧〈じ
t
n
，

L
ん
ぜ
ん
そ
ん

甘
い

W
ふ
b
f

仲
か
い
い

b
f
吐
い
処
い
〈LE

が
で
き
、

此
等
同
人
の
相
和
す
る
所
は
寂
静
と
親
善
と
隼
敬
と
協
織
の
世
界
で
あ
b

、
島
地
醒
生
活
の

f

+
易
い

J
ん
・4

か
い
が
ん
吊

仲
p

だ
ん

U
ん
ぷ
q
a

在
ぷ
づ
世
・7
・

枇
A
Wと
な
。
、
研
・
肘
改
搾
息
ま
ぎ
る
敬
聞
で
あ
っ
た
。
と

れ
を
念
働
と
も

・亦
帥
法
慣
を
念
ず
る
「.
一
一

円
常
化
よ
リ
棺
ム
宅
事
か
い

l

ん

ふ
え
じ
中
ラ
咋
克
暗

'

t
E
M

ぷ
L
7
H
e

締
」
と
も

、
又
は
働
法
府
成
を
似
ず
る
「
四
不
壊
崎
市
一
と
も

体
へ
て
む
る
。

卸
ち
、

一
化
の
悌
教
は
、

J
h
、

e
cゐ
叫
ん
よ
リ

ゅ
の

結
鯨
す
る

所
、
念
備
に
在
0

・
と
す
る
E
L
-
-」
が
で
きる
。
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T

S
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阿
燭
m
a
m

-
zu
n、
，
て
・
・

じ
&

a
p
g

代
血
罰
的
な
値
聞
畠
田

• 

' 

や
品
訓
"

悼

む

E
I
C
M
v

t

b
車
'

z
s
e

そ
f

是
今
刑
事

い

w・

4
AY

き
る

た
い

hM
g

く
に
も
考
へ
ら
れ
る
。

南
無
如
来
と
南
無
明
行
具
足
と
は
、
名
披
も
意
義
も
別
な
所
か
ら
、

憶
は
町

三
党

M
Z

た
い

4
2
5

〈
Z
h
r

・7
1

〈
だ

る
戸

ー
守
器
主

主
宮

缶
f
u

じ
で
も
相
は
別
と
考
へ
ら
れ
、
同
位
別
相
に
闘
す

る
色
々
の
観
想
が
行
は
れ
τ

ゐ
る
。
郡
名
し
信
念

哲
忌

阻
ん
S
A
y-

-
b凶H
.
、

H
V
A
F

宰
z

t
巴
ど
と
S
い

怠
己
申

，
、

す
る
所
に
念
怖
が
縄
んγ
に
な
る

や
う
比

、
如
何
な
る
所
で
も
、

何
事
で
も
一
切
を
完
ラ
し
τ

准
み
、

肺
守

い

申

ι
主
に

且
匹

い
ぶ
り
定

加
ん
す
が
れ
f

uv
リ
t

串
9
H
4
6

い
ず

e
r
E

畳
め
、

生
S

牧
き
給
へ
る
如
来
働
陀
の
御
相
と
し
て

A
W常
し
敬
雄
す
る
と

と
が
出
来
る。
何
践
に
も

な

b

L
内
主

ζ

品
〈
宮

車
会
ゼ

か
い

み

、
ー

電
に

C
-
B
L

・-
b

φ
宮
車
会
e

k
f

市
無
僻
し
て
、

其
践
に
同
ゴ
め
の
光
明
世
界
を
凡

る
と
と
が
で
阜
、
何
事に
も

南
無
明
行
具
足
し
て

-
e
念
、
企

，
、

内
M
L
ん
仲
ん

E
a
，
也F
ur
-
ん

込
摘
す

、

あ
し
も
と
明
る

く
、

智
徳
推
進

、

研
究
改
善
の
歩
み
を
進
め
る
と

と
が
で
き
る

。
か
く
て

一
切
を
南

b
f
z

・6
宮
C
ふ

w
q
E

叫
ん
さ
ザ
か
い

2
3

ラ

C

u

z

無
悌
の
栴
名
業
比
結
締
し
つ
\
も
、

念
仰
の
世
界
は
炭
く
、
そ
の相
は
千
注
と
な
b
、

そ

の
れ
は
高

別
と
な
る
。

u
，
h
ぶ
AV

'
h・
2

ん
ど
J
1
Eん
δ
号

令
免
同
医

と

W

E
ん

む
'
テ
ロ

首
'

か
〈

念
怖
が
前
向徳
市
内
相あ
る
と
と

は
、
卸
ち
怖
が
千
市
内
無
盆
に
ま
し
ま
す
と
とで
あ
b

、
十
五
に

う

胞
と
冷

聖
M
L

M
M
V

，

c
，
h
a宮

巴
C

E

の

む
サ
ラ

無
数
の
偽
M
Y非
ま
れ
る

次
第
で
あ
る

。
華
巌
続
の
始
め
など
に
も
、

此
無
数
の
偽
が
雲
の如
く

集
b

E

‘

向
F
t・
-
l

た
す
'

な
か
と

f

叫
乍
い

ラ

怖
い
ろ

t
府
軍
犯
し

v
k
，
，

a
mf
し

あ
し

申
f

来
ら
れ
る
物
認
が
あ
る
。

そ

の
多
搬
の
小
に
も
特
別
比
有
名
な
の
は
胤
合
郎
、
大
円
、
難
側
、
附
閥、

既
AV
L
・
ラ
た
ほ
う
品

f

，
じ
市
宮
じ
地
な
ど

し
主
S
A
Y
E

と

ふ
司
告
し
ん

E

の
ど

質
勝
、

多
賀
、

一小
益
成
就
等
の
諸
備
で
あ
b

、
燥
に
普
通比
伝
ぜ
ら

れ
此
土
民
有
線
布
。

と
せ
ら
る
る

}

§
h
r位
。

z
b

定
ぷ
叶

3
5

4
2

宮
p
f

に
叫
ん
ぷ

づ
い

W

L
V
島

の
が
闘
方
の
阿
掬
陀
備
で
あ
る
。

従
っ
τ

遁
常
我
凪
で
念
仰
と

云
へ
ば
南
無
阿
鋪
陀
仰
と
小
す
と
と

z
b

定

い

拘
w
t
k
v

-
e
h
7

Z
F
J

L

も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

阿
禰
柁
と

一京
ふ
誇
は
何
か
と
云
ふ
と
と
に
つ
い
て
、
阿
捕
陀
離
な
ど

に
問

粧
品
'
'

ほ
と
げ
く
管
掌
ラ

hH
車
内
世
ラ

f

に
て
し
す
げ
が
・

a

答
が
あ
b

、

そ
れ
は
そ
の
仰
の
光
明
無
島
氏
し
τ
十
万
の
閣
を
照
ら
し

、
障
癒
せ
ら

る

k

な
き

が
故

B

b
u
ι

Mva
，

混
食

じ

楠
a
争
A
V

じ
ん
み
ん

U
'
a申a
v

地
尻
島

に
阿
捕
陀
と
鋭
す
る
も

の
と
し
、
又
そ
の
ぷ
最
も

人
民
も
無
怯
な
る
が
故
比
例
帰
陀
と
名
づ
け
る
と

&

a

h
v

h
u

め
々

島町f

.

む
r
r
'

b
・
咽a
g

地
且

ゐ

鼻
咽
r
a
p

続
い
〈
あ
る
。

阿
捕
陀
は
無
肢
と
静
す
ペ
S

で
、

何
事
も
無
量
な
る

が
故
比
例
鋪
陀
とゆ
す
の
で
あ

. 
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• 
e
-

ヲ

固
骨鈴
H

と

ま
か
{
と

き
あ
か
す

縦一劇
人
が
る
に
蹴
，
、

忽
ふ

" 
配
対
置
舵

-
U
&
伸

す
号
む

・

-
a
2

』
「

抽
且

〈
砂
富
品
。

舟
だ
，
、

b

、
怖
と
し
℃
も
そ
の
撤
無
益
で
あ
る
と
云
ふ
と
と
で
も
あ
る

。
故
に
組
経
比
は
掃
陀
の
光
明が
十

記
黙
の
謀
総ひ

匂
を
驚
す
る
そ
の
対
駒
山
知
を
嘉
す
る

と
と
は
で
き
な
い
。
儲
検
知
的
し
℃

し
ん
U
V
A

b
E

E
&c

h

a'
t
E

世
d，

u

'
e多

L
￡
E
AY

件

a
c

心
眼
を
し
℃
見
し
U
ぺ
き
で
あ
る
、
此
の
事
を
見
る
も
の
は
郎
ち
十
H

無
最
.
の諸
怖
を
見
る
と
も
説

し

だ
い

と
f

む
-

r

L
U
凹

む
'
Z

丹
肘

い
て
あ
る
次
第
で
あ
る
。
特
に
そ
切
無
量
を
五
つ
に
示
し

て

五
無
盆
の
揃
陀
と
す
る
。

先
ハ
無
量
光
飾
、
十
二
光
綿)

五

無
量
櫨
〉

持
制
(
無
量得〉

無

裁
(
人
民、
徒
紫
、
谷
胤
無
祉
〉

f注

相
ハ
相
好
、
表
現
、
性
相
無
盆)

事
(
功徳
、
症
巌
、

ど
乙
も
あ
か
る
く

〈故
に
)乙

、
に

い
つ
も
い
主

か
か
す

た
れ
も
涼
め
か
か
さ
れ

ν、

ま

ど
ん
な
で
も
正
し
く
普
く

何
事
で
も
善
く

美
し
く

L
L
L
、
ま

沼
4

J
4
p.，

於
τ 

と
の
す
が
た

之
の
事
に

附
駒
山
山
慨
を

舵
し
在都1
る
と
と
が
で
S
「
ど
と
」
で
、
「
い
つ
」、「
だ
れ」
が
ど
A
な
滋
で
、

U
FO
L
'
'

ら
い
阻
い
む

Z
9
E

〈
み
だ
げ
ん

，
h
F

町
E

す
る
比
も
合
掌
し
櫨
拝
す
れ
ば
、
無
量
カ
の
帰
陀
は
そと
に
現
在
し
給
ふ
の
で
あ
る
。

み
だ
陸
宮

叫
ん
さ
い
草

に
地
且
奇
い
は
，

c
，
、
c
，
、

そ
れ
な
ら
ば
、

禰
陀
は
十
方
比
遍
在
す
る
で
は
な
い
か
、
何
故
西
方
極
集
に
在
す
と
云
ふ
か
、
モ

ヲ
白

e

た
い
じ
む
つ

を
却

す
Mr
t

し
ん
ぜ
ん
F

仇
ラ
再

む
克

志

れ
は
常
民
具
慢
の
事
貨
と
な
b

、

奔
ま
れ
る
相
と
な
っ
て
、
異善
美
妙
を
附
酬
は
し
給ふ
か
ら
で
あ
る
。

8

』
v
k
，
晶

4「
ん
宮
市
ラ
&ラ

じ

、

8
4

ワ
し
ん

じ

っ
，
、

山
ゐ
a
vん

そ
れ
な
ら
ば
然
う
云
へ
ば
良
い

。
馳臼
渇
平
等
で
あ
る
も
の
が
4
b

ぷ
別
と
な

9

、
典
貨
比
完
全
に

HV
A
e

Z

T
M
k
f
r
f

レ
雪
と
ん
じ

4
1

占

-
h
f
b
f

い
た

4
う

・

い
ほ
'

h
v

生
き
た
将
い
美
し
い
委
を
功
徳
荘
厳
の
成
就
し
た
純
集
と
云
ふ
の
で
足
b

る
。
別
に
両
方
と
云
は
ね

E
区
E
-
c

何
事
を
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gS阿ふ
i調与
る陀ぎ

d瞳c.

・'依&

L 

&鋼‘
し陀ゼ

たの
眼;橿T
き;
酉t
方す

k
-
-

い
低
ラ
』

p

e

在
』F
h

，

w
ん

h
v
n
f

'd
v

-
a

ば
善
い
。
ナ
ゼ
西
方
と云
ふ
か
。
具
館
の
表
現
に
は
、
色
も
形
も
大
2
8

も
時
も
臨
も
で
る
ョ

赤
ん

ぼ
う
さ
い
じ
し
ら

H
b
j
，
旬
ペ
h
H
a
y

再
宮
む
秒
陪

p
b
h
O

が
し
に

し

L
也
町

坊
も
三
識
見
も
白
髪
老
翁
も
あ
る
。
右
向
き
も
左
向
き
も
あ
る
。
東
も
あ
れ
ば
西
も
あ
る
と
と
を
示

し
τ
配
於
をr
し
た
ま
で
いデ
あ
る
。
気
の
一
が
と
も
、
釘
蹴
と
も
針
ふ
の
で
あ
る
が
、
削
除
で
は
か
川

い
与
す
ら

い

マ
ん
E
f
L
K

て
ん
品

売
V
L

C

，
、h
uい
らf

ぞ
ん
g
hv
'

と
云
へ
ば
従
来
の
天
岡
龍
夫
と
税
ら
れ
て
、

唯
死
後
の
快
楽
の

一
存
在
と
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら、

。
宮
町
ay
z
r

て
-z
'

島
町
ラ
哩

ど
f

宮
ど

f
E

ん

"
は
〈信
号
る
は
ラ

t
g
h

上
方
天
界
で
は
遁
醤
せ
泊
。
さb
と

τ

下
方
の
地
闘
で
は
地
獄
と
混
ず
る。
北
方
(左
方
)
は
須
湖
、

肺
ラ
か
ヲ
筆
'
h

札
い
か
い

E
C

食
q
k

章
。

f
q

由
与
え
ラ
ぜ
ワ
く
れ

い
ι
f

舎
町

妙
高
山
、
霊
界
と
し
イ
』
儲
か
れ
も
し
隼
ぴ
も
し
た
経
設
も
あ
る
が
、
千
議
天
折
せ
ず
快
繁
窮
ま
b

な

伐
a
7b
串
るC
A

智
AF
h
v

p

食
品

定
ラ
L
ん
昔
E

耳
f

だ
ラ
ぷ
q
a
Eapぷ
リ
c

b
t
t

ん
L
t
u

hr

a
d
七
賓
荘
厳
世
界
な
る
が需
に
、
道
心
後
ら
ず
三
悪
道
偽
前
備
後
と
阿
じ
さ
八
難
慮
の
で
と
し
て
排

せE
E

f
E
宮

島
ん
φ
2Z
会
主
〉
な
ん

棺
苦
手
棺

a，
ぢ
E
d，

R
h

か
肱
事

E
e

斥
さ
れ
る

か
ら
、
北
方
で
は
安
養
停
土
と
な
ら
向
。

咋O
A
9
と

℃
南
方
は
右
方
地
方
で
前
の
下
方
と
伺

'
ι

の
げ
だ

っ
ひ

が
/
企

令
院
a，

a
m

色
也
事
世
事
@
ん

陸
予

様
好
ま
し
く
な
い
。
解
脱
の
彼
岸
を
東
方
と
する
が
宜
し
い
と
し
党
も
の
も
あ
る
が
、
東
方
は
前
方

f

白
ι

険
と

w
f
E

崎
市
じ
，A

と
曽

ー

む
-
eラ
ふ
品

q

-A
h
rゑ
ん
ぜ

か
レ

-
qM
V睦
a
J
a
ι

で
過
去
で
、
そ

の
備
も
闘
も

滅
謹
の
時
が
あ
る
。
そ
乏

で
無
窮
、
不
滅
、
永
遠
の
世
界
を
西
方
比
現

S
H
V暗
号

匝
ラ

AV
'
'
E

E
S

念
た

‘

司
為
ん

t
r
L

は
し
た
も
の
で
あ
る
。

西
方
に
あ
b

f
十
方
比
遁
じ
、
此
蕗
を
擬
げ
ぬ
の
は
勿
論
で
あ
る
。
只
死
せ

守
f
f

に
い

い

か
WM

L打
飴w
e
pじ
ゅ

f

に
す

啄
匝

・
6

b
u
ι
ぷ
q
u
f
v
h

る
も
の
‘
、
造
れ
る
闘で
な
く

、
生
き
活
か
す
と
と
限
b

な
き
無
量
芯
の閥
、
即
ち
附
煽
陀
仰
の
御
闘

』F
Z
ι

な
A
P
と

云
ふ
と
と
を
現
は
す
の
で
あ
る
。

E
b
-

-

み
だ
ぷ
づ
る
い
暗
号

C
f
ち
e
E

ふ
h
，

.. 件
だ

Z
h
y
m
-

-A

南
無
阿
一
潮
陀
偽
と
は
、
西
方
極
集
の
法
王
党
る
阿
婦
陀
偽
記
蹄
依
す
る
と
と
マ
、

そ
れ
を
-
p
u燃

み
ち
い
え
ν

ゑ
ん
し

ん
r
ヲ

h
v

申
再

f

に
加

捻
宮
み
き

竪
定
在
て
ミ
い

れ
ば
、

米
来
永
遠
に
異
質
民
生
き
往
く
御
闘
の
大
君
民
館
順
し
奉
る
と

云
ふ
と
と
で
あ
る
。
此
の

L
B

ラ
い
ん

E

で

L
'

・
c
p
a
'
A
f

毒
事

U
a，
ぷA

む

A
Y3
hv

思
想
が
印
度
比
出
℃
も
、
支
那
に挽
か
れ
て
も
、
開
想か
欲
想
か
で
充
分
の
貸
際
と
な
らな
か
っ
た
。

h
H
n，
み
舟

f

に

f

ん
E
f
p

F

9
官

ぽ
ん
覗2
5
2
0

企

画
ま
ら

L

そ
れ
は
大
君
が
御
闘
で
あ
っ
て

、
君
闘
一
慢
の
カ
よ

く
市
民
を
慨
し
て
、
何
人
も
そ
の
御占庶
民
症
き
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ヲ の u 
つ .先Zt a量買tdE わ
と
云" . • 太会. 

子L_，島、

能であ賓と る 然土 思すと 南無E もれさC
き る の第ま今主程2 る lま で然よ法2 む三をる
な 。 生ま 一 -E のに れあ b 然2 J!iir~ 論2 成主な
い今E 命~ ~t ~ト( 法2 る b 、上告IC 摘陀制1:み も ラ〈。まの 、細3 然ね。 、上人ん だ 法It i.札.、伸ロ 、

の ー 岡兵然2 を人 宗替止 のワ何E
ま 相3 し そ
し も て の

徳抱J1η 乗fR 上き る 薮~ ~t に動Z を 西t 輩"居ぁ 凶?
?と生い 人E 依￡ 揮e 歪主 遁共3 か し 方号般Z る 迎Z

有い かきは裕す せ b 3 らた も 。 旗む

ヵ!大ま℃ 凡史 はら℃ す 去旬、 と

者・申乗E ゆ 入E な れ念た れ へ疑会 人i 台い れな
す と t1報を v、 て 錦若 ばばム も我;: 6

のみll'.; か る 土E が、が 何2 、人2 を 号 、 岡ぷと

云い と の 、 念2 間工 も 商無z が 議2 願2 そ!との
ふ と義官そ f弟三 明t 法~ $.~li・あ ょ ・ つの早去 1現をr 2 l のがををののせ 然“ 1>可也ら のQ .."と数号く ど

生ご 、 現日開宴鈷Z今組元主E ら 上んをに 摘みラ の義官 I無V 
命t とはは れ 人ん p働r 。 特・=aE{- で 頭 ， ~，; 見鼻
に れ すすをと τ '/J・ ぷ あ論2 阿‘ぬ1・ 0
生 念ぷ2 は る に捕!{?弗官A かき 堪売に在高記R ば .f- 備。と 。於t 宵 ら

τ よ、
、

b す れの のの て さ で
ゐ る 滞どと る る 前三 元組主e 1I調? 1i~の あ
る は土2 せ 。 相ぎに と 飽をま に行言 る
と 寓す宗きれら 臆r 念2 異れま

。

云ャ 豪すを さ イ品去 云レ ju る れ然よ
r、、 }jIJ~ プと を の lま じ 所2 アと る
る 抱1ち 立3 0 持‘ J主君 る て あ 所ゅ』と
も 者与 し そ つ が L 異土 る 以でf 孜が.. 
の 、 すミ れ て な も +ζ 』と
が碩言と Iま 居F 治、 の永と 拘で あ 惚凶?
ど撃?云い大古 ら つ も i!!~んh iま 6 ま
れでは決普 オt 1こ な bと ら

、

11 
?となれが る 治、 い さsiiい ず 太~. ~II~ 
吋 け る 主予E

。

と 如主 、 子1，'貨と
あれの く 見・〉 ラ る 等E 傭去に ・
ら ばで 異k え Eと と 敬号と
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位6で 字包
品市はで

孟"人Eあ
品川三
でとぺ

号いと
- .!、九

容T下げれ奈e後I)j何2 ぃ虫真史
下一♂， L た良t.J足b郷とと f蹄
の H 偽9でに傷者 L 琴E
ffJ"!械を 敬~I臨まる厳守 る念宮

主，院を んつで' H 
で にた‘'a み

も 行士頃5都5 1ご
ー lì'" 、が〈

本山勘
船
艇

E
f

再
ん
た
い
畠
5

・
‘r

f
#
ヲ
芯
ぜ
ん

f

l
k
品

三

与
，
に

'
L
Z

開
民
大
衆
は
貧
く

し
て
供
養
、
作
普
も
で
き
ず
、
食
は
ん
が
魚
に
殺
生
し
、
肉
質
し
党
と
て

え
再

f
L
E

b
t

b

s

げ
ず
ぷ

A
7
4ん
ふ
に
ふ

，
宝
る

草
9
5

ぜ
ん
C
ふ
曹
司f

じ

山
櫛惑
和
智
の
批
と
蔑
ま
れ
悌
門
不
入
の
器
と
避
け
ら

れ
る
。
す
る
業
は
賎
業
慈
事
と

庇
遣
れ
、

せ

f

E

か
怠

￡
々
を

f

ぷ
h
y--
ん
と
‘

L
8

1

時

ず
ば
食
ふ
と
tr

も
居
る
と
と
も
叶
は
ず、

乏
の
世
も
世
俗
も
偽
門
も
、
供
に
塞
が
れ
て
仲
び
る
と
と

ひ

ぜ
ん
か
ヲ
話
会

ぷ
ウ
・

ん
し
山g
p

と

申
ず
い
る
f
w

ぜ
ん

?
段

ん
の
曹

が
で
S

泊
。
何
の
作
普
向
上
が
あ
ら
う

、

帥
門
山
離
が
あ
ら
う
。

そ

の
時
罪
忠
下
賎
そ
の
催
、
煩
悩

阻
ん
h
H
E
-

-‘
、
花

"
、軍

む

あ

品
だ

ぷ
O

書

草

し
ん
じ

っ

ι，

hr

妄
念
庖ら
ば
起
る
催
、
只南
無
阿
捕
陀
備
す
る
所
に
異
質
の
御
い
の
ち
に
生S
る
と

と
が
で
き
る
と

と
ぶ
つ

昨
今

C
f
ら
f

岬
つ
E
ラ

宰
Z

ぃ

ー

し

ん
睦

'

E

げ
4
qE
ラ

せ
ら
れ
た
。
南
都
備
教
で
は
極
楽
は
結
構
な
所
充
、
と
は

一京
ふ
が
、
異
に
い
き
る
報
士
の
結
構
さ
は
よ

h
tF
し
ん
い

b

f
k

て
ん
だ
い

ご
f

b
f

ぼ
4

よ

れ
ラ
じ

晶
ラ

抽
E

u
a
マ

E

く
仏
ら
制
。
そ
れ
は
其
に
仲江主
る
御
闘
で
あ
る
。

天
台
で
は
極
集
に
凡
夫
校
生
を
許
せ
ど
も
報
土
允

ゆ

じ

り

B
6
5

尭
い
品
。

E
av
に
品

げ
段
ん
し

か

る
を

mmめ
ぬ
と

一云
は
れ
る
が
、
内
力
の
一
乗
で
あ
る
か
ら
大
衆
を
間
入
さ
せ
る
と
下
品
に
な
る
。
然

ふ

t
h
vら
T
，

ぜ
い
f
h
吋

3

い
U
T
t
'
f
b
q

み
f

に

邑
ゐ

ち
ょ
f

e
k

h
ve

る

に
依
然
上人
は
、
大
衆
生
活
そ
の
ま
凡
で
品
以
上
其
貨
の
御
闘
に参
ら
る

k

は
、
勅
な
れ
ば
何
人
も

た
O

E
ほ
ん
令
嗣
A

ゐ

J
1
'
a
n
-
-

U制
阪
が
肘
ふ
や
う
な
も
の
で
あ
る
と
他
力
本
願
の
偉

い〈誌
を
喜
ば
れ
た
。

う
陛
駒

内
い
ぜ
い

f

b
f

ぬ
ん
よ
q

b
'
g
s

R
い
ぜ
づ

令
で
品

定
昔
、

骨
ら

第
二
に
は

、

平
生
け
い口
郁
念
仰
の
往
生
を

大
切
と
せ
ら
れ
党
。
阪
に
帰
陀
の
御
力
に
よ

b

、

げ
を
ん

-t

す
f

ひ
と
と

f
4
q
z

，
C
ふ

E

，

p
z

b
e
勺

下
股
の
債
に
救
は
れ
る
と
す
れば
、
そ
の
人
の
特
別
な
る
行
業
や
努
力
に
依
値
づ
け
ら
れ
る

の
で
は

ゆ
革

U
T
ら
い

だ
ん
ま

う

f

守
司

ひ

か
す

官U
K
ラ

え

た
い

e
A
r
J
U
H
K

C
4

，
が
た

な
い

o
w臥
比
従
痕
の
壇を
設
け
、
供
を
調
へ
、

日

を
限
b

儀
容
衣
帯
を
改
め
る
に
及
ば
泊
。

心
域
別
委

窓
、

む

で
a
，
仲
ん

k
u

u
A
ぷ
一v

c
‘
る

つ
よ

し
ん
ね
ん

H
V
Cふ

.

も
そ
の
他
で
あ
。

、
無
保
件
で
あ
る
。

従
っ
て
そ
の
念
悌
も
心
民
弧
く
信
念
し
た
意
業
で
も
な
く
、

t
y
拘
ぜ
品

、

.e
ι
E

H

あ
み
だ

ん
炉比一激
し
く
行
持
し
先
の
で
も
な
く
、
只
僅
かに
耳
代
間
ふ
る
ば
か
b

は
南
無
阿
畑
陀
仰
し
た
ばか

向
a，
U

仲
ラ

た
C
h
r

・
‘.‘
でFぷ
e

d円
リ
r
'

リ
W

阻
ん
ぷ
パv
l
i

b

比
往
生
す
る
の
で
あ
る

。
但
し
今
迄
傘
ぶ
別
時
別
儀
の
念
的
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
。

J肢 e
..-r~ :.. 
:tfff ( 

そ
れ
は
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• 
e
p
a

医
い
し

'
Z

曾
ゐ
甲
ん

務
珠
山刈削
剛一
心
稼
念

・
2
M

の
文
H

一
心
専
念
湖

軸
町
名
鋭
、
行
伎
坐
臥

不
問
時
節
久
近
、
念

念
不
捻
串
咽且定名
正
OA

之
策
、順
彼
畠
聞
販
敵
。

IIIr 九
制度
九開:.t

e鰐 問主

祭ふ
公8 の

一
，
九
ゐげ
'句

HV
・7
1

す
@
ラ
品

C
H

向
い
ぜ
い
た

E
9

・

&
f

事
喜
宮

U
A

U
A附
と
し

て
色
冷
の
儀
相
を
行
ふ
と
と
も

あ
る
。

平
生
疎
忽
に
な
っ
JL
居
る
か
ら
特
に
仰
を

持
念
し

根
市
と

f

し
ん
C
ん

け
ん
ピ
ゆ

克
て
・
3

t
的

品
是

世
帯
砂

l
l

、
}
で
ラ

け
ん
n
vS

A
f

似
の
相
徳
に
親
近
し
、
見
受
し
悲

・
ら

ん
が
お
に
行
ム

揚
A
廿
も
ある
が
、

そ
れ
が
俄
件
附
だ
け
に
特

リ

e
-a
M
V

砕

か
軍

E

札

ヲ
施
。

q
え
a，

H
-
-
uv
・

・

ぜ
ん

HV

B

肌
の
狭
い
窓
叫慨
に限
れ
る
。

之
を

行
ふ
必
要
な
揚
令
が
あ
っ
τ

も
、

そ

れ
が
一
般
の
意
義
で
は
な

た
r

U

T
'
仲
-h

B

H
Vに
ち

向
い
ぜ
い

和

ふ

m

f

H
K
‘

+
d
'

司
ん
r
a

ぃ
、

只
無
線
件
に
毎
日

卒
生
は
起
き
臥
し
て
も
、

飲
み
食
以
は
も
、

'働
く

に
も
休
む
に
も

、

便
所
K

E

b

・。
再

定

ぷ
A
Y
M
V

・・

h
v

u
ん
よ
q

みん刷会
じ
ゅ
う

L

も
、

ス
ラ

ス
ラ

と
南
無
阿
繍
陀
備
す
る

の
が
、
今
生
き
る
念
仰
で
あ
b

、

い
つ
命
絡
し
て
も
死
せ
ず

し
A
r
q
h
v

出

叫
ん
よ
H'

E
民

a
p
f

Fξ
は

C
〈

b
f

札
ι

だ
い

巳

し
τ

、
異
貨
民
生
主
性
く

念
俄
で
あ
る
。

何
も
特
に
貯
へ
て

極
集
の
選
議
一
箇
ヤ
寅
ふ
の
で
は
な

し
ん

ふ

し

、
、
、

再
f

に

い

ゆ

h
k
し
E
‘

・

い
主

再
f

に

訟
の

ラ

ぃ
。

異
に
不
死
の
い
の
ち
の
御
闘
に
生
s
t

往
く
の
で
あ
る
。

忍
共
が
今
、
御
闘
の
御
か
げ
で
、

農

h
-ヲ

ぜ
3

W
う

い
たぜ
い

ゅ
‘

令
と

た
い
守
ワ

f

b
A
P

し

で
も
ヱ
で
も

段
較
で
も
や
ら

せ
吃
頂
い
て

、

生
主
役
く
の
が
最
も
大
切
で
あ
b

、
獄
事
で
あ
る
。

樹

れ
令
官
プ

A
Y'

ず

叩
，

s
，

叫
ん
ぷ
守

免
ヒ

L

札
う
と

ヲ

ワ
ラ

か
予

uv
と

跡

事
t
z
ひ

・0
・‘

捕
に
療
治
も
、

頭
痛
に
以
痛
を
おけ
も
あ
る

が
、

念
怖
を
只
幽
療

一凶
痛
部
内
や
火
止
、
耐
踏
にする
は
俄

E

E
ワ

ぜ
'

U

R
主
f
w
ん
た

也F
C
ち
ラ

HV
E

E
H

4

ぷ
サ

た
ん
巧
ん

u
y，
H
a7

・b

粗
末
な
小
都
民
局
限
する
も
の
で
貨
の
浪
費
で
あ
b

、

そ

の
何
院
に
も

念
偽
あ
る
は
単
に
鋭
痛
防

師
団
，

eA刊
、
，

f

h
Z
ん

V
ん
ぽ
ふ

L
ん
じ
守

ぜ
い
f

h
v

-z
t

ち

む
s

b
u

九
の
た
め
で
な
く
、

h州
中

に
も
火
難
に

も
貧
乏
に
も

、
異
質
の
生
活
を
金
う
す
る

の
が
南
無
阿
捕
陀

円
い
e
h
vh
ラ
じ

ATう

U
A
ぷ
引
宮

ぜ
ん
だ
ラ

L
ん
ぜ
ん
叫
ん

‘
，
h

は
4
H
ん

艇と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

之
の
卒
生
往
生
の
念
備
の
義
を
善
導
の
一
心
専
念
の
文
に
接
見
せ
ら

っ
た

れ
た
と
惇
へ
る
。

E
P

・

ぜ
ん
2

f

ほ
ん
e
E
H

A
ぷ
リ

m
A
叫
ん
お
Z
'
h
a
f

怖
い
E
f

相府
三
に
は、
選
樽
本
願
の
念
帥
で
あ
る
。
乙

れ
は
法
然
上
人
民
よ

b

〈
特
に
明
白
に
遣

れ
た
と
と

で
、
九仮
献
隙
の
働
総
み
に
よ

ムリ
、似
が
の
必
幻
を
お
む
る
と
し
て
仲
範
的
帆
な

3
れ
た
仲
船
山
仰
が

『
蹴

-
e
憎
ん
e
z
u
'
z
q
し
ふ

だ
い

ゐ

a
y

い
aJ
怖
い

U

じ
っ

ザ
ん
可
申
，
、

H
A
ぷ
吋

都
本
願
念
働
集
』と
題
詩
れ
τ

居
る
と
と
は
俄
b

wh
有
名
な
点
貨
で
あ
る
。

そ

の
選
揮
の
念
仰
と
は
、

一
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一
• 

h
K
L
ど
‘
た
い
レ
ゅ
う

L

ん
じ
っ
し
ん
ゆ
ラ
再
ち
恥
￡
ろ
仁

私
共
は
と
の
大
衆
の
其
笠
信
仰
の
道
に
逢
ふ
と
と
を
歓
ぶ
。

ピ
ん
ぜ
い
な

に

人
生
そ
れ
何
を

な
す
か
。

信
ろ
し
ょ
却
のJ
I

W
ふ
む

S

い
ι
M
V

む
か
と
ま
ぜ
い
品
晶
C
K
と

F
Z
%虫
色
け
ふ
り

f

圭
い
h
n
，
‘
ふ

衆
鹿
各
ι
ザ
ソ
ノ
業
務
-
一
洋
助
シ
、

轡
ア
所
正
ヲ
履
ミ
、
行
フ
所
・
中
ヲ
執y
、
協
裁
遇
往
セ
ヨ
と
仰

を
完

P

ラ
昨
ん

J
1

主

8
2

た
T
R
q
U

司

g
ゃ
く
か
だ
い
だ

ラ

し

?
L
I
Z
-
-
v
全
校
ラ

せ
ら
る
、
、
詔
を
承
け
て
審
冷
承
順
し
奉
る
べ
き
で
あ
る
。
貨
に
脚
下
の
大
道
は
攻
牒
各

h
y今
奉

と
F
S
W

ふ
む
か
ら
ふ
喝
ラ
ぜ

い
け
ふ

e

f

乞
い
酌
ヲ

れ
ぜ
い
か

ず
る
所
の
業
務
に
開
か
れ
る
。
乙
れ
を
履
む
と
と中
正
に
し
て
協
毅
遁
往
す
べ
き
で
あ
る。
唯
如
何

圏?

家"・

と

.AU 
~E 、向

f弗去

. 

a 

し
￡
z
q
b

だ
ぜ
ん
喝
キ
〈
し
キ
か
ま
た
せ
ん
山
町

q
h
A

本
海

h
v・ぁ
'u
r
h

，
今

諸
帥
嫡
陀
の
選
揮
に
な
A
リ

τ

、
探
迦
も
亦
と
れ
を
選
説
し
給
へ
る
も
の
、
一
切
経
よ
b

一
ニ経
へ
、
三

w
m
y
b
針
術
と
な
れ
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
践
に
約
鉱
桜
町
野
，
町
一
心
俄
の
肌

h
d川
船
村
あ
る
M
hに、

品
だ
ほ
ん

h
w
r
や

ね
ん
ぷ
A
Y
U

曹
仲

号
事
長
ピ

為
寸
t

E

H
4
よ
リ

と
れ
ぞ
珊
陀
本
願
の
タ
備
な
れ
ば
、
時
機
数
行
只
と
れ
に
夜
b

と

せ
ら
る
\
の
で
あ
る
。

削
ち
通
協

w
ap

じ
時
ラ
u
c
w
a
1

じ

中
ラ
E
w
a
，
舟
吃

W
号
店

a
ん
℃
や
f
L

ん
ぼ
曾
止

さ

昆
ー

ι
A
E
h

'
h

A
だ

敬
よ
b

津
土
敬
へ
、
伊
土
敬
よ
0

揃
陀
敬
へ
と
、
選
樺
し
進
歩し
来
れ
る
所
が
、
蝶
の
南
無
阿
繍
陀

ま
い
ち
し

T
J‘
，
向
た

y
h
a
yじ
め
ラ
c
f
r
H
f
E
L
U

Z

み
だ
ぷ
リ

h
a
h笠

宮
た
が
叫

怖
と
な
b

、

『
一
枚
起
詩
文』
に
は
、
唯
往
生
模
集
の
た
め
に
は
南
無
阿
揃
陀
仰
と
申
し
て

、
疑
な

わ
予
じ
帯
う

h
a‘
玄
を
ほ
か

ベ
品V

L

B
h
v

か
ラ

U
ん
よ
リ

く
往
生
す
る

ぞ
と
思
ひ
と
b
f

申
す
外
に
は
別
の
子
細
な
し
と
し
て
、
一
向
に
念
備
す
べ
し
と
せ
ら

E

信
号

乏
f

陪
ラ
じ

噌
ヲ
E
h
4惚

s
h
r
E，
ね
抑
あ

f

市
中
〈

a
v
z

抑
止
し

k
v
Fり

れ
、『
小
消
息
』
に
は
十
方
に
滞
土
多
け
れ
ど
も

、

西
方
を
.
願
ふ
は
十
悪
五
濯
の
生
る‘、
が
故
、
諸
帥

卑
か
み
だ
宮
在
て

ま
J

叫
ん
叫

ん

い
た

し
た

ら
い
げ
い
た
念
出
旦

し
主
・
7・

'
る
ね
ん

の
中
け
い
捕
陀
に
腕
し
奉
る
は
三
念
五
念
に
至
る
ま
で
親
し
く
来
・
迎
し
給
ふ
が
放
、
諸
行
の
中
け
い
念

E

『
か
の
空
跨
捻
ん

hw
h
ん
抽
ゑ
と

'
z
s
a
g
a

f

レ
さ
ほ

ふ
叫
ん
し
君
臨
ん

叫
ん

備
を
用
ふ
る
は
彼
仰
の
本
願
な

る
故
と
せ
ら
る
\
所
に

、
上
述
せ
る
特
色
が
あ
A
Y

、
法
然
上
人
が
念

ぷ
ん

g
h耐
乏
す
る
・
ピ
宮
と

f

主
〈
阻
ん

噌
ん

偽
の
元
組
と
ま
で
推
都
せ
ら
る
k

特
色
も
判
然
す
る
。
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~e吃 と l時u 後ど Þ A ..:・ な !と 法A あもに
'備さ な t~C; 世せ 、か も芯も然阻 るでし
しるをを闘? 〈 3EL lE 、と与 o ~ "'( 
てと救? も阪 駅て 詰も特人E をず村
}..;. z. とつめに此品 せ、所z御ごと 、正ま
るが党参2 イトぢ 念2 fF布TJR 指L LE;昔、言 な
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h や で 、得2 が ‘ と陀l' lt}l1 賜A 南睡で不ih
松均{う な只を に う 法主 が御三 iζ と無むも共:
の に く今E す然2 111でに も威主 i河z なは‘
戚士 、 、 の と上主Ic 来E 泊1 、謝主 捕尋 ν・目前
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};.;.z. J~~ 末三、ーら よ だる tt ~嗣品 しへく
る 、 j閉 店 ヰIl~ れ b と を も i佐官 τ ど特・ろ
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義官 も仁5 令忠 商電 閥 ? る正き 普k 京t 合号 、鈍主
の着き 以:." #官主 釦Ç'1 民2 く のき大ま し 定、言 い
- 1を5 後ご しヲ |河Z 大と あ道立 に願: 缶号制2b 。
蛸t なの位上 繍b E殺告 6 と も のん 稀し主勝I'l' 元!
で る .\'iìi! J服店 l地柁 の が心:、:t;-名争， ちょ
あ イ言ト 飢え し悌三 安~ 1.と得ぇ J21高 影5 の 、 b 
。仰す 悶i 行" す定ご く 、しと中之 越ま 典之
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す活h ~t と所2 な むく に ぶ 暮zらs f 多言 ら
。の唱 もす 、 b ベともば きれ
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ν、

ーーーー圃.
ち

枚:

起き

m
mの
山
町
加
削
除

、

併
問
叫
が
をい
ろ
/
ー
な
於
蹴
よ
り
し
て
、

と
い
ひ
制
的
は
す
と
と
が
山
川
知
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ω
叫

μ引が
、
め
れ
わ

れ
の
む
勲
で
そ
れ
を
お
概
す

る
と
い
ふ
と
と
に
な
れば
、

部
腕
「
掛
川

Z

包
-
v
w
b

い

守

土
」
を
賓
現
ず
る
に
あ
る
と
ま
ふ
と
と

に
な

っ
て
く

る
。

ど

わ
w

-v
悼
ん

O

O

Z
企

は

-

と

と
ろ
が
何
ふ
し
た
課
か
世
間
で
は
得
点
な
ん
で
い
ふ
一
五
議
を
、

-

酔
巴
茸

p
-
P
K

6
・a'
E

Z
占

ぱ
い
や

い

一
非
常
に
嫌
が
る
人
が
あ
る
・
得
土
と
い
ふ
一
膏
奨
が
厭
だ
と
言
ふ
の
た

一ら
鷲
何
ル
v
mか
とい
っ
て
も
伊
い
・
時
は
が
た
川
町
駅
跡
的

、

山間桝
阪
府

-

事

τ
ん
ち

翁
S
a
7
C

と
い
っ
て
も
よ
い
で
布
ら
ふ
。
と
に
か
く
天
地
の
間
に
動
い
て
ゐ
る

事

そ
ん
智
い
ぞ

ゐ
て
e
k

ろ
ぜ
い

'

お
ら
ゆ
る
お
什
殺
が
、
全
的
に
オ
ル
ガ
ナ
イ
ズ
し
、

一
つ
に
統
制
さ
れ

a
a
z
e

τ
a
B
b

-
-
-

E
茸
Z

い

て
聞
か
に
調
和
し
た
す
が
た
を
伊
土
と
云
ふ
の
で
あ
ろ
。

色E
k( 

ソ
シ
テ
そ

~j 

主主主k
肩円l

文;

存

紡

西

の
鱗
い
ー
を
「
乱
開
」
と

t
て
ゐ
る
も
の
が
、
総
ゆ
る

m
w
r
r
で
あ
る
。

ニ

し
か

⑬
がA
'Z
L

う

な
ん

ま
ぬ
ぷ

。
"
。

然
し
、
伊
・中
古川
と
い
ふ
と
、

何
だ
か
亦
、
働
敬
の
部
分
と

し
て
立

」

っ
て
る
も
の
h
m
mた燃
じ
が
し
な
い
献

で
も
た
い
。

倣
艇
に
よ
ら
歩
、

一一

「
も
の
」
を
総
紙

一慨
に
綜
ま
ふ
と
す

る
破
仰
の
船
艇
は
、
さ
う
し
た
防

←十

ら
れ
た
や
う
な
れ
作
に
討
て
す

号
も
の
を
、
腕
ま
た
いかも
針
れ
な

，

一

し、
。

"、
耳

Z

L
，

，
晶

・
・
・

a
F
g

ぷ
司FW
'
a

け
れ
ど
も
作
土
宗
は
、
紗
く
と
も
そ

ん
た
局
ら
れ
た
仙
敬
で
は
無

ぶ
『「
"
ラ

ぜ
ん
は
ん
て舎

畠

A
F，、
，
‘

い
自
で
あ
る
。
働
敬
を
全般
的
に
、
成
る
一
つ
の
角
度
か
ら
凡
な
ほ

=
b
tい

く
か

す
草
移
害

Z
L
'

し
て
、

根
底
か
ら
組
み
更
へ
た
も
の
が
、

卸
ち
揮
土
宗
な
の
で
あ
る
・

品
れ

a
e
ど

し
号
い

か

0
0

0
0
0

0

0

0
0

'

ト
ス
ゆ
へ
伊
土
諜
は、
言
ひ
換
へ
る
と
、
見
直
ほ
さ
れ
たる
俳
敏
そ
占 -画'司V司，、.. -、，司'喝F

一一
-阿'司.._.ー・司.... -司，" 
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出
術
庁
日
八

ん

は
、

b
-
レ
T
・
'
民
事
レ

T
-

成
梯
は
か
た
し
と
い
へ
ど
も
、

徒
住
は
得
や
す
し。
泊
料
普

都
の岐
に
よ
れ
ば
、

制
限げ峨
坊を
蹴
織
として
、
船側いの
脱
却
八

0
・
a
z
b

砂
'a，

作
土
に
往
ぬ
』
す
。

と
訟は
れ
た
と
い
ふ
・
鰍鰍
M
mMは
、

砂
貯の
椛
織ま
と
と
に
訟
は
し
ま
さ
ば
、
級

制
引
の
知
町
制
限
託

ぷ
つ
込宅
ヲ

az
h苦
う

お
ん

な
る

べ
か
ら
AY。

僻
説
ま
と

と
に
公
は
し
ま
さ
ば
、

昔
お
の
御

殿
前
川
鼓
し
た
ま
ふ
べ
か
ら
だ
制

刊紙
の
慨
織
ま
と
と
な
ら
ば
、

u
a
ね

泌
総
の
た
ほ
ぜ
そ
ら
ど
と
な
ら
ん
や
。
法
然
の
公
ほ
せ
ま
と
と

な
ら
ば
、
鰍
献
が
ま

う
す
む
ね
ま
た
も
て
む
な
し
か
る
ぺ
か
ら

T
C
ふ
ら
ふ
時
期
。

と
舎
は
れ
た
と
い
ふ
。

払wb附
の蹴
献は
勲
慌
を
九
げ
き

、

滋
納
税
制
的
を
九
げ
さ

、

泌
総
肱
般
の

船
械
を仰
い
た
.
例
行
即
時
の
勝
対
は
と
の

M
m縦
の
即
時
を
お

'即
時
る
。

い
宮
さ
い
ぷ
A
V

H
vt

む
ず

い
つ
u
Rい

HV

フ
な
わ
れ
晶
砂

一
切
物
を

一
つ
に
結
ん
で
一
野
に
引
く

綱
ょ
。

K
ML
、

問
山
口
等
の
引
か

hu
b
A
hま

H
V

る
L

と
と
よ
。

一
滑り
も

む
仏
く
引
か
る
a
A
と
と

よ
。

l_ーーーーーーーーーーーー ーーーー'・・ーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーー ・・ー

松

浦

一

強:

縁

ーーー，司'ーー ーーーー"ー・偏・・・・・ーー四皐

. 

一
-
一

例
Mと
い
ふ
も
の
を
、
秘
め
てかm
r
と
し
て
紗み
た
て
ら
れ

た
放は
、
-沙ふ
おも
な
く
ぬmw
y同
八
で
あ
る
。
対
ゆ
へ
昨
日
川

は

h

u
苫
z

b
う

し
，
そ
わ
ゆ

H

我
が
-
m土
宗
の

2
?
?岨
」
に
ま
し

ま
す
観
で
あ
る
が
、

さ
ろ

か

い
レ
雪
に
ん
た

，

a・
2
N
‘
6

b
血
色

事
会

と
潤
っ
て
、

K

人
は
唯
そ
の
一
門
の
者
だ
け
が

‘

私
す
べ
き
方

柑悼
ん

で
は
断
じ
て
な
い
。

レ
菅
E
h

b
t
，
、
，
u
u

n
い

う
し

・
3
W
9て
bu

い
っ
た
い
上
人
は
、

わ
が
鎌
倉
時
代
が
生
み
だ
し
た
宗
教
的

h

巳
ん

・

伶
人
。
一
人
で
、

別
は
ば
俄
大
な
る
凡
人
ぜ
あ
っ
た
。

ま

わ
F
.
L
V
0
0
0
0
0
0
0
o

a;
似

a

私
は
末
代

の
代
次
的
凡
東
だ
と
考
へ
て
ゐ
る
。

業

制
点
?
、
設

と

丸
刈
の
談
話
劇
を
、一

U

つ
の
宗
旨
と
し
て
組
み
立
て
た
も

の
で
、

調
ふ
と
と
ろ

ー
、

の
叫
抑
制
問

配
似
と
は、
般
的
の総似
を、
r
r一u
r
wEい

ド
ハり
縦
M
L
畿
せ
ら
れ
た
と
い
ふ

ζ
と
に
情
念
ら
け

ぬ
。
対ゆへ
鍛
一肌
脱
必
は
、

げ
がY
W
Wザ
は
たピ
縦
十

.... 司..... 喧司.... ーー 一..--- ----- ~- ~-- --"...-

いり
V
V
で
、

郎
防総
は
れ
品
、
抗
的慌が
減
配
の酌ι慌を
、
ん昨
併
の総

柑
ん
司
令

-
Z

け
ろ
は
ふ
ほ
か
ゅ

う

触
を

逝
じ

て
設
か
れ
た
敬
訟
に
外
な
ら
ね
の
で
あ
る
か
ら
、

結

検
事
，
』
4
S
L
a
v

檀
令

に
世

は

ふ
れ

包
A
7
3hv
e
H
'
2HF

'

h

‘
い

防
汗
土
宗
は
法
爾
の
埠
.
訟
を
攻
れ/\

の
賞
隙
岱
活
の
上
に
慌

げ
ん

い
品
い

屯
に

在

現
せ
ん
と
す
る
も

の
以
外
の
、
何
も
の
で
も
無
い
め
け
で
あ

る
.

-司...... ・-肉...... ・---ー司'司p・・-一一一
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"
申
込
町

e
h
3
ae
‘

川
仰
凶
品
川
た
り

1
i
と
い
っ
て
、
叡輔
の
除
敬
を
総
げ
ら
れ
た

僻
で
ある
が
、
い
か
に
もも
対
ー
な
拠
獄
だ
と
尉

ふ
。

四

再]
凶
叫
の
総た
と
と
を
、
相
ん
づ
苅
舵
聡
に
い
れ
て
を
い
て
、

H
Z

ま
H
a
'レ
害
‘
ん

は
い
r
'
・

そ
れ
か
ら
今
の、

一
枚
鵡
紛
文
を
持
続
し
て
み
る|
|

a
h
包
ん
ま
事
当

O
O
O
O
L

ど
，
、

滞
土
宗
の
安
心
起
行
此
一
紙
に
至
極
分
り
一
政
益
が

し
主
ぞ
ん

0
0
0
2

ヲ
た

ベ
ヲ
宰
ぞ
ん

所
存
此
外

K
1泣
く
別
義
を
存
ぜ
・
予

そ
れ
で
椛
む
は

、
ι
の
配
仙
川
m
Mは
、
そ
の
政
艇
と
そ
一
蜘

k
m
v
き
伊

な
い
よ
当
亀
か

J

、
か
ん
た
ん

け
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
の
内
政
府
ば
、
仲々
そ
ん
な
簡
盟
友

t

b
a

げ
ん

S

お
て
ん
・

勾

u

n
い
け
いL
今
世
レ
茸

も
の
で
は
無
い
と悲
へ
る
。
川
叫
に
峨
峨
の
天
飽
寺
の

一
代
桂
洲
和
山
間

が
、

と
の
が
織
殺
に
獄
せ
ら
れ
た

m聞
に
婦
の
舵
く
い
っ
て
仰
る

L
w

，

，
‘

F

S

a

晶

唯
:

道
一
校
紙
小
合
大
磁
経少

a
T少

出
-
目
的
思
ヘ
外
一
者
始
少
知
一
一
斯
ノ
語
ノ
勝
一

h

F
う
だ
!
と
の
v
m対
は、
も
凡
ピ
似
た
る
一
併
の
泌
併
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
能
に
そ
の
磁
に
は
一
対
戦
慨
を
然
航
し
て
ゐ
る
。
数
た
ピ

民
総
織
を
俄
僻
し
て
ゐ
る
と
官
ふ

だ
け
で
は
訟
い
。
ん
r
Mれ
は
とのr

E
4
b
O
O
O
O
B

嗣

昨
丈
と
そめ
れ
/
\
凡
人
U
一
切
経
そ
の
も
の
だ
と
考
へ
て
ゐ
る
。

ι
‘
&
旬、内

拭
陀

、

そ
の 五
文也
字む
の

tk! 
を
か
ぞ
~ 

て
兄み

和
漢
と
り
交
ぜ
て

a
τ

い
事
主
じ
も
ん
必
ず

ih-
M
ル

h
r

都
ぺ
て
三
百
有
俄
字
。
一
文
不
知
で
な
い
か
ぎ
り
、

総
が
一
が
て
も
、

一
部よ
く
そ
の
酔
山
町
を
争
僻
す
る

と
と
が
昨
取
る
。
砕か
も
そ
れ
を

蹴
げ
て
く
る
と
、
選
愈
安
ル
仰
を
も
号
、
得

点
一
一恵
と
も

-
晶
、

..

.

.
 

U
A
Y各
世
か

'
め
L

な
り
、
叉
た
一
大
蹴
経と
も
な
っ
て

く
る
。
賢
際
と
ん
た
簡
概
念
、

-
向
ド

'
M.，
c
t
L
-
T
A
7
W

う

ま

た
た
事

そ
し
て
亦
た
食
事
に
官
ん
だた
現
敬
が
、

低
と
世
に
和
ら
ふ
か?

。

1
0
1

3
1
J

，
.

-開・--同p

六

抑
制
服
、
仰
向
阪
の
猷
黙
と
い

ふ
と
と
が
、

以
り
に
前
例
川
で
川
市
ば
れ
て

一一

山V
4
ふ
ん

号
、

5
.

ゃ
く
な

'
H'
'd
R

B一

ゐ
る
。
都
文
を
共
の
ま
弘
氏
滞
す
る
と
い
ふ
だ
け
で
無
し
に
、
完
全一f

.、
，
、
ど

や
，
、
ぷ

司
昨
今
血
吹
い

τ
ん

U
Z
ん
官

a
E

.

K
閥
践
に
開
ー
さ
っ
た
俳
品
棋
の
噌
州内
と
し
て
は
、
自
分
は
砂
く
と
も

一

τ
い
じ

咽w
b
u
-
n

‘

z
'
­

・

・
つ
のも

の
を
鎚
示
す
る
と
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。
一
つ
は
ア
ノ
弘

ら

:
E
A

噌
ろ

a

av
h

蹴
さ
ん
の
、
い
ろ
は
僻
へ
"

と
と
い
ふ
伊
丹
波
札
。
ん
ず

ま

一
つ
は
、
も

一
t
て
う

ま

H
守

-
v害
も
ん

人
と
し
我
朝
に
と
い
ふ
C

の
一
枚
起
請
文
。

一
同.司.. - 、，司・司'ー...-ー-

七

E

P
I
Z

L
'

uか
く
も
ん

'
F

-
h
b

-勾
移
管
e
e
b
4

之
主

山
木
舶
は
、
押
上
京
の
勝
間
の
所
設
は
、
往
生
極
熱
は
や
す
さ
事
と

ぱ
仰
る
ま
で
が
対
酔
だ
と
い
ふ
と

と
を
科
さ
れ
て
ゐ
る
。
r
た
砂
跡'

い
宵
L

ん
ほA
Y
U

Fく
も
ん
せ
ん
a
Z・
《
L

ふ

ま
を
『

の
r
I信
回
加
は
、曲伊
間
選
揮
附
沢
民はす
ぐ
べ
か
ら
や
と
い
ふ
と
と
を
ゆ

-F

、

わ
此2
2

・
却
が
く
も

'
h
-
z
h
e
4

さ
れ
た
と
宏
ふ
と
と
で
あ
る
。私
も
そ
れ
に
倣
っ
て
、
製
問
.
牧
起
←

制
対
応
は
ぽ
ぐ
取
ら
や
と
い

ふ
と
と
を
料L
て
、
か
併の削
川
般
を
純
一

ん
で
除
く
。
一

一
『円"



法一一然上人著一一作(1-19 ) 

ー・ . 4‘-d‘-

治:

晶.. .... .. -...... --

、

.-4‘-

4 

一

一
法

然
上
人
の
魂
を
樽
ふ
る
も
の

お
よ

眠
ふ
晶
ん
K
有
に
ん

さ
ん
か
令

H
VK
A
、
と

で
'M
e
k

ほ

ご

凡
そ
法
然
上
人
を
鍛
仰
する
人
K

は
、
そ
の
御
体
記
を
遇
して
御

崎
舵
に
抑
制
ぶ
と
と
ろ

あ
る
の
が
胞
も
島
燃
の
滋
で
あ
り
ま
す

。
山
川町川

に
ん

H

か

L
'u
む
ん

い

し

と
し
て
の
上
人
が
如
何
た
る
信
念
に
生
きて
ゐ
ら
れ
た
か
を
知
る
と

a
-ヨ
ζ

た
い
せ
つ

z
b
E
ぬ
い
み

C

る
よ

と
が
最
も
大
切
念
事
柄
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
た
意
味
か
ら
、
御
説
明

ぜ
ん
会
，、

伶
ん
も
ん

し

hb
令
ご

漣
た
ど
を
あ
れ
か
と
れ
か
と許
索
し
て
専
門
ぶ
る
よ
り
も
、

始
終
御

で
ん
曹
と

か
τ
い

E
a
'
eろ

じ
だ
ト

体
記
に
つ
か
り
込
ん
で
、
そ
の
涼
庭
、
そ
の
境
治
、
そ
の
時
代
な
ど

に
即
断
は
れ
て
郁
ち
あ
が
っ
て
伊
く
枕
椴

や
俄
叙を
臥
ん
て
和
く
転
が
、

対
的
に
綜
苧
い
た
動
秘
儀
慨
に
膨
れ

m
wおも
の
で
あ
り
ま
す
。

z
t

同
R，
h
ゐ
晶
舎
に
ん

曹
つ
は

￡

マ
ゐ
舎
も

殊
に
法
然
上
人
の
や
う
に
立
誠
な
御
侮
記
を
持
っ
て
ゐ
ら
れ
る
た

於
は
、
そ
の
俄
紛
の
日
刊
に
紗
伊
陀
対

一広
三
凶
で
か
友
MM織
が
吸
は
れ

か
ん
，
、わ

車
た
マ
ん

寄

て
ゐ
る
か
を
者
治
し
て
は
な
り
ま
せ
ん。

又
そ
の
体
記
そ
の
も
の
が

紘一的
釘
般
を
伽
一
伊
ふ
駒
山
川
勝
一
制
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
を
貯
約して
一

、

噴
き
L

A
P
ど
e
ん

品
“

，
z

，
ρ

『

は
な
り
ま
せ
ん
。

若
し
勅
修
御
航時
四
十
八
傘
の
中
そ
の
第二
十
一
雀
「

必
亀
に
h
b

ほ
お

ん
も
車
ご
占

ち
い
た

『

の
「
上
人
の
つ
ね
に
仰
せ
ら
れ
け
る
御
詞
」
の
如
き
を
注
意
数
一
し
ま
F

ぽ
ん
eか

を
ラ
を
く

五
店

元

す
な
ら

ば
、

会
部
が
消
息
モ
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
λ
\

の
き
百
蜘
が

一F

緩
み
訴
を
穏
は
し
た
も
の
で
、対
艇
の
様
、
安
緩
み

司

は
た
ち
ど
と
ろ
に
鰍
泌
さ
れ
、
そ

の
ま
A
め
ざ
め
と
政
み
に

砕
け
町
臨
む
沿
品
川
が
般
ぜ
ら
れ
ま
す
。
村で
も
附
叫
に
「
一
絡
が

制
限
」
と
し
て
針
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
そ
の
村
は
と
も
仏
る
も

ほ
ん
担
ち

つ

T
炉、

と
品

L

ゆ

い

の
で
、

一
番
落
若
い
た
も
の
で
、
航
も
艶
ひ
、
趣
意
も
よ
く

破
ば
さ
れ
て
、

一
山
町く
泌
総
凶
品
川
の

k

m
m
f
一僻
へ
る
も
の
と
し

て
、
般
に
一
附

較
す
るも
の
L
た
い
郡
山
対
城

・な
件
出
品
耐
で
あ
る

と
特
すべ
き
で
あ
り
ま
す
。

息7

稲

垣

民

我
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4・

ニ
小
消
息
は
一
枚

起
請
文
と
表
裏
一
枚

川
町
た
加
な
、

J加
減
の
府
釈
す
る
仲
…
ぬ

一昨
の
と
の
「
一
糾
が

e
'
b
，
、

ゆ
ふ
ゆ
ふ
ゐ

事
‘
いた
包
は
い

K
宅
ご

ゆ
h

一

〈
ゐ

E

い

前
息
」

と
、
タ
な
タ
な
、
私
挫
の
拝
摘
す
る
御
池
訓
「

一
枚

e

レ
守a，
a
'ん

'
av
・

置
い

起
請
文
」
と
除
、
ま
と

と
に
表
裏
一
枚
の
も
の
で
あ
り
ま
し

--

t
e
'E

緋
事
で
ヲ
て
い

て
、

一
枚
起
詩
文
も
と
の
小
消
息
に
よ
っ
て

一
居
徹
底
せ
ら

れ
る
隣、
憐れ
土
践
に
耐
執
って
も
山
山
総
m
mな
間
前
似
で
あ
る
と

は

P
荏
喧

告
書
う
で
ん

い
ふ
と
と
を
味
ふ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
帥
ち
「
五
霊
相
侮」

一
の
ぶ
か
ら
川
町

て
も
、
紘
蹄
の
財
酌
町

一
~測の
悦
慌
をM
Nおし
た
も
の
で

あ
っ
て
、
川
両
側
昨
日
川

の
一
位
併
で
る
る
然
ト
八
鵬
を
村
川叫
に
肌
m
m
m
M

U尚

冷
か

も
・
‘
守
ふ

る
宜
H
v
p

e

aF-q

を
そ
の
中
に
を
さ
め
と

ん
で
、
智
者
の
振
舞
を
せ
や
し
て
唯
一
向
に

絞
慨
す
る
と
は
っ
き
り
科
さ
れ
た
一
肘
猷
献
対
と
批
判
に
、

.
h
w
剛
口
中
断
咽

の
倣
備
が
能
的制
し
て
断
指
た
一
絡
が
慨
が
と
い
ふ
股
じ

が
ん
炉
料
館
い

の
で
あ
り
ま
す
。
・
慨
に
一
隣
村
誌
の
総
械
が
よ
く
極
ま
っ
て
破
は
さ

れ
、
れ
叫
に
憐
れ
お
の
動
向

m
h
k
斜
除
れ
る
ぷ
山
町
で

}
併
にた
る
齢
的
じ
が

一
晶晶晶・... .. ... 

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

a‘-a‘-

小
消
息
は
信
仰
を
激
踊
す
る
文
章

と
h
に
一
臨
ん
小
川
以
を
椛
節
す
る
能
伐
と
し
て
の

m
m一
航
船
を
時

し
齢
べ
る
な
ら
ば
、

体
総
鮮
と
し
て
は
一
統
に一
紛
町
制
ぬ
よ
り
M
h

空
が

ら
茸
之
う

し
由
設す
ぎ
る
た
め
に
常
用
せ
ら
れ
ぬ
ゃ
う
で
あ
る
が
、

一ー
一

... 4_  

と
れ
は
m
mだ

e
&配
山
町

ふ
V九日
川

急、
a，
，
‘，
、

.
E
-
b
m
w
』
，
，
­

間
匙
っ
た
や
り
却
で
、
ど
う
して
も
併
鮮
と
も
に
似
併
と
の
一
勧
小

一

m
M
E前
膨
し
、制作
一m
r
品
r
r献
納
す
る
に
附
る
。
と
れ
出

r
ん
e
A
P

仰
向
昨
日
川

総
m
mの館
際
的
立
.
机
却を
建
設
す
るm
m銚対
とな
る
も
の
と
M
m

じ
て
総
ひ
ま
せ
ん
。
協
ん
や
が
純
一
以
は
川

町い
と
科
し
で
も
、
能
は
一

初
出
他
都
均
一υ…
慨
に
も
mど
り
な
い
宇
一
総
統
の
感
い
対

一執
出
総
で
あ
っ
て

ご
，

、
ご

と

つ
ゐ
〈
〈

本
ふ

そ
の
語
句
の
如
き
も
針
何
と
は
れ
や
か
も
品
句
出
ば
か
り
の
も
の
で、

し
か
も
m
uの
叫
府
和
を
椛
も
俄般
的
耽
K
Y
ひ
取
は
し
た
も
の
で
、

帥
仲
にも銭
的
凡
さ
ぴ
許
ー
し

た
悦い
船山ひ
を
股
ぜ
し

め
る
紛
れ
w
mで

量
化
担
，
、

0

・
・K

色

白
"
‘

ζ

れ
ほ
ど
蹴
足
に
称
か
れ
た
もの
は
求
め
俳
ら
れ
な
い
と
庇
は
れ
る

の
で
あ
り
ま
す
。

統
一
に
憐U
似
崎、
引
い
伽
ぽ
紛

の
問
つ
の
総
ひ
を
蜘
げ
て

「
得M均
一

し
と

て
も
総
ふ
べ
か
ら
や

L「
鰐
杭
な
り
と
て
も
総
ふ
べ
か
ら

4
7」
「
嶋一明

日
付
れ
り
と
て
も
総
ふ
べ
か
ら
さ

「
鉱炉
め
ろ
し
と
て
も
総
ふ
べ
か

ら

一

E

z
b
E

雪
担

ん
考
t
s

詑

2

9

信

一

や
」
と
・
押
土
往
生、
念
品
別
生
活
に察
す
る
毎
ひ
を
打
ち
破
っ
て
、
第

一

十
八
勝
を
村
川
と
す
る
倣
僻釘
泌を
総配
し
て
ゐ
ら
れ
ま
す
。

省、
い

b
咋E
A
-
e

も

t
z

a，
Z

わ
を
h
h
Z

脅
か

第
-
一に
私
濯
の
求
む
べ
き
「
伊
土」
と
、
私
建
の
腕
す
べ
き
「
婦

除」
と
、
材紙
の仰
す
べ
き
併
の
コ
ニ
ケ
m
m」を
科
し
て「配
於E

a
M

必
く
草
〈

L
抽
包
写

号
室

崎
a

t

I
Z
勺

欣
ふ
は
十
恐
五
辿
の
数
先
の
生
る
L

敢
な
り
」「
務
仰
の-
mに
鴻
陀
に

餅
し
時
る
は
三
絞
五
討
に
致
る
ま
で
川
町
ら
恥
猷

し
織
ふ
ぬ
な
り
」 一一一一

ー，<-『肉'-岡"司・同..-唱司司'‘".. 
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• 

L
よ
E
a
'
e
-
H

ん
ぷ
A
J

‘
ち
唖
耳
障
ん

e
Z

崎
弘

「
稀
行
の
・
中
に
念
怖
を
川
ふ
る
は
か
の
仰
の
本
願
な
る
放
な
り

」
と、

J削
減の
偽
附
ぽ
紛
の
お
砕
を
た
し

か
め
ら
れ
て
ゐ
ら
れ
ま
す
。

ぞ
い
し
ん
か
う
レ
ゐ

ζ
k
t

担

}

ぞ
U

守
閣
山

第
三
に
信
仰
の
伝
や
る
事
か
ら
説
き
出
さ
れ
、
第
十
八
願
に
よ
る

俄
附
ぽ
出
向
と
そ
仰
向
山
川
政
に

一
脱
獄にや
き
伊
く
怨
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

S

い
が

く

も
ん
似
，
、
し
ゃ

古
-
s

a

s
い
の
'
b
E

'

一
切
の
m
m
に
も
製
者
ぷら
や
、

甲

山
切の
智
恵
才
能
に
姉
は
れ
や

か
昏
ね
ん
ぷ

H
V

ご
〈
句
"
時

無
智
の
人
も
有
り
雛
い
と
一
向
に
念
併
す
る
を
い
ふ
も
の
で
、
極
己

p
，
、
轟

H
K
-
v

な
む

事
、
“

詫
ぷ
つ

れ
を
ぽ
く
し
て
ゆ
き
と
ピ
か
ぬ
所
を
ふ
り
か
へ
り
唯
南
然
阿
南
澗
陀
悌

ほ
ん
e
g
c

毛

ず
る
を
い
ふ

の
で
わ
り
ま
す
。
を
と
の
と
と
ろ

を

「本
阪
に
操
守
る

己
主

L

ん
む
ゐ
い
は
包

事
は
伝
令
心
の
ふ
か
き
に
よるべ
し
」
と
宏
は
る
L

を
始
め
と
し
て
、

-

aF
g

L
ん

h
va
J
t
eさ
い
松
司

t
a
e

い
ご

4

五
た
び
車
ね
て
「
信
や
る
と
と
」
の
必
要
最
勝
・
な
る
を
設
き
、
最
後

L
a
h

e
ほ
し
ん

H
Vヲ
&

く
わ
ろ
U
T

も
ん
や
す

'

に
「
信
じ
て
も
勢
倍
や
ぺ
き
は
必
得
往
生
の
文
な
り
」
と
結
ば
れ
て

ゐ
ら
れ
ま
す
。

ゼ
い
う

-
z

u
z

z
b
e

草
。

Z
主
￡

t
?

な
あ

6
2

第
四
に
生
れ
が
き
伊
土
K
往
生
せ
ん
本
「
悦
び
の中
の
背
骨
び
怒り」

と
、

俄
僻
鉱
爵
k
m
り
供の
肢
も
と
か
ら
必
訟
に
山
ゆ
る
く
政
し

く
艇

や
か
た
り
m
wる
と
と
の
悦
び
を
五
た
び
俳
り
か

へ
さ
れ
、
妙
伊
に
も

出
悌
般
に
蛸
椴
せ
ら
れ

る
出
燃M
M川
の
蹴
紛
が
よ
く
即
時
は
っ

て
ゐ
ま

す
。
総ふる
に
M
Mの
船
前
官
山
ぬ
悌
が
特
総
選
に
酔
け
か
ん
で
府
る

の
を
股
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

。
駄に
川
町

一僻
俄
叫
の
鍛
俄
が船
r
m
m

T
、
ド
ま
拘

d
b
t
-
h

か

L

ん
や
。
む
静
ま

摺
と
な
り
、
そ
れ
を
今
私
諸
に
分
た
ん
と
せ
ら
るh
親
切
懇
必
の
大

信
仰
打
開
の
名
人
「
法
然
上
人
」

そ
も
(

銭
は
「
俄
や
る
と
と
」
か
み
る
も
の
で
あ
る
し

、

も
a
J
、

Z
引
時う

L
'
ん
か
9

ぷ
h
d叶
A
V

し
ん
か勺
参
い

a
rい

元
々
飾
品
似
と
は
ね
川
仰
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
俳
教
の
信
仰
界
を
代

向
。

包
写
ど
"
、
例

U
ふ
u
j
Nレ
雪
に
ん
控

R
占

9
4
r

巾
寂
す
る
も
の
は
・
mm
土
敬
で
あ
る
か
ら
、
法
然
K

人
の
浦
怖
を
体
へ
る

と
の
が制
民
が
航
附
州
都
町
噌
俄
や
る
恥
に

一粉
飾
せらる
tA
の
は
齢
制
仇
で

も
あ
る
が
、

双
山川
山
川
が
郎
防
総
の
村
は
で
あ
る
俄
俄
に
が

っ
て
、
四
つ

主
主
μい
ら
・
局
者

L

ん
ろ
だ
か

H
H
e
-
-
包
ん

の
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
術
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ、
信
仰
打
開
の
私
人

と
し
て
即
応
的
倣
附
の
僻
総
さ

、
か
し
く
は
伊
慨
は
づ
れ
の
府
間

航
の

し
ん
か
う
き

唱
し
ん

E
e
z

h
3

智
て
っ
て
い
包
ん
令
い
こ
と

信
仰
に
涙
ぐ
ま
れ

、

英
陀
・
押
上
へ
の
往
生
を
徹
底
し
、
人
生
の
事
す

べ
て
と
の
倣統
の
い
店
総
て
の
み
対
掛
か
を
縦
つ
も
の
で
あ
る
と

と
を

L

ゐが
さ
る
L

も
の
で
あ
り
ま
す
。

倣
備
は
料だ附
か
れ
ざ
る
か
肢
の

}
だ
が副都
で
あ
る
。
さ

-
ま

う
い
ふ
長
陀
…
…
い
て
「
括
的
拘
縦
一
時
を
俄
暗
猷
紛
ら
に

十化

あ
て
h

見
る
に
行
少
し
と
て
も
疑
ふ
べ
か
ら
や
」
と
云
は
れ
ニ

て
、
抗出
の
何
叫
ん
V
Mの
縦
き貯
僻
貯
鰍
の
れ
が
鮫
鰍

κ
借

し

皐
勾

L

ん
U
つ

ぜ
q
h
い
か
芯
い
た
い

E
a
3

d

坐
し
、

民
賓
の
絶
針
恒
値
に
至
る
と
云
ふ
と

と
は
「
行
」
と
い
F

ふ
勝
の
も
の
で
は
な
い
。
即
時
も
俄
い
抗
川
知
仲
排
除
僻
だ
け

パ

附r
wが
取
に
限Jゆる
m
mの
仰
を
一
幻
ト
デ
』
よ

4
E

川
町
が
m
uれて
ゐ
る
も
の
とm
m膨
られ
る
の
で
あ
り
ま
す
・

四

で
よ
い
。

-・.... ‘' --・司.司'司同'
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ゼ
い
い
・
・
も
也

ぃ
。
と
れ
が
第
一
で
あ
る
と
去
は
れ
る
気
持
で
あ
る
。

併
の
は
で
あ
り
繊
H
aの
.
脱
税
と
な
る
も
の
で

、

併
で
は
た

く
し
て
俄
仰
で
あ
り
ま
す
。
併
比
し
と
て
も
総
ふ
べ
か
ら
十

サ
ヨ
'
r
e
'
w
-
E
A
m
-
Z

担
ん

と
決
定
穴
告
せ
らる
L

所
以
で
あ
り
ま
す
・
さ
う
し
た
一
念

十
校
の
幻
似
あ
る
ぽ
尚
を
せ
め
て
一
一
九
時
も
瞬
時
も
と
婦
か
ら

対
へ
と
や
っ
て
伊
く
と
官

ふ
と
と
が
「
併
は
一
引
い
十
鋭
な
ほ

む
け
ん

L
ゆ

阻
ん

む
た
し
か
ら
歩
と
信
じ
て
無
間
に
修
す
べ
し
。
一
念
な
ほ
伎

は
ふ
ね
ん
陸
雪
に
ん
お
寺
内

る
加
ん
や
多
念
を
や
」
と
一
置
はれ
る
法
然
上
人
の
御
心
で
あ
り
ま
す
。

宮
U

E
る
か

ル
善
，
、
食
句
よ

，
、
串
，
、
ゃ
い

た
と
ひ
罪
根
・
探
き
も
の
と
い
へ
ど
も
、

時
下
り
て
五
湖
恐
世
に
出

で
た
る
も
のも
、
同
肌
脇
町
足
せ
る

m
u〈であ
っ
て
も
、
備
や
の
総
ひ

な
く
、
十
般
の
泌
仰
向
影
山

Wの
出
燃
が
税
似
し
て
俄
討
せ
ん
と
す
る
な

h
-
P宮
，e
H
'
n昔

も
け
ん
た

U

L
ん
古

い
串
，
、
包
・
骨

り
と

「
往
軒
出
活
の
棋
範
」
に
立
た
せ
ら
れ
、
自
身
の
部
悪
と
自
力

b

品
ぜ
ん
し

e
z
h
h
ん
ぷ
つ
わ
る
降
雪
曹

じ
〈

の
不
完
全
さ
を
知
り
「
愚
鈍
念
悌
往生の
機
な
り
」
と
の
自
覚
を
作
品

川
に
鋭
し
山
間
ゑ
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
か
く
対
抗
し
て

公
民

さ
在
を

が
捻
指
す
唯
唯

L
h
a
F
e
ψ
い
〈
包

Ui串
句
"
。

あ
る
を
蒋
ぴ
、
拝
み
働
ら
く
必
抗
さ
が
信
仰
位
活
で
あ
h
y

、
蝉
肱
な

に
ん
と
ほ
に
ん
砂
申

・9
向
い

ζ
‘
4
も
事

し
に
お
人
か
ら
そ
の
遡
り
と
認
可
共
助
ず
る
心
持
で
あ
り
ま
す
・
一

統
に
一
駒
山
の

md切
を
川
崎
ひ
っ

h
鋭
.
判
的
対
日b訴
を
鍛吟
せ
ら
る
‘込

書
H

A
Y
9

企
れ
い

c
‘
ぬ
も
志
に
と
す

所
、
奨
く
し
く
純
血
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
心
持
と
な
り
、

濁
り
を
澄
ま

し
榔
れ
を
併
め
伊
く
加
が
砲
は
れ
て
、
よ
き

m
mと
そ
よ
さ
わ
彬
へ

作 著 人 上然法

と

れ

h'

9
a

げ
んZ
い
令
い
￡

h
9

・
い
a
e・

-
T

b
湾

つ
HL

く
。
常
に
と
の
よ
さ
説
荻
の
銘
柄
を
「符
察
-
H必ま
ざ
る
所
」
に

邸
縦
す
る
滋
が
、

制
や
紛
が
も
の
と
な
る
斡
で
あ
る
。

と
の
や
う
に

ニ
栓
う
そ
く
お

P
F
E危
急
し
ん
か

ラ
定

事
い
で
つ

小
消
息
は
私
建
の
信
仰
を
打
開
せ
ら
る

aa
も
の
で
あ
り
ま
す
。
儲

ル
ち
て
つ
H
v
f

ん
脅
か
つ

M，
，

u
R
ナ
b
u
-
a
，
Z

吟
a
y

胡
徹
足
「
術
情
」
と
「
渇
仰
」
あ
る
と
と
ろ
に
、
純
輸
刊
.
な

-
f上
敬
の

に
ふ
L
ん
か
い

け
つ

わ
勾
，
、
υ
た
S
ζ
e
a

，
.
，
，
、

入
山
川
は
解
決
せ
られ
て
き
ま
す
。
私
謹
は
H
Cと
ま
で
も
と
の
小
消
息

叫
い
d
e
'
・

し
ん
か
AF
H
v
b

を
拝
読
す
る
と
と
に
よ
り
、
信
仰
は
允
り
た
り
、

い
の
ち
な
り
、
作
持

'
E

・
=
&
ゐ
い
す
く
九
い
と
く
ヒ
つ

び
な
り
、
カ
た
り

と
ぷ
症
に
生
き
る
数
ひ
を
慌
仰
す
べ
き
も
の
と賓

航
す
る
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
。
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モー~士

願5

撰:

Zやね
eμ、ん

探?

本f

4・- ...._ ~ - ....._ 
ー・凶・.

、

-‘・. 

• 

し
串
ラ
宵
ゅ
う
を
ふ

f
a守
雪

正
行
と
雑
行

d‘4・

.晶.
，、

a‘-

v

申
込
令
し
時
制
ん

Z
A
vb
畢
降
雪

ぽ
害
包
曇
車

場

f

内Z
aヨ

衆
生
の
修
す
る
念
仙
仲
代
化

h

の
行
に
E
行
と
雅
行
が
あ
り
ま
す
。

官
，
A
J
J
e
a
p
-
-

・7
a

t
F
a
州
内

少
'

依
ニ
持
川市和
向
意
-
往
侠
行
脚
ケ
多
大
分F
.
二

五
行
二
雑
行

，，

a
'
b
A
4
s
'

晶

'
H

4T
ぷ
H
J
ι
崎
忌
も
奇
書
官
肱

と
の
小
、

正
行
と
は
阿
端
陀
仰
と
衆
生
と
の
聞
の
み
に
行
は
れ
る
ま

ぢ
り
け
の
な
い
俄
ひ
で
あ
り

、

総
併
と
は
肱
川
艇
か
か
位
戦
械
ザ
飯
で

、

い
d
v

E
S

う
つ

る
よ
う

ど
の
梯
さ
ま
何
れ
の
菩
院
に
も
遇m
す
る
俄
ひ
で
あ
り
ま
す
。
後
杭

ほ
ん
た
言
ょ

う

し
ん
せ
つ
、
戊

し
や
み
淀

L
怖
を

B
7

て
し

を

前向
人
通
用
の
親
切
と

せ
ば
跡
者
は

漏
札
と
衆
生
と
の
附
に
限
定

τ
・

F
事
ひ

っ
て
舎

さ
れ
た
尚
燥
に
も

匹
敵
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。

鰍
械
の
叫
ば
は
艇
が
な
や
い
恥
が
針

A
Jてゐ
て
heに
慨
す
る
砂
併

波
山
肌
に
航
す
る
蜘
俗

、

川
川
村
と
賊
つ
て
は
ゐ
る
も
の

L
似
れ
もよ
い

旬
以
ザ
け
で
併
は
れ
る

mm
脱
出
切
仰
山
で
あ
り
ま
す
。
鰍
川
町

が
対
紛
慨
にも

a・4・

一
... 岨・.ーー4‘-ー畠ーーーーー

悌

集t
井

~ 

疋

慶

}II 

-古
屋
事
与

古
事

量
移

Z
z
e

ん
と
ん
，
、
ど
く
つ
ろ
主
う
い
た

相
ば
れ
る
や
う
に
附
帯
陀
様
の
保
土
に
も
粍
根
功
徳
は
池
川
政
し
は

H
v-
7t
aヨ

τ
い
君
事

し
ま
す
が
、

特
別
の
心
〈
ば
り
が
必
要
ξ

な
っ
て
ゐ
ま

す
。
白
線
と

陛
う
な
ん

A
A
V

怠
れ
ば
山
川
初
か
ら
失
跡
組
で
あ
る
か
ら
制

ら

の
と
と
は
り

も
皆
しま

せ
ぬ
。併

も
叙
川
町
}
燃
の
政
情
と
、

部
税
制
問
併
の
艇
併
の
山
町

一般
m
m
姑
に
つ

い
て
縦
燃
凶
芯
は

五
一
蹴
の
鴨
川
町
を
恥
げ
ら

れ
て
ゐ
忍
。
五
…
杭

の
山
州
統
と
い

ふ
。
統
一
組
除
紙
、

獄
一
一む
滋
靴
、
m
m

三
和
服

飾
…
蹴靴、総
凶
…
砂
m
m
r
r
町
駅
、
銃
五
織
強
献
で
あ
り

ま
す
。

E
9
a

ん
ぷ
A
J

ド
r
e
君
主
止

そ
と
で
往
生
の
行
と
し
て
は
、
念
僻
の
み
が
正
行
で
、
俄
他

r
ト
-

e
ん
句
や
《
ι
a，

L
ν

主
記
ん

の
も

の
に
優
れ
て
ゐ
る
と
と
を

、

意
柵
作
集の
ね
綿
段
に、

d
n
'
'
'

・7
2
λ

タ

然
持
、
同
ぶ
行
持
制
下
ヂ
雑
行
-修
三
正
行
弘

と
脱
殺
を
日
付
さ
れ
て
酔
り
ま
す
。
院
に
一
悦
新
山
抑
制
の
倣
吐
蹴

作蕃 人よ然法

一‘・喝，司.肉..  

一
司.阿・.... ・旬司，、，

ー

司'‘'• 
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司法|
「
総
の
対
を
鰍
約
;
げ
て

、

;
セ
キ

然

拾
三
官
山一自
生
存
修
正
一
日
竪
執
骨
子

-Z

…
一
雑
修
雑
行
-

上

乎
。
行
者
能
忠
=
量
之
-

人著作

と
さ
れ
て
ゐ
ま

す
。

掃
に
政
併
を
鰍
肌
し
て
、
獄
-
影
綿
政
ぱ
町

、

獄
一
一般
紙
政

併、
統
一
一
一
隊
総
政
倒
、
獄
四
一
概
得
政
得

、

獄
五
桜
紙r
…
片
山
政

併
の
五
つ
と
な
し
、
総

M
h続
四
の
轍
付
制
政
併
は

掛
附
町
村
臓
の

併
で
あ
り
ま
ず
か
ら
政
竹
の

政
、
腕
ち
政
枝rお
と
れfづ
け
献=
一
勧

レ

-
-
aヲ
む
よ

c
'
e
よ

』

略
説
雪
い
電
駅
写
ナ
L
か
う

一
の
四
正
行
を
助
業
と
呼
ん
で
ゐ
ま
す
。
稿
名
正
行
を
港
行
せ
し
め

る
た
め
に
雌
服
せ
し
め
る
例
都
で
あ
み
か
ら
で
す
。

が
械
の
の
伺
献
の
み
で
叙
似
の
偽
情
の
蹴
ら
ぬ

M.

は
路
陀…
眺
郊
を
偽

せ
ば
叫
占
γ
飢
佼
を
滋
ひ
似
品
明
の
対
恥
を
断
航
す
る
と
鍬
配
凶
ベ
い
川
は
さ

と
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

七

再
定

限
ん
e
h
'
h

葡
陀
の
本
願

蹴
船
山似げ獄
三
戦
に
は
m片
品wm附M
mの
料
聡
炉
、

治
判
以
慨
に
よ
っ
て

L
め
&

叫
内
崎
の
僚
般
に
的
叫
す
る
と
と
で
あ
っ
た
と

一
利され
て
府
り
ま
す
。

'
E

叫
ん
‘
，
、

即
ち
そ
の
府
自
に
、

'

'
'
b

vタ

マ
フ

捕
陀
如
来
不
亨
以
"
-
飴
行
-
錆
申
往
生
本
願
幻
唯
以

z
念
仰
国
語
-
私
生

と
あ
り
ま
?
と
み

三
械を
務
器
材
腕
斡
と
も
枇
に
認

一

戦
と
も
付
し
て
仲
り

ま
す
。
仲m
m昨
併
は一
切
拠
叫に似
し
脈
い
占
ハ

z

t
ん
宣
写
‘

，

b
事
昆
令
喝
事

砕
ん

R

〈
も
唯
わ
串
み
担

ぷ
つ

度
高
行
を
以
て
往
生
の
傑
件
と
せ
ゃ
に
、
唯
だ
口
に
南
無
阿
端
陀
悌

と
機
ふ
る
た
叙
慨
を
以
て
俄
崎
で
き
る
と
椛
腕

w
h
h
r

て
ら
れ
た
の
で

本
願
-

あ
り
ま

す
。

さ
て
憾
の
材
艇
に
は
樹
織
と
い
っ
て

一
掠僻
協
が
の
問
ザ
蹴
艇
と

b
m倣
俄
郎
の
郎
総
と
の
一

一駄
目
以
が
あ
り
ま
す
。
凶

r
mル
船
と
い
ふ
の
一

は
、

除
、
服
、
炉
、

仙
川
の
凶
一
腕
で
す
。

L

陪
β
育
む

?
N
b

av

ね
h町
た

一

a

，w
ん
な
令

嗣

然
保
然
治
な
れ
ど
も
替
っ
て
願
は
く
は
助
け
ま
せ
う
〈
皮
)
。
制
悩

咽

峨
ま
り
な
け
れ
ど
も
鰍
っ
て
臓
は
く
は
即
ち

m
wりま
せ
う
ハ
鵬
〉
。
尚

一

‘
ゐ

b

u
ん
ら
か

担
H
U

L
S
­

門
は
無
蓋
た
れ
ど
も
紐
闘
っ
て
願
く
は
知
り
つ
く
し
ま
せ
う
〈
知
〉
。
伸

一

駁
U
V抵は
蹴っ
て
脈
刊
は
鱗
僻
し
ま
せ
う
〈
敵
〉
。
と
い
ふ
。

一

か
く
て
仰
向
鰯
崎
献
し
て
抑
制
よ
鱗
艇
に

Mぶ
ら
れ
る
と
、
倒
れ
の
慨
も

L
・8
pp
'
S
い
疋
包
‘
豆

町

S
-
-

《
侵

す
〈

動
創
刊
桝
度
の
た
め
に
心
を
千
K

に
砕
か
れ
ま
す
。
教
は
ん
と
せ
ら
れ

哩
b

お
惨
と

'
L

時
短
写
ぶ

w

a
・
ほ
ん
べ
つ

る
併
も
多
く
、
ま
た
救
は
れ
る
衆
生
の
側
に
し
て
も
千
発
高
別、

そ

と
で
制
川の
術
総
と
中
町
仰
とを
税
へ
てb
m慨然
肌
の
叫
川
町
制
を
が
て

品

約
慨
にm
mれる
の
で
あ
り
ま
す
。

加
称
悌
M
m艇は
十二
艇
をh
uてh
抗
日
明
の
椛
瞥
を
秘
術

し
ゃ
う
と
の



法一一然J::. 人ヨE一一作(119) 

，
、
，P
E
K
-
-

易
担
ぷ

9
g
L
s

e
A
y
-
-

跡
慨
を
か
てら
れ
会
し
た
。
阿
珊
陀
仰
は
凡
夫
救
済
の
た
めに
四
十

八
船
を
か
て
、
計
Mm似
時
の
間
船
を
減
給
せ
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま

す
・
と
と
ろ
が
その
四
十
八
膨
の
村
、
総
十
八

m
wが
劫
舵
と
な
っ
て

あ
と
の
航
佐
四
十
七
は
み
た
此
れ
に
附
脱
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。
第
十
八
艇
と
は、

a
p
ω
v
a
y

，
v
・

'

a
h
v

-
r

a

無
量
持
経
上
一
試
設
説
得
-
働
十
方

衆
生
至
心
信
禁
欲
v
生
-
一
我
周
4

hF-v

an-F

, 

乃
至
十
念
若
不
い
生
者
、
不
ν
取
-
-
正
畳
刊

と
い
ふ
椴
効
で
あ
り

ま
す
。
税
の
対
村
、

思
叫
と
い
ふ
の
は
野
総
は

伐
燃
と
い
ふ
は
総
く
似
ゃ
るの
ほ
、
川
町
川
町
野
駅
は
貯附
鰐
腕
伐
を
惣

山
内
し
て
酔
て

、

つ
ま
り
慰
問
蜘
縦
鍛
山

ハ斡
r
能
く
一
一
一付
、
腕
ち
織
が
務

ゃ

っ
a
a
A
e
e

ん
包
ゐ

宰

信
者
の
常
に
心
す
べ
き
安
心
を
明
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

総
m
M
Mは
「
念
俳
作
者
必
V
口
町
山
口
五
三
心
ご
と
枇
し

、
ま

た
船
織

J
1

1C

包
ん

の
対
を
日
間
し
て
一
院

秘
ろ
に
一
二
心
の
必
要
を
設
か
れ
て
ゐ
ま
す
・

ナ
宅
唱

卸
ち
、

シ
テ

'
'
4
T

a
T

九
，

‘
.

若
有
-
-
衆
生
-
附
川

v
生
=
彼
園
-
者
種
目
白
コ
一

種
心
目
印
使
往
生
。
何
等
需

&
y
'
 

v
-一一
。
一
者
至
誠
心
。
ニ
者
探
心
。三
者
姐
向
費
蹴
心O
A
--三
心
-

者
必
生
ニ
彼
圏→

と
の
一一
一
ぱ
を
町
民

し

て
鋭
併
せ
ば
俄
掛

川附
獄
ひ
た
い
の
で
あ
っ
て

、

そ
れ
が
仲
排
除
備
の
椛
暇

で
あ
り
ま
す
。

「
ー
ー
ー

八

隊
、
じ
命
令

L
K
る

日
常
の
所
作

-・・-・・闘

税
併
の
ば
川
都
が
時
制
腕
炉
の
ほ
ゆ
と
し
て
裁
山
知
似
抱
一

w鍛
九
叫
刊
に
四

隣
の
は
山
総
が
静
か
れ
て
ゐ
ま
す
。

U歴、w

，
、e
-
Y
A
習
し
ゅ
憎
い

b

主

L
ゆ

鉱
一
恭
微
修
、
第
二
無
僻
位

、

u
w
・

ぃ

b
け
ん
包
悼

第
三
無
間
修
、

総四
時
ゆ
悦
で
あ

り
ま
す
。

銃
一
の
税
約
偽
と
は
仲
一
w
h附
僻
対ぴ一
郎
仙
の
獣
黙
を
釈
が
能
黙

す

・
・止

が
'
e
H
V

主
主

a
q

マ
ヒ

t
h

t

る
と
と
で
、
恰
か
も
町
民
な
人
の
前
に
出
た
如
き
想
ひ
を
な
す
の
で

包
え
与

'
E

，
、.

F
9
C
A
a
h

L

句
ん
ぶ
つ

か
q

ぶ
に
も
身
に
も
敬
ふ
の
で
す
。

恭
敬
の
心
得
は
閥
単
に
念
品
脚
の
み
に
限

ら
や
一
般
船
町
政
に
も脈
問
幻
な
と
と
で
あ
り
ま
す
。
猷
即
戦
の
ha射
に

し
て
れ
入
品
附
の
肢
を
税
れ

h
t齢
殻v
h一
時って
肢
を
炉
べ
て
艇
ね
た
い
と一

-
パ

・

e，
3

:
B
U
M
h
k
s

t

ち
が
・

勺
叫

い
ふ
舷
…zmは
削
除
し
て
民
的
舶
の
所
作
に
間
謹
ひ
は
あ
り

ま

せ
ぬ
。
骨
札
波­

e
い
Z
う

に
成
功
し
ま
す
。

望

‘

。
ル
レ
官

ι

ん
ど
と
み

e
よ

ま

た
仰
に
佐
へ
る
と
と
生
身
の
如
く
し
、
身
を・
浮く
す
る

と
と
を
ほ即け
て
伊
れ
ば
齢
制

仇紙
釘
叫
に
も
よ
く
炉
を
た
も

ち
う

る
の
で
あ
り
ま
す
。

M
w
n
h

よ
レ
，

し

令
、

uc
A
，
‘
L

鍛
二
の
勲
傍
低
で
す
が
、
取
車
道
門
で
は
と
れ
を
諸
設
円
高
行

怠
重

-
Z
+
L

除
わ
い

しue，、

ー

を
僻
す
と
と
ろ
た
く
悉
く
修
す
る
と
解
得
す
る
の
です
が
、

笹
川
ゅ
で
は
「
欝
の
岐
を
燃
ふ
」
設
伎
町
安
併
の
鮮
の

作著人上然法

一
ー，' 
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ュ

z
a
'

z
a
，

‘
，

U

ぷ
ゐ
.
‘

配
己
の
由加
盟
を
充
たす
と
と
、

向
先
の
計
度
を
府
たすと
と
、

と

一

L
'
仲
う
い

み
動

Z

­

れ
ら
の
ろ
ち
に
祭
礼
拡
を
窓
味
づ
け
よ
う
と
すると
と

は
、
危
い
と
と

一

をま
均

一

で
あ
り
、

幼
い
と
と
で
あ
る
。

一

に
ん
"
ん

よ
〈
陪'

"
u
oZ

け
つ
か
ん

・・

一

人
聞
は
か
へ
り
み
て
、
そ
の
懲
聾
と
そ
の
計
度
と
の
快
陥
に
祭
づ

一

た
か

a
u
p

-
--
V
9

・

か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
も
っ
と

商
い
願
い
と
、
も
っ
と
幽
か
な
行
を一

う
け
い
へ
れ
て
織
し
い

Z
F
V
ば
ね
ば$
2
5
の
で
あ
る
。

一

Z
K
E
t
-
-
2
2
9

町
今

舎
を

一

祭
般
の
伝
心
は
か
h

る
車
な
る
願
行
の
領
納
で
あ
る
、

「
蹄k
w一

み
反
し
+
か
そ
ん
レ
訴

と
は
粥
陀
稗
迦
二
殺
の
公
ほ
せ
に
維
ひ

、

め
し
に
か
か
仏
ふと
と

ば
」
一

ぷ
つ
e
h
ゐ

晶Fゐ
時
ι

ぷ
z
z

-
Fゐ
陣

ん

*
わ
し
ら
え
『

で
あ
る
‘

併
願
に
臨
陥
L

、
併
行
に
随
附
し
て
、
匙
な
る生
き
別
が
一

め
ぐ
ま
れ
る
・

一 ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

ぽ
品
、
蹴
熊
山
机
げ

mmm
を
M
m
m
m

し
ま
し

た
。
材
叫
に
ん
に
た
っ
て
獄

一

レ
智
し

-TZ
A
V
H
Haz
e

‘

4

匂
い

k

q

i
E
句
E
J
ぎ
9
V
写
剖
い
レ

r
e

殺
の
娘
袋
町
三
ニ
門
、
m
.
一
指
の
正
行
雅
行
、
第三
・
減の
湘
陀
本

p

w
ニ
民
、
包
ん
ゼ

hp

u
-
-
L
A
V
M

理、い
レ
写
ふ
宅
《
も
ん

瓶
、
第
八
常
の
三
心
、
第
九
裁
の
四
修
と
第
十
六
指
の
付
総
文
と
い

ふ
や
う
に
、
と
び

ハζ
の
抑制
は
去
る
十

月

一
日
よ
り
八
日
間

京
都
放
念
ぬ
よ
り
全

国
に
中
総
せ
ら
れ
た

も

の
、
的
b
Tは
十
月

裁
に
抑
制
織
し
て
あ
り

ま
す
か
ら
、
伽
仰
参
照

下
さ
い
i
l
飽
き

終告がと
り 、び

ま大と l亡
し撫fJ な
たをり
。主ßn ま

べす

梅

塾
、な
願
行
を
領
納
す
る

文
血
寧
崎
博
士
松
原
寛
著

へ
l

ゲ
ル
哲
筆
物
語

凶
め
ハ制
門ニ
閥
O
頁

阪

0
・

五
O

哲
皐
概
論

凶
h
ハ
刷
門=
一四
O
頁

慎
一

二
ハ
O

西
洋
哲
愚
物
語凶
六
細川
一
一
一O
頁

倒

0
・

七
O

似
湖親
…同
文
館
総
……剛
時三
日時

原

民

隆

併
を
似
せ
友
い
と
と
で
あ
り
ま
す
。
も
の
較
に
税
滋
す
る

と
と
を
品
応

急
争味

し
て
ゐ
ま
す
-

m
三
炉
問
俄、憎み
な
く
慨
慨
も
仏
く
つ
ど
け
る
紛
で

、

制
川
船
・
は

m

，
、，
、
@
い

ζ
う

却
す
る
と
と
る
に
成
功
が
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

鉱
山崎
山
町
一
隣

、

秘
抑
制
品
い

か
ら
併
似泌総
っ
て
村
山
Uせ
し
め
た
い
と

ょ
・
ほp
a
p
止
い

L
P

官
惜
ま

い
ふ
の
で
わ
り
ま
す
。
と
れ
は
砂
理
竪
い
意
志
の
カ
が
働
か
ね
ば
な

• 
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裸2

坊:
|

|
歌
道

二
十
五
艇
か
ら
、
四
十
六
部
ま
で
、
搬
ど
m
n
M

b
を

は
の村
で
、
飲
側
一
併
配
制
一
一
除

、
一
W
A
a
慌
で
‘

併
が
の
統
一
俗
的
を
一
時
の
鉛
に
し
て
、
的
脳
出
川
に
批

a
，
h
e，
‘
‘

2

白
峰
‘
.
‘
.
‘

n
a
'
C
L

ぐ
に
続
行
令
以E
し
、
山
河
寸
ザ
貨
め
/
\
、
心
に
些
の

W
艇
を
ゆ
る
さ
ず
、
日
印
ひ
治
め
/
\

て
、
偽
併
に
山
川

町
官
の
佐
川
肋
も
な
か
っ
た
僻
利
品

川
に
は、
釘
艇
の
対

総
と
い・中
飽
き
よ
り
も

、

鉱
山
伽
の
例
都
、
鉱
山
恥
の
附
叫

ん
一
、

・7
b，
、

人
と
い
ふ
鼠
絡
が
あ
っ
た
。

六
倍
か
な
悦
併
の
お
誠
に
、
露
出
宇
佐
し

、

E

L

t

t

e

-

l

E

E

 

働
組1
く
ま
で
亦
?
、
そ
の
底
に
事
た
る
雨
脚

隊ι官
、
則一
は
対
タ
〈
、
川
対
〈
伽
俸
は
総
山
内
制
的
耐

に
枕
ま
れて
\
抗
日
制
配

ψ
川
町
り蹴
代
蹴
附
に
紘
へ

セ
&
m
g

川a
z
&

金

ら
れ
て
雷
の
如
く
.
出
火
そ
観
ふ
て
民ら
れ
な
ん
た

融
ふ
伊

L
-
-
c

，

g
t
b

，
‘
.

ら

、
ど
う
見
て
も
武
館
者
か
、
納
男
と
よ
り
即
応
へ
ぬ

徳;

本:

み

ι
ん

ど

置

か
ら
見
た
古
今
狐
歩

の

町
都で
あ
っ
た
。
航
慰
』
そ
鰍
ケ
税
総
鰍

M
U《
四
十

六
慌
の
十m
m
uにて
統
際
助
役
、
鰐
腕
に
な
っ
て
ゐ

a
e
d--〈
‘
ぜ
ん

-
e
-旬、
，

a
e
4
9
A司
い

ら
れ
た
が
、
御
性
格
は
己
然
と
し
て
山
中
で
獄搬出鷹

駅
を
裁
と
し
て
酢
ら
れ
た
桁
謄
の
、

m
w
M
の
恥
前
例
さ

そ
の
ま
与

で
φ
め
っ
た
。

腕
ん
で、
防
ら
『
機
械
、
制
間
以

1
』
と
?
っ
て
ゐ

ら
れ
た
の
は、

h
w仲
に
も
よ
く
縦
隊
に
砂
町

r
.伽
の叫

m
m
b
E

臓
は
し、
れ
以
降
の
つ
く
ろ
ひ
府
の
な
レ

即
日
川
献

に
ピ
ツ
タ
リ
か
っ
た
伸
市
按
で
あ
っ
た
。

同
・
民
際

1

p
m

で
は
は
き
だ
め
に
す
る
制
立

勝
仰
山
な
れ
ば
』
』
そ
鵬
け

ま
し
ま
す

r
m
m
、
凶
刊
は
九
が

h
r伊
川
伽
併
や
、
知
町
ケ
伊
叫
か
ら
川
川

て
か府
ら
れ
た
悦
州
、
郷
は
獄
絵

d市
対ら
く
、
ルの
叫
川

総
で
は、
か
乙
鎚
恥
m
r
ゃ
、
獄
ト
内
紛

J
Zにせ
ら
れ
た
析

信え

仰ら

中

野

益
J::I 

英

• 

は

一
時
な
ら
ず
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
袈
く
の
、

必
も
併
も
・
総
m
m
で
あ
っ

た
に
総
ひ
な
い
の
で
す
.

-
e
a
vい

Z
L
C
L

・
巳
け
色

第
鮮
は
綬
に
紛
ま
き

悶
に
智
能

"
。
，
、
、

思
ひ
は
円
に
あ
み
だ
ぶ
つ
/
\

慨
よ
い
脱
が
械
を
き
た
よ
う
な

e
p
b
a
'
'
'

L

川
E
防
官

数
の
お
和
子
で
ん
に
僻
た
よな

叫
に
一
駁
のm
u
m
w

と
し
て
榔
ふ
も
の
も
な
ど
。
叫
開

,T

‘F.,& 

治
と
し
て
、
こ
だ
は
る
も
の
も
な
く
。
徐
ば
れ
ても

金
書

て
ん
在
E

h
ら
さ

W
4是

敬
は
れ
て
も
情
淡
。
般
は
れ
て
も
、
醐
ほ
さ
れ
て
も

特ωマ
こ
れ
と
レ
ふて撚
る
山
川
町
も
な
く
、
駅
附

も

‘
正
は
ら

な
く
。
献
を
よ
む
で
も
、
よ
む
す
べ
や
m
nは
ふ
と
す

-
h〈
w
a
A

8
6

み

-
b

-
R
a司

る
慾
紙
も
な
く
。
心
も
齢
制
〈
身
も
艦
〈
。
止
匂
の

ー
い

a
'
e

・
る
令
祖Z

川
町のよ
み
ぶ
り
を
貯
た
だ
けでも
、
如
何
に
議
放
制

u,a' 情
で
ゐ
・
り
れ
た
かr
、

よ
く
わ
か
'
%
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一
舵
、
般
利
叫
山
部

は
、
配
併
宇
一
郎
飯
山
伊
械

の
よ
う

に
、

ふ
炉bE抑
制
に
ふ
μ
い
て
、
島
町
観
樹
純
を
裁
と
し
た

越
川
川
で
な
い
、
れ
ぬ
、
静
必
で
な
い
。
だ
か
ら
砂
川
と

し
て
臨
め
た
ら
一
一
一
刻
の
昨
日
山
も
な
い
か
僻
ら
ぬ
が
、

そ
れ
だ
け
熱
川
た
る
僻部
に
船
舶
え
、
税

ω
羽
訟
の
鰍

都
心
に
な
っ
て
ゐ
ら
れ
た
か
ら
、
潟村
か
ら
齢制
叫
に

制
忠
義
し
て
議
と
な
っ
た
T
F
、
時

ら
ね
部
H
Mの
脈脈
は働
か
ず
に
は
静
か
ぬ
。

制W
M
m
m
門
跡w
m
m
併
の
は
ち
す
ハ
駅
ぽ
〉
か

な

織
ふる
た
び
に
即
た
り
わ
っ
た

り

橋
町
時
砂
防
備
に
か
ぶ
れ
た
か

日仇
も叫
も
あ
み
だ
ぶ
つM
m

.
m子て
・
即
位
は
か
は
れ
ど
徳
山
切

仲動
貯
ほ
と
け
の践
に
おひて

部
ω
肱
磁
の
郎
瓜にさ
d
w俳
た
り

村
川
島れ
た
ら
ハ
時
折
な
に

っ
た
ら
染
防
な

り
け
り

船
引
と
して
謀総
し
特
ら
も
、
俄
に
叫
に
鰍
併
を
紗

ω
-

aヲ
a，
.
丙
a
y
与
ん
竃

a
'

や
さ
ず
、
如
何
に
内
に
道心
が
鍛
ん
で
あ
っ
たか
は

件
の
賦
献
の
佐
聞
を
除
い

て
も
艇
ず
る
・

‘ー

お
に
、
制
心
開
飴
あ
る
の
は
、
説
艇
に
慨
す

る
脈

艇
で
あ
る
。

統
し
く
ば
取
ん
で
い
ざ
ん
せ
あ
み
だ
僻

ほ
ど
滋
け
れ
ど
瓜
へ
勲
る
な
り

c
，
、
ら
，
、

極
雌
掃
を
さ
と
り
す
ダ
・
て
の
迷
ひ
な
り

時勝
山
町
併
/
\
骨
へ
ば
よ
い
の
に

都
艇
や
い
つ
も
併
は
叡
鍛
へ

あ
み
だ
慨
も
伊
き
つ
も
ど
り
つ

総
僻bE山
町
駅
阪
に
臨
め
た
り
、
賜

っ
た
り
し
て
砕
ら

れ
た
の
で
な
く
、
い
つ
も
艶
働
、
能
併

の
悦か
ら
、

船
齢
と
し
て
即
似
の
慰
併
の
艇
と
し

て
島
町
ら
れ
た
の

だ
か
ら

、
般
に
は
ど
か
る
と
こ
ろ
な
〈
、
対
献
に
橋

政
に
舵
蹴
の
ま
L
蛾
関
税
札
管
制
織
っ
て
枠
ら
れ
る
。

だ
か
ら
、
一
甑
〈
に
終
さ
ま
が
瓜
の
特
へ
紗

ル
っ
て
引
さ
る
と
一
か
つ

て
慨
び
、一
甑
/
\が
純
総

燃が
か
似
の
蹴
か
ら
川
町
て
仲
っ

て
百
さ
る
と
骨
・
ル

て

邸
入で
ゐ
ら
れ
る
。

貯
えて
み
よ
磁
の
前
た
ぬ
臨
も
な
し

a
a

h
o

'
晶

申
す
か
ら
こ
そ
身

は
仰
な
り

甑
鍛
は
十
部
限
付
恥

つ
れ
ど

即
時
ふる臨
に伊
きつ
も
ど
り
つ

克
服
し
船
しγ知
れ
ば
版
物
も

脚
同
船
市
附
砂
防
備
の
苧
の
山
町
に
ゐ
り

な
ど
と
い
ふ
の
は
、
慨
と
い
ふ
脱
ひ
伊
っ
た
骨
ひ
が

-
民に

m
l
N
L
L

聞

で
せ
う
。
そ
し
て
叉
、
何
と
い
ふ
ハ
ツ
キ
リ
し
た

n
m

m
mの
必
蹴
で
せ
う

、

m
R隙の
対
ゃ
、

同
川
酔
吋
跡
的
臥
す

c
a
為
す
・
匂

企
'
色マ
白

p・
"

る
よ
う
な
ハ
カ
ラ
ヒ
の
心
宮
少
し
も
用
ひ
ず
に

、
思

-
z・'
M
A

町
駅
各
』

ふ
俗
、
ズ
パ
リ
/
\
と

云
っ
て
退
け
て
ゐ
ら

れ
る
男

ら
し
き
は
、
務
口
"
に
ね
訴
の
和
的
町
的
ら
を
出
管
区
都

U

A

a

E

e

 

っ
て
ゐ
ら
れ
た
人
で
な
け
れ
ば
山
山
被
ぬ
こ
と
で
あ

る
。・

伊
山
れ
が
、
お
針
併
特
し
、
お
針
似
に
掛
ん
た
さ
れ
て
、

お
鋭
艇にな
っ
て
ゐ
る
嶋
、
お
鋭
艇
の
対
で
鶴
川
と

h
T
が
十
郎
般
か
を
仇
聞
紙
ず
る
。
掛
川
匂
川
仙
併
に
勲
っ

て
勝

ぶ
よ
う
に
貯
泣
に
術
総
が
臨
附
す
る
。
ー
で
れ
ば
山
町
併

が
お
叙
伽
に
鱗
じ
、
お
叙
併
に
密
か
さ
れ

て
鵬
い
て

や
事
企

〈

9
r
〈

側
面

ゐ
る
か
ら
、

一
寸
も
制
托
が
な

い
の
で
寸
。
m
mは
J
'

僻
ら
ず
山
町
創
れ
が
併
に
な
っ

て
ゐ
る
の
で
す
。
だ
か
ら

船
将
品
川
は
慨
に
一
?
っ
て

酢
ら
れ
た
。

&
'
a
ム

単
品

憎
轟
か
耳

u
b

「
徳
本
がm
wに
な
る
の
で
は
な
い
が
、
仰
が
徳
本

に
な
っ
て
下
さ
る
i

l

」

と
、
こ
れ
は
、
お
鋭
艇
に
よ
っ

て
酢
併が
叡
艇
の
村
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に
W
け
小
町
み
・
h
r
M
川
の
白
川
に
紋
併
が
概

J引
と
が
ん
ち
総

れ
、
一
対
と
なっ
て
航
州
た
る
作
断
獄

そ
猷
側
聞
し
た

都
で
鮮
くて
は
骨へ
ぬ
こ
と
で
す
。

一一似
ド
、
伊
仙
mm門
齢
期
貯
艇
と
レ
ふ
山
市
は

和
れ
がm門
掛m
w
m
か
附w
m
m
が
や
れ
か

と
一
昨
ふ
の
は
、
長
き
ゃ
、
主

だ
け
で
‘
喝、

ぶ
搬

船m
w
v
h
w

で
は
な

か
っ
た
の
で
す
。
割
引

〈
飴
航路
践
で

あ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、

踏
の
献
に
も
が
判
的

Wで
停

の
特
酪
な新燃
や
僻
り
が
山
凶h
rたの
で
す
。
も
の
h
却

に
ど
う
世
い
て
あ
ら
う
と、
織
の
駿教
が
ど
う
鰍
中
間

-
E

--‘
ι

e
'・

島
巴
'
μ砂E
‘

し
て
居
ら
う

と
、
そ
ん
な
事
に
は
少
し

も
領
鑓
な
く
、

即
日
〕
殿
山
聞
の
俄
何

m
mを
樹
齢
っ
て
伊
付
た
、
そ
れ
は

停
の
『
純
就
き
ま
」
が

俄
って
ゐ
ら
れ
た
か
ら
川
町
仰

た
の
で
す
。
い
や
、
船
の
「
舵
掛
川

さ
ま
」

m
mから

み
臨L
げ
て
際
られ
た
か
ら
、
ずい
ふ
総
紙

幣
の
郎
総
や
総
恥
仰
が
向
山

h
pたの
で
す
。

だ
か
ら
繁l

失
禁
さ
ま
と
は
、
い
つ
も

一
舵
で
、
い
つ
も
郎
れ
て
ゐ
ら
れ
る
べ
滋
ん
で
ゐ
ら

，
.
に
・
・

υ
&
'

"
舎
な
・

れ
る
、
二
人
で
な
〈
)
人
、l
x
wよし
で
す
。

白
隠
令
亀
色

F

終
坊
に
慌
り
と
い
ふ
は
と
ん
だ
恥

都
併
科
し
て

骨
貯
に
僚
ら
し
ょ

‘
，
‘

“
隠
忍9

阿
国
明
陀
仰
と
L 、

ふ
L 

守2
そら
ちぬ
の紳2
攻、2 な
なら
り ば

こ
%
は
か
ま
は
ぬ

』易
h

-
n
a・

と
ん
だ
務
い

ふ
と

回
以
ふ
て
く
る
h

な
よ

車
。

ζ

訟

守
る
と
い
」
に
ま
か
す
此
の
身
は

こ
ん
な
慌を
町
内
滋
が
骨

っ
た
ら
、
仲
んだ
町
か
山
町
出
船

b
E卸
っ
て
ゐ
る
と
、
必
に
も
す
ぐ
砕
き
砕
ら
れ
る

だ

ら
う
が
、

鍛
対
さ
ん
に
は
、
こ
れ
が
慨

の
蜘
一昨も
な

ひ
と
か
み
ひ

と

嶋
晶

n
・
‘

ao
naz

ぃ
、
人
と
紳
、

人
と
仰
と
が
、
仲
よ
く

物
語
っ
て
ゐ

ら
れ
る
餅
和で
す
。

こ
ん
な
対
き
な
鮮
総
で
、
鍛
パ
引
と
、
総
黙
を
駒
田

が

す
ま
あ

を

，
、
・

n

依
ひ
と
し
て
、
遊
び
暮
ら
し
て
ゐ
ら

れ
た
よ
う
な
心

棋だ
か
ら
、
一
哨
のでは
併
を
紗
り
紛
ら
し

て
搬昏
し

て
ゐ
な
が
与
も
似
し
も
・
義

と
も
徹也
と4
1
慰

じ
て
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
ら
り
ま
す
・

苅
は
鍛
ゅ
は
肘
脚
な
り
鳩
山切

υ
“

巴

'
伊，‘

蜘
は

め
ハ申十
の
都
な
る
ら
む

前舵
ヤ

苅
は
盤
な
り
ゅ
は
山肌叫W

た
と
へ
こ
け
る
も
六
字

の
上
に

な
ど
い
ふ
の
は
、
対で
尉
紙
同
心の獄
紛で
も
附
く

や
う
な
鮮
が
し
ま
す
.
こ
れ

が
和
船
鉱
山
伽

の
出
即
時
臨
な

品
川
の働議
勲
とは、
hvら
ぬ
訴
では品
工
け
と
れ
ぬ

、

踏
で
す
・
そ
れ
と
い
ふ

の
も

・

お
針
似で幹
りが
仰m

包
-
e
&

し
ゃ
，
‘
‘
争
，
、
，
ー

ヒ

・
』

く
な
り
、

m
笥
か
脱
れ
、
酒
土
格
#
と
して
自
己
そ

も
伊
概念も
約
似
して
み
え
る
と
邸
へ
る
越
です.

附
働
市
町
一
僻

m
m
M
肋
材
卸
に
か
へ
る
六
十
一

あ
ひ
も
敏
ら
ぬ
ね
の
餓
材

慨
と
い
ふ
部
や
ま
し
い

、
鱗し
い
織
臨
で
宇
ヲ

@

刃

砂
を
ふWがも
の
と
し
、
M
m滋を
島
町
民

〕と
し
て
、
コ
回

/
\
と
酢
蹴
に
野
ろ
が
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
録
く
の
抑
制

訟
齢
、
対
蜘
…
骨
俄
で
す
。

俳う
し
た
、
伽
…
除
山
町
獄
、
品
川
と
し
た

一
一一
脈
務
保

錦
郎
防
鋭
部
の
村
か
ら
、
時
批
判
飢
仰
の
微
似
な
税
に
、

踏
めて
R
h
M
密
慨に
「
お
針
併
」
の
併
営
側
叫
へ

て
ゐ

て
引
き
る
。
闘
も
一
一一様
貯の
抑
制
猷
を
、
ゐ
や
し

て
で

も
せ
ら
れ
る
よ
う
に
受
け
恥
ら

れ
る
の
で
、
こ
れ
を

偉

い
限
、
‘
，
、
ν
毒

血
明
証

相
樽
町
門
復
節
の
よ
す
が
に
も
が
な
と
思
っ
て
、
こ
れ
を

聡
惜の
術
びと
し
て
駅
げ
き
してい
た
ど
き
ま
す
・

鋭
似
は
せ
っ
ゐ
ん
に
ル
る
こ
k
ろ
も
ち

az
 

綱
に
す
が
って

い
舎
づ
め
ば
よ
し

曾
献
を
き
た
な
〈
脱
ふ

て
献
ぼ
く
り(m
m
り
V

く
そ
ま
ぶ
れ
撚

ふ
み
は
づ
し
て
の

• 
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i
i
z
i
p
-
9
3
9

・

:
j
i
l
l
j
j
z
i
j
j
j
1
3
3
!
j
j
E
H
E
a
-
-
i
t
j

り
ょ
う
け
い
わ
じ
宇
う
り
ん
じ

ゅ
う

・

叩

良
慶
和
上
の
臨
終
…

、

m

l

矢
吹
博
士
所
裁
の
文
献
民
よ
お

|
一

ド
上
必
己
者

吋

オ

a-一例

-一
言
語

m

・
・
・・
園
切
掴
蝿
凶
薗
圃
・
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・
園
田
園
凶
幽
園田・
・
・
・
・
園
田
・
・

3
t

包
店
号
伽

Z
E

-

-
E

商
店
副
個
圃
E

E
E
1
1
1
1
1
1
リ
1
巾
リ
リ1
1
1圃
れ
て
ゐ
る
の
で、
同
博
士一を
自
邸

5

一
ね
て、
前
中
の
御

'

i

u
?
?

い一存

t
z
q
r

bヘ
'
Y
臨
時
白
仲
、

i
lz
d
A
T

.

圃
1
2
8

持MAUv
e
i
-
-リ一ふ
れ
今
t
u
t-ヰ
岬T
Jは
.
1
3
t
T・
み
一
刻
.田
純
一服
な
ど
削
っ
た
と
と
ろ

、
一

A
V:
T

-
干

L
w
z
-
岳
会
日
引m
q
a
h
O
9

一
円
叫
・
州

H
J九
二
も
;

圃

L
2
2
L

由

2

を

Z

5
・3

7

S

M

判
長
a
γ
t

'
vluu
-叫
れ
畏
?
l
.
t
.
Q
4
1

・
兆
円
一
一橿
「
今
従
は
助
手
を
煩
は
し
て
病
問
雑
記
を
綴
っ
て
ゐ
る
崎

町

白
山
肌-A
が
'

・・
仇
件、
宅
一
一
時
.
4『
均一
.
一
M
A
t
t
-
J
E
だ
し
、

銃
一
郎u
mな
ど
の
舵
版
は
仲
腕
し

く
て
M
献
に
仰
向一

町
M

・

待
t
y
-
-
"

同
一P
T
e
-
-
4
L

J

-九V
i
i-

-

U
h

圃

い
ま
刷
会
え

:
f
s

川

、
-
F
h
iq
r

.
-

f
T
.
1
1叫
い
1

.
1

・
せ
ぬ
が
、
今
か
ら
一
二
十
一
年
前
の
明
治
二
十
九
年
十
月

中

務
外一
門編
也
偽
γ
ヤ
内
『

ら

い
け
ん
ぺ
い
や
仁

一J
J片
山
口白
〈忽月
型
農
大
義
〉、
六
十
八
較
的
し
た
慣
の…

-

-

d

，

E
園
田仰向郎
、

以
邸
駒
山
刈
の
魁
払
の
恥

r
m
m
を
俄
へ
て
は
ど
う
か
」
…

と
、

町
駅
ず
か
ら
利
さ
れ
た
総
バ
の
対
邸
料
、
が
に
そ
の
お

m
mな
…

か
・
・

る
も
の
を
掲
げ
る
。

一

死し
の矢令

鏡芸吹事
を博T
倣士L
f鍾身は
さ過す

れぐ
たる
が七
、 月 h
此主 ~I~~
頃Z 句E
は、A

ど港3
う Iと
や Æ~
ら態t
a降わζ
校1・陥担
t乞り
も
出で ー
て Wlt
ゐは
ら 生t

の
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一
~a

管

v
g
a
g
u
抽
ん
‘
P
担
曹
惜し
包

含
喝
事
い

L
'
e

号
令

-
v

m

明
治
三
十
九
年
十
月
中
旬
、
米
滞
市
中
偽
情
師
か
ら
不
治
の
症
も凡

一る
を
妙
き
(
齢
制
裁

一戦
制
〉
、

剛
院十
七
時、
川
腕
燃
料
榔
和
一
円
の
椛

一

回

E

L
9
2
h

ん

ま
の

且
い
ペ
7
・C

ひ
ら

Z
2
1
2

合
舎
串

z
'
L
C

，
、
一

間
土
宗
寺
院
を
招
き
・
氷
別
舎
を
聞
か
る
。
偶K
共
席
に
布
っ
た
岡
市
極

一

一
般
や
依
拠
品
一
純
一

務
総
舟
が
対
郡
山
部
品
加
を
刑
判
め
て
品
目
ら
税
関

K
蹴
川
町
の
一

…
酔
を
践
し
、

街剛山vkh
v脱が
仲得
艇を
散
し
、
務
総
臨
の
慨
が
叡
一
般

一

一一俄
時
を
蹴
胞
に
酔

せ
し
た
め
、
h
v
J
H

は
鮒
総
裁
時
の
も

F艇
を敵
され
一

酎

つ
宥
暫
く
も
柿

一

明
た
の
が
次
の
軸
物
で
あ
る
。

〈寓
鍵
多
鰻
)

一
筆
副
都
知
船
引
制
引
農
村
総

一

一
敏
一
刊
の
伽
…
燃
を
宇
一
け
、
高
六
一
郎
総
民
統
一
悩
一
円
、
対
測
や
限
一
郡
山
門

一

r
t

a
f
z
'

長
ひ
ら

乙
れ
や在

F
t

〈
卵

、
ん
そ
く

ま
ん
一

加
を
招
き
永
別
の
舎
を
聞
か
る
。
足
一
回
ち
三
議
五
欲
の
軍
賊
八
一
尚
←

配

慮
ん
t
，

aa

台
、
ん
令
い
ふ
く

Z
5

号
う
い
多
宜
さ
時
ん

ど
く

一

叩
四

千
の
煩
備
の
魔
単
を
制
限
し
功
を
奏
し
て
今
正
陀
本
閣
に
凱一

…
般
せ
ん
と
す
。

町
内一服
小
納
品
分
後
へ
も
舵
般
の
対
伽
あ
る
べ
し

と

一

L
ん
‘F
9

弘
事
し
ま
也

ゐ

お

b
曹
暗
勺
ゃ
ん

ぺ
忌

川

信
仰
せ
り
。
老
師
先
づ
願
を
逐
ろ
で
・出
蜜
せ
ん
と
す
。
能
別
の
一

回・

む

で
H
F

町
僻
を
呈
す

。

一

縦
と
山mpm
ふ
ほの
あ
らま
し
を

w

つ
，
、
防
ふ

う
れ

吋

愈
し
で
か
へ
る
今
日
の
綿
し
さ
法
衣
み
線
道
書

-
a
s
s
・
-
量
量

a
z
・=

z
，，
h
M
胃
‘S
B
-
F
J

d
ssa，

L
-R
'
d
F
h
y量
事

-
-
H
d
9

4

4
司
d，
h・
叫・
6

酒
量
匝
量
量
量
量

F

量
韓
費
量
暗
唱
包

・
4

u・
『
韓
両
首

a
u
R
耳
J

-、
え
M
V
4
0
f

h
い

示
別
曾

の

九
円
立
は
m
mずる
献、
紙特
の
邸
問
た
り
し
山
町
郎
悦
瓶
十
の
峨
叫
お
に

か
‘

.
5
$
e

AV
V
き

同
い
・

u

晶F
9
4
F
E
A

争
&
L

よ
u
u'
A町
J
h

飾
り

、

終
に
紐
食
に
入
ら
ん
と
す
る
・
終
丸
n
前
、
自
ら
曾
簡
箆
に
、

か
ん
今
多
E
害
eり
A
J
n
H
ば
・
'

h
ょ
う

関
紙
前
中
、
民
酬
明
無m

担
ん
考

惟
か
れ

w
・
2

念
併
の
外
、
は
た
し
無
川

・
ゅ
に
く
C
L

ゐ
い
る
こ

t
b

主
う

酒
肉
五
辛
の
も
の
、
入
事
無
期

の
三
和を
糾
し
て
い
川
M
h
km
mり配さ
れ
た
。
ζ
れ
よ
り
悦
民飯郡
が

偽
る件
\
hmめ
川
町
り
て

、

船
山
制
点
川
艇
を
似
す
。
鋭
利
、
と
の
川
町
り
叫
川

し
を
勧
て
、

叫
ん
川
減
訪
日
内
航
路

艇
附日
の
般
に
、

い
b
p
智

t
'
・

せ
ト
た
か
か
，
、

l
F
'
h
a

司
拘
今
九
ん

放
良
州
政
利
上
の
徳一川
悦
陀
向
き
は
隠
れ
な
き
所
な
れ
ど
野
納
給

っ
た
な
く
し
て
付
献
に
航
阪
を
ゆ
ざ
り
し
は
お
川
崎
の
憾
に
て
あ

さ
れ
ど
和
政
が
郎
総
叫

M
Wのと
き
、

ね
用
炉
仲
骨
川
町
…
似

運史 い
結字華W 風書 』乞
ぷひ のし
とらいへ
のけるの
みぱやよ
はやもろ
浮号が泊品い
土E てら に
な散ちざま
りりりさ
けぬける
~べりか
しみ

衣Z

V
4
ラ
し

A
Y

E

品
定

=
、
病
室
の
貼
り
礼

り
き
U

属
高
基
酒
量

j 
-h 
F , 
h 
~ 
).> 
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俊
民
制
押骨
骨

も
の
せ
ら
れ
た
る
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再
d
a

d
-
'
a
F
U
F
F

，

.
F，

.. 4ョ，
s
s
d

・

-
2
弓
a
mま
R
面
E

d

，

.
4
4
4

..
 
，

.
av
p'
F
'

4

，
耳
，

a
，
，
.
，
d

・
・
，
・
9
・
4

，
・

d
，

..... 
,, 

...
 

・
‘

・
・
・

4
・
・
‘

、

h
・
多
馬
、

.. 
』

.
、
電
・
・
・

尽
再
‘
‘
.

局
、.可
旬、
h
‘
E

3
‘
‘

J
m

a

、
。
‘
包
事
島
内

b

忌
ち
稔
い
し
ん
暑

く

b
a
J
c
h

い
官

白
ゐ

H
H
V
'
z
d
い
わ

侵
宥
そ
う

h
uん
ヒ
だ
い

w

ゐ

，

m

制
献
を
見
る
に
、
此
の
文
字
と
そ
全
く
利
上
の
結
制
、

師
法
後
明
治
七
年
十

一
月
に
良
盛
和
上
が
批
年
時
代、

自
分
の
師
匠
の
琳
w

…
の
部
一
批
な
れ
-
v
m怖いま
作
の
誠
一
駄
を

献
す
る
をm
vた
る
は
鉱
山h
h
v
政
に
偽
り
て
炉
飽
和

的
燃
と
し
て
、

静
肢
が
側
部
し
た
鮮
総
宇
…

…

献
のM
m
mを的
仇
す
る
に
川
断
れ
る
を
説
び
て

、

の
村
即
応
協
を
総
統
せ
ん
が
た
め
必
対
か
ら
除
印
刷
さ
れ
た
階
、
例
蹴
此

…

み
S

-

に
h
a

，
、

し
さ
て

ゐ
e

町品

川
あ
は
ね
ど
も
し
の
ぶ
も
じ

4
yり
遣
の
h
wく
の
一
人
か
ら
悲
ら
れ
た
持
を
点
に
締
配
す
る

。

…

m
m
-
き
ζ
ζ
λを
と
の
別
人
ゃ
にし
る
配
伸
一
東
漸
之

語
払
=
虚
説
-

…が
あり
、表
部
走
態
様

肢
の献
花
、

一
主
命
根
部
応
師

….

…

?
と
し
髭
引が
は
ず
ほ
へ
ま
つ
り
し
腕

、

い
と
川
町
な
る
幹
一

…
脈
ふ
り
た
る
に
、純一
銭七
時の
仲
欝
弘
り
て
い
さ
さ

一

…
か
鵬
駄
の討を
ま
ね
、
み
た
ま
の
献
に
一
慨
ふ
、
一

…

す
し
へ
の
訟
の
は
し
(
お
も
ひ
肌
一

a

…
し
め
り
が
ち
な
る
郵
絡
の
縦
付
仲
一

一

…が
あ
り、
議
俗
訟
は
事
裁
感
邸
内

，

箆
の
艇
に、

一

一

w

ε
§
崎町
い
，，
q
u宮
町

ぬ
雪
U
・V

・-
は

ぺ

山

良
鹿
品
川
正
乃
命
総
の
と
と
を
聞
き
侍
り
て

一

…

印
刷
恥
1
M
M
約九町
総
獄
封
鎖
封

一

掴
み

ら

m

美
・
知
の
く
のし
の
ぶ
も
じ
す
り
み
だ
れ
て
も

一

方仰

使シ 法，
少

君事= 反

勿レ 魂

聾，特t

斯咽生

文， 索轟

首号
時む
、

話!
の

花毛
布Fま
が申
ま成
だ十
4鈴か月
か逸
れ良
て盛
ゐ和
な 上
か
-っ
た

行
誠
敬
事

併

四

h

u
A
う
い
骨
草
色

F

和
上
の
遁
散
の
中
か
ら

の

似践

k 堕
*;ば 霊
の 11J ;: 塁
前? のー 定
さ紘2 宅
lと も・ iこ
う咲s て

つ く
ろイ伐
ひも
rc 
け
る

小
欲

鈎
足

、

足た

ぬ
IiJiÇtる
をと
さむ
へも
す写 ひ
膝号 は
を.!È.T
入、.り

るぬ
れ1;i~
ば の

1竃芝

が
あ
っ
た
。

我t:

主主 塑
悲ぞ ?貰1I ~ 
のの 二

潮I~ lllt î長
l乙砂~ tc
ぬの よ
れ叡字 型
ぬな 、

日ひ れ
ぞ ぱ
な
さ

三
、
行
誠
上
人
の
鑑
詩
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怠
た
れ
E

っ
と
む
ろ
と
し
の
長
け
れ
ば

-
e宮

k
b
t

な
む
る
み
の
り
の
味
の
隼
さ

叫r
h
w
ふ
か
ぬ
艇
か
へ
せ
ぬ

m
h
p
に
は

ー
ミ
ル

う
き
世
の
中
に

う
さ
を
は
な
る
る

て
つ
・

3
.

，

，、
か

官
。
.
み
ち

照
V
9
月
も
吹
き
飛
る
風
も
法
の
道

p
e

あ
た

き
か
ね
人
に
ゃ
い
か
に
結
ら
む

以M
V

A
a駒
山
や

ろ
さ

と
と
の
か
さ
な
る
身
を
ぞ
純
し
けれ

主
い

e
n
r

た
の
み
な
さ
吹
を
麟
ふ
便
り
に

か
，
、
‘
ん
た

U
U
E
A
V

慰
問
は
式
市
中
な
れ
ど
も
慢
な
く
ば

町
町
や
附
く
と
は
の

さ
く
ら
む

fJ 

正
僧
志
に
舞
さ
れ
しa

位長
山2
昇岳

法'る
のも
拙まい
i仏b か

も tζ
たあ
ぬや
我全う
身みし

はた

• 

米
渇
極
集
車寸
に
て
県
本
の
-
曹
を
間
島
司
て

7:i<Z 
き
夜a

か の
う H民L
ぺを
あさ
ぐ・ ま
れず
ば*~
ヰますの
明言普2
の

鑑主

法t
σJ 

同1
我わな心2
がら輩?
な ペ せ
でうし
しゑな
とぬ で
のる し
3存在;1U と
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きに I~
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け
り
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}p 骨苦 闘
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守ぞ
に合さ
1討‘せ
無・ ぬ
阿ot ~ 
粥J

F官が
悌き

定
評
あ
る

効
果
菜

同
開
禍
唱
d
mF
ツ
孟
ル
晶州
市H方

に
L

て
臨
床
賞
品帽
に
よ
り

各
方
面
よ
句
禽
穫
さ
る
L

効
m
d本
位
の
特
殊
外
用
獲

油
断
す
れ
ば

一
大
事
H

酔hvの
峨
慨
が
断
に
間
締
罰
対

な
船
艇
の
お
る
腎
は
例
貯
ら
特

寸
ま
で
も
な
く
・

炉
開
が
舵
れ

た
h
め
に
対
問な
郎
党
献
し
・

一
舵
に
蹴
ず
る
尉
が
針
い
、
き

れ
ば
舵
儲の
帆
に
松
山
r判hvの

材
町
れ
で
・•••.• 

門金
問
各
地
場
巾
摘
にあ
り
}

廿
品
開
・
対
餓
・
五
十
鈴

-

m
・

二
回

大
木
花
園
園何
本
舗

大
木
合
名
曾
紅

東
京
・
"問
領
検
町

大
医
・

官
用
慣
相
聞
路

町
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-
，
，
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b
侮
暗

殺
北
闘
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
濁
り
の

「
統
制
熊
椛
」
が
町
が
成
り

ま
し
た
。

か

附
仰
な
柊
し
い
認
と
諮
ら
に

、
慌

時
恥
%
の
侠
M
Mumに
蝉
脱
憾
に
が
う限
し

つ
h
あ
る
r
部
、
鰍
仙
の
叫
利
籾
山
川
を
樹

齢
層
し
、
一時
せ
る
裂
の
義
的
を
m
m

M
そ
の
慾
忠
と
す
る
婚
に
配
っ
て
針

搬
し
、R
U酬
川
崎
を
劫
川
町
と
す
る
斡
ぽ

内f
、
・

e
L
g
h
g
'

M
d
m
，
‘
2
4

を
作
り
上
げ
る
と
公
ふ
ゅ
は
、
祭
政
線

L
a
v

〈
弱
H
2

勘
助
と
し
て
は
凡
っ
て
企
て
及
ば
な
か

e
z
z
L
S
S

く

っ
た
鳥
で
、
そ
・μ
だ
け
に
綱
胸
絡
の
山
由

岐
も
紙
対
抵
で
は
な
か
っ
た

・

ル
ァ
、
住
凡
内
ん

t
Z

い
ぷ
瓦

A
Vこ
の
「
淑
本
』
を
紛
糾
し
た
銘.

限

‘
屯
食
.
，

i
Z
か
う

m
b
“
，
t
お
も
惇
ん
句
ゐ

日
は
、
正
し
い
信
仰
、
法
然
上
人
の
念

併
時
m
m
を
縦
一
憾
に
、
が
九
山
勿
鵬
艇
な
話

相
却
を
掛
っ
て
、
隊
一

rナ
る
と

Y
ふ
と
と

に
あ
っ
た
。
時

，

H
蹴
破
防
総
十
九
.
齢
、

S
F
E
n
-
Z
ん
し
。
品
目
ん

h

世
い
ご

そ
の

!

問
、
法
品
約
上
人
の
休
大
な
る
御

山
川
椴
、
制
問
〈
紛
い
配
的
例
を
以
ゆ
る

ω
m

M院
か
らm一縦
し
、
そ
れ
が
就
航
に
掠

め

て
が
た
が
、
そ
れ
を
と

h
で
一
献
制一

'
春
季
、

f
L

・
レ

ゐ
し
ん
か
う
え

j

的
な
形
で
稿
者
に
涼
し
、
信
仰
を
ね
た

w
r鏡
、
川
刊
で
あ
る
山
内
に
も
時

四-ー.司圃園田町内・

で絢.~ とめ {~l土Z
あ 日をなん仰雪f.tk
るはらとの仰号
、 1主主 ζ し :w事の
と行きれたみ金Z
云いををとの骨量と
ふ t蹴』♂とよ2B25
もしれでにな
のてばあ ー 比み
を杓《前ぷる段定通産
作守みる ーの し
り J氏主 、 ~判官ひ を

上あ るあ備若mt象~
げととのを へ
配ミとのと 3降、

か
っ
た
の
で
あ
る
。

ヲ
賓

F
E

‘
ξ
ル

A
V次
に
考
へ
ら
れ
る
の
は
目
下
の

議
憾
な
時
限
献
で
あ
る
。
腕
鰍
税

制
引
な
る
も
の
が
、
が
る
働
の

山
川
川
被
肱

す
-

E

事

げ
ん
ぜ
"
'
や4

6

事

の
時
限
に
乗
じ
、
同
叫
牝
利
袋
、
目
先
き
の

ぶ
つ
'弓
-
s
，
止
ま
つ

b
司
，
に
ゐ
伊
ん

物
質
的
利
径
の
み
を
越
求
す
る
人
間
の

U

ゃ
i
z
u

，

，
宮

a
a
v
p

・3
g

引
開
駄
を
刺m
し
て
妖
し
奇
跡弘
殺
に
よ

し
守a
‘
，
が
.

，
E

宜
ー
も
ら

っ
て
、

紅
品
"
に得
税
を
撒
き
鮎
臥
し
て
ゐ

る
と
の
悦
併
で
あ
る
。
そ
れ

一
紗
の
都

ど
，
、
た

E
L
-
-
P

、

て
酔

'
M
R
i

山
識
は
吹
に
寸
門
前
仙
の
$
?
に
よ
っ
て
変
除

.
‘
作

H'

せ
ら
る
h

を
待
つ
ま
で
も
な
〈
、
廷
し

い
時
例
、
税
備
に
材
開
倣
な
偽
抑
制
を
山
町

'
1

令
t
た
お
じ
・
ん

々
し
た
姿
に
於
い
て

-m
m醐
せ
しむ
る

こ
と
に
よ
っ
て
刈
り
以
ら
れ
ね
ば
な
ら

'
X
正
』
除
ふ
u
b
i
z
-
L
Z

ぬ
も
の
で
あ
る
。
京
総
必
然
上
人
一
の

L
9
w
'
h

い
ち

公
欽
こ
そ
が
、

ζ
H

併
に
対
置
せ
ら
る
ペ

き
鰍}
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、ζ
の

「
然
食材
」
の
特
て
の
叫
き
も
崎
ず

V
と

や
，、
わ
M
'

a・

そ
と
に

一
つ
の
役
制
を
持
つ
べ
き
で
あ

る
と
悦
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
一

A
vt
i
じ
』
の
\
繋
」
の
た
池

一

に
、
が
般
は
仲
に一瓦
跡
も
鮒
ん
ど
慨

に
し
て
、u
md
Tも
側窓
引
い
でヲ
に
材

対
は
鋭
的
支
一
脈
鮒
ル
ピ
を
川
ひ
略

的
一

ヲ

注

目

も
付
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
跳
れ
で
も
が

一

般
に
辞
め
る
や
う
に

、

r
つ
創
艇の縦

一

ひ
や
剛
山都
吟
な
ど
で
仰
向
椋
と
し
て

も

一

寝
込
ひら
れ
る
や
ぅ
許
可
吋

一

俊
ひ
か
ら
で
あ
リ
ま
ナ
。
総
}
本
に
付
一

し
た
「
慌
燃
.
崎
山
川
一
税
制
は
附
抑
制
そ
の

一

滋
の例
昨
の
苧
に
な
る
も
の
で
あ
っ
て

­

h
A
JV
Z

“
い
今
，
T吾
ご
ゆ
ゐ
《

4
r
Z

主

・

上
人
の
代
波
的
な
御
遺
州
絡
を
餓
む
-

理
店
"
“
到

z
-
-
-

に
絞
っ
て
火
い
に49
rに
な
る
も
の
と

一

・ャ
ゐ
­

m悶
じ
ま
す
。

一

審
い
ほ
ほ
ん

f
'
"

・
一

A
V4中
ひ
に
し
て
、
と
の
総
会
を
期
し

一

た
舵
税
」
が、制
執
の
俄
附
に
一
蹴
一

ひ

や
，
、
も
た
た
・

5

・ν
ゐ
か
吾

L
・
'

一

の
飛
癒
を
資
ら
し

、
正し
い
信
仰
と
宗

一

制
移
時
の
一
…
腕
と
も
な
ら
ば
、
わ
れ
ら

一

の
が
耐
の
一
ず
時
糊
さ
れ
た
の
で

一

号

室
ナ
@
問
的
と
の
川
町
時
の
あ

ま

ね
〈
み
た
さ
れ
ん
ζ

と
を

。

-
4械
に
限
り
定
債
骨
盤
聞
と
い
た
し
ま

し
た
が
・
・Rに
は
従
前
温
り
の
定
債

を
以
O
て
お
鍋
ち
し
て
お
り
ま
す。

、

海

土

十

一
月
披
一

昭
和
十
年
気
H
M
ニ
十
日

第
一
-
一
縄
郷
似
物
総
可

附
和
+
一年
+H
HZ+
日
印
刷
納
本

昭
和
十
五
土
u
n
一日
後
行

脚
続
問主償
金
二
十
銭
)

糟
…
…
川
県
野
正
順

印
刷
人

赤
尾
光
雄

東
京
市
平
岡
地阪
市
タ
谷
加
資
町
-
ノ
=
一

印
刷
所
大
日
本印
刷
株
式曾他

愛
行
臨
例
法
然
上
人
償
仰
合

東
京
市
帯
品
川
目
芝
公
園
町
駅
・
脳
内

綴
特
東
玖
八

二
-

八
七
番

「
滞
土
」
脚
髄
規
定

一
部
定
倒
金
十
銭

〈
怠
料
一
銭
》

一
・
グ
年

金
一
回

ハ
神
高
料
不
安
〉

お
の
一
ヶ
年
令
部
札
刷
は
法

然
上
人
償
仰
合
の
合
践で
す
。

入
命H申
込
み
と
同
時
に

一
四

御
納
め
に
な
れ
ば
、「
潟
土
」
が

一
ヶ
年
間
服
闘
で
き
ま
す
。

そ
の
他
極
々
な
特
山
内が
得
b

れ
ま
す
。



刊新 l

著

介

里

山

中

五

版

一
一

-'世
ノ、

。

一・
一
一

裳 付 頁

ポ

フ

)V 

• ヒ

盆 * 美九
料­
J起債 廊

• 
2、

‘、、

、

タ

ス

ロ

十

四

銭

... 圃
，、

司.

常知
識
て

と

て降

、ー

れ

は
日
本
人
と

法
然
上
人
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し

て

最
大
の

E
E

z
b
z
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協
a
E
ι
r
'
w

，
ん
ゐ
電

』v

'
Z
L
a
，

C
T
A

ち
ま
f
a
マ
C

で
ん

す
厄
ば
臨
み
阻
ん

L
雪

着

側
室
=
劃
然
ど
い
公
憾
の
舵
威
は
何

ん
と
去
っ
て
も
「
勅
修
御
体
」
で
あ
る
o

「
勅
修
御
体
」
郎
ち
「
法
然
上

l

j
Je
'z
-
e
a

p
a
m
L

再
Z
ん
町
'
E

ふ
L

み
て
ん
町
a
，
ど
で

'
τ
ん
の
'
c
v
a
.

，U
ん

者

酬
川
例
制W
酔
」
は
伏
見
天
虫
、
後
伏
凡
天
皇
、
後二
僚
天
皇
の
三帝
が
法
一
然
の
遺
一
徳
を
深
〈
叡
信
な
ヨ

じ

Z
A
M
V
W

事
て

-
s
-

E

鼻
官
匝
品

h
ん

T
ん
・

4
f

の
馴
れ
〈
む
た
が
、

そ
の
時
分
は
異
敬
の
手
あ
以
が
宰
ひ
起
つ
τ

妄
b
k

法
然
の
体
飽
を
作
る

に
至
っ
た
の

言

酬
で
、
民
総
の
総
く
と
れ
を
総

υ
、

m
MRに
も
妙
パ
れ
を
俄
ま
せ
ら
れ
た
都
民
、
佐
町
船
パ
川
町
引
の
抑
制
に
よ

b

葉

川
総
川
ず
飯
防
の
勲
酎
出
称
が
鉱
山
山
め
械
の
お
慨
を
か

τ
、

船
加
す
ベ
S
鉱
山
輸
を
と
っ
τ
m
m
め
、
(
判
断
〉

H

3
ι

、

，
雪
聖
司
'
'
守

、

6

1
，
‘
，f

か
酬
十
四
釈
を
給
〈
と
の
行
を
了
へ
た
も
の
で
あ
る

。
(
中
時
)そ
れ
等
を
婆
誇
し
〈
と
の
雅
文
の
典
籍
を
比

岬
ん
だ
い
じ
ん

た
い
し
ん

e
q
L

ん
轟
内

ら
川
駅
山
町
銃
身
比
一
常
設
し
む
る
と
と
は
現
代
人
民
劃
す
る
一

つ
の
親
切
で
あ
る
と
ね
じ
て
、
敢
て
乙
れ
を
潟

酬=
=
制し
て
材
献
を
依
っ
た
猷
訟
の
拡
を
税
当
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だ
い
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る
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海
土
信
仰
の

一
文
に

に
こ
の

日
本
信
仰
史
上
に
燦
然
と
輝
く
法
然
上
人
の
『
一
枚
起
詩
文
』
。

こ
の
一
文
の
中
に

鈍
る
信
仰
の
務
紳
を
知
ら
ず
し
て、
信
仰
の
何
ん
た
る
か
を
語
る
は
潜
越
で
あ

る
。

こ
の
簡
潔
流
麗
な
る
語
勾
の
中
に
脈
う
つ
深
く
豊
か
な
宗
教
の
岡
県

.幽・ ，

新刊
出

来
布
敬
用
書
の

一

最
高
峰

一

本
舎
は
特
に
停
土
信
仰
普
及
の

た
め
左
の
如
き
犠
牲
的
奉
仕
を
な
す

除
雪
懇
一
留
守
九
銭
議
)

寺
院
の
布
教
用
、
工
場
合
枇
等
の
修
養
讃
物
と

し
て
、
最
適
!

込
ん
で
行
く
!

理
が
営
代
随
一
の
名
講
義
に
よ
っ
て、

解
り
易
く
讃
者
の
心
に
渉

定
慣

A曲目

進
料
共

ホ

--
銭

行

報

所

法
然
上
人
鋪
仰

録
曲
'・・
・
・車
窓
八
-
二
八
七

昭
和
十
年
五
月
サ
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縄
郷
便
物U
J吋
へ
毎
月
一
一
間一
白
血
混
行
〉

昭
和
十
一
年
十
月
サ
ロ
印
刷
納
本
昭
和
十
一
年
十
-
月
一
日
回
現
行

浮

土

第
二
容
第
十
一
務
官
比

定
借
バ怠廿
貸議
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